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この だ び は 任天堂 “ファミリー ベー シッ ク 
(HVC-ーBS)、 を お 買い あげ い だ だ きま 
し レ て 、 誠 に あり が と こう ご ざい まし だ 。 

ご 使用 の 前 に 取扱 い 廊 、 使 用 上 の 注意 等 、 
この 取扱 説明 書 」 を よく ぐ お 読 みい だ だ き 、 
正しい 使用 法 で ご 愛用 くだ さい 。 

な お 、 ご の 「 取扱 説明 書 」 は 大 切 に 保管 し 
て SS 定 あ い 。 
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キャ ラフ ーー プ RNN 113 
キャ ラフ タテ ー ブ ル A 


ファ ミリ ー ベ ー シ ッ ク ・ シ ステ ム 構 成 図 


ファ ア 呈 も As ツル フ (を ーー まで カセ シ 
ト ) ほ 、 ラ アァ リー コン ピュ ユー タタ に 挨 続 し て 


ご 使用 くだ さい 。 

プア ミリ トロ 人 
ぱい に 拡げ ます 。 

咽 〇 AM ビ E BAS1C モ ー ド 


て マウ リオ や レデ ィ な どの アニ メキ ャ ラク フタ を 画面 
に 登場 させ 、 動 か みす プロ ブラム を 作り ます 。 
ちあ ロン (っ 全 1 A | ピ H C ン 

(時 メキ ヤセ ラク の 背景 男 を 作 つ だ り の 、 背景 
キャ ヤラ クタ を 使 つて 絵 を 描こ こと が で きま すめ 


咽 カ リキ コレ ー タ ポー ド ( 計 算 ) 
咽 ミ コー ジン クボ ー ド (音楽 演奏 ) 
画 メ ン セ ー ジ ボー ド ( メ モ ・ 伝 言 ) 
咽 コ ンピュータ の うら な い 


4d ント 中 に ー フ で が 


(GAME ビ AS | C で は 、 オリ ジー へ を 
つぐ く れ ます 。 コ ント ロー ラ を 利用 する プロ グラ 
ム ハ ム に すれ ば 、 の 人 で ゲー ム が 抹 し め ま す 。 


mm ジル アア アル 2 と 傾 (シセ ー プ ひ | -10 等 市 販 品 ) 


as re エエ 年 区 パ ツ ド 
アミ リー コン ピュ ユー 本 体 コネ フタ 生 二 コネ クタ 市 販 品 


(3.56 ミ ニニ ジャ ツク) 、 


キー ボー ド 育 面 図 


ST 4 ポン 


LULULULOLO 
N 性 | 選 性 り 上 ( 選 い 選 
PV 
ーー リー リーLVY WRITE っ MIC 
ーー 上 衣 _ | READ っ イヤホン 


・ ず イジ 


eSAVE( 保 存 )、LOAD( 呼 び 出し ) 
エー ポー は は ご: モノ ラル ラジ カ 定 利用 し 
生ま お ドープ / ペリ 

BG GRAPH | 〇 の 画面 で 描い だ た 絵 を 、 
ら SAVE 保存 )、 し 〇 ADCOW び 出し ) す る だ 
め の 端 子 び つい て いま す 。 

大 切な オリ ジ ナ ル ゲ ー ム は 、 カセ ツ ト テ ー プ 
に AVE し て お け ぱ ば 、 安 届 で す 。 いつ で も 
LO 〇 AD し て 、 楽 し お こと が で きま す 。 

(詳し く は 45 ペ ー ジ を ご 覧 べく だ さい の 


キー ボー ド 


数 字 や 英文 字 、 カ ツタ カナ は も ちろ ん 特殊 な 記号 が 入 力 で きま す 。 カ タカ 
ナ は 、 ア イワ ウエ オ 順 に 並ん で いま す の で 使い や すぐ な つて いま す 。 


( ファミ リー コン ピュ ー タ お よび 周辺 機器 の 操作 方 法 


キー ボー ド の コネ クタ カセ ツ ト を 挿入 する 電源 を ON に する 


| を 差し 込む 


9 電源 (" 〇 WER) を OFF  @ カ セツ ト を ファ ミリ ー コ ン ファミリー コン ピュ ー タ の スタ マート 画面 で コン ピュ ー 
に レ だ ノ ファ ア ミリー コンピ ユ ピュ ユー タダ の カセ ツ ト コ ネフ 電源 (POWER) を 入れ ま の カラ ー パ ネル が ガ 表 われ 
ー ツ の エキ スパ ンド コネ ク に 挿入 し ます 。 ます 。 

ツ ( 機 能 払 吾 コネ クタ) に キ 
ー ボ ー ド の コネ クタ を 接続 
し ます 。 


ョ II 


に ーー ドド (に に カセ ッ ツ ト を 本 体 ら 抜 こ と き は 必ず ON に し 、 炊 に コン ピュ ー タ か 
メモ リバ パ バックアップ に つい て の 千代 HH る の きか の 
里 三 昌 電 池 を 利用 し て 、 カ リキ コ ュ ユ レ ー タ ・ ミ ユー ジッ ク ・ メ ツ セ ー ジ の 名 ボー ド で 入力 し だ データ や 
BAS 1C プ ログ ラバ を 、 一 時 的 に カセ ツ ト 内 に 記 層 (メモ リバ パッ クア ッ ツ プ ) し て お ぐ ご と が で きま す 。 


$ バ ッ ソフ アッ プス イツ チ の ON、 に フロ コー ツ の 揚 ボ に 征 つ て くださ し し 

の だ だ し 、GAME BAS | 〇 モエ の 揚 合 に 限り 「 デ ーッ マラ ノコ シタ イト キハ カ カセ ッ ト ( 表 ) 
セツ トン 用 ツウ アッ フス イッチ ナラ (0 に うう プ ウ アリイ の 介 示 は 表示 され ませ ん し 。 
BAS | どの プロ プラ ム を メモ リバ パック アッ プ す る 場合 は 、GAME BAS 1C モ ー 
ド を 終 ず し レ て スタ ダー ト 画 面 に な つ だ と き 、 バ パ バック アツ プス イッ チ を ON に し て こく ださい 。 

コン ピコ ユー タ の 指示 に 従わ ず に パッ ツク アッ プス イッ チ を ON ・O 〇 OFF す る と 、 正 確 な デ 
ー タ ガ 記 憶 (メモ リバ パック アッ プ ) され な ガ が つ だ り の 、 正 常 動作 し な い 場 合 が あり ます の 
で ご 注意 くだ さい 。 

る AG 「 ソ フロ プラム の デー タ は 、 カリ キュ レー タ ミュ ユー ジッ ク ・ メ ッ セ ー ジ の ポ 
ー ド を 実行 する と 消え て し まい ます 。 
まな の ポコ クラー ツ ) ミニ コー ジッ プ ・ テ メソ ピー ツジ 0 の ボー に 章介 の デー ツ は BAS 16 
モー ド を 実行 する と 消え ます 。 

@ メモ リバ パッ クア ツ プ し だ デー タ を 利用 され る 場合 は 、 上 記 の 点 を 十分 に ご 注意 くだ さい 。 


ソン アソ プス イッ チ 


ーー 和夫 時 汗 0ー 

e カセ ッ ント に は メモ リバ ッ フ アッ プ の だ め に 単 三 乾電池 の 本 を 使用 し ます 。 

パック フ ア ッ プス イッ ツチ を ON の 状態 に し だ と き 、 約 2 ヵ月 ( 単 三 乾電池 SUM3(E 便 ご 

用 時 ) で す 。 〇 FF に する と 電気 の 消費 量 が 大 きこ な り 、 寿命 は 短 こ な つて し まい ます 。 ea 
e カ セッ ト を ファ ミリ ー コ ンピュータ に 差し 込ん だ 状態 (本 体 の 電源 は ON) で 電池 を 交 ビー ニーーーーーー デ 0 


換 す る と 、 記 憶 さ を れ て い だ デ ー タ や プロ プラム は 残 つ て いま す が 、 カ セッ ツ ト を 抜い た 状 
態 で 交換 する と 消え て し まい ます 。 
@ 1 | バージ の 乾電池 お 取扱 い 上 の ご 注意 , を ご 覧 くだ さい 。 


カセ ツ ト (〈 要 ) 
BASIC カ セッ ツ ト で カセ ッ ツ ト テ デー ツバ で 
メモ リバ パック アッ プ で きる も の ……… ド … SAVE・LOAD で きる も の …… 
e BASIC プ ロブ ラム e BASIC プ ログ ブラ ム 
@ カ リキ コレ ー タ ボー ド 画 面 の デー タ eBG GRAPHIO の 画面 の デー タ 


レニ コー シッ ツン ボード 則 箇 の ロマ 
$ メソ ピー ジ ボ ー ド 画面 の デー タ 
(ご 注意 )BG GRAPHIO の 画面 の デー ツタ は メモ リバ パッ フ ア ッ プ で きま せん 。 


アク キー の 本 格 的 キー ボー ド 。 
カタ カナ は 使い や すい 50 音 配列 で す 。 


数 字 ・ 英 文字 ・ カ ダ タカ ナ ・ 記 写 を 入力 け る だ め の キ ー で す 。 
キー に が ガ が れ て ある 上 下 を 石 の 文字 記号 を 炊 の ルー ル で 入力 し ます 。 


あり よ 向 介 ノ ー ノ | L ト 
共 ・ 数 字 状 導く yi オ レンジ カナ 状態 


キー の に 方 ガ れ て ある キー の 下 に グリ 1 て の る 


旬 フ コ ー ノ し 
@ 崩 根 ペン | 


キー を 数 字 と 英文 字 ( 大 文字 ) ゃ | ビブ キー を し カタ カナ (大文字) や 
その まま 押す 。 | 記号 が 入力 で きま カナ 状態 に し ます | その まま 押す 。 還 早 請 妖 


ノム ノノ こき まう 。 万 
エー の に カオ | て あの る 


す 。 


「SHiFT | キー を | キー の 上 に かかれ て ある ee を | カウ カナ JI い 文 字 ) や 記号 、 
押し な が ら 記号 が も や もつ 一 眉 全 うす バビ ア ペ ポ ボ ガ 
キー を 押す 。 上 力 で きま 詳 間 用 | を 押し カナ 状 | で "っ ' AG きま 9 


態 を 解除 、 英 ・ 数 | [GRPH エー を | カタ カナ の 濁音 ( ガ ギグ 
※ 文字 キー、 ス ペー スキ ー、 カ ー ソ ルキ ー は 、 押 し つづ ける 守 状 態 に し ます | 押し な が ら ゴゴ な ど ) と プラ ノノ ィ ソレ 


と 連続 し て 入力 で きる リピ ー ト 機能 を も つて いま す 。 


キー を 押す 。 ク 記 写 が 入力 で きま す 。 


| ファ ン フ ショ ン キ ー | それ ぞ れ の 画 画面 で 違 つ だ 役割 を も つ キ ー で す 。 


(ファ ンク ショ ン キ ー の 詳し い 説 明 は 得 ボ ー ド 画面 を ご 覧 くべ ださい) 


文字 キー と 組み 合わ せ て 使っ を り 、 
画面 上 で いろ いろ な 操作 を する と き に 使う キー で す 。 


[GRPH] プ ラ ISTOP| [RETURN] 
$ カリ キ コ レー タ 、 ミ ユー ジ ツ 文字 キー と 組み 合わ せ て 、 カ BAS 1|C プ ロブ ラム の 実行 入力 し な 文 や 記号 ガメ モリ 
ク 、 メ ッ セ ー ジ 各 ボ ー ド ガ ら  。 々 カナ の 濁音 が 入力 で きま す 。 を 中 断 (BREAK) する と され る と 同時 に カー ソル が 次 


セレ クト 画面 に 戻る こと き 等 に _@ ブ ラフ イィ ッ ツク 記号 (文字 キー き に 使い ます 。 の 行 の 先頭 に 戻り ます 。 
使い ます 。 の 最上 列 の キー の み ) が 入力  @ ス ター ト 画 面 、 セ レク ト 画 面 @ 汐 根 ペ ン は イン ク つ ば ぽ に 和信 つ 
で きま す 。 の 表示 を 一 時 止め る 働き を し て ガ ら 改行 し ます 。 


AMIE は AS | し モー ド で 上 で ます 。 CLR 
指定 の キー と 組み 合わ せ て 、 。 謙 字 と 文字 の 間 に 1 文字 分 の BC GRAPH 1C の 画面 か "や ツー 
いろ いろ な コン トロ ー ル が で 本 ( ス ペー ス ) を つこ ぐり ます 。 ら GAME BAS 1C モ ー ド e その まま 押す こと 画面 の 表示 は 


きま す 。 画面 に 戻る こき に 使 いま す 。 消え ず に カー ソル は ホー ム 位 
[ ※ 本 文中 で は [ SPACE」 キ ー と っ 玉 

* 文 キー と 組み 合わ せ て 、 カ es カツ カナ や キー の 下 や 右 に が 時 

ッ カ ナ の 区 学 マ や キ ー の 上 こ が れ て ある 記号 を 入 訪 区 る 本 ここ 

右 に ひれ て ある 記号 が 入力 よい ーーー ソル ボム 人 9 村 に 所 

で きま す 。 ナ 居 態 に な り 、 も う 一 度 押す “"・ 


1 
に と 解除 され ます 。 


キー ボー ド 難 キー の 名 称 と 使い 方 


ー ボ ー ド で 伝え よう 。 
ヽ を ネー ボ 
る コー ー 掲 が お あ ぼ え て ぐれ る 
\ ず / 


カー ソリ ル ェ キー | クー ソル キー は 文字 や 数 字 の 入力 する 位置 (カー ソル ) を 上 下 を 右 に 動 
が ダ ギ ーー です 。 


パイ オリ ズム ボー ド 画 面 
カリ キ ユ レ ー ダ ボード 画面 


メニ ュー 画面 (英文 字 ) メニ ュー 画面 (カナ ) ミュ コー ジッ フ ボ ー ド 画面 BASIC の 画面 BG GRAPHIC の 画面 


NM つら ー ト 上 腸 の ら エ に ーッ ンー. の の 
の NTNTEhNIDO ン ニラ HPYG ウ ロン HUJU ウ ちら 〇 ト J 
ーー は YTE ら ちら FREE 


ーー 


ix 詳 TUTRTUTTHTTUUlml 


カー ソル 羽根 ペン カー ソル 


それ ぞ れ の カー ソル キー を 1 回 押す ご と に 
本 の 
羽根 ペン 

1 行 分 上 に 移動 し ます 


1 文字 分 に 秘 動 し ます | = | テ | 1 文字 分 右 に 秘 動 し ます 


(1 行 分 下 に 物 動 し ます ) 


合 ボ ー ド 画面 て と BASIC で 部 分 修正 を する と き の カ ー ソ ルキ ー の 使い 方 。 
$9 で に 入力 し だ 文字 に カー ソル を 秘 す と その 文字 を 自由 に 修正 で きま す 。 
* ト ” を \ ヤ / に 修正 する と き … 
カー ソル を \ ト ” に 物 し ます 。 
図 を 入力 し ます 。 
カー ソル を も こと の 位置 に 戻し ます 。 
※EASIC で は 、 修 正 後に CRETURN キー を 押し て ご ださい 。 


[INS. 」 キ ー・[DEL」 キ ー の 使い 方 


LINS 」 キ ー 
@ あこ が ら 文 字 を わり 込ま せる に は [LINS ] キ ー を 使い ます 。 
| じじ ビ ビ 請 AA” と “COC” の あい だ に 空白 を つく り “B/ を わり の 込ま せる と き …… 
り ま す 。( 詳 し こく は 右 の 説明 を av カー ノル を "で " に 移し ます 。 
ご 覧 くだ さい 。 生 に じじ ビ ビ [INjl キ ー を 押す と ヾ A/ と ヾ C? の あい だ に 1 文字 分 の 空手 が で きま す 。 
[DEL」I デ リー トド キー PB 硬 じ ビビ 剛 を 入力 し ます 。 
の や 衣 2 本 ※EBASIC で は 、 修 正 後に LRETURN 」 キ ー を 押し て こく だ さい 。 


@ 示 分 な 文字 を 消す に は [DEL ] キ ー を 使い ます 。 


は CXD ビ 調 ぶ X/ を 消す と き 


トラ トン て 細 ーー 消し だ い 文 字 の 右 ど な り に カー ソル を 移し ます 。 
| ニ ) [DE キー を 押す と ヾ X/ が 消え 、 ヾ D* より 右 の 文字 が つま り ま す 。 


BCD ビ 調 カー ソル を も こと の 位置 に 戻し ます 。 
※ BASIO で は 、 修 正 後 に [RETURN 」 キ ー を 押し て < こ だ さ い 。 


スペ ダート 画面 


スタ ー ト 画面 が あらわれ て 、 アポ ー ド の 
SE コタ ガ 5 の ツ セ ー ご どれ おり ひん 
ジ 欄 に カラ ー バ ネル が 表示 さ 


回 国 回 因 較 机 回 四 回 四 
回 回 固 因 回 回 四 回 
EE ドド トト トト 上 ETTT: 


セレ ンク ト 画面 
コツ ビュ ュー ン は 、 訂 を 
実行 する か 順に たずね 
て きま す 。 選ん で くだ 
さい 。 


文字 キー の ひと つか 
[SPACEI キ ー を 押し て こく だ さい 。 


あな だ が から の メッ セー ジ 杜 。 
コン ピュ ー ツ の ら の メッ ピー ジ 杜 。 


@ っ GAME BASIC 
全う モコ レー ツ ポ ボード 
生ま の 78 ンー 
@ ハハ ソ セー ジ ボ ー ド 


キー を 押す 


※ カ セツ に ト の バッ クア ッ ツ ッ プ スイ ツチ の 操作 指 
示 は 、 画 面 に 表示 され ませ ん の で 、 デ ー タ を 
残し た い 時 は スタ ヤー ト 画 面 に 戻 つ て が ガ ら ON 
kot し て くだ さい し いい 


癌 ボー ド の 実行 画面 


・LRETURN キー、 ま だ は それ ぞ れ の 実行 画面 に 
F1ILRETURN キー を 押す 。 がわり ます 。 ER EE ] 

・ PEOEILRETURN キ 一 、 ま だ _eGAME BASIC モ ー ト 
は [RETURN 」 キ ー を 押す 。 “ 

コソ ビュ ー タ に あい さ つ な する ど と 、 
うら な い を し て ぐれ ます 。( 詳 し 
< は No8 を ご 覧 ださい 。) 

e 呈 力 LRETURN キー、 ま だ 
は IF4ILRETURN | キー を 押す 
と 、 コ ンピュータ は 動作 を 終了 


[リキ ー が | キー を 押し て モー ド を 選び ます 。 


分 チョ ウラ チュ ウシ シマ スズ 


ボー 


( 揚 作 方法 >9 ペ ー ジ ) 


CO ソリ ター ン / 家 用 介 、 スペード 
画面 に 戻り ます 。 


※ ス ター ト 画 面 グ の ら 、GAME BAS | 〇 モード 画面 に 直接 移る こと の で きる クイ ックス ター トカ 訪 式 びあ り ま す 。 
④① カ セッ ツ ト の バッ クア ッ プ スイ ツチ を ON の まま で 、 中 
② キ ー ボ ー ド の 還 ] キ ー を 押し な が びら ファ ミリ ー コ ンピュータ の [RESET 」 ス イッ ツチ を 押し 、 キー を 離し ます 。 
③ ご この 結果 、GAME BAS | 〇 モー ド 画 面 が 表示 され ます の で 、 カ セッ に ト の バッ ツク アッ プス イッツ チ を 〇 OFF に し て ぐだ さい 。 


す 話 レ な ガ ら / の 
aa 介 
ラン ニニ ュー 共和 し " 
人 Pe 


レ 


カラ ー パ ネル の 点 滅 が 消え 、 
コン ビュ ユー ツガ 放し か けり て 


あな だ の 名 前 を 入力 
し レ て [RETURN キー 
を 押し て こく だ さい 。 


名前 は 英文 字 で も カタ カナ で も か が 
まい ませ ん 。18 文 字 ま で 入力 で き 
ます 。 カ タダ カナ の 場合 は 、 カナ) キ 
を 二 し て が の 用 錠 じ し て きだ さ し し 
※ 何 も 入力 し な い 場 合 は 、 そ の ま 
ま [RETURMN キ ー を 押し て ぐだ さい 。 


ドウ サラ ロイ シ ジ シッ フッ ズ 


[ESC] キ ー を 押し だ 後 、 [STOP」 キ を 押す 


[SIYISITIEIMIL RE TURN ] キ ー を 押す 


り コン ビュ ー タ の うら な い 


eHIEILILIOLRETURN ] 

9 

ロレ に LRETURN」 

を 
FILRETURN 」 

を ん る と 、 コ コンビ ピュー コン 
あい ざ う を 返 じ て き ます 。 で 人 
後 、 う つら な い を し て ぐれ まき 。 


BASIG〉 


oN SAB ン LuSON 


プ 
BYT ビ ちら FFREE ビ 


フリオ 
サン ウラ ナイ ラ シフ マス ロッ 


@ ハイ ガイ イエ て で 答え ます 。 
LRETURN キー、 
まだ は F1LRETURN キー 
を 押す 


〈BG GRAPHIC〉 


ンプ ソフ モン ーー コタ エ ゲ デリ タダ ジ サイ 


セイ ネフ ガッ ピラ フラ イレ デリ ダサ ザイ 


(偽作 万 江 っ うり ペー シフ 


ロロ 団 LRETURN」 キ ー、 
まだ は FLRETURN 」 キ ー を 押 
9 と 、 セ レツ ド 圏 面 に 戻る 。 


※ コ ン ビ ピ ユー タ の 問い ガ け に 返答 し な い 〈 約 90 秒 ) と 、 自 動 的 に 作業 を 中 止 し 、 ス 


ツー トド 画面 に 戻り ます 。 


FAMILY _ BASIC の し くみ と ゲー ム の 選び 方 


コン ビュ ユー タダ が あな だ の 名 前 
を 人 確認 し て 作業 を 開始 し ます 。 


LM し ぎ Pu W | ま W | 

4 1 | 

の 上 肌 HHhoq | 中 
サギ ョ ウラ カロ イシ シマ フス 


4 で マリ オ と 入力 レ し た 場合 。 


コン ビュ ユー タタ の 理解 で きる 
言葉 

@ RETURN Pe 

$ ロ LRETURN」) ま g。 


HIEILIUOLRETURN]」 | ント 
e 山 目 LRETURN] | に ピュ ー 
e ロ 昌 ワ LRETURN] | ? に あい 
* 昌 LRETURN]) ミ っ 4 て 


@e ENIDI RE TURN ] | コン ピュ ー タ 


*3LRETURN 


暫 年 放 


@ BIAISLIICLRETURN 」 


ゼ レ クト 画面 で 、GAME AS1C 画 
面 を 直接 選ぶ こと が で きま す 。 


@ IAILL ILRETURN 


ゼ ピレン ト 画面 で カリ キュ レー タ ボ ー ド 画 
面 を 直接 選ぶ こと が で きま す 。 


eMUISIL ERETURN 


セレ ンド に 問 胡 で デコ ー ジ ツン ボー ドド 画面 
を 直接 選ぶ こと が で きき ま す 。 


e MEISILLIRETURN 


ゼ セ ゼ レ クト 画面 で メッ セー ジ ボ ー ド 画面 を 
直接 選ぶ こと が で きま す 。 


力 8 エ 8 レー アタ ボー ド 画 面 カリ キュ レー タ ボ ー ド 画面 の 操作 万 法 


敢 根 ペン が 動い て 計算 式 を 表示 し ます 。 
ヨコ 24 文 字 メ タテ 5 行 を 使 つ て 計算 が で きま す 。 
カリ キュ ユ レ ー タ ボー ド 基 本 ルー ル 


通常 の 四則 計算 こと ( ) カ ソコ 付 の 計算 が で きま す 。 
計算 式 | カッ コ 付 の 計算 は 1 重 カ ッ コ が 1 つの 計算 式 の 中 で 10 
個 ま で 使え ます 。 


_ | 8 桁 ま で を 計算 し ます 。8 桁 以下 は 切り 捨て ます 。 
| (99999999-0.0000001) 
リー スコ ( う 還 語 0 
1 MC ば ます 。 


計算 の | ①( ) の 中 @X ま だ は そそ ③ 士 まだ は 一 の 順 で 9。 
優先 順位 | 優先 順位 が 同じ と き は 、 そ の 行 の 先頭 が ら 計 算 し ま 9。 


世 計 算式 の 入力 方 法 は … 


@ 又 字 キ ー と ファ ンク ショ ン キ ー で 数 字 や 符号 を 入力 する と 、 泊 根 パ 
A ン が 式 を 書き ます 。 
e 三 (イコ ー ル ) を 入力 する と 、 答 え が 出 ます 。 兆 根 ベ ン は 含 え の 後に 
1 文字 分 の 空白 (に スペース ) を あけ て 秘 動 し ます 。 
e[ RETURN ] キ ー を 押す と 、 汐 根 ペ ン は 改行 し ます 。 ま だ 、 行 の 最 
後 (24 文 字 目 ) を 入力 する と 、 上 自動 的 に 改行 し ます 。 


A… 1 行 で いこ つも の 計算 が で きま す 。 
巳 … 計 算式 は 2 行 以 上 に わた つて 入力 で きま す 。 

〇 … 待 号 に 続 こ < 一 て マイ ナス ) の 数 字 は カッ コ で ここ くり ます 。 

D… 計 算式 の 前 後に は 1 文字 分 以上 の 空白 が 秘 要 で す 。 改行 し だ 場 
因 

ト 

候 


ーー ニー ーーー ーー ーー ーー ンー ーー ーー ンー ーー プー ーー シー ーー プー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーーーー ーー ーーー 


ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー プー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーーーー ーーーー ーー ーーーー ーー ーーーー ーー 


ーー ーーー ーー ーー ツー ーーー ーーー ーーー ーーー ーーー ーー ーー ーー っ ーー ーー ーー ーー ーー ーーーー ーー ーー ーー ーー ーー 


ーー ーー ーー ーー ーー ーー ジー ーー プー ーー プー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ツーーーー ーー ーー ーー 


ーーー ーー ーーー ーーー ーーー ーー ーー ーー プー ーー プー ーー ーー ツーーー ーー ーーー ーー ーー ーー ーーーー ーー ーー ーー ーー ーー 
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TITIO ワ OO U 


台 も 同様 で す 。 
… ヘッ セー ジ も 入力 で きま す 。 
… 計 算式 の 中 に 空白 びあ る と き は 空 日 の 前 の 計算 は ざれ ませ ん 。 
… 8 行 に 答え が 表示 し きれ な い 場 合 は 、 9 行 目 に 表示 され ま 9。 
ロ 次 の 場合 に は エラ ー に な り ま す 。 

日 … 計 算式 の 中 に 数 字 や 符号 以外 の 文字 や 記 営 を 入力 し だ こき 
要ら 


… 計 算式 に な つて いな いも の を =( イ コー ル ) で つない だ こと き 
J…= テ (イコ ー ル ) の 前 に 空白 び あつ だ こき 

に … 計 算 結 果 が 8 桁 を 越え だ と き で オー バー フロ ー" と 表示 され ます 9) 
| … 行 の 最後 まで ハッ セー ジ を 入力 し 、 改行 し て 空白 を あけ ず に 計 
し 算式 を 入力 し だ と き 


則 到 式 を 部 分 修正 する に は … 

@e [4 |[ マ [<] ] キ ー で 羽根 ペン を 動 の し 、 す で に 書き 込ん で ある 
数 式 を 修正 し ます 。 ニ (イコ ー ル ) は 消え ます が か ら 、 再び = (イコ ー 
ル ) を 入力 し て くだ さい 。 

@[| NSIIDEL」 キ ー で 、 す で に 書き 込ん だ 計算 式 の 途中 に 、 数 字 や 符 
号 を 割り 込ま せ た り 、 取 り 除い た りす る こと が で きま す 。 

e 新しい 答 え が 、 う し ろ の 式 に 重 な つ だ 場合 は 、 う し ろ の 式 が 消去 さ 
れ ま す 。 

※ 左 の よう に 算数 ドリ ル も つこ れ ま す 。=( イ コー ル ) を 入力 する と 谷 
え が で ます 。 計算 し た 結果 が 正しい どう が 確か め て くださ い 。 


e 画面 を すべ て 消去 する に は [SHIFT ] キ ー を 押し な が ら 、 的 

を 押し ます 。 
@ カリ キ コ レー ツボ ー ド 画面 を 終了 し た いと き は 、[ESC] キ ー を 押し て 
ぐだ さい 。 


濁 根 ペ ン が 動い て メッ セー ジ を 表示 し ます 。 
(ヨコ 24 文 字 X17 行 ) 


肩 メッ セー ジ の 入力 方法 Se 
e 文字 キー と [GRPH キー で 、 数 字 ・ 英 文字 ・ カ タカ ナ 


に に ド ! 
と | Ia 
いい いん 


マ 
て 


F だ キキ ユ ロア テア イデ ヒッ トラ 


キョ ウ 汗 
、 ee 等 を 入力 する こと が で き 、 羽 根 ペ ン が メッ セー ジ を 書き 
8 IYWY ト キャ ッ ゥ 制 政 打 ジロ イ ナ ます 。 
% ブナ 状態 で LGRPH 」 キ ー を 押し な が ら 文 字 キ ー の 最上 
別 を 押す と 、 


コテ キー デュ モー| | 目 
の グラ フィ ッ ツク 記号 が 描け ます 。 

※「 ら 、 手 軽 な 記録 板 」 の 表 は 、 ご この 方法 で 描い て いま す 。 

@ [| RETURN 」 キ エー を 押す と 改行 し ます 。 ま だ な 行 の 最後 
(2 文字 目 ) を 入力 する と 、 自 動 的 に 改行 し ます 。 

フフ ガ ら )/ VW パ (へ パパ ら ボ ク へ 」 


「 ボ フク ガ がら マ マ へ 」…… い ろ い ろ な メ 記 タ っ は …… 
ツ セ ー ジ を 書い て 伝え て こ だ さ い 。 8 分 修正 する に は 
e AI マ [] カ ー ソ ルキ ー で 訂正 し た い 箇 所 に 羽根 ペン を 物 


2. 軽 な 記録 板 動 さ せ て 修正 し て ぐだ さい 。 
「 ご すず ガ がい 帳 」 お 買い 物 リ スト 」 な ど @ INSIDEL」 キ ー で 、 す で に 書き 込ん だ メッ セー ジ の 信 
メモ が ガ が わり に 使 つ て くだ さい 。 中 に 、 文 字 や 記号 を 割り 込ま せ だ り 、 取 り 除 いた りす る 


こと が で きま す 。 


3. 文 字 の 入力 練習 
この キー ボー ド は 、 英 文字 ・ 記 号 が 
タイ プラ イタ ー こ と 同じ キー 配列 に な 
つて いま す 。 早 ぐ 正 催 に 指 を 動 び す 
練習 が で きま す 。 


う 画面 の 操作 万 法 
っ いみ つ を する やど 
レン ュー ンタ ジ て これ ます 。 
っ ソン ンー e う 
鹿 年 月 日 の 入力 法 
フラ ウラ ナイ ラ シマ スズ ロッ や @ 西暦 ・ 年 号 は 炎 の よう に 入力 し ます 。 
ロレ に LRETURN」 西暦 っ 4 桁 を 入力 し ます 。 1 984 
e ロレ MLRETURN」 ( 年 号 一 明治 一 一 一 一 一 M 1 M44 
eF 3LRETURN |) 天正 ーーーーーー ド 年 CO 電 入間 
ビ イ ネン レッ ビラ イレ テロ マサ イ を 入力 する と 、 コン ピュ ユー も あい さ つ を し 、 昭和 ワイ ーー の Co ーー ご 989 
占い を し て ぐれ ます 。 治 45 年 は 大 正 1 年 、 大 正 15 年 は 昭和 1 年 
幸 BS キナ ウザ プイ ラー シダ スカ 学 と の し の さい 。 
だ ず ね て きだ たら 四 困 LRETURN 」 ガ [F 1] ※ 年 と 月 と 日 の 間 に は 、 数 字 以 外 の 文字 を 入 
[RETURN 」 を 入力 し て くだ さい 。 れる ガ 、 あ る い は スペ ー ス を あけ て ご だ さい 。 
@ 生年 月 日 と 占 つ て ほし い 日 を 入力 する と 、 そ ( 仙 ) イロ 4 オノ イジ 〆 デ と 
の 日 の コン ディ ショ ン を 予想 し 、 ま だ 生ま れ らら 8_6ー ど 3 
て が ガ が ら 何 日 経過 し だ が を 正 催 に 教え て ぐれ ま @ 占い の で きる 男 囲 は 、1868 年 (明治 元 年 ) ~ 
す 。 2924 年 (昭和 999 年 ) の 間 で す 。 


この 占い は バイ オリ ズム に 基づい て いま す 。 易 体 ・ 感 情 ・ 知 性 、 そ れ ぞ れ に 高調 ・ 低 調 ・ 要 注意 日 の 判定 を し 、 特 に 目立つ 
だ 結果 を 表示 し て いま す 。 


演奏 スケ ー ル 


上 段 
中 段 
下段 


[SHIFT 」 キ ー を 押し な が ら 
(演奏 の くり 返し マー ク が 入力 され ます 。 
キー を 押す : 演奏 を 開始 し ます 。 


e 音 隊 の 入力 欄 は 上 段 、 中 段 、 下 段 に 分 か おれ て いま す 。 そ れ ぞ 

れ の 段 を 利用 し て 3 オフ ター ブ の 音 を 出す こと が で きま す 。 
e 入力 欄 は 3 音 X24 マ ス x 4 行 で す 。 上 - 中 ・ 下 段 の d 音 を 同 
時 に 出す こと も で きま す 。 。 


、 ド 
Ce 4 Pa ー シ ガ 表示 され て 音 が 出 ま す 。 
間 シー 王 肖 5 明和 E 拓 放電 挟 し な が ら 
キー を 押す こ 、CーB 
が 表示 され 半音 高い 首 が 出 ま す 。 
上 記 詩 隊 の 修正 方 法 は … 
@ [4[ マ | <l」 カ ー ソ ルキ ー で 羽根 ペン を 訂正 し だ い 箇 所 に 移動 させ 
て 修正 し ます 。 


e 演奏 中 に 修正 し だ い 場 合 は 、| 唱 GEI キ 一 を 押し て 羽根 ペン を イ 
ンク つぼ が ガ ら 画 面 友 上 に 移し ます 。 [4I マ 【jy み jl キ ー で 訂正 し だ い 
箇所 に 羽根 ペン を 物 動 きせ て 修正 し ます 。 


世 深 奏 の 楽し み 方 は …- 


キー を 押す と 、 羽 根 ペ ン は イン ク つ ぽ に 入り 、 
り の ま す 。 

e 上 中 - 下 の 音 は 同時 に 漂 奏 だ れ 、 カ ー 
し レ し て いる 箇所 を 知ら せま す 。 

e 演奏 中 に [<qle」 キ ー を 押す と 、F 上 AST< く 一 ー ロ ーーー2SLOW 
の カー ソル ガ 秘 動 し 、 演 奏する 速 さ が 変化 し ます 。 


[<]… 速 い [pj]. 遅い 

@[ SPACE | エー を 押す と 、 演 奏 は 中 止 さ れ ま す 。 [ly」 キ ー を 押 
すご と に 演奏 スケ ー ル は 1 マス ずつ 左右 に 移動 し ます 。 演奏 を 
再開 する と き は 、 キー を 押し て < だ さい 

@ 演 奏 中 に キー を 押す と 、 曲 の 最初 が ら 演奏 を 始め ます 。 
※ 軸 コントローラー に つい て いる マイ クロ ホン を 利用 すれ ば 、 カ 
ラオ ケ で 楽し なび こと も で きま す 。 


演奏 が 始ま 


ソル が 石 へ 移動 し て 演奏 


肩 言 貼 の 入力 方 法 は … 
昔 障 入力 時 に は 、 演 奏 ス ケー ル は 動き ませ ん 。 


1 . 汐 根 ペン は 、 1 行 目 の 上 段 、 1 音 目 
に あり ます 。 

LA WI IP) キー で 兆 根 ペン を 
入力 し だ い 位置 に 物 動 し ます 。 


2. 位 置 を 決め だ を ら ファ 
で 昔 寺 込 レレ 氷 g。 
@ ぁ フン ンク ショ ン キ ーー 回 - 懐 は 、 そ 

ォ ィ , ぞ れ に 対応 レ ま す 。 

@ 5 日 | FT キー を 押し な が ら フ ァ 
ンク ショ ン キ ー 師 ーー 選 を 押す 
ご こ 、 そ れ ぞ れ 半 意 上 が る 志 音 を 
回 が 入力 さわ ます 。 


3. 泌 根 ペン の 位置 に 音 ガ 入力 され る と 
同時 に 泥 根 ペン は 右 へ 1 音 分 物 動 し 
ます 。 

音階 を 入力 し な い 場 合 は 、 
LSPACE キー で 空白 を つく ぐり ます 。 


4. 1 行 目 (24 マ ス ) の 入力 を 終了 する 
こ 、 党 根 ペン は 次 の 行 の 1 音 目 へ 秘 
動 し ます 。 


うこ アニ デーー 


5. く ぐり 返し 演奏 の マー を 書き ます 。 
曲 を ぐり ガ え し 演奏 ミ せ る と き は 、 
や マー ク を 入力 し て お きま す 。 上 段 

中 段 ・ 下 段 の どの 位置 に 入力 し て 
も が まい ませ ん 。 


* 文字 キー を 用 いる と 、 よ り の 複雑 な 演奏 を 楽し め ま す 。 


* 上段 に 数 字 の 人 @ 軌 を 入力 する と 、 中 音域 の 音 が 
出 ます 。 
中段 に 介 連 を 入力 する こと 高音 域 の 音 が 出 ます 。 
e 下段 に [ 人 恨 を 入力 する と 低音 域 の さら に 1 オフ 
ター プ 低い 音 が 出 ます 。 
* カタ カナ の 蛋 を 入力 する と 、1 ー フ まで の そ 
れ ぞ れ 半 音 高い 音 が 出 ます 。 
文字 キー を 使う こと に よ つ て 、4 オ フタ ー ブ の 音 を 出す ご 
と が で きま す 。 

キー で 、 す で に 書き 込ん だ 音階 の 途中 に 、 割 


り 込 ませ だ り 、 取 り 除 いた を りす る こと が で きま す 。 


画面 を すべ て 消去 する に は [_SHIFT_] キ ー を 押し な が ら 、 
9 エー を を 押し ます 。 
ド 画 面 を 終了 し た いと き は 、 


ニコ ー ン シリ 
を 押し て ぐだ さい 。 


Aa 


瞳 いろ いろ な 曲 の 入力 サン プル … 
@ 下 の 曲 の 他 に も 、 い ろ い ろ な お 曲 を 入力 する こと が で きま す 。 工夫 し て 楽し ん で くだ さい 。 
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GAME BASIC モー ド 画 面 


BG GRAPHIC の 画面 で 育 景 を 措 き 、BAS | C の 画面 で ゲー ム の プロ 
ン フラ ム へ を 作る ろう 。 選 つの 箇 向 を 含む わせ て 、 オ リ ジ ナ ル ゲ ー ム が 楽し め ま す 。 


配色 番号 BG GRAPHIC の 画面 [ES9 ポ で を 舞 、 ファ ンク シ 各 汐 み ニュ ー 
画面 に キヤ ラフ クタ を 配 が 表示 され ます 。 


画面 を 編集 し だ り フ ライル し だ りす る だ め の 


置 す る 前 に [RETURN 
置 する 前 | モー ド を 選び ます 。 


キー を 押し て 、 好 み の 
配 双 を 選び ます 。 4 種 
類 ま で 選べ ます 。 


び 
し ET ! 


実行 モー ド 表 示 

ノア ン ツ 層 生 対 6 
ー で 選ん だ モー ドガ が 表 
示さ れ ま す 。 


座標 値 表 示 エセ フ ツ ツ マ ー カ ムー キャ ラク タク グル - ブ 


カー ソル が どの 位置 に [DEL」 キ ー を 押す と 右 この 中 か ら 表 示し だい 
ある が 表示 し ます 。 へ 秘 動 し ます 。LINS) キャ ヤラ クイ を 選び ます 。 


ノア フジ ショ ルッ ル メ ニュ ー 


セレ フト キャ ラク を 選び ます 。 
つ ヒ し ヒビ 1| | 操 キ 一 で キャ ラク タ を 消し ます 。 


( ら ヒ し に ヒ に 寺 あ 半 2 キー を 押す こと を へ 秘 動 8 個 の ブル ー プ を 変え 

PY、MOVE 時 の み ) し ます 。 表示 し だ い キ る に は [. 放 | キー を 押 
[4 JC [る][*」 キ = ヤラ フタ を 選び ます 。 し ます 。 な 0 

し ます 。 な が ら [6 キー を 押 すべて 消し ます 。 
キャ ヤラ クタ の 描け る 画 す と 、8 個 の ブル ー プ 陸 EREOMR ーー 
X 終 21 行 で 9。 6 表 の キャ ラク フタ ー 

@X( 横 ) は の 27 マ ス ペー ジ の 「 キ ャ ラフ クタ テー 
信 Y( 縦 ) は の 20 行 ブル BB」 を ご 覧 くだ さい 。 「 ム ][] キー で メニ ュー を 選び 、[SPACE] 


キー で メニ ユー を 実行 し ます 。 
BG_GRAPH 1 C の ファ ン フ ショ ン メ ニコ ユー の 詳し い 合 
い 万 は 40 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


記 'BG GRAPHIC で ゲー ム の 背景 を 措 く に は … 


操作 手順 BG GRAPH | C の 最初 の モー ド は SE し LECT で す 。 


キー、 ま だ は [SH 1FT」 キ ー を 押し な が ら | Cf | キー を 押し て 、8 個 の ブル ー プ を 選び ます 。 


LINS |]、[DEL」 キ ー を 押し て 、 表示 し だ い キ ヤラ クタ を 選び ます 。 


LRETURN 」 キ ー を 押し て 、 キ ヤラ フタ の 配色 を 決め ます 。 


[4 [| 3][p 」 キ ー を 押し て 、 表 示し た い 位 置 を 決め ます 。 


[ SPACE 」 キ ー を 押し て 、 キ ヤラ フク を 画面 に 描き ます 。 


描画 大 中 の 育 景 画 ( 例 ) 完成 し だ 背景 画 ( 例 ) 


画面 に 描い だ 背景 画 を カセ ッ ト 
テー プ へ SAVE( 保 存 ) する 
に こと ガ で きま す 。 


カセ ツ ト テ ー プ ガ がら LOAUD 
『 ( 呈 び 出し ) し て 、 育 早 男 を 画面 

に 表示 する こと が で きま す 。 
4 


GAME BASIC モ ー ド 画面 の 操作 万 法 


スピ ー ド 感 の ある ゲー ム に ピッ タリン / 
プロ グラ ム は すご ー ぐ 簡単 


* キヤ ラフ を 動 お す の も 数 行 の プロ ブラ ム で で きま す 。 
愉快 な アニ メキ ャ ラク が ガ 同 時 に 動 お せる 
% 巳 AS | 〇 命令 で MOVE、DEF _SPR | TE を 使う と 、 一 度 に 
1 6 種類 の キヤ ラフ が 扱え 、 迫 力 ある 画面 が 楽し の め ま す 。 
アニ メキ ヤラ クタ を 背景 に ひか ぐ すこ と が で きる 


$ プー メキ ヤラ フタ に 、 表 示す る 優先 順位 を つけ れ ば 、 背 景 に が お ぐれ だ 
り 、 現 われ だ り し ます 。 


コン トロ ー ラ で アニ メキ ヤラ フ ダ を 操作 で きる 


@ コ ント ロー ラ を 利用 する プロ ブラム を つこ つて 、 グ の 人 で ゲー ハム を 楽 レ 
お ご こと も で きま す 。 


鹿 マリ オ を 8 方向 に 動か す に は … 

ey 

すす RI IE NM 

と どの CCSE| 1. の 9 ETON 

つの PR NO 「 り / ノ "DEF MODOVECN) 三 SFPRT1 TE 上 (CO, NN キイ ③) 290 り 、 り )IMEUI 
RETURN 

の の MOVE の 1 2 3 コ 3,4. ら 5.6,/ 氏 U 

RUN RETURN 


マリ オ を が せ る の も 、 わ すず が 数 行 の プロ ブラ ム で OK / 
※31 ペ ー ジ に MOVE コ マン ド の 使い 方 を 記載 し て あり ます の で ご 覧 だ さい 。 


記 アニ メキ ャ ラク フタ と 背景 の 絵 を 合成 する 方 法 は … 


BAS 1 ご び ご で プロ グラム し だ アニ メキ ヤラ クタ を BG GRAPHI1C で 描い だ 背景 画 と 台 成 させ る に は 
@$ プロ グラ ム に V | EW 命 令 を 入れ る ( 例 1 ら 5 VIEW RETURN ) 


@ ゲイ レト 病 令 こし て 単に BG GRAPH | C 画 面 を コピ ー 表 示さ せる (VIIIEIMW RETURN) 
の 方法 が ありま す 。 


BG GRAFHIC で 描い だ 痛 景 画 


BASIC で 作成 し た アニ メキ ヤラ ンタ 


( 育 景 男 と アニ メキ ヤラ クタ を 合成 し た 画面 ) 
※ ロ AGIC じ の プロ プラ ミン ブ の し が だ は 、 次 の ペー ジ 以 降 で 詳し ぐ 説 明 し て あり ます 。 


GAME BASIC じ 


さあ 、 い よい よ オ リ ジ ナ ル ゲ ー ム を 作る た め の 「GAME BASIC」 の 
説明 に 入り ます 。 フ ァ ミ リー ベー シッ ク の 特長 と し て 、 た い へ ん 簡 
濡 な プロ グラ ム を 人 入力 する だ け で 、 す ぐに マリ オ や レデ ィ を 動か す 
こ ご が で き 、 楽 し ぐ で 用 ペ べ る よう に な っ て い 誠二 

まず 、 大 本 的 な プロ グラ ム を 覚え て くだ さい 。 


KT _〔tE RELItEhE 0 __ 聞 _  ?】 


ここ で は 下記 の 順 で 説明 し て いま す 。 

1] 入門] 編 

e BASIC 

マリ オ や レデ ィ な どの アニ メキ ャ ラク タ を 画面 に 登場 させ 、 色 を 変え た 

プ 、 動か した りす る プロ グラ ム の 入力 の 仕方 。 

和 BG GRAPHIC (BACKGROUND GRAPHIC の 略 ) 育 景 や 繧 の 描き 方 。 
e BASIC と BG GRAPHIC アニ メキ ャ ラク タタ と 背景 を 合成 する 方 法 。 

※ こ こま で で 基本 的 な こと は すべ て マス ター で きる よう に な っ て いま す 。 
あと は 、 英 数 字 ・ 記 号 を 入れ 替え て 応用 する だ け で 、 オ リ ジ ナ ル ゲ ー ム 


を 作る ご と が で きま すず 。 

2] 文法 編 

きこ ご の ファ ミリ ー ペ ベー シッ ク で 使え る 、 す べ て の コマ ンド 〈( 番 人 欠 ) を 詳し く 
説明 し て いま す 。 


入力 中 に わか ら な いこ と が あっ た 時 は 、 ご ここ を 見 て くだ さい 。 
3] ゲー ム プ ログ ラム 編 
@ ゲー ム の 例題 を 用 意 し て いま す 。 参 考 に し て くだ さい 。 


※ ブ プロ グラ ム 等 を 人 力 し て いる 途中 で 、 も し コン ピュ ー タ の 状態 が わか ら 
な く な っ た 時 は 、19 ペ ー ジ の 下段 を ご 覧 くだ さい 。 


トト 〔〔 つ nt〔〔 0  】 
っ っ っ 叶っ 


ERR EER BE BE HHR HHR HHRH HERH BEN BR BN HE や BI BEH BI EBIH 還 還 時 5 


※ こ の BASIC は 、 フ ァ ミ リー コン ピュ ー タ の 特長 を 最大 限 に 活か す 
よう に 開発 され た 、 当 社 の オリ ジ ナ ル で す 。 
(一 般 の 事務 用 に は 適し て お り ま せん 。) 

※ 基 本 コマ ンド の より 詳し い 説 明 を 望ま れる 方 は 、 一 般 の BASIC 人 
門 書 を 参考 に し て くだ さい 、。 


BIAISLIUCI 


※ ご この ファ アミ ギリー ペー シッ グ に は 付属 員 こ し て 「 キ ヤラ クダ マッ プ 」 が 付い 
て し いい 奏 。 
ご れ は 取扱 説明 書 の 裏表 紙 で 紹介 し て いる キヤ ラク タタ テー ブル ム A と 、113 ペ 
ー ジ 0 の キヤ ランタ テッ ルル BC あ よび カウ ワー チャ ヤー に を 1 析 の の の 2 (ウシ 
ーー ルク 二 3627 て ら 
プロ プラ バ を 入力 する 時 に 、 す べ て の アニ メキ ャ ヤラ クタ や 背景 用 キヤ ラク 
タダ 、 そ し て 色 の 組み 人 台 わ せ ガ が 一目 で わが ガ る 、 だ い へ ん 便利 な マッ プ で す 。 
参考 に し て て だ きじ 


較 イ レノ トモ ー ド ビレ ビ つ いて 

さて 、 飼 けら コン ピュ ユー タダ に BASIC の 命 玲 を 簡単 に 実行 させ る 方 法 を 紹介 レ し ます 。 

キー ボー ドガ ら BASIC の 病 令 を 入力 し た 後 、LRETURN 」 キ ー を 押す だ け で す 。 正しい 命令 で あれ ば 、 コ ンピュータ は 画面 に OK( オ 
ー ケ ー) を 表示 し ます 。 正しく な けれ ば 、 や SN ERROR( シ ンタ ックス エラ ー) な どの エラ ー メ ツ セ ー ジ を 表示 し ます 。 この 場合 に 
は 、L4 jp キー を 使い 、 カ ー ソ ル を 間 違 つ だ 命令 の 所 まで 秘 動 し 、 正 し い 命 令 に 書き 直し て グ ガ ら 、 も つ 一 屋 [RETURN 」 キ 
ー を 押し ます 。 ま だ は 、 改 め て 正しい 病 令 を 入力 し た 後 、[ RETURN 」 キ ー を 押し て こく だ さい 。 

この よう に 、 キ ー ボ ー ド ガ ら 直接 命 琉 を 入力 し て 実行 きせ る こと を ダイ レク トモ ー ド (直接 モー ド ) と 叫び ます 。 

さあ 、 キ ー ボ ー ド の キー を 押し て 、 マ リオ を 画面 に 貼 し だ を り 、 動 ひび し だ り し て み ま し よう 。 

※ ご これ が ら の プロ グラ ム 入 力 方 法 は 、 ア ニ メ キ ャ ヤラ クタ の 中 が ガ ら マリ オ を 使 つ て 説明 し て いき ます 。 


文 マ リオ を 画面 に 表示 させ る 準備 
SPRITE ON RETURN 
村 DA 机 を 入力 し ます 。 ご これ で マリ オ を 画面 に 表示 させ る 準備 が ガ で きま し だ た 。 
文 ア ニ メ キ ヤラ ク を 決め る に は … 中 ン 
O 番 DEF SPRITE の O,〈(O0,1,.0,1 ,. の O)=CHR$ 
CHRS (O) : 右上 (1) 圭 CHR$S(O) 圭 CHR$S(3) 圭 CHRS(2 ) RETURN 
CHRS$ (1 ) : 左 上 を 入力 し て くだ さい >。 
CHRS (2) : 右 下 この 命令 文 は 、4 つ の キャ ラク タ て で 構成 され て いる スプ ライ ト (アニ メキ ャ ラ 
< 音 CHRS (3③) : を 下 フタ) を 指定 する 命令 で す 。 
(マリ オ (WALK 1) を 橋 右 入 れ 替 えて 使 つ て いま すめ ご れ で 、 マ リオ は いつ で も 表示 で きる 状態 に お なり ま し た 。 


婦 マ リオ の 表示 位置 を 決め よう 


SPRITE の 0,.100,100 

aw を 入力 する と 、 マ リオ が 画 面 中 央 付近 に 表示 され ます 。 

て 1 っ うーH 只 生 て の うす CFS くる うど IS て で の 5 

5 。、 こ の 交流 は 、 マリ オ を 画面 の 座標 (て x・ 
100, y :100) の 位置 に 表示 し な さ 
し いい の し と つこ で と で で くら 
品 瑞 を 入力 する と き は 、 4 ペー ジ の 
キー ボー ド の 図 を 見 て 、 英 数 字 ・ 記 号 
を 正しく 入力 する こと が 大 切 で す 。 

(O, 239) 255.299) も し 、 誤 つて 入力 し だ 場合 は 、| 4 」| ヤ | 

| | y | キー を 使 つ て 、 カ ー ソ ル を 府 


つて いる 所 まで 物 し 、 正 し い 症 令 を 入 


て うく 
ちら け に エエ T ビ ヒビ つつ : 1 の の : 1 の の 
て うく 


委 


に 力 レ し て ぐだ さい 。 
文 マリ オ の 表示 位置 を 自由 に 変え て みる 
SPRITE 0,.150 ,150 RETURN 
SPRTTE ON を 入力 する と 、 先 ほど より 少し 右 下 に マリ オ が 表示 され ます 。 


TE の の. てく の >.1 >. の: 1 : の うっ = ピン ト 革 さ 
ビビ PR 生 て の うす CFS 多 て る う + 選 HIS 生 て う 


らら ェ エイ EE の , 1 ら 5 の, 1 ら の ら 5PR | TE 命令 の 100. 00 を 150 150 に 修 上 する 用 法 
て て 
し Y{[ 4 | キー を 押し て 、 カ ー ソ ル を PR | 「 ヒ 上 の 行 に 移し ます 。 
回 還 座 | す 握 の 4 の の 9, の の 
[*y ] キ ー を 押し て 、 修 正 し だ い 箇 所 に カー ソル を 移し ます 。 
人 生 和 す 世 の 41 ウ の 、 1 の “ 
ママ 回 キー を 押す と 、 〇 が ら に が わり ます 。 
5 だ 穫 上 二 上 の 15M2 1 29 
続い て 、[ w キー を 押し て 、 も う 1 箇所 の 所 に カー ソル を 秘 し ます 。 
SR 1 征 EE の ,. 15 の 9, 1 人 MM の 
5 キー を 押す と 、 〇 が ら に が わり ます 。 
SPRI TE - の, 15 の 9 の, 15M 
ここ で 、 攻 ETURN キ ー を 押す と 、 命 令 が 書き 換え られ ます 。 


同じ よう な 操作 を 行 な つ て 数 字 を 変え る と 、 マ リオ を 好み の 位置 に 表示 する こと 
が で きま す 。 
CGSET 1 , 1 RETURN 


を 入力 する と 、 こ れ ま で 表示 され て いた だ 色 の マリ オ と は 違い 、 赤 い 帆 子 を が ぶ 
つ だ マリ オ に な り ま し だ ね 。 


太 マリ オ の 色 を 変え る 


時 プロ プラム モー ド に つい て 

ここ まで は 、 コ ンピュータ に 直接 命令 を 与え る 万 法 で コン ピュ ー タ に 仕事 を させ まし だ 。 これ を グイ レク トモ ー ド と いい ます 。 ご の 場 
合 、 1 つの 命令 を 入力 する と 、 1 つの 仕事 し ガ 行 な わな い の で 、 何 回 も 同じ 仕事 を させ る に は 、 そ の 度 に 、 病 令 を 入力 し て や ら な けれ 
ば な り ま せん で し た だ 。 仕事 の 順番 を 命令 で 、 コ ンピュータ の メモ リ の 中 に 記憶 させ て お け ば 、 ま 間 を が けず に 同じ 仕事 を 何 回 で も 行 な 
わせ る こと が で きま す 。 

この よう に 、 仕 事 の 順 友 を メモ リ の 中 に 鹿 させ 、 実 行き せる こと を 、 プ ロ プ ラム モー ド と 呼び ます 。 


* ブ ログ ラム モー ド と ダイ レフ トモ ー ド の ちがい は … 


上 の 図 は 、 マ リオ を 表示 させ る だ め の ま 順 の 一 倒 を し た も の で す 。 

プロ ブラ ハモ ー ド で は 、 命令 を 実行 させ る 順番 に 番号 を つけ て 、 メ モリ に 記憶 し ます 。 そ うす れ ば 、 何 度 で も 記 憶 し た プロ ブラ ム を 上 
び 出 し て 、 科 単に 実行 させ る こと が で きま す 。 

つま り 、 命令 に 実行 させ る 行 番号 を つけ て 、 メ モリ に 記 簡 させ 、 実 行き せる こと を プロ ブラ ム モ ー ド と 呼び ます 。 行 番号 の つい だ 本 共 
の 集まり ガ プ ロブ ラム ( 病 令 文 ) で 9。 

コン ピュ ー タ は 、 小 さい 行 番号 の 順 ガ ら 正 催 に プロ ブラ ム を 実行 し ます 。 

上 の 図 に 示し て ある よう に 、 行 番号 (整数 ) は 飛び 飛び の 番号 を つけ て お こく と 、 プ ログ ブラ ム を 追加 し た り 、 変 更 し た と りす る と き に 便利 
で す 。 ま だ た 、 プ ロブ ラム の 中 で は 、 同 じ 番 号 は 使え ませ ん 。 通 常 、 プ ロブ ラム を 作る 場合 に は 、10 ず つ 増 し た 行 番号 を つけ て お ぐ ご と 
を お すす めし ます 。 


婦 プ ログ ラミ ング する 準備 を し よう 。 
プロ ブラ ミン グ す る 前 に 、 


CLS [RETURN] パッ ツ フ プラ ウン ド 面 に 表示 され だ 英 数 字 、 カ ナ 、 記 号 、 ま だ は 背景 を 消し て カー ソル を ホー ハム ポジ ショ ン ( 画 面 上 ) に 戻す 命令 で す ) 
を 入力 し 、 画 面 に 表示 され て いる 症 令 を 消し ます 。 
寺 が 、 


NEW RETURN| | (記憶 され て いる プロ ブラ ム を すべ て メモ リガ ら 消 去 する 命令 で す ) 

を 入力 し て 、 コン ピュ ー タ に 入力 され て いた を プロ ブラ ム を メモ リガ ら 消 し て お きま す 。 前 の 不要 な プロ ブラ ム を 消す 場合 は 、 こ の 病 
令 を 入力 し て ぐだ さい >。 

[CT RI| 十 [D| (CCTR] キ ー を 押し な が ら (D キ 一 を 押し ます )  ※19 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

スプ ライ ト 面 を 消し た り 、 色 を あら か が じ め 与 えら れ だ 配色 に 戻し ます 9 (マリ オ が ガ 出 て いる 場合 は 、 消 えま す ) 


婦 プロ グラ ム モ ー ド で マリ オ を 呼び だ そう 


1 の SPRITE ON METURN 
お 2 SETS5eN。 o. <o。」o。』。 ら っ - CHRS(1 )+CHR$S(O)+CHRS(3) 
も て すう っ † す (に LHS も て の っ HE は て さ う +†C ビ FE2 字 


3 の SpR ェ TE の . 1 つの 1 の の +CHR$ も (2 の ) INETURN 


3 の SPRITE の ,120 , 140 
を 入力 し て ぐだ さい 。 


だ で 太刀 じ だ フロ グフ ム を 行 午 宮 順 に 説明 し ます 。 


40 人 S 戸 朋 ト TE ON 

アニ メキ ヤセ ヤラ クタ の 表示 が ガ で きる よう に な り の ます 。 一 展 使 用 する と 、 ご PR 1 「E 〇 OFF 命令 を 出す まで 有効 で す 。 
20 DEF SPRITE 

= より の 右 に ある 文字 式 ガ らち 、 ア ニ メ キ ャ ヤラ クタ を 構成 し 、 定 義 し ます 。 

DEF SPRITE の. の 1. 9 , 1 の ) 王 CHRS$( ) 


アニ メキ ヤラ クタ 番号 
0 いさ ター 本 さら ゃ の タゲ ネー ポト 人 まま 
組み 合わ せ 型 


アー メキ ャ ラフ タ の 反転 指示 それ ぞ れ X、Y 向 
表示 優先 度 1 (この プロ ブラム で は X 方 向 の 反転 指示 ) 
※ 〇 CHRS$( ) 内 の 数 字 を 入れ 替え る と 、 他 の アニ メキ ヤラ クタ に 変更 する こと が で きま す 。 


SPRITEE の 12 ひ ,。 1.4 め 
アニ メキ ヤラ クタ 番号 の が 、 座標 X :1 29 , Y :149 の 位置 表示 され ます 。 


プ ログ ラム を 実行 させ る に は … 


に く 
hIEM 


1 の ちら P ビ RTTE の 

つの DEF ロビ R エ TE の :< く の >. ユ 1 の: 1 : の う = テ 
PS 生 て 1 っ キビ HRR 生 て の う キ HG 生 く さき う うす C+ さそ 字 
マウ の こじ ド は エイ TE の の: 1 どの ら の: 1 の 4 の 

で し 用 

信 」、 

に 


旬 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に つい て … 


IF 1 に 人 尾 包 まで の ファ ンク ショ ン キ ー に は 、 プ ログ ラム を 作成 する こき に 便利 な 命令 が あら が じ め 定 義 8 れ て いま す 。 


RUN [RETURN 
を 入力 し て くだ さい 。 
画面 に マリ オ が 表示 され まし だ ね 。 


F14)…LOAD [FI…SPRITE 


E2…PRINT 
IF 引 …GOTO 
F4…CHRS( 


※[F 1 [FI の 1 つの キー を 押す だ け で 、 
し 
※ そ れ ぞ れ の 命令 


画面 に マリ オ だ け を 残す に は … 


文 記憶 し て いる プロ グラ ム を 確 が すめ る 


OK 

し エ ら 本 

し ちら 

1 の RT エ TE ビ ON 

ろう ら の DEF こら PRT エ TE の , て の .1. の , 1. の っ 
PR を て 1 っ キビ HRR 和 を で の う +CHFN あ そう うど 


さ の ちら ロ ビエ TE の 1 どの : 1 の の 
て うく 


リス ト 
@LIST に つい て … 


[FI…CONT [ETURNM 
F…LIST 
F…RUN [RETURN< 


各 フ ァ ン フク ション キー に 定義 され だ 内 容 ガ 実行 され ます 。 
F1、[F6、[F フ 、[F 記 に つい て は 、 表 示 、 実 行 さ われ ます) 
を 覚え て お け ば 、 プ ログ ブラ ム の 入力 ガス ハー ズ に 進み ます 。 


(F8jI キ ー を 押す だ け で も 合 令 が 実行 され ます ) 


NMe ーー 


ら CLS 

ee 

RUN 

を 入力 し て くだ さい 。 

先ほど 入力 し た 病 令 文 は 消え 、 マ リオ だ けが 画面 に 践 り ま し だ ね 。 


LIST RETURN 
を 入力 し て ぐだ さい 。 
画面 に は 、 を 図 の よ つ うな プロ ブラ ム が 表示 され ます 。 
コン ピュ ユ ュー タ は 、 追 加入 力 し だ 

2 

の プロ ブラ バム を きち ん と 整理 し て 記憶 し て いま す 。 


(記憶 し て いる プロ グラム を 画面 に 表示 させ る 命令 で す ) 


ご の よう に 、 プロ グラ ム は 、 行 番号 を つけ て 命令 を 入力 し て や れ ば 、 あ こと がら 


で も プロ ブラ ム を 追加 する こと が で きま す 。 


LIST と は 、 記 憎 し て いる プロ ブラ ム を 画面 に 表示 する 病 令 で す 。 


r 一 表示 する プロ ブラ ム の 開始 行 番号 
ET mm ゆー 
ト 一 表示 する プロ プラム の 終了 行 番号 


LIST IEETURM 
LIST 3 の NEEIURM 
に の ルリ で 
L | どの ヴー づめ の 行 番号 20 ガ ら 30 ま で の プロ ブラ ム を 表示 し ます 。 


5 す ご う @ 


記憶 し て いる プロ ブラ ム を すべ て 表示 し ます 。 
行 番号 30 の プロ グラ ハム を 表示 し ます 。 
行 番号 20 以 降 の プロ ブラ ム を 表示 し ます 。 


プロ グラ ム の 先頭 がら 行 番号 30 ま で を 表示 し ます 。 


婦 マ リオ の 色 を 変え る 

18 ペ ー ジ の 「 画面 に マリオ だ け を 残す に は …。 の プロ ブラム を 利用 し て 、 
40 CGSET 1,1 RETURN 

を 内 力 レ で くだ さも 

RUN RETURN 

を 入力 する と 、 先 ほど ご の マリ オ の 色 が 変化 し ます 。 

4 の 0 PALETS の O,13.,22.,39.,3 RETURN 
ナル し て ご で だき しい 

RUN RETURM 

を 入力 する と 、 少 し ち が つ だ 色 の マリ オガ が 表示 され ます 。 


LIST 

を 入力 じ て 、 先 ほ ご 入力 し た FALE TS 命令 が 記憶 され て いる こと を 確認 し て ごく 
プロ ブラ /、1 あし 番号 40 の PALETS を 入力 する と 、 前 の プロ ブラム ( 行 番号 40 の C 
GS ヒビ | 1, 1) が ガ 書き 換え られ ます 。 

「 人 マヤ]「p | キー を 押し て 、 カ ー ソ ル を PAL ET 命令 の 行 に 移し て 
ぐだ さい 。 マ リオ や 背景 の 色 を 変え て みる を め 、PAL ET 命令 を 、 炊 の よ 


うつ に 変え ます 。 

4 の PALETS の ,1Z,22.39 ,3 
を 入力 し た 後 、 

RUN RETURN 


を 入力 し て ぐだ さい 。 背景 に 色 が つき まし た ね 。 
ご ここ で も この マリ オ の 配色 に も ど し て お きま し よう 。 
4 の PALETS の ,.13.54,.22,2 RETURN 


RUN NETURN 
を 入力 し て ぐだ さい (\。 


@CGSET に つい て … 
OOGSET と は 、 あ ら の じ の 用 大 され だ 所 の 組み 合わ せ の ブル ー ー プ の 中 ら 好 き な ブ ルー プ の 色 を 指定 する 命令 で す 。 


mA ド 
CGSET m,n (0-2 番 で ブル ー プ を 指定 し まず ) 
に 92 の 人 E ド 
(0-1 番 で ブル ー プ 指定 し ます ) 


@PAL し ET に つい て 
ビ ALE「 こ は 、 92 色 の 中 が ら 選 ん で アニ メキ ヤラ クタ や 育 景 の 絵柄 を 表示 する 命令 で す 。PAL ET に は 2 種類 あり ます 。 
PALETS: by 0 ウラ クタ て メメ ブラ ウト ) 用 
PALET 日 …- 背 景 の 絵柄 用 


バッ ク ド ( い ーー 体 の 色 を 指示 し ます 。 バック ドロ ッ プ 面 の 色 は 、 あ と て で 実行 指定 し た 命令 が 有効 と な り ま す 。 
に EE すす 信人 か ⑫ 22,39.3 22,39, 3 | ※113 ペ ー ジ の カラ ー チ ャ ー ト お よび 


ー52 色 の カラ ー コ ー ド を 指示 し ます 。 SS し 
数 字 の 範囲 は の G の で す 3。 7/3 ペ ー ジ の 、52 色 の 色 コ ー ド を ご 覧 くだ さい 。 


@[CTRI+D に つい て … 

[CTRR 寺 [| こ は [CTR] キ ー を 押し な が ら [D キ ー を 押す こと を 意味 し ます 。 ※CGEN 71 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

これ を 実行 する こと 、CGEN 2、SPR | TE OFF の 命令 を 実行 し ます 。 ※SPR 1 TE OFF 27 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
カフ ラー パ レツ ト は 、 バ パ バック グラ ウン ド 用 、 ス プラ イト 用 共に バッ フク グラ ウン ド 用 の パレ ツ ト コ ー ド の 配色 と な り ま す 。 
[CTRI+[AI (オー トイ ン サ ー ト 機能 ) を 解除 し ます 。 

だ だ し 、 変 数 の 値 は クリ ア さ れず 、 そ の まま で す 。 

ご この 機能 を 利用 すれ ば 、 プ ロブ ラム を 変更 する 場合 、 画 面 に 表示 され て いる スプ ライ ト (アニ メキ ャ ヤラ クタ) を 消し だ たり 、 文 字 
の 色 を 色 に 戻す こと が で きま す の で 、 画 面 が 見 や すぐ な り ま す 。 


※104 ペ ー ジ の コン トロ ー ル コー ド 表 を ご 覧 くだ さい 。 


も し 、 コ ンピュータ の 状態 が 、 わ か ら な くべ な つ だ と き は … 
BAS | C で プロ プラ ハム を 実行 し て いる と き 、 カ ー ソ ル が 見 えな ぐ な つ だ り 、 コ ン ピ ュ ユー タ の 状態 が び どう な つて いる ガ が が わ 
が ら な ぐ な つ だ 場合 、 次 の 操作 を 行 な つ て くだ さい 。 
①②[S TOP」 キ ー を 押す 
@(CTR]+ (キー を 押す 
⑧(SHTFT [SAE | キー を 押さ 
この 操作 で 、 何 も 表 示さ れ て いな い 画 面 圧 上 に カー ソル が 点滅 し て いる 状態 に 戻り ます 。 も し 、 これ ら の 操作 を 行 な つ て も 、 
画面 が この 状態 に 戻ら な い 場 合 は 、 コ ンピュータ マガ コン トロ ー ル 不可 能 な 状態 に な つて いま す (この 状態 を 、 コ ン ピ ユ ー タ 
が 暴走 し た と 叫び ます ) フラ ミリ ー コ ンピュータ の リセ ツ ト ス イツ チ を 押し て 、 ス ター ト 画 面 か ら 操 作 を や り の 直し て ぐだ さ 
い \。 ' 

POKE 命令 や CALL 命令 を 使っ を プ ロブ ラム 中 で 誤り が あつ だ 場合 に 、 発生 する こと が あり ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


太 変 数 を 便 つ て マリ オ を 動 ひ そう 

19 ペ ー ジ の プロ グラ ム 1 を 使 つ て 

L 了 ころ 〒 う 3 の INPUT Y=? :Y 
4 の INPUT メニ“ :X 
0 ら 6 の SPRITE の ,X,Y 
の を 入力 し て くださ い 。 


う 
の DEF エ T 
に は 字 て 1 う + ビ HR 字 
ぎ こ 


| 
bd 
二 証 1 
2 


プロ グラ た 用 

RUN 

を 入力 する と 、 

Y 三 ツ P 画 

ガ 表 示さ れ ま す の で 、 そ の まま 、 そ の 行 に 

1 80 

を 入力 し て て だ さい 。 すぐ そ の 下 に 

メニ ツ P 画 

ガ が 表示 され ます の で 、 そ の まま 、 そ の 行 に 
150 の NETURN 

を 入力 し て ください 。 

座標 (1506, 189 の ) の 位置 に マリ オ が 表示 され ます 。 
何 回 も 実行 させ だ い 場 合 は 、 

RUN を 入力 し て くだ さい 。 

命令 で 使用 で きる 数 字 に は 制限 が あり ます 。 

X : の 255, Y : の ~255 (た だ し 、 表示 で きる の は X : の 240, Y: ら 5 
っ 220) の 範囲 で す 。 

※ テ レビ 受 優 機 に よ つ て 、 表 示 で きる 範囲 ガ 変わり ま す 。 


@ INPUT に つい て 
| NPUT と は 、 キ ー ボ ー ド ガ ら 数 値 や 文字 の デー タ が 入力 され る の を 待ち 、 入 力 す る と 指定 され だ 変数 に その デー タ を 代 
入 する 命令 で す 。 

上 の プロ プラム で 使っ た | NPU 和 命令 に は 、*( ツ ブル フォ オー テー ショ ン ) マー ク が 使用 され て いま す 。 

| 利 だ り も うさ Y ヤ テニ: Y 

ヽ で 囲ま れ た Y ニ の 記号 は その まま 画面 に 表示 され ます 。 

※00 ペ ー ジ を ご 覧 こ だ さ い 。 


@PRINT に つい て 
PRINT と は 、 画 面 に 文字 や 計算 の 結果 を 表示 する 命令 で す 。 
PRINT 


4 行 分 の 空白 を つく ぐり ます 。 

AS や = “MARIO SAMPLE V. 1 の 99. の ” : BS テバ ノ プロ グラ バ " 

PRINT A+†B$ 

文字 変数 へ や と BB お を 1 行 に 続け て 表示 し ます 。(MAR IO SAMPLE V. 1 の 9 . の ノ プロ グラ ム こと 表示 し ます ) 
PRINT 1 の 9 の +1 の RETIURN 

を 入力 する と 、1 の の + 1 の の を 計算 し て 人 答 200 を 表示 し ます 9 (ツイ レク トコ マン ド ) 


※59 ペ バー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


@ 変 数 に つい て … 変数 と は 、 数 値 ・ 文 字 な どの デー タダ を 入れ る 箱 で す 。 この 箱 に は 、 


名 前 を つけ て 区 別して お きま す 。 ご この 場合 、 箱 の 名 前 を 変数 名 、 稲 
の 中 に 入れ る 値 を 変数 値 と 呼び ます 。 

変数 名 を つけ て 、 そ の 箱 の 中 へ 変数 値 を 入力 し て お け ば 、 人 変数 名 を 
指定 する だ け で 、 そ の 中 に 入 つ て いる 変数 値 を 取り 出す こと が で き 
ます 。 

変数 に は 、 数 値 変数 ご 文字 変数 が あり ます 。 


@ 数 値 変数 の 変数 名 は 、X や Y な どの 記号 で 名 前 を つけ ます 。 変数 
名 は 255 文 字 ま で の 記号 が 扱え を ます が ガ が 、 コ ン ピ ビュ ユー タダ は 最初 の ど 
文字 ぞ け で 変数 名 を 区 別 し ま す 。 (長い 変数 名 を つけ て も 、〆 文 
字 以 降 は コン ピュ ユー タダ は 判別 し ませ ん ) 
まだ 最初 の 1 文字 目 の 記 号 は 、 秒 ず 英 文字 を 使い ます 。 だ だ し 、 
英文 字 で あつ て も BAS | C で 使う 命令 は 使え ませ ん (L1S「、 
5 PRINT な ど ) 

変数 條 に は 、100 や 200 な ご で 表わさ れる 整数 を 使い ます 。 


WE 
ーーーーーー ィ ーーーーーーーー エ ーーーーーー 数 値 変数 名 


= テ 100 ,XA テ 200 , =100 , XA=200,X1=300 
と ーーーーーーーー テ ーーーーーーーーーー デ ーー 観 細 導 数 逢 


な お 、 数 値 変数 に デー タ を 入れ る 前 は 、 変 数値 に は の の 数 値 が 入 
つて いま す 。 


文字 変数 に つい て … 


e 又 字 変数 の 変数 名 は 、X や Y の 記号 の 後に お (ツラ ー マ ー ツ ) を 
付け て 数 値 変数 と 区 別 し ます 。 変数 名 は 数 値 変数 同様 に 255 文 
字 ま で の 記号 が 扱え ます が ガ 、 コ ン ピ ユ ー タ は 最初 の 文字 だ け で 、 
変数 沖 を 区 別 し ま す 。 
また だ 、 最 初 の 1 文字 目 の 記号 は 、 秒 ず 英 文字 を 使い ます 。 


@ 変数 値 は いび ( ヅ ブル クノ オー テー ショ ン ) で ぐ ぐ つ だ 型 で 入力 し ます 。 
この 変数 値 は 、 数 値 変数 の 場合 と は 異な り 、 数 字 で あつ て も すべ 
て 文字 と し て 扱わ れ ね ま す 。 

倒 え ば 、 


Tr WE 
A$S= テ “MARIO_ SAMPLE” XXA や =“1007 
の の な の か くべ な ペ っ トバ 2 


文字 変数 名 
文字 変数 人 
な お 、 変 数 値 に ビデ ー タ ガ 与 えら れる まで は 、 箱 の 中 に は 何 も 入 つ 
て いま せん 。 
ここ で 、 文 字 変 数 を 使 つ を プロ グラ ム を 入力 し て みて ぐだ さい 、。 
ブ ト 2 が 。 実行 国 面 の 例 


Y ニ 1 らら の 
バニ クラ 1 の 


ーー っ PMPLE ソ ツ . ュ 1 の らら. の ノ プロ フ ゴ ラ ム 


ご の プロ グラム で 使用 まれ て いる 文字 変数 名 は 、A や 、B や で す 。 
文字 変数 値 は 、* MARIO SAMPLE V. 199. の 9 の" と ~ ノ プロ グラ ム 「 で 9。 


仙 繰 り 返 し の テク ニッ を 覚え る 


文 ら り 「O 文 で マリ オ の 位置 を つぎ つぎ に 変え て みよ う 
20 ペ ー ジ の プロ ブラム 2 を 使 つて 、 
し エ ら T 6 の O GOTO 3 の 


紀 C し ら 
1 の PR エイ TE ON 6 
ろ ら DEF ちら PR エ TE の 。 て の 。1,. の 。1. の っ を 入力 し て ぐだ さい 。 
CH は て 1 うす は 生 て の う + キ CH は 本 て る うす で HE 
ae 
TNIPUT 
コ ら NEUT "※ ニ ・: 
うら の ご PR エ TE の 。x<: 
SG GOTO 


ンプ いう 


RUN 

を 入力 し て くださ い 。 

Y ニ や が 表示 され だ ら 、 

100 NETURN 

Xー ツ や が 表示 され だ ら 、 

100 RETURN 

を 入力 し て ぐだ さい 。 マ リオ は (400, 100) の 位置 表示 され ます 。 
再度 、Y ニ や が 表示 され だ ら 、 

140 HETURN 

メー や ガ 表 示さ れ だ ら 、 

120 NETURN 

を 入力 し て くだ さい 。 マ リオ は (0, 100) か ら (120, 140) に 表示 位置 を 変 
えま す 。 


得 
ET 」 
\ 


本 許 、Y ニ ツア が ガ 表 示さ れ だ ら 、 
プロ グラ ム の 実行 を 停止 させ る 場合 は 、[STOPI キ エー を 押し て こく だ さい 、。 
BREAK IN 3 の /..( 行 番号 30 で プロ ブラ ム が 中 断 さ れ ま し た 。) 


が 表示 され ます 。 
これ は 、 行 番号 3⑳ の 命令 を 実行 中 、 プ ロブ ラム が 中 断 さ れ だ ここ と を 表わし て い 
ます 。 


CONT [RETURN| (中 過 し て いた ブロ ブラ ム の 続き を その まま 実行 させ る 命令 で す 。) 
を 入力 し て くだ さい 。 
再度 、X ニ や が 表示 され ます の で 、 


] の [IHRETURN 
を 入力 し て ぐだ さい 。 マ リオ の 表示 位置 は 、(〈12 14 の ガ ら (18 14 め の 
へ 変わ り ま す 。 
@GOTO に つい て …… 
G 〇 「 〇 と は 、 決 め ら れ だ 行 番号 へ 強制 的 に 飛び 、 何 回 で も プロ グラ ハム を 実行 する 命令 で す 。 
りこ 人 の 0 メ ー Pd 
4 の 人 NN ピピ UT メニ )X 


2 の れ 作 に に し 大 。 げ 


GO GOTO 3 の 
行 番号 50 で 、 マ リオ を 表示 し た ら 、 強 制 的 に 行 番号 30 へ 飛び 、 実行 し ます 。 


舌 〇 八 中 回 司 


※63 ペ バー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


太 FOR NEX「 文 で マリ オ を 横 訪 向 に 移動 させ よう 


22 バ パー ジ の プロ プラム 3 を 使っ て 、 

4 の FOR X= の TO 2 IETURN 

6 の NEXT RETURN 

を 入力 し て くだ さい 。 

※FOR NEXT は 次 の ペー ジ の 「 多 重 ル ー プ に つい て 」 で 説明 し て あり ます 。 


SQNTQQ 


し 
* う 
1 
ピー 
= 
て 
1 
1 
こつ 


SQ 


RUN RETURN 

を 入力 し て こく だ さい 。 

Y ニ や が 表示 され だ ら 、 

100 NETURN 

を 入力 し て くだ さい 。 マ リオ が ガ 左 ら 石 へ 動き ます 。 


LIST RETURN 
上 を 入力 し て くだ さい 。 
Is 培 c 環 |A | と | キー を 池 し て 、 カ ー ソ / ル を 行 番号 40 に 移し 、 命 令 を 書き ひえ て こ だ さ 


もう と 」 
ビー っ うす CHIR 生 て で の う + す CHR 生 てき う + キ CFS い 
9 


の > う 
2 2oTR. る の の STFP = 4 の FOR X= の O TO 290 STEP 2 
ー ee 炊 に 、 「 マ | キー を 押し て 、 カ ー ソ ル を 行 番号 60 の 次 の 行 に 移し て くだ さい > 
RUN 
商人 は あご 、Y イ テア が 表示 きれ ませ の で 、 
1 の 00 RETURN 
を 入力 し て くだ さい 。 先ほど と は 違 つ て 、 速 べ マ リオ が 左 ガ ら 右 へ 動き ます ね 。 


3 の FOR Y=O TO 299 STEP 5 RETURN 
7 の NEXT RETURN 

ェ TE の :< ウ の > 1> ウ の : 1. の うっ = を 入力 し て ぐだ さい 。 

て の うっ †( ビ ト F せ < 生 て さっ うっ † に 上 革 で RUN 


OO どの の ちら 『 ヒ ピ ビ 


TO の の STEP を 入力 する と 、 マ リオ は 画面 生 上 が ガ ら 画面 石 下 の 万 へ 秘 動 し ます 。 


し ド メ デフ 人 4 


@ 重 ルー プ に つい て 
FOR-NEXT は 、 決 まつ だ 回 数 だ け プ ロブ ラム を 繰り 返し 実行 し ます 。 つま り 、FOR-NEX 十 の 繰り 返し は 、1 つ 
の ルー プ を 構成 し て いる の で す 。 ご の ルー プ の 中 に 、 も う 1 つの FOR NEX 丁 を 使用 する こと が でき ます 。 こ の よう に 、 
FOR-NEX 丁 の ルー プ の 中 に 何 個 ち も の FORーNEX を 構成 する こと を 多重 ルー プ と 叶 び ます 。 


FOR 1=O To 1o 


クミ ン 


重 Ne 


多重 ルー プ は 、 一 番外 側 に ある FORー-NE X 丁 か ら 順に 実行 され ます 。 
た だ し 、 1 つの ルー プ を 横 き る よう な ルー プ は 、 プ ロブ ラム と し て は 指示 で きま せん 。 
ーFOR |= の TO 199 の 


FOR J= の TO 39 
主計 
LNEXT 


① ヒ OR = の TO 1 の 
②FOR J= の TO 2 の 
K= の TO 39 


ルル た 
NEXT 


NEXT 
NEX 征 


まだ 、G 〇 「 〇 病 令 を 使 つ て 、F 上 〇 RーNEXT の 間 へ 割り 込ま せ て 使う こと は で きま せん 。 


SN ン な 記 開く ださい 。 (FOOS TO EEP NEX1) 


ん 7N 


文 い ろ い ろ な ボー ズ の マリ オ を 表示 させ よう 
さあ 、 い ろ い ろ な お ポーズ を し だ た マリオ を 、 画 面 に 表示 させ て み ま し よう 。 
23 ペ ー ジ の プロ ブラ ム 4 を 使 つて 、 次 の プロ ブラ ム を 入力 し て くだ さい 。 


CGSET 1 , の NETURN 
DEF SPRITE 1 .( の 9,.1. の . の 9 の ,. の )=CHR$S( の O) 十 CHRS(1 ) 二 CHR$S(2 ) 十 


15 
1 


どす ン 


2 づ 


4 


2 ら 


CHR$S( う 3) 


RETURN 


DEF SPRITE 2,( の 9,1. の ,1 . の )=CHRS(5) 二 CHR$S(4 ) 二 CHRS( フ ) 二 


CHRS(6) 


RETURN 


DEF SPRITE 3,.( の 9,.1. の ,. の , の )=CHRS( て 4) 圭 CHR$S(5) 十 CHRS(6) 十 


CHRS(Z ) 


RETURN 


DEF SPRITE 4.( の 9 の ,.1. の . の ,. の )=CHR$S(2 の ) 十 CHR$S(21 ) 十 CHR$(22 ) 
+CHRS(23 ) RETURN 
DEF SPRITE 5.( の 9,.1. の ,1 . の )=CHRS(21 ) 十 CHR$S(2 の O) 十 CHR$(23 ) 
+CHRS (22 ) IETURN 


SPRITE 
SPRITE 
SPRITE 
SPRITE 
SPRITE 
SPRITE 


9 , 1 の 9 の ,199 HETURN 
1 .15 の 9 ,1 の の RETURN 
2 , 1 の 9 の ,159 RETURN 
3,15 の 9 ,159 RETURN 
4 ,.199,59 
5 , 159 ,59 


RUN [ETURN 

半 准 力 レ し て ぐだ さ 尺 こ 

画面 じ に は 、G 種 類 の ボー ズ の マリ オガ が 表示 され ます 。 

※ い ろ い ろ な ボー ズ の マリ オ に つい て は 、 裏 表紙 の 「 キヤ ラク タテ ー ブ ル A」 を 
ご 覧 こく だ さい 、。 


ここ ご ま て 読め ば 、BAS | C プ ログ ラム と は 何 ひ み 、 ご どう すれ ば 動く か が が ガ わ かつ 
だ と 思い ます 。 つ まり 、BAS |1C に つい て の 基本 的 な 事 が びら を 学ん だ こと に 
な り ま す 。 

も う 、 あ な だ は BAS 1 C の プロ グラ マー。 簡単 な お プログ ラム な ら 、 す ぐに 作 
成 で きる で し よう 。 チ ヤ レン ジレ て くだ さい 。 

この 後 、 26 ペ バー ジー30 ペ ー ジ で は 、BAS | C の 基本 を 発展 させ だ 、 コ ント ロ 
ー ラ で アニ メキ ャ ヤラ ク を 自由 に 動 ひ すす プロ グラ ム に つい て 説明 し て いま す 。 


※ ア ニ メ キ ヤラ クタ を 表示 する 方 法 に つい て 
@DEF MOVE 


これ まで は 、D ヒ F 


SPR | TE (デフ ァ イ ン スプ ライ ト ) 命令 で 説明 し て きま し た が 、 も う 1 つの 命令 を 紹介 し ます 。 


それ は 、DEF MOVE (デフ ァ イ ン ムー ブ ) 命令 と 呼ぶ も の で す 。 

@ ご 析 は 、 キ セ ヤラ クタ テー ブル A に ある 16 種 類 の アニ メキ ヤラ クタ を 科 単 に 勤 ガ せる スマ ー ト なお 病人 琉 で す 。 

@ ご の 6 種類 の 指定 を DE ヒビ _ MOVE 命令 で 行なえ ば 、 自 動 的 に アニ メキ ヤラ クタ ガ が 合成 され て 動作 を 表示 で きる よう に な り ま す 。 
e その 他 、 廊 向 , 速 さ , 秘 動 距離 , カラ ー, 表示 優先 展 が 指定 で きま す 。 ( 

@ ご の 久 の 使い 方 は 「MOVE ヒ コマ ンド に つい て 」 の 人 項 で 説明 し て いま す 。 ※ 詳 し ぐ は 32 パ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

e 初め に 説明 し た DEF SPR | TE 命令 を 使 つて 自由 な 組み 合わ せ の アニ メキ ャ ヤラ クタ を 作り 、 さ ら に 、 簡 単 な DEF _ MOVE 
命令 を 使う と 、 同 時 に 、 全 部 で 16 個 の 異な つた を アニ メキ ヤラ クタ を 表示 で きる こと に な り ま す 。 


ke に も ドー ジジ で 拉 お そつ 
コン トロ ー ラ を 使 つ て 遊べ る よう な ゲー ム の プロ ブラ ム を 作れ ば 、 の 人 で ゲー ム を し て 遊ぶ こと も で き 、 さ ら に ゲー ム の 楽し さ が 拡 が 
り ま す 。 ES 


コン トロ ー ラ を 操作 する 命令 に は 、ST | CK と 8TR 1 〇 の 2 つが あり ます 。 ら ST | CK は 、 コ ント ロー ラ の cu ボタ ン の どの 部 分 が 
押さ れ だ か (押さ れ だ 方 向 ) を コン ピュ ー タ に 数 値 で 与え る 命令 で す 。 ら SR 1 つ は 、 コ ント ロー ラ の 4 種類 の ボタ ン (スタ ー ト ・ セ 
レク フト ・A・ 日 ) の ご れ が 押さ れ だ か を コン ピュ ー タ に 数 値 で 与え る 命令 で す 。 

国 コ ント ロー ラ を 使用 する 場合 は 、、ST 1 CK (の ) や STR 1G( の ) の 命令 、 回 コン トロ ー ラ を 使用 する 場合 は 、ST 1CK (1) 
や STR 1G (1 ) の 命令 を 使い ます 。 


男 コ ント ロー ラ 


| IiSTR1G( の ) | ISTR1G(1) 
ot 人 A20 ら 十 | 半 陸 半 人 生 


文 コ ント ロー ラ で マリ オ を 左右 に 動か そう 
S ら PRITE 0FF を 入力 し て 、 表示 し て いる マリ オ を 消し て 
お きま る 25 ペ パー ジ の 「 い ろ い ろ な ポー ズ の マリ オ を 表示 させ よう 」 の プロ ブラ 
ム ハ を 利用 し て 、 炊 の プロ ブラ ム ハ を 入力 し て ください 。 
26 X=1099 IETURN 
3 の 9 の S=STICKC(O の ) HETURN 
4 の IF S>2 THEN 1 の INETURN 
5 の |F S=2Z2 THEN X ニ = メー1 INETURN 
6 の IF S=1 THEN X ニ =X 十 1 RETURN 
フ の |IF X>259 THEN X ニ メー2 グ 4 の HETURN 
8 の 1F X<5 THEN X ニ テニ X 二 245 IETURN 
9 の 9 SPRITE の 9 の,X,15 の HETURN 
199 GOTO 39 RETURN 


RUN |RETURN 
痢 2 じじ て を だ ささ しい 


コン トロ ー ラ の ボタ ン を 押す ( 厚 側 や 右側 ) と 、 マ リオ が を や 右 に 動き ま 
9。 
[STOPI キ ーー を 押す と 、 カ ー ソ ル が 出 て きま す 。 


@ST | CK に つい て … 

S「 1 CK と は 、 コ ント ロー ラ の 品 ボ タン が どの 方 向 に 押さ れ だ が ガ を コン ピュ ユー タ に 数 値 で 号 え る 命令 で す 。 
ST 上 CK-( の ) は 、 …… コン トロ ー ラ (ST 1CK(1 ) は 較 コ ント ロー ラ ) 
n ボタ ン の 右側 が 押さ れる と 、 お に は 1 の 値 が 入る 。 

品 ボ タン の 左側 ガ 畠 され る と 、 ご に は ググ の 値 が 入る 。 

ロロ ボタ ン の 下 側が 押さ れる と 、 ど に は 4 の 値 ガ 入る 。 

と 1 の 値 | アボ タン の 上 側が 押さ れる と こと 、 ご に は どの 値 が 入る 。 

品 ボ タン が 押さ れ て いな いと き 、 ど に は の の 値 が 入る 。 

S 丁 1 CK 命令 を 利用 し 、 コ ント ロー ラ の cm ボ タン を 押す こと に よっ つて 、 ア ニ メ キ ャ ラ 
クタ を 上 正大 に 自由 に 動 ひ すす こと が で きま す 。 

コン トロ ー ラ の ロボ タン ※60 ペ バー ジ を ご 覧 ください 。 


右 へ 押す 


トリ リガ 


ECAAKORMN STR 1G と は 、 コ ント ロー ラ の 4 種類 の トリ ガー ボタ ン (スタ ー ト ・ セ レク ト ・A・ 
i ト リガ ー ボ タン 日 ) の うち 、 ど ご の ボタ マンガ 押さ れ て いる か を コン ピュ ー タ に 数 値 で 与え る 命令 で す 。 


STR1G (の ) … 田 コン トロ ー ラ CSTR1GC1 ) は 回 コン トロ ー ラ ) 
生 褒 ボタ ン が 押さ れ て いる と 、 ク 2 の 値 が 入る 。 
< 福 呈 ボタ ン が 押さ れ て いる と 、 1 の 値 が 入る 。 
画 ボツ タン が 押さ れ て いる と 、4 の 値 が 入る 。 
和 Ri 画 ボツ マン が 押さ れ て いる と 、8 の 値 が 入る 。 
2 の 値 1 の 値 4 の 値 の 値 何 も ボ タン ガ が 押さ れ て いな いと 、 の の 値 が 入る 。 
STR 1 命令 _ つ まり トリ ガー ボタ マン の 操作 に よ つ て 、 マ リオ の 動き を 止め みり 、 ゲ ー ム を 終る と き な ど に 使用 で きま す 。 
※86 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


@|F- THEN に つい て … 
| F 文 と は 、| F と THEN の 間 に 書 か れ だ 条件 文 を 判断 し 、 そ の 結果 に よ つ て 炊 に 実行 する 命令 (命令 文 ) を 指定 し ます 。 
4 の IF [S ラ | THEN 
5 の IF [=2| THEN 
条件 文 人 の 令 文 
つま り 、 | F 文 は コン ピュ ー タ に 自分 で 判断 させ 、 実 行 させ る 働き が ありま す 。 


コン トロ ー ラ で マリ オ を を 右 に 動 ガ お す プ ログ ラム の 中 で 使用 らむ て いる | 上 文 に つい て 説明 し ます 。 

行 番号 40 は 、 も し 人 変数 ご が どの 値 よ り 大 きい で ni ボタ ン の 上 下部 が 押さ れ て い だ と き ) な ら ば 、「 HEIN の 後ろ に 書 お れ だ 
⑪ 設 を 実行 し 、 行 番 写 1 0 0 へ 飛び 、 そ こら プロ ブラ ム を 実行 し ます 。 条件 に 合わ な い (G が 2 の 値 より 小さ い 、 ある い は 
等 し い ) 場合 に は 、T HEN 以 降 の 命令 は 、 実 行 せ ず に 、 炊 の 行 番号 50 を 実行 し ます 。 

行 番号 00 は 、 も し 変数 G が の の 値 (C』 ボ タン の を 部 が 押さ れ だ と こき) な ら ば 、X ニ メー 1 で X の 値 ガ ら 1 を 引い て 新しく X 
の 値 を 決め ます 。( を の 太 向 に マリ オ を 動 が すす だ め に X の 座標 値 を 1 だ け 引 ご) 


※64 ペ バージ を ご 覧 くだ さい 。 


エキ ヤル パパ ヤセ セヨ セキ も セ セト SH ドド ト に トト ドド タコ ンコ 生還 0 MM 


@SPR | TE OFF に つい て …… 

SPR ITE OFF と は 、 ス プラ イト 面 に 表示 し て いる すべ て の アニ メ 六 牧 玉 外 か 滑 電 凍 和 直 の まま 9 た ラド 
面 を バッ ク グ ラウ ンド 面 へ の 重ね 合わ せ 表 示 を や め ま す 。 

まだ 、 ス プラ イト 和 面 上 に 和 表示 され て いる 特定 の 番号 の アニ メキ ヤラ クダ の み を 消す 場合 に は 、 

OPT 1 す を | 月 の の Cn の 番号 で 指定 され た アニ メキ ヤラ フタ が 消え ます ) 

を 入力 し ます 。 

ご の よう に 、 ア ニ メ キ ヤラ クタ を 画面 すら 消す に は 、 グ の 通り の 万 法 ガ びあ り ま す 。 

※89 ペ バー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


文 コ ント ロー ラ で マリ オ を 歩か ひけ せ よう 
マリ オ を 右 や 棋 に 歩い て いる よう に 見 せる に は 、 炊 の プロ ブラ ハム を 入力 し て こ だ さ い 。 
26 ペ ー ジ の ' コン トロ ー ラ で マリ オ を 左右 に 動 ひ お そう 』」 の プロ ブラ ム を 中 断 し て 、 下 の プ ロブ ラム ら の うち 、 行 番号 3 の ー の の 2 の 


を 入力 し て ぐだ さい 。 
※ 画 面 に カー ソル や プロ ブラ ム が 表示 され て いな い 場 合 は 、 [STOP] キ ー を 押し て カー ソル を 出し 、L 1S 十 で プロ ブラ ム を 呼び 出し 
さこ つの 
ら CCL 6 2 る いり 20 な ei 画面 の 表示 を 消す 。 
了 ゆあ) ご PR | T ヒ 〇 O 改 YS な siaioie で きい 電 2ue7A で Rs アニ メキ セラ クタ を 画面 に 表示 させ る 準備 を する 。 
4 ら CGS ど FT 4 - ゆあ) 9 が 372 な 75311 の アニ メキ ヤラ クタ や 背景 の 色 を 決め る 。 
2 の な た らち だ RIE の り ,. (りす Ye すう 全人代 あて で イ すう 
+CHRS( の ) 寺 CHRS(3)+CHRS(2) 0 "or…… WALK 1 (右向き) の マリ オ の / パ ター ン を 決め る (の 番 の マリ オ )。 | 友 
21 DEF SPRITE 1 ,(O, 1 ,O,O,O) =CHR$(O) の 
土 CHR$ ( 1 ) 土 CHR$ 〇 (2) 土 CHR$(3 ) DOKO WALK 4 の マリ オ の パタ マー ン を 決め る ( 1 番 の マリ オ )。 ャ 
22. ESP 和 RTEE る (の の.4 6)=CHR$(5) 2 
土 CHR$S(4) 圭 CHR$( フ ) 二 CHR$S(6) jm WALK2( 右 向き ) の マリ オ の パ マ ー ン を 決め る (2 番 の マリ オ )。 多 
2 の 9- に モー つや 和 キヤ 上 て の きす こり) の, つり = テ CFHR も (4) 
土 CHR$( で ぶ ) 圭 CHR ゃ (6 ) 土 CHR も アプ ) DOGOO の DCC 入 衝 と WALK の の マリ オ の パタ ー ン を 決め る (3 番 の マリ オ )。 人 
どう 4 DEF SPRITE す ) の O.1 の ら . ひひ り ) テ CHRS (2 の 0) 和 
+CHRS$( 21 ) 上 CHRS (6 湖 人 の う 呼 CR あて 2 きけ デーー… は し ご の マリ オ の / パ ター ン を 決め る (4 番 の マリ オ だ 
と どら DE ヒ F SPRITE ら 、 (9722 人 1 9 の う モ CH も (21) い 
+CHR$S( 29) 寺 CHR$(23) 寺 CHR$( 22 う TI は し ご (を 右 逆 向き ) の マリオ の パパ ター ン を 決め る (5 番 の マリ オ )。 
と 4< ツマ op PA 人 309R Re X の 座標 を 1 の に 決め る 。 
BNB XY、A,B、Q9 人 0 二 0 つつ SR っ リス の ggD 和 を 入れ る 
4 の DATA 120.140.1.3. の 0 の 245 READ 全 令 で 読み 込ま れる デー タ 。 
0 PR 1 番 の マリ オ を 上 座 標 (CX : 120, Y : 140) の 位置 に 表示 。 
! 2 ら 写 TOC 近 (の ) : 人 1 人 の HEN 6 の ..…………………… ない 近 し s: 朱 2 旬 守 3 で いい 人 % 
の ら っ 、 押 LN SS SR や ボタ ン の 上 下 万 向 (方 向 ) が 押さ れ て いる と 行 番 号 60 へ 飛ぶ 。 
| 寺 生 XX キク 1 選 全学 洲 間 馬 罰 XXー こ 2 向 の と き は X の 値 に ら を 加え る 。 提 
の 3 トト MEN 1090 ohrhrhrhtrkmnxhrhn…t…t 右 方 向 の こき は 行 番号 1000 へ 飛ぶ 。 条 w| 
上 41 み 』 の ) | ー な デン 丁 昌 EN グ の の 0 な がく を cn が 3 左 方 向 の と き は 行 番号 2000 へ 飛 &。 _| 疾 
19 の 9 Pk SO QNOE た お 枚 ら 大 Y (SWAP CD 
191O SFPRITE A:SPRITE_ B:SPRITE の 番 の マリ オ を 表示 する 。 ① ボ タン の 石 亡 向 が 押さ れ て いる と 、 
[ CO :SPR 1 TE E:SPRITE F の 番 と 2 番 の マリ オ を 入れ 替え る 。 他 の マリ オ ( 1 , 3, O, 4, 5 番 ) は 消す 。 
: 1 の 902 の 9 GOTO 60 
: の O99 に 人 はら に らら うつ PRIFE A、 大 人 、Y:@WAP A,B 
( <e の 91 り 9 SFPRHIIE_A:SPRTITE CSPRITE 1 番 の マリ オ を 表示 する 。 ボタ ン の 左 方 向 が 押さ れ て いる と 、 
| D:SPRITE E・SPRITE F 1 番 と 3 番 の マリ オ を 入れ 替え る 。 他 の マリ オ (1 , の , 2, 4, 5 番 ) は 消す 。 
: どの 2 の GOTO 6 の 6 の 
6 
ジワ で おら 
RUN IETURN 
ko に で だ 記し い 


Li] コン トロ ー ラ の 5 ボタ ン を 押す ( 側 や 右側 ) と 、 マ リオ は スム ー ズ に 、 い 
が に も 歩い て いる よう に 左右 へ 動き ます 。 


※ マソ リオ を 画面 の 和 を 石 に は み 出 さき ない よう に し て ぐだ さい 。 は み 出 し た 場合 に 
は エラ ー と な り マ リオ は スト ッ プ し て し まい ます 。 
再度 、 動 お す に は RUN IETURN を 入力 し て ぐだ さい 。 


@ SWAP に つい て 
SWAP と は 、 変 数 の 値 を 互い に 交換 する 病 令 で す 。 
交 損 する 変数 は 、 数 値 変数 ご うし 、 文 字 変 数 どう し で な けれ ね ば エエ ラー となり ます 。 
SWAP A,A お や SWAP AS, B の よう な 使い 万 は で きま せん 。 


ーー ュ 
SWAP AA, BB…… (数 値 変数 人 と 数 値 変数 巳 の 値 を 交換 する 。 日 の も つて い だ 値 が へ に な り 、A の も つて い だ 値 ガロ と な る ) 
ググ 


ンー Pe 
SWAP A$ , 日 お …( 文 字 変数 へ お と 文字 変数 日 お の 値 を 交換 する ) 
や で ここ ビ ーー ンズ 


※0/ ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


人 @ マ ル チ ス テー トメ ント に つい て … 


プロ グラ ム 5 の 中 で 、 1 つの 行 番号 の 中 に 、: (コロ ン ) を 使い の つ 以 上 の 命令 が 書 お れ て いる も の を マル チ ス テー トメ ン 


ト と 呼び ます 。 1 つの 行 番号 の 中 に は 、 コ ロン を 信 み 256 文 字 の 病 令 が 書け ます 。 


@READ-DATA に つい て …‥ 
READ と は 、DATA で 用 意 さ これ た デー タ を 読み 込む 命令 で ご す 。 ま た だ た 、DAT 入 と は 、RAD で 読み 込む デー タ を 用 立 


する 命 令 で す 。 こ ご の よう に 、READ と DA TA は 、 い つも 対 に し て いつ し よ に 使用 し ます 。 な お お 、DATA は プロ グラ ヲ ラム 
中 ご どこ ご に 配置 し て も が おま いま せん 。 


ーーF ま で の デー タダ (マリ オ の 表示 位置 の 座標 や 各種 マリ オ の 番号 ) を 読み 込み ます 。 
陸 計 用 は 基く PO UM EC 


) 
手 ま AT 評 の の 12 で きき gg. 4. ら 


RE AD の あと に は 、 変 数 (数 値 変数 名 、 ま だ は 文字 変数 名 ) を 書き 、DATA の あこ に は 、 そ れ に 対 訪 す る 定数 デー タ ( 数 


値 変数 値 、 ま だ は 文字 変数 値 ) を 書き ます 。 だ びら 、READ の 変数 と DATA の 定数 デー タ は 、1 対 4 で 対応 し 、 ガ が つ 刀 
万 同じ 型 で な けれ ば な り ま せん 。 


RE AD で 読み 込ま れる デー タ 


※060 バ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


@PAUSE に つい て … 


PAUSE と は 、 プ ログ ラム の 実行 を 一 時 体 止 する 命令 で す 。 
に ADS だ hf 


プロ グラ ム の 実行 を 休止 させ る 時 間 ( の 3276/ で 指定 し ます ) 


n (プロ ブラ ム の 実行 を 休止 させ る 時 間 ) を 省略 し だ 場合 、 何 が キー が 押さ れる まで この PAUSE の 所 で プロ グラ ム の 実 
行 が 中 断 す る 機能 が あり ます 。 何 ガキ ー ガ 押さ れる と 、PAUSE の 炊 の プロ ブラ ム ガ ら 実行 が 再開 され ます 。 


※/8 ペ ー ジ を ご 覧 べく だ さい 。 


マ ノ オ を 上 下 を 右 へ 自由 に 動 が すず 場合 に は 、28 パ ペー ジ の プロ ブラ ム ら 5 を 使い 、 次 の プロ ブラ ム の うち 行 番号 6 の 1 3 の , 
の の の 3 の 2 の を 入力 し て ぐだ さい 。 


ツウ 2 
ます だ 2 科 
0 浅い 、 ト 
と の DEF SPRITE の ., (の 9,1.9,. 1 . の ) =CHRS$S( 1 ) 二 CHR$( の ) 
+CHR$S(3) CHRS$(2 ) 
1 DEF SPRITE 1 , (9,.1 . の ,. の 9 の .,.9) =CHR$( の )+CHRS( 1 ) 
+CHRS(2 ) 二 CHRS$S(3 ) 
2 のど D に F SFRIFTE 2 (の, 1 の 1 . の ) ラテ は 典 あ (5) キ の R 代 ま (4) 
+CHR$S( フ ) 二 CHRS$(6) 
と つ DEF SPRITE 3.( の 9,.1.9,. の 9, の)=CHRS$S(4 )+CHRS$(5) 
+CHR$S(6 ) 二 CHR$( フ ) 
4 DEF SPRITE 4 . (の .1. の 9. の 9. の 9 の ) =CHR$(2 の 6) CHRS(21 ) 
+CHR や (22)+CHRS(23) 
と ら DEF SPRITE 5.( の ひ ,.1. の , 1. の 9 の )=CHRS(21 ) 二 CHRS て ウ の ) 
+CHR$(23) 二 CHR$(22) 
6O X= テ 1 の 0 
ルコ 
全 の DATA 12 の 9.149.1 . きす. の . る 2.4.5 
まま ーー 
_ 69 S=STICK( の ) :1F STRIG( の )<> の THEN END 
6 ら 5 IF S= の O THEN 6 
の の |F ら う 2 (THEN の @ 
ご どの メニ メ 二 2 の: 1F S=2 THEN X= テ Xー4 
9 の GOTO 191 


1 の の Y= テ Y+2:1F S=8 THEN Y ヤ =Yー4 


ーー ニャ ーー 


1 の 1 |1F X>255 THEN X= ニ Xー252 
1 の 62 IF X<3 THEN X= ニ X+252 
1 の 03 IF Y>24 の 9 THEN Y=Yー23 フ 
1 の 64 |1F Y<3 THEN Y=Y+23 フ 
11 の IF S=1 THEN 1999 
12 の 9 IF S=2 THEN 299 の 
:「 13 の IF S>2 THEN 3999 
1 の 099 の PAUSE 5:SPRITE C,.X,Y:SWAP C.D 


1901 の 0 SPRFTE AI:SPRFTE B:SPRITE C:SPRITE ESPRITE 
1 の 2 の GOTO 6 の 

と の 9 の PAUSE 5:SPRITE A,X,Y:SWAP A.,B 

と の 1 の SPRITE A:SPRITE C:SPRITE D:SPRITE E:SPRR1ITE F 
どの どの GOTO 69 

うり の の の PAUSE 5:SPRITE EE, XY:SWAP EE,F 

う の 91 の SPRITE_A:SPRITE_ B:SPRITE C:SPRITE D:SPRITE EE 
の 2 の GOTO 69 


ドミ ミコ 


ご の プロ プラ ム は 、26 ペ ー ジ の プロ ブラム 5 を 基本 に 使い 、 上 下方 向 の マリ オ の 動き 、 画 面 か なら マリ オガ が はみ出 さ な い よう に 
する 負 理 、 プ ロブ ラム を 終了 させ る 処理 な ご ど を 追加 し た も の で す 。 

上 下 訪 向 の マリ オ の 動き や 表示 は 、 行 番号 100、130、3000~3020 で 行 な つ て いま す 。 

マリ オガ 画面 が おら は み 出 な いよ うに 、 行 番号 101ー104 で 行 な つ て いま す 。 

また 、 行 番号 60--65 で は 、 コ ント ロー ラ の トリ ガー ボタ ン を 押し て プロ グラム を 終了 させ る 処理 を STR | 命令 で 行 な つ て いま す 。 


た 
田 MOVE コマ ンド に つい て 
MOVE コ マン ド は 、 フ ァ ミ リー ベー シッ ク の 特長 と な る コマ ンド で す 。 さ あ 、 簡 単 な MOVE コ マン ド を 使 つ て 、 マ リオ や レデ ィ な 
どの アニ メキ ャ ヤラ フタ を ダイナミック に 動か し て み ま し よう 。 


文 マリオ を 同時 に 、 ら 万 向 に 動 ひ そう 


NEW RETURN 
を 入力 し 、 前 の プロ ブラ ム を メモ リガ ら 消 し て お きま す 。 


BS じ し も お FEIURWM 

1 の SPRITE ON NETURN 

どの CGSET 1,. の METURN 

うつ の FOR N= テ の TO Z RETURN 

4 の DEF MOVE(N)=SPRITE (の O.,.N+1.,3., 
55 ,. の, の ) RETURN 

5 の NEXT RETURN 

の MOVE の , 午 生き 4 DD 、 欠 た 0 丘 隊 

/ の GOTO 6 の RETURN 0 


ググ つつ ム 6 


を 入力 し て ぐだ さい >。 


RUN RETURN 
を 入力 ける こ 、 ど 人 の マリ オ が それぞれ どら つの 万 向 に 動き ます 。 


@DEF MOVE に つい て 
DEF MOVE と は 、 ア ニ メ キ ヤラ クタ の 種類 と 動き を 定義 する 命令 で す 。 


た F MOVE に n ) な の 條 香 11E( あ 全て CD 上,F) 


ラー メキ ャ ラク タ の コ 2 議 アニ メキ ヤラ クタ の 配色 番号 (の て 3) 

動作 番号 (の - ノ ) 種類 (の ー15) ※113 バ パー ジ の カラ ー チ セー ト を ご 覧 こく だ さい 。 
主 部 で 16 種 類 の アニ 表示 の 優先 度 ( の ー 1 ) 
メキ ヤラ クタ を 指定 の ② : バッ ク プ ラウ ンド より ま 前 に アニ メキ ヤラ クタ を 表示 する 。 
で きる 。 1 : バッ ク グ ラウ ンド より 後に アニ メキ ヤラ クタ を 表示 する 。 


Fーーーーーーーーーーーーー ニ ーーー アニ メキ ヤラ フタ を 秘 動 させ る 企 物 動 量 (1 -255) 


の : マリ オ ご 汰 争 キ で (の を 指定 する と 表示 され ませ ん ) 
ンー 9 : スタ ー シ ッ プ アニ メキ ャ ヤラ クタ を 動 ガ ず 速 さ ( 1 一 255 ) 

2 : フタ イタ マー フラ イィ 10 : 昌 発 1 : 最高 束 

3 : アキ レス 衝 ニ タマ タ 255 : 最低 速 

4 ペラ ペ シ や アニ メキ ャ ラク フタ の 物 動 方 向 指定 〈 の -) (の は 静 ) 
5 : フタ イアー ボ ー ル 13 : シエル フク フリー パー 

6 : 車 14 : サイ ドス テッ パパ ー 

に サー 15 : ニッ トピ ツ カ ー 


※/4 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


@MOVE に つい て … 
MOVE 上 と は 、 あ ら が じ め DEF _ MOVE 命令 で 定義 8 われ わた アニ メキ ヤラ クタ の 動き を 開始 させ る 命令 で す 。 
EK 本 1 、 グ さち る メア 
MOVE 命 令 は 、 同 時 に 8 個 ま で の アニ メキ セ ヤラ クタ の 動き を 開始 させ る こと が で きま す 。 ア ニ メ キ ャ セラ クタ は 、 
MOVE 合 令 が 実行 され る と 、DEF _ MOVE 命令 の D( 午 秘 動 量 ) の 値 で 指定 され だ 秘 動 量 が 終わ る まで 動き ます 。 
動作 番号 ウー / ま で の アニ メキ ヤラ クダ の うち 、 和 希望 の 番号 の アニ メキ ヤラ クタ の み を 動 ひ すこ と が で きま す 。 
MOVE 1 の の …… 動作 番号 1 番 の アニ メキ ヤラ クタ の み を 動 ガ す 。 
MOVE の , 3, O・‥・ 動 作 番号 の 番 , 3 番 , G 番 の アニ メキ ャ ヤラ クタ を 同時 に 動か す 。 


※/5 ペ バー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


文 同 時 に 種類 の アニ メキ ヤラ クタ を 、 ら 方 向 に 動 ひ そう 


マリ オ だ け の よう に 、1 種類 の キヤ ラフ タ だ け で な ぐ 、 お 種類 の キヤ ラク マタ 
を 同時 に 動 お すこ と が で きま す 。 


31 ペ ー ジ の プロ グラ ム O を 使 つ て 


4 の DEF MOVE(N)=SPRITECN,N+1 ,3, 
255 の, の O) RETURN 
を 入力 し て ぐだ さい 。 


RUN RETURN 
を 入力 する こと 、 マ リオ や レデ ィ 、 ペ ン ペ ン な ご ど 、8 種 類 の アニ メキ ヤラ クタ が 、 
画面 中 央 が ら 画 面 周辺 の 万 向 へ 動き ます 。 


文 G 人 の マリ オ を 横 に 行進 させ よう 


34 ペ ー ジ の プロ プラ ム ら 大使 台 6 

4 の DEF MOVE(N ) ニ SPRTITE( の O.3.N+1 ,.255 , 
9,. の ) RETURN 

らら FOR -N= ニ 0 入 8 POSITIION 2 まま 3 、 12 の 、 
1 の O:NEXT RETURN 

/ の END RETURN 

RUN RETURN 

を 入力 し て くだ さい 。 

ら 人 の マリ オ が を を ガ ら 右 へ 歩き ます 。 


同時 に 動い て いる キャ ヤラ クタ を 止め を り 、 あ る 特定 の キヤ ラク タダ だ け 止 め た り 
合 る ご と が で きま す 。 

EZtJ プ ラム に ビ 、 

/ の PAUSE RETURN 

を 4 は 1 9 1 と 、 つく 人 お お, 本 琴 明 

9 の END RETURN 

RUN RETURN 

2 を 7 も て と な し に 


ご 人 の マリ オガ 歩き 出し を ら 、 [SPACE] キ ー を 一 屋 押 し て ぐだ さい 。 [SPACEI キ ー 
が 押さ れる こと 同時 に 、 行 番号 80 の 命令 が 実行 され 、 歩 いて い だ ら 人 の マリ オガ が 
同時 に ビタ ダリ と 止ま り ま す 。 

dE 

MOVE 0 の, RETURN 

を 入力 する こと 、 止 まつ て い だ 動 作 番号 の と どの マリ オガ が 歩き 出し ます 。 
ちら に だ 、 

ら どの CU の ,3 RETURN 

RUN RETURN 

な 大 月 し て ぐだ さい )。 

らら 人 の マリ オガ 歩き 出し だ ら 、 [SPACE] キ ー を 一 屋 押 し て こぐ だ さい 。 動作 番号 の 
こう の マリ オ だ けが 止ま り 、 他 の マリ オ は な に こも な が つ だ よう に 、 左 が ら 右 へ 
歩き 出し ます 。 

CU 命令 は 、 ダ イレ クト モー ド 、 プ ロブ ラム モー ド の 両 亡 で 使用 で きま す 。 


文 あ め つ / マ リオ が 消え だ ゾ 

より ゲー ム を 面白 ベ こす る に は 、 ア ニ メ キ ヤラ クタ を 画面 びす ら 消す こと も 重要 な 
テク ニッ ツク で す 。 同時 に 8 種類 の キヤ ラク を 消し たり 、 特 定 の キヤ ラク タダ だ 
け を 消す こと が で きま す 。 

9 ERA 2 1. 2 3 、 人 4 らら ね 2 ア ・ ィ 本寺 
POS エ T エ ON 有島 キ N RUN 

な 。 さ 。 の の, らら 。 后 , ア 6 メル ひし もう 上 

ら 人 の マリ オガ が 表示 され 、 歩 き 出し だ ら 、 [SPACE] キ ー を 一 度 押 し て ぐだ さい 。 
行 番号 80 の 命令 実行 さ れ 、 歩 いて い だ ら 人 の マリ オ が 消え て し まい ます 。 
人 

MOVE の , 1 

を 入力 する と 、 動 作 番号 の と 1 の マリ オガ が 登場 し 、 歩 き 出 し ます 。 

さら に 、 

8 の ERA 3,4 RETURN 

RUN 

礎 入 力 レ し で ぐだ さ し ぃ 

ら 8 人 の マリ オガ が 歩き 出し た ら 、 [SPACEI キ ー を 一 請 押 し て くだ さい 。 動作 番号 ざ 
と 4 の マリ オ だ けが 消え 、 他 の マリ オ は な に も な が つ だ よう に 、 左 ガ ら 右 へ 歩 
きま す 。 

E RA 命令 は 、 ザ ダイ レク トモ ー ド 、 プ ロブ ラム モ ー ド の 両 万 で 使用 で きま す 。 


CUT や ERA 命 色 の 後 で 、 MOVE 命 令 を 実行 する こ 、 ア ニ メ キ ヤラ クタ は 〇 UTT、 ま だ は ERA さ れ だ 位置 か ら DEF 


MOVE 症 令 で 定義 これ だ D の 値 ( 全 秘 動 量 ) の 残 つ だ 値 を 実行 し 、 停 止 し ます 。 


文 マリ オ を ジャ ヤン プ さ せよ う 
マリ オ が ジャ ンプ し て いる よう に 見 せる に は 、 次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい 。 


(に つ 

SPRITE ON 

じ ほ る 5 た 1 1.6 

FOR N= ぢ 「O 4 

DEF MOVE(N)=SPRITE(O.N,1.20,.1.6) 

NEX「 

MOVE 

IF MOVE(3)= ミ ー4 THEN Z9 

ERA 3:POS 生玉 二 509 ご AIGMOM IS 3 8 

球 本 し 寺 うり.MKV: 村 2 

2 - ト F、 MOVE( ご ) テ ミー1 征 旧 EN 9 

4 の の ERA_- 2:POS ト ION の AOS ( 22 
Y ピ OS(2) MOVE 4 

11 の IF MOVE(4) テ ミー4 THEN 14 の 9 

3 と の ERA 4:POSII ION 3 づ G ANOMM) 
YPOS(4) :GOTO 66 


も し 、 マ リオ の 動き に 合わ せ て 、 効果 音 を 入れ る 場合 は 、 
NR の 65 PLAY よ T1O4C1B1DEG1CDE1? 
1 JovES 85 PLAY*O3CD 息 全 逢 間 


を 追加 入力 し て ぐだ さい 。 


RUN RETURN 
を 入力 する と 、 を ガ ら 歩い て きだ マリ オ は 画面 中 央 で ジ ヤ ン プレ し 、 着 地 す る と 、 
再び 歩き だ し ます 。 


@MOVE( n ) に つい て … の 
MOVE (て n ) と は 、MOV ヒ 文 で 動 ひ お し を アニ メキ セラ クタ の 動き が 実行 中 が 停止 中 か を 求め る 命令 で す 。 


MOVE( n )…… ・ 指定 の ソニ メキ ヤラ クタ が 実行 中 な ら ば 、 - 1 が 求め られ ます 。 
・ 指 定 の アニ メキ ヤラ クタ が 停止 中 な ら ば 、 の が 求め られ ます 。 
アニ メキ ヤラ クタ の 動作 番号 (の - ノ ) 


60 MO に NO 4 の 
ORIAPSPGOSS TUEONE(2 ま XPOS で 30 YWPOS(3) ・MOVE - 2 
この プロ グラ ム で は 、 動作 番号 3 番 の アニ メキ ヤラ クタ の 動き が 実行 中 で あれ ば 、 行 番号 70 の 命令 を 実行 し 、 そ う で な けれ は ば 、 


行 番号 60 の 症 琉 を 実行 し ます 。 


※// ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


に 


ポジ ショ 


@POS | T 1ON に つい て 
POS | T | ON と は 、 MOVE 文 で アニ メキ ヤラ クタ を 動 ガ 9 前 に 、 動 作 を 開始 する 初期 座標 を 与え る 命令 で す 。 


中 す す 9 
FOSITION へ 生 較 OM 較 ( つ 76 
水平 万 向 の 座標 (の -255) 
アニ メキ ャ ヤラ クタ の 動作 番号 (の - ノ ) 


※76 ペ ー ジ を ご 覧 こ だ さい 。 


@XPOS、 YPOS に つい て …‥ 
XPOS と は 、 ア ニ メ キ ャ ラク タ の 動作 番号 の 水平 方 向 の 座標 値 を 求め る 命令 で す 。 ま だ 、 PO 〇 ら と は 、 ア ニ メ キ ャ ラフ 
の 垂直 万 向 の 座標 値 を 求め る 命 琉 で す 。 


失う 本 の 生れ) 
トーーーーーーーーーーー ナ ーー アー メキ ヤラ クタ の 動作 番号 (〈 の - ノ ) 


※/0 ペ ー ジ を ご 覧 こく だ さい 。 


文 マ リオ を コン トロ ー ラ で 動か そう 


さて 、 旧 コ ント ロー ラ を 使用 し て 、 マ リオ を 上 下 左右 に 動 ガ お し て み ま し よう 。 
鱗 の プロ グラ ム を 入力 し て ぐだ さい 。 


SQ だ R] 1 ヒモ GON 

人 (225 ヒビ T 1. の 

の FOR N=O TO Z ノ 

4 の DEF MOVE(N)=SPRITE(O.N,1.3. の 9, の ) 
ら の NEXT ・ 

6 の O S=STICK(O) 

/ の |F S= ミ の THEN N=O:GOTO 12 の 


ご の |F S=1 THEN N=3:GOTO 120 
9 の | 上 F S= グ 2 THEN N= ニ ノ Z:GOTO 12 の 9 
1 の の IF S=4 THEN N=5:GOTO 12 の 
11 の O |F S=8 THEN N=1 

どの |F. MOVE(M う キ エ す 、』 REN 1 る 

1 つの |F M=N THEN 160 


14 の ERA _ M:POSITION _N, XPOS (M) , 
YPOS(M ) : M=N 

15 の 9 MOVE N:GOTO 69 

16 の O MOVE M:GOTO 60 


RUN IRETURN 

を 入力 する と 、 [] コ ント ロー ラ を 使っ つて 、 マ リオ を 自由 に 動 ひ すこ と が で きま 
と 

30 ペ ー ジ の プロ ブラ ム と 比較 し て わ ガ る よう に 、 同 じ 動作 を させ る に も 、 
MOVE コ マン ド を 使用 する と 、 プロ ブラ バム は 短く こ て す み ま す ね 。 


@MOVE コ マン ド の 特長 
①MOVE コ マン ド の プロ ブラム を 実行 中 に 、 [STOP] キ ー を 押し て 、 プ ロブ ラム リス ト を 表示 し た り 、 プロ プラム を 修正 
する こと が で きま す 。 

②MOVE コ マン ド を 実行 中 は 、 演 奏 の テン ポ ガ が 遅く () な り ま す 。 

MOVE コ マン ド で 動き を 指示 で きる キヤ ラフ クタ は 、 同 時 に 種類 で す 。 

だ だ し 、 ア ー メ キャ ヤラ クタ は 、 横 方 向 に は 同時 に 4 個 まで し が 表示 し ませ ん 。 

の GMOV ヒ コマ ンド で 扱え る キヤ ラフ タ は 16 種 類 で す 。 

@DEF SPRITE、SPR | TE 命令 と 合わ せ て 使え ば 、16 種 類 の アニ メキ ヤラ クタ を 動 の すこ と が で きま す 。 


田 表示 画面 の し くみ 


下図 は フタ ラミ リーベ ー シ ッ ク の 画面 を 前 か ら 見 を も の で す 。 


(BAS | C で 表示 され 使用 する 面 ) 


バツ ク ド ロ ッ プ ゴ 面 


スプ ライ ト 面 ( 後 ) 


(8 生 ン で ) 
表示 され 使用 する 面 


BG _ GRAPH 1C 面 


2 ダフ ウン ド 面 


スプ ライ ト 和 面 (前 ) 


9) 
レン BG GRAPHIC 面 


N へ へ パッ フク プラ ウン ド 面 


9202 スプ ライ ト 面 (前 )( 後 ) 


バ パック ドロ ッ プ 面 V | いる am 


BG GRAP 日 「C 軍 が : 
た 置 ボ ーー 

上 の 図 は 、 それ ぞ れ の 画面 の 相対 的 な 位置 関係 バッ ク グ ブラウ ンド 面 に コピ ー さ れる 。 
を 示し て いま す 。 


上 の 数 字 は 、 そ れ ぞ れ の 面 で 指定 で きる 座標 値 ご | C の 表示 画面 は 、 スプ ライ ト 面 前) 、 バ ッ ツク グ ラウ ンド 面 、 ス プラ イト 両 ( 後 )、 
を 示し て いま す 。 パッ フク ド ロッ プ 面 の 4 面 で 構成 され て いま す 。 (バッ フグ ラウ ンド 面 の 前 方 や 後方 に スプ 


フイ ト 和 面 を 設定 する こと が で きま す ) この 他 に BG_ GRAPH | C を 描く <BG GRA 


と PH 1 O 面 が あり ます 。 
合 表 示 画 面 の 説明 


@ バ パッ ンク グラ ウン ド 面 

0 ーーー で 8 文 ーーー コ コロ ・GAME BAS |1C モ ー ド で 、 常に 表示 され て いる 面 で 、BAS 1C プ ログ ラム を 作成 
する 面 で す 。( 大 き さ は タテ 24 行 、 ヨ コ 28 文 字 で す ) 

・ キ ー ボ ー ド ガ ら 人 入力 し だ 英 数 字 や カナ 、 記 写 が 表示 され ます 。 

・ ら AME BAS 1C モ ー ド で は 、 ご の 面 を 中 届 に し て 、 BAS | O 命 令 で スプ ライ ト 面 
を バッ ググ ラウ ンド 和 面 の 前 や 後に 表示 する こと が で きま す 。 

・BG GRAPFH | C 面 の 内 容 を V | EW 病 令 で この 面 に コピ ー( 複 製 ) す る こと が で き 
ます 。 


@ ス プラ イト 面 (前 )、( 後 ) ・ マ リオ な ご 動き の ある アニ メキ ャ ラク? (画面 上 で は スプ ライ ト と 呼び ます ) を 表示 す 
る 面 で す 。 

・ ご の 面 上 に スプ ライ ト を 表示 する 位置 は 、 タ テ 240 ド ッ ト 、 ヨ コ 256 ド ツ ト の 単位 で 指定 
で きま す 。 (テレ ビ 画 面 上 へ の 表示 範囲 は 、 テ レビ 受像 機 に より 異な り ま す 。) 

・BAS 1C の 病 令 で この 面 を 呼び 出し だ り 、 消 し た り で きま す 。 ご の 場合 、 こ の 面 上 に 
ある すべ て の スプ ライ ト が 見 え だ り 、 消 えた り し ます 。 

・ バ パッ ク グ ラウ ンド 面 の 前 と 後に あり の ます が ガ ら 、 ご どちら の 面 に スプ ライ ト を 表示 させ る ガ 
に ぶよ つて 、 ズ フ ライ に と パッ フ プ ラウ ンド 高 の 英 数 字 や カナ 、 記 写 、 ゲラ フィ ッ ク キ ャ 
フタ この間 で 優先 順位 (パッ フク ブラ ウン ド 面 に アニ メキ ヤラ クタ を 隠し た り 、 現 わし 
だ りす る こと が で きる ) が ガ つ けら れ 、 遠 近 表 現 が で きま す 。 


が | 10 


@BG _ GRAPH 1 C 面 
ェ ーーーーー 28 文 ーーーーーー * BG GRAPH 1 C を 描く 面 で す 。 (大 き さ は ダテ 21 行 、 ヨ コ 28 文 字 で す ) 


・ ら GAME BAS 1C じ モー ド で 、V | EW 病 令 を 使 つ て 、 バ ッ ク プ ラウ ンド 面 に 、 こ の 面 に 
押 が れ だ 画面 の 内 容 を 呼び 出し て コピ ー( 複 製 ) す る こと が で きま す 。 
21 行 ・ ら GAME AS 1C モ ー ド で 、BG_ GRAPH 1 C こ と 同じ 締 を バッ フグ ラウ ンド 面 に 


表示 し て 、 ス プラ イト 面 上 で アニ メキ ャ ヤラ フク を 動 び の せ ば 、 ゲ ー ム 表現 に 工夫 が び で きま す 。 
・ パ バッ ググ ラウ ンド 面 に コピ ー( 複 製 ) し だ BG GRAPH | C 面 の 画面 は BAS | C の 
8 古 で 目 由 に 修正 で きま す が 、BG_ GRAPH | C 面 に は 元 の 絵 が 保存 され て いま す 。 


@ バ ソン フフ ド ロップ 面 


・ 常 に 表示 され て いる バッ フグ ラウ ンド 面 の 背景 色 を 表示 する 面 で す 。 

・ バ パック フグ ラウンド 面 よ り 大 きく 、 タ テ 30 行 、 ヨ 32 文 字 の 大 き さ の 面 で す 。 

1 ルッ フ 多 | ・ 着 色 は 、 こ の 画面 全体 に 、1 色 で 表現 で きま す 。 初期 設定 は 県 (通明) に な つて いま す 。 
プラ ウン ド 面 ・ こ の 面 は 空 や 油 な どの 表現 に 便利 で す 。 


和 0 o で デー い 由 と 隊 = = コ 
田 コ ン ビ ユー 音楽 や 、 ゲ ー ム の 効果 音 
ファ ミリ ー ベ ー シ ッ ク に は 、3 つ の 音 を 同時 に 出し て 自動 演奏 し た り 、 ア ニ メ キ ヤラ クタ の 動き に 合わ せ て 効果 音 を 由 す な ど 楽 しい 
音 楽 機能 が あり ます 。 
この 機能 を フル に 活用 し て 、 演 奏し て ぐだ さい 。 


文 音 楽 演奏 に チ ヤ レン ジレ よう 

|1| コ ンピュータ で 「 メ リー さん の 羊 」 を 演奏 し て み ま し よう 。 
NEW 
を 入力 し 、 前 の プロ ブラ ム を メモ リガ が ら 消 し ます 。 
火 の プ ログ ラム を 入力 し て ぐだ さい 。 
の に の 
も も の あす も 人 ルル 
1 の PLAY"TM1Y2VZT 3、M1YVSTS:M4T3 コ 3" 
ン ウ の PFP し た YO の AU 3 に OS OR9POEKDCOE も けり 1 トブ 
3 の 9 PLAY“A5AAZ: RFCFRCO1 AO2C : FC? 
人 4 の PLAYYG5GGZ : RECERCO1GO2C :O2CO1G? 
ら 5 の PLAYNA503CCZ: RF5AO3C3AG :FC? 
6 の PLAYYO2A6G3FSG :O2RFRERDRC :FC ィ * 
/ の ピ PLAY よ AAA/ :F ビ FR は じじ ・F 上 FC 
どの PLAYTGoS#AAOGS : RERGRERC :O2CO1G/? 
りり し た イ じじ 人 は ) ビン に あり 2 か アッ ド ち らい に アマ 


RUN HETURN 
を 入力 する こ 、 コ ン ビ ピュ ユー ダ は 「 メリ ー さ ん の 羊 」 の 曲 を 自動 漂 奏し ます ね 。 


「 メ リー さん の 羊 」 


"ウン 是 果 SE いこ 2 間 い ] 
CO テオ ーーーーー アビ エー 7 トー 


2 松田 聖子 ちゃん の 「 ROCKETn_ROuO@ 」 を 演奏 し て み ま し よう 。 


NEW 

を 入力 し 、 前 の プロ ブラ ム を メモ リガ が ら 消 し ます 。 

まだ は 、AVE( 保 算 2) し て お いて ぐだ さい 。 

次 の プロ グラ ム を 入力 し て ぐだ さい 。 

1 の PLAY  *M4V1 ウ Y ジ T3 MV/YT3 :M 人 IS 

の PLAY “04G6C/ :03 づ じ 3 じ 5C3C5C3C 0 どじ ノ C 

つの PLAY “RZG1AGGFE1 : RCCOCC :O1#A#A 

4 の PLAY  “F4EDSCO プ も きじ ち O3 コ CBC3C・AA 

ら 5 の PLAY で F4#DDGC5D :0 グ どの # 〇 せ ロ キロ # 〇 せ BG#BF : #GG 
' 6 の _ PLAY “04G6C/:O の キビ づ #BG# せ ビビ #BG#B#B : 〇 どじ C 
プ の PLAY “月 プ G1A3③GF だ 1 :F ィ ロキ ロコ F#BF ト #BF : 〇 1 せん # せ ん 
8 の PLAY “F4ED3CZ フ キロ #BA せ BBA#B#B:AA 

9 の PLAY “F4#DD3 : RGF1G#G#AO3GCD : GO# ご ざ 

85 PLAY  “#D5F303C :C5D3G : #G ら #A 

9/ N= の 

1 の の 9 PLAY  “^RDECG5C3C :03 :01 BOO# ビ 3#B ら SG 

1 1 の PLAY  *RDEO : 角 ア : AG6 せ A3 

145 PLAY  *G6C3 :F1ED#CC#CD#C:#A ら 5F 

次 の ペー ジ に つづ きま す 。 


1 と の PLAY “^RDECGS5C3G : CZ : A6A3A 皇 

13 の PLAY “RGFC : R フ : GO6#G3 

135 PLAY “CDRC:F1GA#AO4CDEF : #G5#A3B 

14 の PLAY ^RDECG5C3C : GZ03 : 01#B6#B3#B5G 
1o ら の LAY  "RDEO アル あら #A3 

+ せ らら じ に AT ^G6C3 |F1EDNOC せ CD+tC : ト A5F 

169 PLAY  “^RDECG5C3G : CZ7O2 : A6A3A5F 

1 プ の PLAY “RGFCC5D : R フ #D5F : #B3# せ 日 AG# せ G5#A 
1 ら 6 のり PLAY “DO#D3:O02#AO#B3 : #G5#G 

185 PLAY “ パ #D5:O3C5C3D : #G せ G3#G1#G 

198 の 9 PLAY ^R5D3#D : #D5 : #G5#G 

195 PLAY  *D#DF#D:R5C3C: #G5#G3#G 

ご の の PLAY “^D6#D3 :O02#A6#B3:G5G 

ジウ 5 PLAY パパ #D5:#B5G3A : GG3G1G 

ご ど 1 の PLAY “ROD3#DD#DF#D : キ ABO2#A3#A:O1G5GGG 
どど の PLAY “F6G3GZ : O3D6#D3#D フ :F5F3G#G5#G3G 
どの PLAY  ^F5G#DF :D5#DCD : F5F3G#G5F 

ど 4 の 9 PLAY ^G8:O3BO4CDCO3 : GGG3EDO6B 

な 9 けら 」F ニー1 征 朋 稚 259 

どら の PLAY “RS8R3C: BZG1 ABO4CDEFG : O01G5GG3AB+#B 
どら 5 N=1 :GOTO 1 の の 

CO の 9 PLAY  “#G5GFD : O1 R3DF#GB フ Z : O の 9B5 

ご ど / の PLAY “F6#D3#DZ :O2G5O3CD#D:O1# せ BB# せ AA 
どど の PLAY “^FOG#G#A iD#DFG : #G# 〇 せ A 半 人 A 

どの PLAY “~#B8:O3C1DEFG#GABO4CDEF : #B#B#B 
95 PLAY  ^R5:G#GAB : #BB 

の の PLAY  “^RZ#B3B#BB:O4#B5#B : #BO4B 

ご の 5 M= の 

9 の 9 の 、 ゼ LA  )O3FS5RBS93FA#B:O1D6D5E3F#F 

つど の PLAY  ^R:B の #BB#BB#BB#BB5 : G6G3 

うら の 、 ド AT は 昌 3 日 休 用 委 5 過 フ :R3GAB 

3③ の 9 PLAY “OSE5 : RS5GBO4D : #B6#B3RO1EGB 

4 の 9 PLAY  ^R: CO の D#CD#CD#CD#C5: A6A3 

45 PLAY ^A3GAG :O3R : R3GE#CO1 

4/Z |F M=1 THEN 3989 の 

うら の PLAY CB5C3FD5D3G : R3FARRDF : D6GD3#A6#A3 
S6 の 9 PLAY ^E5AB#B:RCERRO2ZA#B: AOA3#F6#F3 
/ の PLAY  “#BZR3BAB :O3RCDFGGFG : G6G3G5 

8 どの PLAY ^R:O2G1O03CDFDFGB : G6G3 

つらら PLAY  # ロ づ B キ BB :GBO4DFDFGB :G 

8/Z M=1 :GOTO 31 の 

う 39 り 9 PLAY “"F5F3GF5F3G : 5D3ED5D8E: DO04 壮 A5A 
人 4 の の PLAY ^F5A#BB:D5FGF : G6G3G6G3 

41 の 9 PLAY “#B8:O04C3C5C3C5C3C : #B5#B#B#B 

4 どの PLAY “:RCC5CC : キ A せ AA せ A 半 人 

43 の PLAY “:C3C5C3C5C3C : AAAA 

人 44 の PLAY “RG3#DFG#G5 : RCC5C : #G#G#G 

445 PLAY “#AG#B:C3C:#A3#B 

2 ら の 9 ビ ヒ に AY "0D1 有 R ア C : 月 アプ の 

RUN 


を 入力 する と 、 コ ンピュータ は 「 ROcK'T_ROuge 」 を 演奏 し ます 。 


呉 田 軽 穂 (作曲 ) 


ROCK'h ROUOd@ (ロッ フン ルージュ) 


Ka 5 3 5 < ersi GSHP rcI IS [5 デー 


e い 
ゃ 


| だ Sa ml | 


W 
W 
上 
邊 
| 
邊 
| 
還 
四 


暫 
1 
時 
す 
3 
| 


| ーー 


『 
8 [| し Do 導 性 選 i 
CD 171 コリ g」 TIT Tj 


| 


U [ 右 TU/ 


ご 合わ せ て 音 を 出 そ う 。 


文 マ リオ の 動き | 


楽 を つけ る の が 効果 的 で す 。 


は 昔 
さい 


フ ム を 入力 し て ぐ 


おもしろ る ぐす る | 


ゲー ム を 
の プロ グ 


O 


だ 
の 


火 


, の ):NEXT 


さこ ン 和 5 


り の PO の の うつ う 有 RF MOVE【N) ニ SPRL TE 上 (は . 付 3 
の ト り グリ 0E む に MOVE( に に) ニ SPR | 1 選 を お 8 林 才 さ プ ュ 1 


の の SON (の) で の MOVE" 1 
4 の _ PLAYTT104C1D1G1B1CGAB? 


1 の FOR N 
どの や お 内 K 


, の ) :NEXT 


と を りや な 


IF MOVE(1)= ミ ー1 THEN ら 59 


o】 の 


:・MOVE の O,G6 


PS 導 と ん の よこ 2 


POS ト 10N 9.POS(1) 
/ の 9 PLAY"T1OSCDEABGD ^< 


6 の ERA 1 


IF MOVE(O) ニ ミー1 
9 の 9 ERA の O:POSITION 2.XPOS(O OS の 9) 


NM に コン ,」 ウ 


THEN 8 の 


(この) 


|F。 MOVE(2) テ ー1 年 HEN 41466 
11 の ERA 2:POSITION 1 . XPOS( 200 し 2 


1 の の 


MVE / 380 因り 39 


〉 を ご 覧 くだ さい 。 


ー ジ 


を 入力 する と 、 画 面 の ツリ オ の 動作 に 合 つ だ 音 が 出る の で 、 い つ そ う 抹 し ぐ な り ま す 。 
を ご 覧 こく だ 


※PL し LAY 厨 令 の 説明 は 、80 パ 


RUN RETURN 


さい 。 まだ 、LO 〇 CA 「 ヒ 症 令 の 説明 は 70 パ 


へ ヾ 
eo 


ご ご で は 、 ア ニ メ キ ヤラ クタ 達 が 活躍 する 背景 の 絵 の 描き 方 に つい て 説明 し ます 。 
育 景 の 統 に 使用 で きる すべ て の キャ ヤラ クタ は 113 ペ パー ジ の キャ ヤラ クタ テー ブル は B で 紹介 し て いま す 。 


※BAS | C の 画面 か らら GAME BAS | 〇 モー ド 画 面 を 呼び 出す に は 、 [8|[YIIS]TIEIM [RETURMN を 入力 し て こ だ さ い 。 


GOQME は の ちら エ に ビ 


し ーー は 本 る ち エビ 
ーー ビ EGG に 内 ピロ ロ エ ビ 
2 ENL2 


し ッッ ラ KEY TNI アデ デア 


< く : の の MCODE 9 SS 
1 ら に し ECT ズ に 因 描 『 拓 


2 キー を 押し て 、「 BG_ GRAPH | 〇 C」 を 実行 きせ て ぐ 
だ さい 。⑯⑬ キ ー を 押す と 、GAME BAS | C モ ー ド が 終 
ゞ し て し まい ます の で 、 ご 注意 くだ さい ) 


月 京 の 絆 や 統 柄 を 描く に は 、「BG _ GRAPH 1C」 で 
押 き ます 。 


座標 値 表示 


ESC キ ー を 押す と 、 フ ァ ン クシ ョ ン メ ニュ ー が この 位置 に 表示 され キャ ヤラ クタ を 画面 に 表示 させ る カー ソル が どの 位置 に ある が 
まず 。 を X (ヨコ ) 、Y (タテ ) で 示し ます 。 (SELEOCT、 C 

SPP 〇 PY、MOVE 時 の み 。CHAR 時 は 、X、Y の 座標 値 は 
変化 し ませ ん 。) 


を 別 の 位置 に 、 も う 1 つ コ ピー (複製 ) し ま 


画面 に 表示 され て いる キャ ラク を 別 の 位置 
に 秘 動 し ます 。 

画面 に 表示 され て いる すべ て の キヤ ラク を 
消去 し ます 。 

画面 に 表示 され て いる 織 を カセ ツ ト テ ー プ に 
ら AVE ( 保 算 ) し た り 、 カ セツ ト テ ー ブ ガ 
ら 統 の デー ツタ を LOAD (呼び 出し ) し ます 。 
※46 ペ バー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


英 数 字 、 記 写 、 カ ナ を 表示 し ます 。 


ー20 (21 行 ) 


スプ ライ ト 面 の 座標 と BG GRAPH | C 面 の 座標 の 関係 
X … ス プラ イト の x 座標 
y … ス プラ イト の y 座 標 
人 …BG _ GRAPH 1C の XX 座標 
Y…BG _ GRAPH | C の Y 座 標 
スプ ブラ イト 面 と CBG_ GRAPH | C 面 の 座標 を 上 の よう に 
定め る と 、 背 景 の 絵 こ に アニ メキ ヤラ クタ を 合成 させ る と き の 
座標 は 、 次 の よう な 関 係 の 式 に な り ま す 。 

x 三 (Xx ら 8) 十 16 y ニ (Yx ら ) 十 24 
従 つ て 、 痛 景 の 繧 本 に アニ メキ ヤラ クノ を 重ね て 表示 し だ い 
場合 は 、 あ ら ガ じ め 、 上 の 式 を 考慮 し て プロ グラ ハム を 作 つ て 


ファ ンク ショ ン を 選ぶ に は 、 [ヤマ 」 キ ー を 押し ます 。 ぐだ さい 。 
SPACEI キ 一 を 押す と 、 選 ん だ ファ ンク ショ ン の メニ ュー が 実行 され 


ます 。 


(キャ フウ ダ he 
間 ョ 


) 邊 


記 


= 引 


(1 キヤ ラク タ 
構成 ) 


2 く : CC MKOEOE - 学 


Yi: の G の SELEr 


※36 バ ペー ジ の 「 表 示 画 面 の し くみ 」 も ご 覧 くだ さい 。 


[LA4」[Y)[ る)[y ] キー で 、 キ ヤラ クタ を 表示 する 座標 値 に 
カー ソル ([」) を 動 び し ます 。 


と っ ELECT 


実行 モー ド 表 示 


ブ ァ シン ツ シ ョ コン メ テー コー で や 閉所 し だ モー 
ドガ が 表示 され ます 。 


(0.0) (②,0) (4,0) (6,0) (8.0) (⑩0) ⑫0) (40) 0⑯0) (⑯0) (⑳0) ⑳⑫0) 040) (⑳⑯0⑳.0) 


の MODE Ei 己 虹 も 一 『『 絆 肖 一 一 


配 巴 番号 


RETURN キ ー を 押す ご と に 、 キ ヤラ クタ の 
色 が 変わ り ま す 。 

配 双 は 4 種類 (の 一 づ ) の 中 が ら 選 べ ま 
9。 


配色 番号 は 、|-:-] の エリ ア 内 ご と に 使用 
で きま す 。 従 つ て 、 あ ら か じ め こ の エリ 
ア 内 に 描 の れ て ある 絵 を 他 の 配色 番号 で 
描き 直す とこ 、 こ の エリ ア 内 の 色 が すべ て 


変わ り ま す 。 
※113 ペ ー ジ の カラ ー チ ヤー ト を ご 覧 ださい 。 


の 本 ほ 搬 だ 00 EN KING に も に し も ュ て] 


可能 エリ アー 
(0.3) 

(0.5) 
(0.7) 

(0.9) 

(0,11) 

(0,13) 

(0.15) 

(0,1 の 


(0.19) 
(0.20) 


キ ピ ンジ ツア ァ Z72 ン 


1 ブル ー プ は 、 ら 個 の キャ ヤラ クタ て で 構 
成 さ れ て いま す 。 

| iQME | キー を 押す と 、 ブル ー プ が 順 
方 向 に 変わ り ま す 。 

13 ブ ルー プ あ り ま す 。 

SHIFTI キ ー を 押し な が ら [ , 呈 呈 キー 
を 押す と 、 グ ルー プ は 逆 亡 向 に 変わ り ま 
す 。 
キャ ヤラ クタ は 、8X13 三 1 0 4 種類 用 意 
され で いま す 。 

(〈 113 ペー ジ の キャ ヤラ クタ テー ブル 日 
を ご 覧 くべ ださい) 


ヤキ センツ ンダ マー グー 


キヤ ラク タブ ルー ブ の 中 の ご どれ ガ 1 つの 
エ ヤ ラ ソノ ツ を 選ぶ と き の マ ー カ ー で す 。 
IDEEF 二 を 押 び ご ど 、 半 セラ クタ マー カー 
は 石 へ 秘 動 し ます 。 
NSP て を 沖の で 、 キャ ラン の ンダ マーカー 
は を へ 秘 動 し ます 。 


太 か 


友 SELECT で 育 景 や 繧 を 描こ つう 


S ヒ ELECT は 画面 に 表示 する キヤ ラク タイ の 種類 や 配色 を 選ぶ 働き びあ り ま す 。 
ま ざ 、 ESC キ 一 を 押し て 、 フ ァ ン クシ ョ ン メ ニュ ユー を 表示 し て ぐだ さい 。 


(SPACE キー を 押し て 、SELECT モ ー ド に し ます 。 
| AE 諸 一 、 ま だ は GSHIFT キ 一 を 押し な が ら | ioME |! キー を 押し て 、 画 面 
右 下 に 表示 され る キヤ ラク タ の ブル ー プ を 選び ます 。 


- 災 日 旧 * 『 較 四 遇 OM) キー を 押す と 


順 万 向 に キヤ ラク タ ガ が 表示 され ます 。 
も ここ さい 3 2 トブ ボテ C し LR いき 
9: 2 SBP 放 る に 四 t 思 F WW ココ ME 思 陣 | 男 較 信 3Hmー を 和 f し な の 5 ドー を 捉 す と 
ー 逆 方 向 に キヤ ラフ タ が 表示 され ます 。 


マ [DEH キ ー、 [INSI キ ーー を 押し て 、 表 示さ せ だ い キ ヤラ クタ を 選び ます 。 
時 還 副 1 較 罰 DE を 生み と キャ ラフ タマ ー カ ー が 右 へ 移動 


…[INSJ] キ ー を 押す と キヤ ラク タマ ー カ ー が を へ 移動 


マ ETー を 押し て 、 表示 させ だ い キ ヤラ クタ の 配色 を 変え ます 。 配色 は 
②⑦- づ の 24 種類 あり ます 。 

[AI る [yp キー を 押し て 、 表示 させ だ い 位 置 に カー ソル を 秘 動 し ます 。 
(例え ば 、X : 14、Y : 10 に カー ソル を 秘 動 し ます ) 


[SPACE キ 一 を 押す と 、 選 ん だ キヤ ラク が 画面 の カー ソル の 位置 に 表示 され ま 
す 。 連続 し て 表示 させ だ い 場合 は 、[SPACE キ ー を 押し 続け て くだ さい 。 
XX: 1 の MOD ビ E の コ ビ 吾 & 一 『 邊 SPACEI キ ー は 、 選 ん だ キヤ ラク を 画面 に 表示 させ る 作 き が あり ます 。 


Y: 1 の SELECT 人 
W ID キー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 位置 に あめ る キヤ ラク が 消え ます 。 


太 C ご 〇 OPY で 同じ バ パターン の キャ ヤラ クダ を 表示 し よう 


〇 COPY は 表示 され て いる キヤ ラク タ と 同じ も の を 別 の 位置 に コピ ー (複製 ) 
する 働き が びあ り ま す 。 
まず 、ESC 一 を 押し て ファ ンク ショ ン メ ニコ ユー を 表示 し て ぐだ さい ^。 


[マキ ー を 押し 、 〇 COPY を 選び ます 。 

マ SPACE キー を 押し て 、COPY モ ー ド に し ます 。[LAJLY 介 SLe キー を 
押し て 、 コ ピー (複製 ) し を い キ ヤラ クタ の 位置 に 物 動 なせ ます 。( 例 えば 、 
X : 14、Y : 10 の 位置 に あめ る キヤ フタ ) 

[INS キ 一 を 押す と 、 そ の キヤ ラク タタ が ガ ご こ へ で も 移動 で きる 状態 に な り ま す 。 

[4 ][ マ ][ 4][p ] キー を 押し て 、 表 示さ せ だ い 位 置 へ カー ソル を 秘 動 し ま 
す (例え ば X : 12、Y : 08)。 元 の キヤ ラク タダ は 表示 され だ まま で す 。 

位置 が 決ま り 、[DEL キ 一 を 押す と 、 カ ー ソ ル の 位置 に キヤ ラク タダ が 表示 され 
ます 。 、 同 じ よ うに [AIL 人 [3Le ] キ ー こ DEL キー を 使 つて 、 続 け て キヤ フ 
フタ を コピ ー( 複 製 ) す る こと が で きま す 。 


じ OF TO の 半 穫 生 証し だ 

例え ば 、 ら つ の キヤ ラク タ で 絵 を 描く 場合 

SELECT で 、 ら つの キヤ ラク タ を 1 つば ずつ 画面 に 表示 し ます 。 
COPY で 、 お の お の の キヤ ラフ タ を コピ ー( 複 製 ) し て 画面 に 拉 き ます 。 


6 S ヒ し ECT 


キャ ラク タ 
Si そ 5 ESB5 


MOVE で キヤ ラク の 表示 位置 を 変え る 

MOVE は 、 表 示さ れ て いる キャ ラク タ を 別 の 位置 に 秘 動 させ る 働き びあ り ま 
す 。 誤 つて 違う 位置 表示 させ た だ キ ヤラ フタ を 別 の 位置 に 表示 し 直す 場合 な ど 
に 便利 で 9。 

まず 、 ESC キ ー を 押し て 、 フ ァ ン フシ ョ ン メ ニコ ユー を 表示 し て ぐだ さい 。 


[| キー を 押し て 、MOVE を 選び ます 。 

SPACEI キ ー を 押し て 、MOVE モ ー ド に し ます 。 [ 人 A」[ マヤ][ 3 ]| PP ] キー を 
押し て 、 秘 動 さ な せ だ た い キ ヤラ クタ の 位置 に 移動 し ます 。 
(半ば ご こ ズ : 羽 、Y ) 半 

|NS」 キ ー を 1 回 押す と 、 キヤ ラク タダ タ が と り の 出さ れ ね 、 ど こ へ で も 移動 で きる 状 
態 に な り ま す 。 (⑪NSI キ ー を 回 押す と キヤ ラク タダ は 消え て し まい ます ) 

[人 [ヤツ る [ye キー を 押し て 、 改 め て 表示 し た い 位 置 へ 秘 動 し ます 。 
( 丘 区 ば は 、 ズ |: 16、T 本 胃 

位置 を 決め 、【DELI キ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 位置 に キヤ ラク タ が 表示 され ま 
す 。 キ ヤラ クタ の 秘 動 は 終り で す 。 


太 じ し EAR で 画面 表示 し て いる キヤ ラク を 消す 
CLEAR は 、 画 面 に 表示 され て いる すべ て の キャ ラク タ を 消す 働き が ありま 


こら だ に 

COP マ す 

に し に に ーー 

"ビエ に 到 画面 に 描い を キヤ ラク ダダ の すべ て を 変更 し たり 、 新 た に 、 キ セ ヤラ を 描く 場 
合 な ご ど に 使用 し ます 。 


ま ざ 、 ESC 諾 一 を 押し て 、 フ ァ ン クシ ョ ン メ ニュ ユー を 表示 し て ぐだ さい 。 


[ツヤ | キー を 押し て 、 ご し EAR を 選び ます 。 

SPACEI キ ー を 押す と 、CL し EAR モー ド が 実行 され 、 画 面 に 表示 され て いる 
すべ て の キャ ヤラ クタ が 消去 され ます 。 

マ 消し だ 後 は 、 自 動 的 に ご ヒ EL 上 EC「 に な り の ます 。 


号 ・ カ ナ を 表示 する 

CHAR は 、 キ ー ボ ー ド の も つて いる 数 字 、 英 文字 、 記 号 、 カ ナ を 表示 させ る 
働き びあ り ま す 。 

キヤ ラク タブ ルー プ だ け で な ぐ 、 数 字 、 英 文字 、 記 写 、 カ ナガ が 使え ます 。 
まず 、 ESCI キ ー を 押し て 、 フ ァ ン フク ション メニ ュー を 表示 し て くだ さい 。 


口中 


廊 じ CHAR て で て 数字 ・ 英 文字 ・ 


[WW 」 キ ー を 押し て 、 CHAR を 選び ます 。 
NRPACEE キ ー を 押す と 、CHAR モ ー ド が 実行 され ます 。 キ ー ボ ー ド ガ ら 直接 
カー ソル の 位置 へ 数 字 、 英 文字 、 記 写 、 カ ナ を 入力 し ます 。 


※ 六 、Y の 座標 値 は 、 カ ー ソ ル を 秘 動 し て も 変化 し ませ ん 。 


文 上 | し 上 で カセ ツ ト テ ー プ に SA VE( 保 存 ) レ し たり LOAD( 呼 び 出 し ) す る ※46 ペ ー ジ を ご 覧 < だ さい 。 


BASIC と BG GRAPHIC の 合成 


アー メキ ヤラ ノダ の マリ オ を 動 ず お す プ ロブ ラム や 育 景 の 絵 の 作 り 方 は 、 こ ご ここ まで の 説明 で 理解 で きた と 思い ます 。 こ ご こ で は 、 
AG 1C」 で 作成 し た プロ グラ ム と 「 BG_ GRAPH 1C」 で 描い た 背景 の 絵 を 合成 する 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


ヨ ヒ つ ーー 
文 育 景 の 絵 と マリ オ を 画面 に 表示 する  。ac GRAPH | C で 背景 の 絵 を 描い て こ だ さ い 。 


" [ESC] キ ー を 押し た 後 、[STOP] キ ー を 押し 、GAME BAS | 〇 モー ド 
蓄 此 此 此 比 比 比 画面 に 戻し ます 。 
4 キ 一 を 押し 、BAS | 〇 の 画面 に し ます 。 
下図 の BAS | ひび プロ ブラ ム を 入力 し て くだ さい 。 
5 CLS の CLS に 替え て V 1 EEWLRETURN を 入力 し て くだ さい 。 
※ 他 の プロ ブラ ム を 使わ れる 場合 、V 1EWLRETURN 」 を 入力 する 場所 に 注 
王 じ て で ま もい 。 
CLS が な い …… バ プロ ブラ ム の 最初 の 行 番号 より 小さ い 行 番号 を つけ て 、 
V 1EW を 追加 し て くだ さい 。 
じ し に S ガ が あるこ …… CLS を V | EW に 入れ 替え ます 。 
RUN RETURN 」 
ご れ で 、 ア ニ メ キ ャ ヤラ クタ と 背景 の 絵 ガ 一 緒 に 表示 され まし た ね 。 


@ マ リオ こ 育 景 の 繧 を 合成 する に は 


ェ ーー 一 で の MyM ビ BR る SC ニー 
| 1 - - 選 人 ら エビ | っ 
|2 キ 一 を 押す || "る --BG GRAPH エ ご | 4 キ 一 を 押 9 


ラーーENID ウ 


MODE の 議 画 上 重夫 肖 


月 ョ 京 に な る 絵 を 描く 。 


衣 京 の 結 は B ら ご GRAPH 1 C 面 
に 反 ガ れ て いる 


マリ オ は スプ ライ ト 面 に 描 お ね て いる 


る : のみ! の 」 PODE @ ビビ 面 は 軒 
2 SELECT 


V 1 ヒ EW 症 人 琉 で バッ ク グ ラウ ンド 面 に 
BG ご GRAPH | C 面 ガ コ ピー (複製 ) され る 


RUN[_RETURN | 


BG GRAPH | C 面 で 描い だ 繧 と 同じ 配色 で バッ ク グ ラウ ンド 
面 に コピ ー す る だ め に は 、 バ パック ブ ラウ ンド 用 の パレ ツ ト コ ー ド を 
1 MI21121232121412121212121: 
SN 
プログ ラム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 
* BAS | プロ プラム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 選 ず BG GRAPH 1C( 背 
罰 ) 画 面 を 消し て か ら 行 な つ てこ ださい 。 
痛 景 の 絵 を 出し た まま プロ プラ ム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つ だ 結果 と な る 場合 
が あり ます 。 


%BG_ GRAPH | C 画 面 を 消す に は | SHIFT ] キ ー を 押し な が ら [, 器 中 | キー を (ポイ GRAPHTC 画 で 給 
押し て こく だ さい 。 カ ー ソ ル ガ ホ ー ム 位置 に 戻り ます 。 いた だ 育 奈 画 が 、 コ ビー (複製 ) され ね る の で 、BG 


GRAPH | C と 同じ 絆 に スプ ライ ト 面 の マリ オ が 


@| | ご | で プロ グラ ハム を 喧 び だ し 、 変 更 や 修正 を 行 なつ て こく だ さい >。 重 む つて 表示 され ます 。 


ブログ ラム の SAVEK( 保 存 )、LOADC 呼 び 出し ) 


ご ご RAFH | C で 描い た 背景 の 繧 の デー タ や BAS | C ど プロ ブラ ハム を カセ ツ ト テ ー プ に SA VE (保存 ) し た を り 、 カ セツ ト テ ー 
プ が ら LOAD (呼び 出し ) する こと が で きま す 。 


探 作 の 万 法 は 、 以 下 の 説 明 に 従 つ て くだ さい 。 
キス 5 2 ン タ ヘ へ 
舎 


セン ラル ラジ カセ 


接続 ケー ブル 市 販 品 
(3.5e る ニニ ジ ヤツ の ) 


て エロ 
イト 1 せわ 
HH 
TH は T い 
HG 
HHHTT 


し 
は れれ 


シヤ ー プ O 〇 T-10 等 
市 販 品 


ーー アー 
pnrnrnrrrnrrCrrA 
』 思 還 1 PTPTYTT ナ つ 
/ 還 0 時! 由 ( 定 り 避 加 加 | 直り ! 四 り 回! 還 回 | 
チー LLCOLOOOLOOTTTE つ 
屯 98260 At 


て 9 の 。 


デーーーー ニ ーー ニー ニー ゴブ 


ー イ ヤ ホ ン 
WRITE っ MIO 
READ っ イヤ ホン 


人 oto の つなぎ 方 
モノ ラル ラジ カセ 


TE 思 遼 = M | CO 端子 (入力) 

(SAVE デ ー タ を ラジ カセ に 出力 する ) SAVE 信号 を 録音 入力 する ) 
READ 端 子 人 入力 ) , = ae erT 較 イヤ ホン 端子 9 (出力 ) 
(SAVE さ れ だ デー タ を ラジ カセ ガ ら 読み 込む ) SW (SAVE さ れ だ 信号 を 再生 出力 する ) 


※ 接 続 ケ サー ブル は 、 サ ケー ブル の 両端 に 3 . 5 ゅ ミニ ジ ヤ ッ ク が つい て いる シー ルド 線 を ご 使用 くだ さい 。 
抵抗 入り 接続 ケー ブル は 使用 で きま せん の で ご 注意 くだ さい 。 
ラジ カセ の ツマ ミ 調 整 に つい て 
ら AVE、L 〇 AD する 場合 は 、 ラ ジ カ セ の ツマ ミ を 以下 の 人 件 に 調整 し て くだ さい 。 


ーー ジー くす 填 入 P ヒ モー ド に する 
(カセ ツ ト テ ー プ へ 銀 音 し だ たり 、 カセ ツ ト テ ー プ を 再 洗 電導 万 一 ば) 

・ 音量 調整 ………… ご 使用 の 機器 に よ つ て 異な り の ま す の で 、 最 適 な 位置 を 見 つけ て こく だ さい 、。 
(通常 、 ボ ポリ ユー ムツ マミ の 中 間 位 置 に セツ ト し て < こ だ さ い ) 

・ 音質 調 整 ………… 高音 (High) に する ' 
(高音 が 最も よく 出る) 


Co の 7 で 2 ジーw ル イコ フイ ザー 用 テー ブ ) 
※ ブ ログ ラム は 、 な る べく カセ ッ ツ ト テ ー ブ 1 本 に つき 1 つ だ けさ ご AVE し て る 赴き 6 
プロ グ ブラム を L 〇 AD する と き 、 フ ァイル 名 を 省 賠 で き 、 ま だ テー ブ を 記録 し だ 部 分 
まで 人 台 わ せる 邊 要 が な い の で 便利 で す 。 
※(Q) 1 一 10 を ご 使用 の 場合 、 フ ロー ム の ム ポジション テー プ や メタ ル テ ー プ は 使え ませ ん 。 
ラジ カセ の 取扱 説明 書 に 従 つ て 正しい 種類 の テー プ を ご 使用 くだ さい 。 
※ 接 続 サ ケー ブル の ラジ カセ へ の 接続 や ツマ ミ の 調整 は 、 モ ン ラ ル ラ ジ カ セ の 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 


$ る FILE(BG GRAPH 1C の 画面 ) で 育 景 の 繧 を ら SAVE( 保 存 )、LOAD (呼び 出し ) する 
文 BG GRAPH 1C で 作成 し だ 絆 を カセ ツ ト テ ー ブ プ へ SA VE( 保 存 ) す る 操作 手順 


Y カ セッ トド テー プ (シー マル テー プ ) を ラジ カ 衝 に 皇 入 し て ご だ きい >。 

ツ 記録 し た い 部 分 まで テー プ を すす め て くだ さい 、。 1 本 の カセ ツ ト テ ー プ に 数 種類 の デー タ を 記録 する 場合 、 テ チープ カウ ンタ ダー 
を 目安 に する こと が で きま す 。 

[ESGC キ 一 を 押し て 、 フ ァ ン クシ ョ ン メ ニュ ユー を 表示 し て こく だ さい >。 

[ヤツ 」 キ ー を 押し て 、 F | し 上 を 選び ます 。 

SPACE キー を 押す と 、 画 面 は 下図 の 表示 に な り ま す 。 


ちの ロ ツ ヒビ ヒ て ち う >) し の 内 ゆら て し うっ う ク 調 


キー ボー ド の IS 諾 一 を 押す と 、 画 面 は 下図 の 表示 に な り ま す 。 
Sv 記 て る うく OAD て し っ うら 


F エ し ビビ NIME 


[S]、 L キ ー 以 外 の キー を 押す と 、 画 面 は セレ クノ ト モード に な り ま す 。 

マラ ジ カ セ の 一 時 停止 ボ ポツン を 押し て 、 録 音 ボ タン を 押し ます 。( 録 音 ス タン バイ の 状態 

ファ イル 名 を 入力 し ます 。 ラ ジ カ セ の 一 時 停止 を 解除 し て 、 銀 昔 を 開始 し ます 。 RETURN キー を 押す と 、SAVE が 開始 され ま 
9。 
ファ イル 名 は 16 文 字 まで 有効 で す 。 


らら ツン ビ て ちっ うっ 。 LO の ウ て し うつ うち 
FT エ TLE_NPRME" TEST 


kTTTING TEST 


SAVE が 終了 する こと (1 分 30 秒 )、 画 面 に は セレ クト モー ドガ 表示 され ます 。 
ラジ カセ の 停止 ボッ ツン を 押し て 、 銀 音 を 信 止 し て くだ さい 。 


文 カ セツ ト テ ー プ が ガ ら BG GRAPH 1 C で 作成 し た 絵 の デ ー タ を LOAD( 呼 び 出し ) す る 操作 手順 


YBG GRAPH | C の デー タ が AV 上 され だ カセ ツ ト テ ー プ を ラジ カセ に 挿入 し て ぐだ さい 。 

マ カセ ツ ッ ト テー プ を まき も ど し 、 ラ ジ カ セ の テー プ カ ウ ンタ ー を “000" に し て < くだ さい 、。 数 種類 の デー タ ガ 記 録 さ まれ て いる 場 
合 、 先 頭 以降 の デー タ を 探す と き 、 テ ー プ カウ ンタ ー ガ 目安 に な り ま す 。 テー プ を すす め 、 し 〇 AD する デー タダ ガ 記録 され て 
いる テー プ カ ウ ンタ ー に 合わ せま す 。 

マ 必 SCI キー を 押し て 、 フ ァ ン クシ ョ ン メ ニュ ー を 表示 し て < こ だ さ い 。 

[ マ | キー を 押し て 、 F | し 上 を 選び ます 。 

SPACE キ ー を 押す と 、 画面 は 下図 の 表示 に な のり ます 。 


っ ら ロ ツ ビ ヒビ て ちっ う . し の ロウ て し うつ 麗 


ラジ カセ の 一 時 停止 ボ ポタ ン を 押し て 、 再 生 ボ タン を 押し ます 。 (再生 スタ ン バ イ の 状態 
キー ボー ド の [キー を 押す こと 、 画面 は 下図 の 表示 に な り ま す 。 


ら の の VE てら うっ 。 し っ 
ビエ し 丘 NAME* 男 ーー 


[SI、 L| キ ー 以 外 の キー を 押す こ 、 セア ププ トモ ー ド に な り ます 。 
LO 〇 OAD し たい ファ イル 名 を 入力 し 、 TURMI キ ー を 押す と 、 し 〇 AD が 開始 され ます 。 ラ ジ カ セ の 一 時 停止 を 解除 し て 、 


再生 を 開始 し ます 。 
ファ イル 名 で 指定 し た 、BG_ GRAPH | ご の デー タ が 見 つけ る まで スキ ッ プ (読み 飛ば し ) し ます 。 


ファ イル 名 を 入力 し な いで 、 RETURV キ ー を 押す と 、 テ ー プ の 先頭 の ファラ イル を 読み 込み ます 9。 


っ 本 V ビ て ちら う 。. LO 4 
とみ 所 NAKE*〒E ら ST ー 


エ 
LOPRL2TNIG TE ビ ち 5T 


LOAD 途 中 で [STOPI キ ー を 押す 、 ま だ は 読み 込み エラ ー が 発生 し た 場合 は 、 セ レク トモ ー ド に な り ま す 。 
LOAD が 終了 する と 、BG _ GRAPH | C の 画面 に 読み 込ん だ 繧 が 表示 され 、 画 面 は セレ クト モー ド に な り の ます 。 


ラジ カセ の 停止 ボ ポツン を 押し て 再生 を 停止 し て ぐだ さい 。 

※ 工 フー が 発生 し 、 読 み 込め な い 場 合 は 、486 バ パー ジ を ご 覧 くだ さい 。 

※ 読 み 込 み エ ラー が 発生 し た 場合 、 ま だ は 読み 込み 中 、 信 中 で [STOP」 キ ー を 押し て 、LOAD( 呼 び 出 し ) を 中 断 し だ 場合 、BG 
G ド RAPH | C 面 に は 、 未 完成 な 絆 が 出る 場合 が あり ます 。 CLEAR する が 、GAME BAS 1 モー ド 画 面 人 へ 戻 つ て が ら 、 
再 屋 BG GRAPH 1C を 選択 し て 画面 を きれ い に し て ぐだ さい 。 


S 


) 電 BAS 1C プ ログ ラム ハ を SAVE (保存 ) 、LOAD (呼び 出し ) する 
メカ セッ ト テ ー プ へ プロ グラ ム を SAVE( 保 存 ) す る 操作 手順 


Y カ セット テ ー プ (て ンー マル テー ェ ブ ) を ラジ カセ に 捧 入 し て こ だ さ し ゃ 

1 本 の カセ ツ ト テ ー プ に 数 種類 の プロ グラ ム を 記録 する 場合 、 テ ー プ カウ ンタ ー を 目安 に する こと が で きま す 。 記録 し た い 部 
分 まで テー プ を すめ て ぐだ さじ し 

ラジカセ の 一 時 停止 ボツ タン を 押し て 、 銀 昔 ボ タン を 押し ます 。( 録 音 ス タン バイ の 状態 ) 

キー ボー ドガ が ら 、 ら SAVE 病 令 を 入力 し て ぐだ さい 。 


ら の VE " 丁 三 ら T" 画 


ーーー プロ ブラム 名 は 16 文字 以内 で つけ て くださ い 。 
ラジカセ の 一 時 停止 を 解除 し て 、 録 音 を 開始 し ます 。 
RETURN キ 一 を 押す と 、 プロ プラ バム デー タ は キー ボー ドガ ら ラ ジ カ セ へ 出力 され ます 。 画面 は 下図 の 表示 に な り ま す 。 


ちの ロ ツ VE "TS5T" 


MRTTTNG TE ち ST 


プロ ブラ ム の SAVE( プ ロブ ラム デー タ の 出力 ) ガ 終了 する と 、 画 面 は 下図 の 表示 に な り ま す 。 


SvE "TEST" 
ーー TE ちち T 


ラジカセ の 停止 ボツ タン を 押し て 止め て くだ さい 。 
正しく SAVE さ れ て いる が どう ガ を 確 が すめ て くだ さい 。 (LOAD や ( 眼 合 ) する 万 法 を ご 覧 くだ さい ) 


※ カ セツ ト テー プ の リー ゲー テー プ 部 分 が 3 秒 以 上 の 長 さ の 場合 に は 、 プ ロブ ラム が ijE 確 に ら AV 上 され な いこ と が あり ます 。 
長い リー ゲー テー プ の カセ ツ ト テ ー プ を 使用 され る と き は 、 巻 き 始 め 部 分 を 、 無 録音 に て テー プ を 少し 進め て が ガ ら ご ど AV ヒ を 
行 な つ て ぐだ さじ し て 
太 力 セット テー プ へ プロ グラ ハム ハ が ガ 正しく SA V 上 され だ お が ど ご つか を 、 
LOAD や (照合 ) で 人 確認 する 操作 手順 


SAVE し た カセ ツ ト テ ー プ を 、 ら AVE を 開始 し た 所 まで 巻き 戻し ます 。 
キー ボー ドガ ら 、【LIIOIAIDI 加 命令 を 入力 し て ぐだ さい 。 


し の 全 けつ 右 


マ 尼 TURM キ ー を 押し だ た 後 、 ラ ジ カ セ の 再生 ボタ ン を 押す と 、 カ セッ ツ ト テ ー ブ ガ 再生 され ます 。 画 面 は 下図 の 表示 に な り ま す 。 


LORD っ 
し ORD エ NG 本 


ンス 22 た 
LOAD や が 終了 し 、 プロ グラム が 正しく ぐら AVE さ れ て いる 場合 、 画 面 は 下図 の 表示 に な り ま す 。 


し LO 失 ウ ら う 
LOPDTNG TEST 
て うく 


プロ グ ブラム が ガ 正 し く SAVE さ れ て いな い 場 合 、 画 面 は 下図 の 表示 に な り ま す の で 、 再 度 S さ AVE を 行 な つ て くだ さい 。 


レオ 2 
に MT 
F ぐ OS 


再度 、GAVE を 行 つ だ 後 で も エラ ー と な る 場合 は 、 カ セツ ト テ ー プ の 録音 状態 を チエ ッ ク し た り 、 カ セツ ト テ ー ブ を 交換 す 
る な ど し 、SAVE と 、LOAD や を 行 が つて くだ さい 。 


※ エ ラー ガ が 発生 し だ 場合 に つい て は 、 次 の ペー ジ を ご 覧 べく だ さい 。 
プロ ブラ ム デ ー タ が 録音 さこ れ だ た テープ を ラジ カセ の スピ ー カ ー ガ ら 再 生 す る と 炊 の 様 な 昔 が びき ご こえ ます 。 


通常 の 音楽 等 の 録音 に 比べ 大 き な お 音 で 録音 され て いる 


ジー ーーーーーーーーーーーーーー フ ーー ーー)])† ハ るー コス 15 ジー 
ェ バ 小さ な 葛 ) 」 ピー By ピー ! 定 和 や re (小さ お 音 ) 
約 10 秒 1 秒 約 10 炒 
・ 4 0 1 1 
録音 開始 AVE ヘッ ダー te たり も 録音 解除 
| リリ ター ン キ ー を 時 間 は プロ グラ バム 量 OK 県 
押し た 点 に より 異な り ま す 。 


放 カセ ツ ト テ ー ブ ガ がら プロ グラ ム を LOAD( 呼 び 出し ) す る 操作 手順 


ママ プロ プラ ム が SAVE さ れ て いる カセ ツ ト テ ー プ を ラジ カセ に 挿入 し て くださ い 。 
L 〇 AD し だ たい プロ プラム の 最初 の 部 分 まで 頭 出し を し て お いて こぐ だ さい 。 
キー ボー ドガ が ら 、LOAD 命 令 を 入力 し て ぐだ さい 。 


LORD ウ "TST" 主 


SAVE され て いる 読み 込み ない プロ ブラ ム 鍵 
指定 し た プロ プラ ム 名 が 見 つかる まで 読み と ば し ます 。 
[RETURM キ ー を 押し だ ただ 後 、 ラ ジ カ セ の 再生 ボタ ン を 押す と 、 プ ロブ ラム は ラジ カセ ガ ら キー ボー ド へ 読み 込ま れ ま す 。 
の 表示 に な り ま す 。 


LORL2 "TST " 
し の の け ウ 


TNIKS TE ち 5T 


※ し 〇 AD [BETURN キ ー の み を 押し た 場合 は 、 最 初 に 見 つけ モ プ ロブ ラム を 読み 込み ます 。 
プロ ブラム の LOAD が 終了 する と 、 画 面 は 下 國 の 表示 に な り ま す 。 


LORDC" TS ら エ " 
LORDTNG TE ら T 


画面 は 下図 


ブ プログ ラム ガ 正しく LO 〇 AD され て いな い 場 合 、 画 面 は 下図 の エラ ー 表示 に な り ま す の で 、 有 再度 L 〇 AD を 行 な つ て くださ いい >。 


LO "TS5T" 
LOD2 ウ TNIKS T ビ 5T 
た 枯 ー コ こ 」 こ 、@ ご. 


※ エ フー に つい て は 、 ト 下記 を ご 覧 くだ さい 。 


OAD(UW び 出し )、LOADT( 東 癌 ) 時 の エラ ー に つい て (89 GRAPHIODSANE、 LOABS ラ = 


も ご この 項 を 参考 に し て ぐだ さい 。 


AS ご 1 じ プ ログ ラム の LOAD' や や LOAD を し だ 際 、 エラ ー 表示 (や TP ERROR) さ れ 、 ラ ジ カ セ ガ ら プロ ブラ ハム が 読 


な い 場 合 は 、 炊 の こと に 注意 し て 、 再 度 GAVE、LOAD、LOAD を 行 な つ て くだ さい 。 


SAVE が 正しく 行 お われ て いな い 場合 
原因 )% キー ボー ド と モノ ラル ラジ カセ の 接続 や 、 ラ ジ カ セ の 取り 扱い ガ 誤 つて いる 。 
@ カセ ソト テー プ の 種類 ガラ ジ カ セ に 合っ つて いな お い 。 
@ カセ ツ ト テ ー プ に キズ が あつ だ り 、 テ ー プ に 銀 音 ハラ が 生じ て いる 。 
@ SAVE 中 に 外部 ガ ら 雑音 が 混入 し た 。 


@$ ご へ ヘソ ヒ す 9 る カセ ツ ト テ ー プ の 位置 を 変え る ガ 別 の カセ ツ ト テ ー プ を 使用 し て くだ さい 。 


SAVE は 正しい ガザ 、LOAD が 正しく 行なわ れ な い 場 合 
(原因 )e キー ボー ド と モノ ラル ラジ カセ の 接続 や 、 ラ ジ カ セ の 再生 音量 調整 等 が 適当 で は な い 。 


0 


の み 込 め 


(処置 )、$ ラジ カセ の ツマ ミ を 再 調整 (ボリ ユー ハ を 少し げ つ 下げ て みる 、 ま だ は 、 音質 を が えて みる ) し た り 、 接 続 ケー ブル を 点検 し て 


くだ さい 。 
$ ご へ V ヒ され て いる 位置 を 催 認 し て 、 正 催 に 録音 の 開始 県 お らち ら 、 カ セツ ト テ ー プ を LO 〇 OAD し て ぐだ さい 。 


テー プ 走 行 万 向 SAVE さ れ た プロ ブラ ム の 先頭 以外 ( 別 の プロ ブラ ハム の 途中 や LO 〇 AD し だ 


ME 


い プ ロブ ラム の 人 未 中 な ど ご) お ガ ら LO 〇 OAD を 実行 し て も 、 正しく L 〇 AD され ま 
せん 。 選 ず 、L 〇 AD し だ い プ ログ ラム の 先頭 すら LO 〇 AD を 実行 し て くだ さ 


に 人 外 : 
磁気 ヘッ ド に 3 SNR SR 20 
】 お ぼ 持 ちの ラジ カセ を ご 使用 され る 場合 (オー ディ オ 用 モノ ラル ラジ カセ を ご 使 
/ 用 くだ さい )、 機 種 に よ つ て は 正しく て SAVE、LOAD) で き な い 場合 が あ 

の 2 の ァ ーーー ン 2 のり ます ので ご 注意 くだ さい 。 


に の も し だ いし 7 ツゲ ラム | 別 の プロ グラム 


ここ の 位置 から L 〇 OAD し て ぐだ さい 。 


BIAISLIIC| 駐 編 


BAS 1 C の 仕様 水準 


BG GRAPH 1 C 面 、 ス プラ 
10 進 (一 32768 十 32767 71 
10 進 パッ フ ド ロッ プ 面 
C&HOO9 の 一 &HFFFF) 
文 守 列 て 0 一 3 文字 ) パパ ッ フ プラウ ンド 面 

MK 28 文字 x24 行 ) 

英字 で 始ま る 先頭 2 文字 を 識別 イフ フイ ツン 精 計 | ララ イト 盲 (256X2408OL う 
長 さ 255 文 字 ま で 1 キャ ラク タ 〈B8x8 ド ッ ト ) 


サウ ンド 機能 音階 、 テ ン ポ 、 〇 重 音 、 音 色 
だ コル に に ド に hw 
(万 向 入力 、 
トリ ガー 入力 可能 


カセ ツ ト デ ー ズ 420 も の 7 


ご 注意 エヌ エス ヒュー ベー シッ フク 

この マニ ュ ア ル は 、NS-HUBAS 1C に 基づい て 作成 され て いま す 。 

() シ ステ ハム ソフ トウ エア お よび 本 書 の 内 容 は 、 改 良 の だ め に 予告 な ご 変更 する こと が あり ます の で 、 パー ジョ ン ナ ン パ ー 
CNS-HUBAS 1 C V2. の A) に は 、 特 に ご 注意 され る よう 、 お 願い いた し ます 。 

ら 本 機 の シス テハ ソフトウェア な ら び に 本 書 の 内 容 を 当社 に 無断 で 複製 する こと は 禁止 し ます 。 

は 本 機 は 非常 に 複 殺 な 機能 お よび 組合 わせ を 有する 製品 で あり 、 出 荷 に 際 し て マニ コア ル を 含め 充分 な チエ ッ ク を し て 万 全 を 
期し て お り ま す が 、 万 一 ご 使用 中 ご 不審 な 点 、 お 気付 きのこ と が あり まし だ ら 、 も より の 任天堂 交 、 名 支店 ・ 営 業 所 まで ご 
連絡 くださ い 。 “ 

な お 、 運 用 し だ 結果 、 生 じ る 影響 に つい て は 、 責 任 を 負い お ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 こ だ さ い 。 


機能 列 命令 語 索 


〔 ] 内 は 将 命 令 語 の 省略 有形 を 示し て いま す 。 
コマ ンド 二 江 ステ ー ド 25 の 
CLEAR(CLE ザ CYKM2Y PKGG2NB NO 55 KEY(K KEY 78 
NEW キヤ セ アア サン YY な 2 か 55 KEYL 攻 ご 和 間 (0 78 
LIST(L て きく 56 PAUSE(PA. Synt002AHSCP2288 に 3 78 
RUN(R.) か 2 計る 56 SYSTEM(S. CSC 79 
CONT(C CPP Y リ マ ン キャ サド と と ド ャ ャ 5/ V ] FEWIV.) 93 の 337 70 
LOAD(LO-. AKKO ロ 7 ニー 還 
の ッ [サウ ンド 制御 ステ ー ト メン ト | 
LOADYO に さと 20 名馬 | 2 CC 5Q ココ ヨーME 交 2 80 
9 ー TS も M2 80 
一 般 ス テー 民生 
し こい 9 
島 衣 に eg < 中 YR 50 e 数 値 関数 
INPUT(I.) PMS 00 ABS〔ARB な 82 
隊 全 症 mhrnS2022 の oi 60 
っ SGN(SG.J… ド ドド ーーー ドー 82 
じ CLEARICLE 722 01 RND(RN YR の 82 
DTM(D 隊 に 22 か PENASANRA か KEIEE02ECOE 62 
GOTO(G. 2 人 PR 63 @ 又 字 関数 
GOSUB(GOS. ER 03 ASC〔(AS.) 60 HEREEHEOEEEREEEEEEEERRRRRRREEEEE 83 
RETURN(RE の の の すい ワー | し 
YSSKIASKOx2rS の 8 83 
I EE コ 6 1 5 ER 04 VAL(VA CS 83 
EGO 朋 ー OSTEP(F CN スト リン グ ジ ラ 
ネクス ト STRS(STRO に ee 83 
ーー 2 ッ か 5 2 
の 人 66 HEX ぶ (日 J < 04 
STOP(STO コ ドド ドド oo 66 LEFTS(LEF. emono 提 詳 衝 天 0- 04 
END(E 1 REC を PTS9 デ Tn ン ES か SN 67 RIGHTS【R | の 50 に いう 04 
スワ ッ プ M 1D$(M | ] 2 85 
SWAFTSW. HG 07 本 NE も 本 KC 85 
REMCC〈 ア ポス トロ フィ )) 2 67 
READ(REA. 22023 68 @ 特 丈 関 数 
DATA〔(D arrranrrnrtyrerssetrsYSaSaerr 68 1 
ー】 うこ 8 ぎの 1<】 つ EEJe ま S 和 2 な いと) 60 ビ EEK(PE. 欄 OOKGPY96e 人 00 
移 ao NE 85 
ッッ は 生生 は は 生生 ト N 69 に 
凍ら へ ES らく 2 恨 恨 民 * 后 R) エッ 86 
ST 1CK(ST | 時 人 生計 >7 ェ 1 モス 86 
画面 制御 ステ ー ト メン ト STRIG(STR | に SPY.998 な SR 86 
06 ーー ーー 清和 69 つ の: 0 
COLOR(COL .) BDD 4 シヤ: の の 7 
CGEN(CGE . コ kn さら 04 @ 入出 力 用 文字 関数 
6 に S (( に お R の S1、 は T た 22 ま と 71 の 0 
CGSET(CG. う …… 国人 E0NSp 和 に 77 ト 上 NKK た けい の "PGIPJ6nP206S4 0/ 
本 技 (PA」 1 時 ま に 6 KC 訪 け の は 79 スプ ライ ト 制 御 ス テー トメ ント 
MOVE コ マン ド DEF SPRITE(DE.SP Ji 88 
DEF ムーUBUE 拉 3 1 74 SPR に AS 和志 
央 ーーini 和 SPR 1TE ONceP, pifonmieS 5 
井出 お ホ SPRITE OFF(SP.O 
ERA(ER er 4 の 12322 75 
POS | T | ON(POS. WVaxCYcytt8S2 apeSGves 76 
X XPOS(XP.)・ nr フン 76 
YPOS(Y 陸 に 2、 ト CCASCYSK8CYEIRO の PCE 76 
MOVE(n )(M (Tn)J チア えー " リ 4 


演算 に 使わ れる 十 、 一 な どの 記号 の こと を 演算 子 と いい ます 。 演算 子 に は 、 算 術 演算 子 、 関 係 演算 子 、 お よび 論理 演算 子 の 3 種類 あり 
ます 。 


算術 演算 
算術 演算 子 に は 次 の ら つ が あり ます 。 
(算術 演算 子 〕 | (演算 内 容 ) ( 例 ) (数 学 の 表現 〕 
十 加 算 A+B A+ 日 
ー 減 算 A 日 A 一 日 
乗 算 A* 昌 AB 
ン ノ 除 算 Aー 日 まだ は 含 ( た だ だ し 、B デ の ) 
MOD A MOD B 奈 り 


MOD は 際 算 を し た とき の 款 り を 計算 し ます 。 

だ と えば 、10 そ コテ コ 奈 り 1 で すか ら 

1 の OMOD3 REIURN 

を 入力 する こ 、 結 末 は 1 こ な り ます 。 

演算 は 炊 の 順位 に し だ が つて 行わ れ ね ま す 。 ご の 順位 を 優先 順位 と いい 、 優 先 順位 等 し い 場合 は 式 の 左側 こ あ る 演算 子 が ら 先 に 演算 さ 
れ ま す 。 

(優先 順位 〕 (算術 演算 〕 


生 
の MOD 
9 十 一 (加減) 
演算 の 順 有 展 を 変え る 場合 は 、 先 に し たい 演算 を ( ) で 囲み ます 。 
(BAS | C の 表現 〔 数 学 の 表現 
A 氷 欠 士 Y AX 十 Y 
NR の ーー 
2 X あ 


注 ) NGーHUBAS 1C は 整数 型 で す 。 小 数 点 を 含む 漂 算 は で きま せん 。 
除算 の 場合 の 計算 結果 は 、 小 数 点 以下 を 切り す て だ 値 で 表示 され ます 。 


関係 演算 
関係 演算 子 は ど つ の 定数 や 変数 を 比較 する と き に 用 いま す 。 結果 は 、 真 の と き ー- 1 、 侯 の と き の が 得 ら れ ま す 。 
下 に 関係 演算 子 を し ます 。 
関係 演算 〕 〔 意 味 〕 
ー 両辺 等しい 「 
ーー 両辺 が 等 し こない ( デ ) < の 書き が だ は 使用 で きま せん 。 
か 穫 辺 が 右辺 より 大 きい 
和 穫 辺 が 右辺 より 小さ い 
よー を 辺 が 右辺 より 大 きい ガ が 等 し い (=) ニテ > の 書き ガ だ は 使用 で きま せん 。 
AS 左辺 が 右辺 より 小さ い ガ 等しい (て ミ ) テ < の 書き が だ は 使用 で きま せん 。 


関 人 演 算 了 は 、 プ ログ ラム の 内 の | 文 の 中 で は 炊 の よう に 使い ます 。 

IF X ぅ > の 「HEN 1 の 9 の ( 慮 味 ) X の 値 が の つよ り 大 きけ れ ば 1000 番 に ジャ ヤン プ し な さい 

時 し く は 、 | ヒー「HEN 文 を 参照 し て 下さ い 。 

まだ 、 

Aー メ > の まだ は A テ (XX> の ) 

の よう に 使う こと 、X が の 〇 より 大 きけ れ ば A に は ー 1 が 代入 され 、X が の より 小さい ガ 等 し けれ ば A に は の ② 〇 が 代入 され ます 。 し た が つて 
A の 値 お ら X が の より 大 きい ガ 否 ガ を 知る こと が で きま す 。 


綱 埋 演算 
論理 演算 子 は ピット 単位 で の と 1 の 間 の ブー ル 演 算 や その 他 の ビッ ト 操 作 (ご 
れ を 論理 演算 と いい ます ) を 行う 記号 で 、 炊 の よう に 4 つ あ り ま す 。 


(演算 順位 〕 | (論理 演算 子 〕 | 〔 省 略 形 〕 | 〔 意 味 〕 
1 (- 
2 and 論理 本 
6 誠 | OR. | あり ませ ん IncluSIive OF 語 理 和 
4. exoluSive Or 排他 的 論理 和 


請 埋 演算 と は 、 真 を 1 、 人 徐 を の こと す る ど つ の 値 の 間 で 行わ れ 、 結 果 (真理 値 ) 
も 1 ( 真 ) お の (人 憎 ) の の つの 値 で 表 さ れ ま す 。 次 に 上 の 6 つの 論理 演算 子 の 
それ ぞ れ に つい て 、 具 体 的 な 演算 操作 を 真理 値 表 こし て まこ め ま す 。 


NOT ( 定 ) X INOI X 沖 ) り これ は X が 1 の と き NOTX は 
1 の の に な り X が の の と き NOTX が 1 
の 1 に な る ご ここ と を 示し て いま す 。 
AND ( 請 埋 積 ) Y|X AND Y パ これ は X が 1 ガ つ Y が ガ 1 の と き 
1 の み X AND Y が ガ 1 に な り 、 そ れ 
の 以外 は の に な る こと を 示し て いま す 。 
の ⑦ ちよ うど X こ と Y の 乗算 と その 積 に 対 
の 遍 し て いま す 。 
〇 


OR ( 語 理 和 ) 注 ) こ れ は X と Y の 加算 と その 和 に 


対応 し て いま す 。 


XOR (排他 的 論理 和 ) 注 ) 排他 的 と いう の は X と Y と が 同 
じ 値 の と き に の (= 人 徐 ) に な る と 定め 


だ がら で す 。 


注 ) 変数 と 語 埋 演算 了 を つづ け て 書 ぐ 場 合 は 、 間 に スペ ー ス を あけ て ぐだ さい 。 


( 例 )eNOT 13 13=(0000 0000 0000 11015: 
NOT19=(11 イ すす 13441 41 生 4 條 09 和 10 
ーー-14 
e15AND5 15=(0000 0000 0000 11115: 
S デ (0000 0000 0000 01015: 
…15ANDS5=(0000 0000 0000 01015: 
= ゥ 
e50OR44 50= ニ (0000 0000 0011 00105: 
44= ニ (0000 0000 0010 1100): 
…90 OR 44= ニ (0000 0000 0011 11105: 
ー62 
e42XOR36 42= ニ (0000 0000 0010 1010): 
36= ニ (0000 0000 0010 0100): 
…42XOR36=(0000 0000 0000 11105: 
三 14 


※ (000…)。 つ 2 進数 で ある こと を 示し ます 。 
論理 演算 子 を | 上 文 の 中 で 用 いて プロ ブラ ム の 流れ を 変え る こと が で きま す 。 
( 例 ) 1F X> の O AND X<19 THEN 1 
(意味 ) X の 値 ザ が バ > の か つ X< く 10 な ら ば 1000 番 に ジャ ンプ し な さい 。 
1F X< の OR X>1 の THEN 1999 
[意味 ) X の 値 が ガバ X こ の また は X>10 な ら ば 1000 番 に ジャ ンプ し な さい 。 


ご 種類 の 演算 了 〒 に は 、 次 の よう な お 優先 順位 が つけ られ て いま す 。 
1 . 算術 演算 
〆. 関係 演算 
づ . 語 埋 演算 

この ご ここ がら 演 算 の 優先 順位 を まとめ る と 次 の よう に な り ま す 。 
( ) で 囲ま れ だ 部 分 

関数 

・ 水 、/ ( 乗 了 ) 

. MOD ( 刷 款 ) 

Es) サリ 

ee を > ア 、 く てく 、 デ 、 くそ デ 、 

AT 【 足 ) 

. AND ( 語 埋 積 ) 

. 〇 OR  ( 誌 埋 和 ) 

. XOR (排他 的 語 埋 和 ) 


さき 〇 OO へ NI の 〇 の よ の ON 


将 殊 な 記号 


A ご | ご で は 、 演 算 了 の は が に も 特別 な 意味 を も つ 、 次 に 示す よう な お 記号 が 
あり ます 。 
Sa で ポン 
し | ご 「 文 な ど 行 の 男 囲 を 指定 する と き 、 ど ご どこが から どこ まで の 行 が と いう 
場 向 に 使い ます 。 
( 症 り | 七 よ らし の ニー つ の 8 
Cg フッ て カマ) 
PRTINT 文 、 INPUT 文 、DA TA 文 な お ど オ ペラ ンド が 並ぶ 場合 、 そ の 
区 切り 記号 (セパ レー タ ) と し て 使用 され ます 。 


0 は 慌 ま 役人 。 の 
も AS 6 
けり な TA イ の O、13. 0645 る る 
Mb の 6 の か 
マル チ ス テー トメ ント の 区 切り 記号 と し て 使い ます 。 
( 倒 ) A= ニ BーC:PRINT A 
に OR- トー の 上 O。 は 本 MX の お くう NEXT 
1 三 X: イ イニ Y: GOSUB1 の 9999 : GOSUB29999 の 
eo に CR 9 0 
PR TIN「 文 な どの 区 切り 記号 と し て 使い ます 。 
(生け ピ R 二 NRN す コ タ エ テ く > 
NF きみ 
SO お CC て (フエ スチ ョ ンマ デー) 
PR INT 文 の 代用 と し て 使え ます 。 
な 
(6)&HOO 〇 は 16 進 数 を 示し ます 。 
それ 以外 は 10 進 数 で す 。 
( 倒 ) & 昌 の 〇 は 、10 進 数 で 44 の こと で す 。 


文法 編 の みか が だ 
この 草 で は 、NS 一 HU BAS | C の 命令 語 の すべ て を 解説 し ます 。 な お 、 命令 語 は 、 次 の よう お 構成 で 解説 し て いま す 。 


働 。 き | 命令 語 の 働き を 説明 し た も の で す 。 ご これ を 読む こと に よっ つて 
命令 語 の 意味 を つか お むこ と が で きま す 。 
文 法 | 命令 語 の 文法 ガ 一 般 的 な 形 で 書 お れ て あり 、 使い 方 を 知る こ 
と ガ で きき ます 。 
な お 、 ご ここ で 使っ て いる 記号 や 文字 に は 次 の よう な 一 定 の 約 
束 び あり ます 。 
1 . 英 字 の 大 文字 は その まま 入力 し ます 。 
2.( ) の 中 は 、 コ ユー ザー が ガ が 任意 に 省略 する こと が で きま す 。 
3.{ } の 中 に 縦 に 並べ て 列記 し て ある 項目 は ユー ザー が 任意 
に 選択 し ます 。 
0 WS 2 に に 5! 人 な な 
「 一 」( ハ イフ ン )、「 三 」( 待 号 ) な どの 記号 は 指定 され だ 位置 


_ に 正しく 入力 し ます 。 
5.…… は 、 1 行 (255 文 字 ) の 範囲 で 任意 の 回 数 繰り 返す こと 
が で きる ご こと を 意味 しま す 。 


6.「 」( 空 白 ) の ある と ころ は 空白 を と る こと を 意味 し ます 
が 、 こ の 空白 を 無視 し て つめ て よい 場合 も あり ます 。 
7 / の 中 は 文字 列 デ ー ツ で ある こと を 示し て いま す 。 
8. そ の ほ が 文法 の 中 で 使 つ て いる 語句 に つい て は 文法 の すぐ 
下 の 部 分 か の と ころ で 詳し ご 説明 し て いま ざす 。 
| 省 略 形 | 命令 語 の 短縮 形 を 示し ます 。 
8 明 | 命令 の 使用 方 法 や 働き 、 注 意 事項 を 詳し < 述べ て あり ます 。 
rw 「 参 照 し て こ だ さ い 」 の 意味 で 、 関連 し た 命令 語 や 項目 が 示さ 
れ て いま す 。 
サン プル | 適当 な 例題 や その 実行 結果 等 を 示し て あり ます 。 
プロ プラム プロ プラ ムリ スト と し て 書か れ て ある ため 、 画 面 表 示 と は 異 
な る 場合 が あり ます 。 同じ 行 番号 の プロ ブラ ム は 画面 上 、 行 
ガ 変 わっ つて も 連続 し て 入力 し て くだ さい 。 
デフ オル ト 値 …… バ 命令 語 の パラ メー タ を 指定 し な いと き 、 パ ラメ ー タ の 値 と し 
て 自動 的 に セッ ト さ れる 値 の こと で す 。 
GAME BAS | 〇 モー ド 画 面 グ ら BAS | C の 面 へ 入っ 
だ 時 は 、 つ ぎの 設定 と な つて いま す 。 
OCGEN2 
SPR1TE OFF 
POS1TION n , 129, 129 
PLAY*O3V15T4MO ? 及び 音程 の 長 さら 
カラ ー パ レツ ト は 、 バ ッ フ ブラ ウン ド 用 、 ス プラ イト 用 共に 
バッ ク ブ ラウ ンド 用 の / パ レツ トコ ー ド 1 の 配色 と な つて いま 
す 。 


CLEAR 
働 き | BASIC ガ が 使用 する メモ ! リ 領域 の 最上 位 ア ドレ ス を 指定 し 


に 


省 賠 形 
明 


之 
吊 
三 


山 史 竹 HB 
OS 
品 NN 財 ( 尋 


ます 。 
らら た ビ 人 人 料 に トレメ 
アド レス ーー ビ AS 1C で 使用 する メモ リリ 領域 の 最上 位 ア ド 
ラス 
アノ に 提 表 
(104 ペ ー ジ の メモ リマ ッ プ 参照) 
すこ 
メモ リ 内 で BAS | C が 使用 する 領域 の 最上 位 ア ドレ ス を 指 
定 す る だ を め の も の で す 。 
マシ ン 語 プロ グラ ム を BAS 1C プ ログ ラム こと 倍 用 する 場合 
AS | C の プロ グラ ム や 変数 に よ つ て 破壊 され な いよ うに 、 
BAS | C が 使用 する メモ ! リ 領域 の 最上 位 ア ドレ ス を 指定 す 
る 秒 要 が あり ます 。 
CLEAR で 最上 位 ア ドレ ス を 指定 する と 同時 に F 〇 Rー 
NEX1「、GOSUB な どの ネス ティ ング 及び 、 変 数 、 配 列 
は グリ ア さ れ ま す 。 
この コマ ンド は 通常 プロ ブラ バム バ の 先頭 部 分 に 書 お ね 、 サ ブル 
ー チ ン の 中 で は 使用 で きま せん 。 ま た だ 、 一 度 指 定 し た アド レ 
ス は 再び び CLEANR で 指定 され ね る まで 有効 こ な り ます 。 
CLEAR で アド レス を 人 省 賠 する と 、 す べ て の 変数 こと 配列 変 
数 に つい て 、 数 値 変 数 は の に 、 文 字 変 数 は ~ “(ヌル スト 
に バナナ 避け ジレ ます 。 
61 ペ バー ジ C し EANR 参 昭 


プロ グラム を すべ て 消し ます 。 

NEW 

あり ませ ん 。 

新しい プロ グラ ム を 入れ る 場合 に は 、 そ の 前 に それ まで メモ 
リ に 入 つ て い だ 古 い プ ロ プ ラム を 消し て お ぐ と トラ ブル ガ が 起 
きま せん 。 そ こ で 、 新 し い プ ロブ ラム を 入れ る 場合 に は NEW 
と いう コマ ンド を 入れ て 、 古 い プ ログ ラム を 消し ます 。 
NEW は ブ プログ ラム を 消す だ け だ 婦 く 、 メモ リ に 入 つ て いる 
備 数 の 内 容 も すべ て 消し ます 。 だ だ し 、 メ モリ の ユー ザ エ リ 
ア と 画面 の 状態 は 、NEW を 実行 し て も 変わ り ま せん 。 

な お 、 誤 つて プロ グラ ム を 消し て し まう こと の な いよ うに 、 
NEW に は 人 省略 形 が あり ませ ん 。 使用 に は 十分 注意 し て ぐだ 
さい 。 

(プロ グラ ム 上 で は 使用 し な いで ぐ ください) 


19 REN CLEAR ※ 

29 CLEAR &H7Z499 

BAS 1 C で 使用 で きる メモ リ 誰 域 の 最上 アド レス 
を &H/Z6G の の に 指定 し て いま す 。 

PRINT FRE で 人 確認 し て ぐだ さい 。 


芝 2 の 2 

19 RENM NEMI ※ 

のど 9 = タマ アウ プロ グラ ム を 入力 する 。 

39 PRINT ※ 

oe プロ グラム の リス ト を みる 。 

19 RENM 水 NEMI ※ 

どど ペ = ア ツタ ァ プロ ブラム が ガ 誤り な ご 入力 され て いる 。 

39 PRINT XX 

ロ K 

ーー たこ バリ だ で 入力 され だ プロ グラ ム を 実行 し て みる 。 
レタ を 00 ーー X の 値 G89 が 画面 表示 され る 。 

ロ K 

本 プロ グラ ム を 消す 。 

ロ K 

PT プロ グラ ム の リス ト を みる 。 

スベ こく で 1 SR プロ グラ ム は 消え て いる 。 


メモ リ 中 の プロ ブラム を 画面 に 表示 し ます 。 


直球 生 :E tt 


m 一 表示 させ る 最初 の 行 番号 

n 一 表示 する 最後 の 行 番号 
員 
し L1ST「 は 、 メ モリ に 入 つ て いる プロ グラ ハム を 画面 上 に 出力 
させ る コマ ンド で 、 メモ リリ 中 の ブロ グラ ム を 調べ だ り の 、 修 正 
し だ りす る と き に 使い ます 。 行 番号 を 指定 する こと に よ つ て 、 
プロ グラ ハム の 働 意 の 部 分 を 自由 に 表示 する こと が で きま す 。 
ト | な 年 . 1922Sx872C87A78etg0G19xaFS5GD み 887SH0.2ROXGo1SH3 SKY は 75 m 番 の み を 表示 …( 4 ) 
し L 1S「m, まだ は L 1STmー……m 番 以降 を 表示 …( の ) 
し 1 ご 「m, n ま だ は L 1STm-n …m 番 から n 番 を 表示 


た 3 な に づつ ) 
し |], nn まだ 本 衝 二 SS じ ら 人 33… n 番 まで を 表示 …(4) 
に | で 上 ーー ナー 年 体 を 表示 て (りら) 


指定 し な 行 番号 ガザ プロ ブラ ム 中 に な が ガ つ だ 場合 、BAS 1C 
は 次 の よう に 表示 し ます 。 

(| ) の こき は 、 何 も 表示 し な いで すぐ 次 の 入力 待ち の 状態 に 
な り ま す 。 

( ど ) の こと き は 、m よ り 大 きぐ て 1 番 近 い 番 号 か ら 出 力 を 始め 
ます 。m 番 以降 ガ びな けれ ば 、 何 も し な いで すぐ に 災 の 入力 待 
ちら に な り ま す 。 

( づ ) の こき は 、 初 め の m に つい て は (2) こと 同じ 動作 を 、 後 ろ 
の n に つい て は 、(4) と 同じ 動作 を し て 、 表 示 を 終わ り ま す 。 
(4) の こき は 、 最 初 び ら n より 小さ ぐ て 1 番 近い 番号 まで 表 
示し ます 。 n 番 以降 が びな けれ ば 、 何 も し な いで すぐ 次 の 入力 
待ち に な り ま す 。 


な お 、[E SC」 を 押す と 表示 を 一 時 的 に 停止 する こと が で きま 
す 9。 表 示 を 再開 する と き は 任意 の キー を 押し ます 。 


プロ グラ ム を 実行 きせ ます 。 
RUN n 

n 一 実行 を 開始 させ だ い 行 の 行 番号 
R. 
RUN は 、 プ ログ ラム を 実行 きせ る だ め の コ マン ド で す 。 
RUN を 入力 する と 、 プロ ブラ バム は 最初 か ら 順 に 実行 され ま 
す が 、 ご この こと き 変 数 は すべ て クリ ア さ れ ま す 。 
まだ 、 プ ログ ラム を 可 中 か ら 実 行き せ だ い 場 合 は 、 実 行 開始 
行 番号 n を つけ ます 。 
( 例 RUN 1 の の の FEIURN ) 
[STOP| を 押し て プロ ブラ ハム ハ を 止め を あと 、 有 再度 実行 する と 
さき に 、RUN や RUN n と する と 、 そ れ ま で の 変数 に 入 つ て 
い だ 内 容 を すべ て クリ アア し て し まう の で 、 変 数 を フリ ア せ ざ 
ご 実行 し だ たい 場 合 は 、GOTO(GOTO 文 参照 ) 、 まだ は 
CON | を 使用 し て ぐだ さい 。 
( 倒 GOTO 1 の 0 の の REIURN) 
rs GO「 〇 O、CON 「 参 上 


2 


19 REM ※ LIST 未 
29 INPUT XX 


さり Y テ =※X 水 


49 PRINT XY 


っ 9 END 
LIST 3@ 
さり Y=XX※ ボ XX 
0K 

LIST 49- 


49 PRINT XY 


S9 END 
0K 


LIST 29-49 
どら 9 INPUT XX 


づり Y=X 水 XX 


49 PRINT XY 


0 リド 
し 1ST -g29 


19 REN 氷 LIST ※ 
ど ご 9 INPUT XX 


19 RENM ※ LIST ※ 
ご 9 INPUT ※ 


づり Y=※ 水 交 


49 PRINT XiY 


っ 9 END 


19 REN 氷 RUN 水 


ど 9 PRINT 
39 PRINT 
49 END 
RLUN 

ロイ ! 

oe 表 

ロ K 

薄 


"N イ !" 
リコ ン ニ チ い " 


プロ グ ブラム を 入力 する 。 


(1 の 例 、 行 番号 30 の プロ ブラ 
ム だ け を リス ト す る 。 


@ の 例 、 行 番号 40 以 後 の 
プロ プラ ム を リス ト す る 。 


9 の 例 、 行 番号 20 か が ら 40 の 


ピーーーーーーーーーーーーーーーーー プ ニーーーーーーーーーーーーー に ーーーーーーーーーー ノ 


(④ の 例 、 行 番号 20 ま で の プロ グ 
ラム を リス ト す る 。 


SQ の 例 、 す べ て の プロ ブラ ム を 
リス ト す る 。 


プロ グラ ム を 入力 する 。 


SS プロ グラム を 実行 する 。 
| レロ ブラム. が 打 さ れる 。 


則 に ある プロ プラ ム を リス ト す る 。 


ー 
2 
アア 
り 


川 時 
路 | | 候 


吊 | 川 
WS 


の 
と 
て 
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品 | 


対 四 
叶 ||OK 


En3IIII2 


史 


NN 


G 品 


プロ グラ ム を 再開 し ます 。 

CONT 

じ . 

プロ グラ ム 上 の ST0 〇 ビ 南 洲 に よ つ て フロ ブラ ム が 停止 じ て 


いる 場合 や [STOPI キ エー を 押し て プロ ブラ ム が 停止 し て いる 


場合 に 、CONT を 入力 する と 、 プ ロブ ラム は 止ま つ な 炊 の 
行 番号 の 症 令 文 ら 実行 を 開始 し ます 。 ご の 場合 は 、 停 止 す 
る 前 まで の 変数 は 保持 され だ まま に な つて いま す 。 

だ だ し 、 ヒ END や エラ ー の 発生 に よ つ で ブロ グラ ム が 上 まう 
だ と き や 、C じ LEAR (CLEAR 文 参 照 ) 実行 直後 、 あ る 
い は プロ グラ ム を 止め て が ら プ ログ ラム の 書き 換え を 行 つ た 
こき に は 、C じ ON 「 は 正しく 実行 され ぎ 、 エ ラー (CC 

ヒビ RROR) が 出 ま す 。 な お 実行 が 再開 で きる と き は OK. 
(ビリ オド つき ) が 表示 され 、 再 開 で き な い と き は OK( ピ リ 
オド な し ) ガ 表示 され ます 。 

rs 5「 〇 P、END 参 昭 


カセ ソト テー プ ガ がら プロ グラ ム を 読み 込み ます 。 
( 飼 SAVE) 

LOAD ("ファ イル 名 ) 

ファ イル 釧 ゅ プロ プラ バム に つい て いる 名 前 
に の 。 
カセ ソト テー プ に 記録 さき れ て いる プロ グラ ム を 読み 込ん で メ 
モリ に 記録 する に は 、L 〇 AD コマ ンド を 使い ます 。 
ファ イル 名 を 指定 する と 、 そ の 名 前 の プロ ブラ ム が 見 つがる 
まで ほ が の プロ グラ ム を 読み 飛ば し 、 指 定 さ ミ れ を た プログラム 
を 読み 込み ます 。 フ ァイル 名 は 、 カ セツ ト テ ー プ の 最初 に 現 
れ た だ た プログ ラム を 読み 込む 場合 に 限り 省略 し ます 。 
使用 方 法 は 45 ペ パー ジ を ご 覧 くだ さい 、。 


16 文 字 以 内 


プロ プラ ム を カセ ツ ト テ ー プ に 記録 し ます 。 (人 LOAD) 
SAVE で ファ イル 名 ”〕 
ファ イル 名 一 記録 する プロ ブラ ム に つけ る 獲 前 


ら A. 

記憶 され て いる プロ プラム を カセ ツ ト テ ー プ に 記録 する に は 、 
ら AV ヒ コマ ンド を 使い ます 。 

ファ イル 名 は 、 記録 す る プロ グラ ム に つけ る 名 前 で “ ュ 」 ツ 
ブル クオ ー テ ーション ) で 囲ん で 使い ます 。 

ファ イル 名 は 省略 する こと が で きま す が 、 い ぐつ が の プロ グ 
ラム を 区 別 し た り 、 整 理 す る こき に は 、 フ ァイル 名 を つけ て 
お い だ ほ つが 便利 で す 。 

使用 万 法 は 45 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


16 文 字 以 内 


ナン ジル 


ro ら 「 〇 ピ 参 


レブ の た 

LUD 

LOAD TING TEST 
ロ ド 

| | 


LOAD "TEST-2『" 
SKIP TEST 
ら K エ P 1 し ちな 1ー こ 1 


LORD ING TEST - ど 


ロ K 
電 


SnVME "TEST" 
MRITING TEST 
DK 

に 


PE ささ まさ] 


ファ イル ネー ム ム を 指定 し な いで 、 プ 
ログ プラ ム を カセ ッ ド テー プ ガ ら 
LOAD( 読 み 込み ) し ます 。 


ファ イル ネー ム を 指定 し て LOAD 
する 。 
ファ イル ネー ム へ が ガー 致し な い プ ロブ 
ラム は 、SK 1P (読み 飛ば し ) し 
ます 。 


ファ イル ネー ム へ ム を つけ な いで AVE 
し ます 。 


ファ イル ネー ム ( 倒 TEST) を つけ て 
プロ プラ ム を カセ ツ ト デ テー プ に SAVE 
(保存 ) し ます 。 


ら SAVE し た プロ プラ ム が ガ が 、 フ ァイル に 正しく 記録 され だ か 
を 照合 し ます 。 

LOADP ファ イル 名 2) 

LO. や まだ は LO. P. 

カセ ツ ト テ ー プ に 記録 さき れ て いる プロ ブラ ム が ガメ モリ に 記録 
され て いる プロ グラ ム と 同じ も の が ガ ど う ガ を 吸 合 する 場合 に 
し L 〇 OAD'P コ マン ド を 使い ます 。 

ファ イル 名 (プロ ブラ ム に つい て いる 名 前 。16 文 字 以 内 ) を 
指定 する と 、 そ の 名 前 の プロ プラ ム が 見 つがる まで 、 他 の プ 
グラ ム を 読み 飛ば し 、 指 定 の プロ グラ ハ ガ が みつ か が れ ば 、 嘱 
合 を 始め ます 。 

ファ イル 名 を 省 賠 する こと 、 最 初 に 見 つけ た ファ イル 名 の プロ 
グ ブラム と メモ リ に ある プロ グラ ム と を 照合 し ます 。 

カセ ツ ト テ ー プ に プロ プラ ム を SAVE し だ 場合 、LOAD 
で 正 し ぐ 記録 され だ が を 調べ る こと が 大 切 で す 。 

使用 方 法 は 4/7 ペ ー ジ を ご 覧 < だ さい >。 


この レガ の 
LORD や 
LORD TING TEST 
ロ K 
4 


LOAD? "TEST" 
LOAD ING TEST 
OK 

過 

2TP ERROR 

0K 

電 


PE まま 


ファ イル ネー へ の な い 場 合 。 


明 合 結果 OK 明 合 完了 。 


ファ イル ネー へ を つけ だ 場合 。 


合 結果 不可 の 場合 。 
再度 、 ら AVE し な お し て ぐだ さい 。 


ー 骨 ス テー トドメ ン ト 


代 入 命令 語 は あり ませ ん 。 
働 き | 変数 に 式 の 値 を 代入 し ます 。 


文法 | 変数 = 式 
説明 | 代入 は 、「' ニ 」 で 結ば れ だ 右 辺 の 式 の 値 を 、 を 辺 の 変数 値 に 
代入 し ます 。 


石 辺 の 式 に は 単なる 定数 や 変数 も 人 まれ 、 左 辺 に は 和 ゆず 変数 
の み が ガ が ガ れ ます 。 右辺 の 変数 は 、 そ の 前 (直前 こ は 限ら な 
い ) の 行 で 定義 これ て いる 秒 要 が あり ます 。 も し 定義 S れ て 
いな けれ ば 、 人 変数 は 数 値 変数 の こき に の 、 文 字 人 変数 の こと き に 
~ "(メル スト リン 2 ゆけ な みな きれ ま ダ 。 

まだ 、「 ニ ニ 」 で 結ば れる 両辺 の 型 は 、 を を 辺 が 数 値 変数 の こき 
石 辺 は 数 値 型 の 式 、 を 辺 が 文字 変数 の こき 石 辺 は 文字 型 の 式 
こい うつ よう に 、 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 (文字 変数 と 
数 値 変数 の 混用 は で きま せん ) 


(FE) . メニ A ヤニ AX 寺 の 。 X お =* SH7 十 AS 
( 誤 ) X$ お =A Y お =A*※X+~19? 
X=*&H ソ AS$ 


還 糧 まま 移す 
働 き | 画面 に 計算 結果 な どの 情報 を 表示 し ます 。 


PR INT 定数 直交 の 


変数 , | 変数 
式 式 


定数 、 変 数 、 式 一 画面 に 表示 され る 情報 

省 剛 形 | "まだ は P . 

説 明 | PRINT は 、 画 面 上 に 定数 、 数 値 変数 の 値 、 文 字 変 数 の 値 
(文字 列 ) 、 お よび 式 の 値 (演算 結果) を 出力 し ます 。 
PR INT は 、「 印 刷 す る 」 と いう つう 意味 で す が ガ 、 ご これ は 初期 
の 出力 装置 の は ほとんど が ガ テ レ ダイ プ で あつ だ ご ここ と に 申 来 し て 
いま す 。 
PR INT は よく 使わ れる ステ ー ト メン ト な の で 、 省 國 形 こ 
し て 「 や 」 が ガ 用意 さ むれ て いま す 。 
PR IN に よ つ て 軸 罰 さき 符 る 人 層 忌 、′| )」 が か が |, 」 で 区 の 
る こと に よ つ て 複数 個 続 け て 書 こ こと が で きま す 。 ご の こき 
の 1 区 9 の (きじ し つの) と い の ま す 。 
区 切り 記号 と し て 「 : 」 を 使う と 、 文 字 を すぐ 後に 続け て 書 
ぐ ご と が で きま す 。 だ だ し 、 数 値 の 前 の 符号 の 部 分 (uF 上 の 数 
の と き ) と 後ろ ビ は 生 び 「 2 みのり) ガ が 1 つつ と られ 
ます 。 
区 切り 記号 と し て 「 , 」 を 使う と 、 む 文字 単位 で 画面 上 に 続 
け て 出力 し ます 。 画面 の 表示 領域 は 次 の よう に 4 つの ブロ ツ 
ク に 分 割 さ れ て いて 、 出 力 情 報 は 尺 ず 苔 ブ ロッ ク の 頭 ガ ら 表 
志 さ れ ま す 。 
画面 表示 例 

ーー デー ーーー アー デー ニー 


ンタ ンド の 
ジレ あん 


た 疹 和信 科 Fnm か > オ ニュ ウェ ャ ェ ー 


39 の 生 ="BC" 
49 PR INT 人 事 』 合 
RUN 

BC 19 


PPEEI] 


文字 文字 ご 文字 文字 
の の =) 15 16 2425 26 
例 ⑦A 日 (9 [) PR | NT Ne こい レ の Lt2 に 3 イィ 
ーー 了 
②ABC ABC ABC ABC PRINT ABC ABCT ABC ABC" 
③ABCDEFG ABCDEFG PRINT ABCDEFG ABCDEFG" 
る ⑨ABCDEFGH | ABCDEFCH | PRINT "ABCDEFGH TI ABCDEFGH 1? 


な お 、 文 字 定数 を 書く 場合 は 、 後 ろ に 区 切り 記 党 びな いと き 
に 限 つ て 、 後 ろ る に つけ る 「『 」 を 省く ぐことができます 。 ま た だ 、 
PR INT 文 の 本 後に 」 を うけ る と 、 炎 の PR1 NT 又 


の 内 容 が 接続 し て 表示 され ます 。 
PR 1INT を 単独 に つが うと 、 1 行 改 行 が 行わ れ ま す 。 


数 値 変数 人 に 数 値 10 を 代入 し ます 。 
文字 変数 人 や に 文字 ABC を 代入 し ます 。 
交 数 人 や 、A を プリ ント し ます 。 


A お や 、A に 代入 され て いま す 。 


INPUT 
個 ' き | キー ボー ドガ ら 数 値 や 文字 を 入力 し ます 。 
INPUT 文 列 の) 「:] 変 基 (。 変数,… う 


省 略 形 
キー ボー ドガ ら 入 力 し だ 数 値 や 文字 の デー を 変数 に 入れ ま 


文字 別 つ 画面 に 表示 する 文字 列 
秋 数 キー ボー ドガ ら 人 入力 す る 数 値 や 文字 が 入る 変数 
了 


9。 あ る デー ツ を 入力 する 場合 に は 、 前 も つて デー タダ を 入れ 
る 人 変数 を 用 意 し な けれ ば な り ま せん 。 そ の だ め 、 1NPUT 
の あこ と に は 、 秒 9 変数 を つけ ます 。 変数 は 数 値 変数 、 文 字 変 
こち ら で も つけ る こと が で きま せ サ 。 ま 記 、 義 数 は | ,」 
(カン マ ) で 区 切る こと に より 複数 個 つ ける こと が で きま す 。 
この 場合 は デー ダ を 入力 する と き 、 対 応 す る デー タ を 「 , 」 
で 区 切 つ て 1 度 に 入力 し ます 。 入 力 す る デー タ の 数 は 、 
INFU「 の あと に つけ だ 変数 の 数 と 一 致し て いな けれ ば な 
り ま せん 。 

文字 変数 に は 、 ほ と ん ご どす べ て の 文字 を 入れ る こと が で きま 
み が だ 、| , (カン マ ) は 「 (ダルダ オー テー ショ ンマ ー ク ) 
で 時 まな けれ ば 入力 で きま せん 。 ご これ は 「 , 」 が 区 切り 記号 
こし て 使わ れ て いる だ めで す 。 

1 NPU「 文 を 実行 する と 、 画 面 に 「 や 」 を 出し て 入力 待ち 
の 状態 な か り ま す が 、「 や P」 だ け で は 何 を 入力 すれ ば よい の 
が わが びり ませ ん 。 そこ で 、1NPUT に は 文字 列 の PR INT 
機能 が つい て いて 、 画 面 に 表示 し だ い 文 字 列 を 「 “~」 で 囲ん 
で が ら 「 : セミ コロ ン ) を は さん で 変数 を 書き ます 。 

まだ 、「Y」 を 出さ な いよ うに し だ た い 場 合 は 「 ~ 」 で 囲ん だ 
文字 列 と 変数 の 間 に 「 , 」 を は さ み ま す 。 

文 変 数 の 入力 を 指定 し て いる と き に 数 値 を 入れ る と 、 数 字 
を 文字 こし て 受け つけ ます が 、 数 値 変数 の 入力 を 指定 し て い 
る と き に 文字 を 入れ る と 変数 扱い てこ なり の が 入り ます 。 数 値 
秋 数 、 文 字 変数 いずれ の 場合 も 、 何 も 入力 し な いで RETIURN 
キー を 押す と 現在 の その 変数 の も つて いた だ 値 や 文字 は 消え ま 
9。 


0 だり 寺 
個 ' き | キー ボー ドガ ら 文 字 を 入力 し ます 。 
LINPUT で 計 列 ) [:1 文字 変数 


省 
認 


賠 形 
明 


文字 変数 キー ボー ドガ ら 入 力 す る 文字 列 ガ 入る 変数 

に は 。 

に も R ビ は | は 、1NPU し と 同様 キー ボー に お ゆえ ー ダ を 
入力 する だ め の ス テー トメ ント で す が 、 1NPU「 こ と 違う の 
は に 。 水 ガ カ ンマ) デー タン と し て で て 炎 刀 で ほる だ は 。 

まだ 、 ご の ステ ー ト メン ト で 入力 で きる の は 文字 列 の み で 31 
文 ま で で 、 入 力 す る だ め の 人 変数 は 1 つ し が 指定 で きま せん 。 
LINPUT に は 、1NPUT と 同様 文字 列 の PR IN「 機 
能 が つい て いて 、 画 面 上 に 入力 すべ き 文 に つい て の メ ツ セ 


だ 坂 が か は る こと が で 志村 太 に し ゆで は 、 


変数 に この メッ セー ジ ま で デー タ こ と し て 入力 され て し まい ま 
す の で 、 入 力 し だ 文字 ぞ だ け デ ー タ に し だ いと き に は 、 プ ログ 
ラム 中 に メ ツ セー ジ の 部 分 を 取り 除く ぐ 如 理 を 入れ て や る 小 要 
が あり ます 。 

だ だ し 、 ご の 場合 入力 で きる 文字 数 は 、 メ ツ セ ー ジ の 文 守 数 
を 芝 め て 31 文 字 以 内 で す 。 

な お 、 1NPUT 文 の よう に TP」 は ほ は 還 ず 、「“」 で 囲ん だ 
文 列 と 文字 定数 の 間 に 「 : 」 と 「, 」 の どちら を は さん で 
も 同じ 動作 を し ます 。 


シン 0 


多 の サン プル は 、20 と 30 番 で の つの デー タ を 読み 込ん 


で 、 加 減 乗 を する プロ ブラ ム で す 。 


19 RENM ポポ INPUT ポポ 
ご 9 INPUT" 合 =" ョ 全 

さ づ INPUT"B=" ョ 日 
49 じ = 販 TB 

ご D= 合 日 

ら り ヒビ = 販 ポ B 

7 PRINT "人 1B=" ョ ヒビ 
Sg FRINT" 台 -B= "iD 
ァ B PRINT" 折 光 B=" ョ EE 


コン ピコ ユー タ の 扱え る 数 値 の 範囲 は 
ー32768 一 士 3276/ で す 。 


7 フュ 
LINPUT "STR ING = " 3 人 の ま 
STR ING =23。 Se 1 》 5 
リ K 
PRTINT 合 記 
STR ING =23。 つ 5 の 5 5 3 H 
ロリ K 
2 


l 


() 
束 
「TI 
アア 


嘱 | 嘩 
8 
| 叶 | 代 


in 


R 

変数 お よび 配列 を すべ て クリ ア し ます 。 

CLEAR 

らら た に ヒ . 

メモ リ 上 の すべ て の 変数 お よび 配列 を すべ て クリ ア し ます 。 
すなわち 、 数 値 型 の も の を の に 、 文 字 型 の も の を ヌル スズ トリ 
ング ( 何 も 入 つて いな い 状 態 ) に し ます 。 


プロ グラ 人 る 


し LMS X$ に 文字 フリ ア を 代入 。 
0KR 
て 2 Y に 数 値 125 を 代入 。 
ロ K 
PRINT XX ま ミ Y X お と Y の 値 を プリ ント し て 確認 し ます 。 
アリ ま 半 幸い パージ ws 代入 され て いま す 。 
U ド 
PT 3 。。 クリ ア し ます 。 
ロ ド 
PRINT ※ 衝 
ee wa … ク リア され て いま す 。 
り 
K 
|I 


配列 家 言 を し ます 。 
DIM 配列 宮 (m1 (, m2) )(, 配列 名 (n1( ,n2) ) 


配 中 宮 つ 配列 の 名 前 、 数 値 変数 、 文 字 変 数 いずれ も 可 
は た 。 
本 中 の 宮前 と 多元 数 、 お よび 添字 の サイ ズ を 設定 し ます 。 
1 つの D 1 M 文 で 複数 の 配列 を 宣言 で き て 、 配 列 ご と に メモ 
リノ の 範囲 内 で 次元 ま で の 添字 の 指定 び で きま す 。 
配 2 雪 言 後 、 数 値 型 配列 に は の 、 文 字 型 配 絢 に は ヌル スト リ 
ング が 入り 、 す べ て の 配列 の 中 味 は クリ ア さ れ ま す 。 


ンダ 秒 
の 状 イト 


1 上 値 型 配列 の 例 


19 RENM DIHM --- 〈1) ※ 

ご と 9 DI ト NH 合 (③) 日 (3 3) ー 配 列 宣言 

3 FOUR IT=@ TO 3 

4 日 販 ( エ ) う =[ エ 1 災 元 配列 A ([ ) 内 に 
9 生 だ RHJNF 全て )』 数 値 を 代入 し 表示 し ます 。 
ら 69 NE※T 


yg _ PRINTIPR INT 

8B9 ロ FHR  I=g TQ 3 

ァ ロ FUR JT=gd T ロ 3 

1 ロ 9 B(1I。J)=I1 ロ B+J 次 元 配列 B ([, J) 内 に 
119 PRINT BC1I。』J う )i 数 値 を 代入 し 表示 し ます 。 

1 どり トド EX 生 

13 時 ト EX 穫 


② 文 字 型 配 別 の 宣言 
の RE ゆす 4 ニー ニー (全う 
どり D」 ド | 上 馬 ま (3③) 日 生ま (3。 3) - 配列 宣言 


SFHR 1I=9 TO 3 9 

4 貼 和 ま (15) ="TEST"+STR ま ま て CI) | 1 次 元 配列 へ A$ (1) 内 に 
品 相 PRINT 台本 て 1) 文字 を 代入 し 表示 し ます 。 
ら Sg トド EXT 

ry _ PRINT 

Gg FIHR 1=g9 TO 3 

アァ FUR J=g TO 3 

199 日 1』 ゴ J) う ="TOUKYOD"+STR ま て (1)+STR 生 (J う 
11 PRINT 日 まま, 本 う 

1 ご 9 ト NE※T† 

139 NEXT 


ジ 炊 元 配列 B $([, J) 内 に 
文字 を 代入 、 表 示 し ます 。 


Q) 
〇 
ー ゴ 
〇 


に き | 
省 略 形 
説明 
GO 〇 SU 
側 き 
文 法 
説 。 明 


指定 し だ 行 番号 へ 無 条件 に ビジ ヤン プ し ます 。 
GO TO ( 行 番号 

行 番号 ジ ヤ ン プ 完 の 行 番号 
に 
GOTO は 指定 し た 行 番号 に 、 無 条件 に ビジ ヤン プ す る ステ ー 
トメ ント で 、 プ ログ ラム の 流れ を 変え る と き に 使用 し ます 9。 
ダイ レク ト 命 令 で は 、 定 数 の 値 を ノリ アル せ ず に 、 特 定 行 番号 
が ら プ ログ ラム を 実行 きせ る こと が で きま す 。 

( 例 GOTO 9 の の ) 
rw RUN 参 中 


B 

プロ グラ ム 内 の サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 
GOSUB ( 行 番号 ) 

行 番号 っ サブ ルー チン の 開始 行 番号 

G ら . 

|F 文 (|FーTHEN 参 照 ) や OR ドーNEX 本文 (FOR 
ーNEX 参照 ) で 作 つ を ルー プ は 、 同 じ 理 を 何 回 も 続け 
て 行う も の で し を が ガ 、 プ ログ ラム の 所 々 で 同じ 才 理 を 行 つ め 
要 が ある 場合 に は 、 何 回 も 繰返し て 使う 部 分 を サブ プロ グラ 
ム へ と し て 組ん で お き 、 秘 要 に 応じ て それ を プロ グラ ム 本 体 
(メイ ンプ ログラム) ガ ら 串 び 出す よう に し ます 。 メ イン プ 
ロ プ ラム か ら 串 び 出さ れる サ プ プ ロ プ ラム の こと を サブ ルー 
テン と じい 、、 ど の サブ ルー チン を 陽 膝 出す ステ デート メン に と 
し て GO 〇 SU が 用 意 さ れ ね てい ます 。 

GO 〇 SUB の あと に つい て いる 行 番号 が サブ ルー チン の 開始 
行 で 、 呼 び 出 され ね る サブ ルー チン の 最後 に は 必ず RE TURN 
を つけ ます 。 サ ブル ー チ ン の 中 に さら に 別 の GO 〇 SU 文 を 
書い て も が ガ ま いま せん 。 (だ だ し 、 メ モリ の 範囲 で 制限 され 
ます ) 


1 の の 
に 7 の な py 人 
④ 
生 汗 の ら 1 の の の 
サブ ルー チン 
⑤ a| | (サブ プロ ブラム ) 
4 引 の | の 4 の 
③ ドー ま 
170- 実行 順 育 を 示し て いま す 。 
| 
W 


サン イル 
に が 2 


1 ピ 8 
どり 9 
に すり 
4 


ご 昌 


REN 水 GUTO 


向 和 も =INKEY 宮 て BB う ………… 何 ガ の キー が 押さ れる の を 待ち ます 。 


PR INT 仙人 答 SC ( 后 季 ) 押さ れ だ キー の 文字 、 記 写 と 、 そ の 


IF 本 ="" THEN END…. アス キー コー ド を 表示 し ます 。 
は 79 条 ーーー ジ ーー “ : [ 之 キー が 押さ れる と 、 プ ログ ブ 


ラフ ム を 終 ず し ます 。 


「.. 行 番号 20 へ 飛び 、 行 番号 20 を 実行 し ます 。 


ブロ フン ジム 


1 9 

199 
119 
1 どり 9 
1 さり 
14 ロ 9 
159 
169 
17Z9g 
199 
191 
1 9 ど 
1 93 
1 94 


行 番号 
行 番号 
0 
呼び 出 
Pi 


REF1 GOSUB ※ 

FOUR !=1 TO 625 

GUSLUIB 1999 

NEXT メイ ツン 


FOR 1=25 TO 1 STEP -1 ラ 
GOSUB 1999 6 
NEXT 
PRINT "END" 

END 

9 FOR J=@ TO I 
9 PRINT""i サブ 

9 NEXT プログラム 
9 PRINT 

9 RETURN 


100<-170 が メイ ンプ ログ ラム で す 。 

1000 て 1040 ガ サブ プロ グラ ム で す 。 

プロ グラ ム の 行 番号 1 1 0 と 1 40 で サブ ルー チン を 
し て いま す 。 プ ログ ラム の 流れ は を 図 の よう に な 
ます 。 


GOSUB 文 の サブ ルー チン 内 に 注釈 を つけ る 場 


馬 は 


「REM」 は 使用 で きま せん 。 ′”」 を 使用 


し て ぐだ さい 。 


RETURN 

[ 働 ' き | サブ ルー チン ガ ら の 復帰 を し ます 。 

RETURN ( ( 行 番号 ) ) 
行 番号 っ サ ブル ー チ ン ガ ら の 戻り 先行 番号 

| 省略 形 | RE. 

[ 説 ~ 明 | RETURN は 、GOSUB で 呼ば れ た サブ ルー チン の 最後 
に つけ て 、 戻 り 先 に 復帰 する と き に 使い ます 。 
行 番号 を 指定 する と その 行 に 戻り ます が 、 省 略す る と 
GOSU 文 の 後ろ に 戻り ます 。 


まま 
| 働 " き | 論理 式 に よる 分 岐 を 行い ます 。 
| 文法 | IF 式 THEN (NN 


中 


式 語 理 式 52 パ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


行 番号 っ ジャ ンプ 先 の 行 番号 
文 つ 任意 の ステ ー ト メン ト 
省略 形 | 1F-T. 


[ 説 明 | |F 文 は 、 条 件 分 岐 を 行う ステ ー ト メン ト で 、THEN と 対 
に レ し て 使い ます 。 | F 上 と THEN の 間 に 論 理 式 を 書き 、 論 理 
式 が 成立 し だ 場合 THE N 以 降 を 実行 し 、 成 立 し な けれ ば 、 
欠 の 行 を 実行 し ます 。 た と えば 、 

「 上 メモ 1 の 、 上 EK 。 | き 350AWOY 日 


また 、 番号 500 へ 飛び 、 行 番 
IF X= ニ 1 の GOTO 5 の \ 号 500 を 実行 する 。 
の よう に 、THEN の あと に GOTO 文 が こる 場合 、THEN 
を 省略 する こと が で きま す 。 

| 文 の 中 に 別 の | 上 文 を 入れ て も ガ ま いま せん 。 


| F 上 こと 「HEN の 間 に 書 お れ だ 
論理 式 の 判定 結果 。 


| 上 文 で 書 ガ れ て いる 
つぎ の 行 番号 を 実行 する 。 


っ 
rm っ 〇 どり U ビ 参 照 。 
PP 


19 RE ト N ※ IF - THEN ※ 

の の 9 PRKINT とこ PUSH Y!“"』 

ざり 台本 =INKEY ま て (9) 

49 IF 内 和 まく > リ Y" THEN BEEP:GOTOD 38 
っ つ 9 PRINTIPRINT" Y 力 " オサレ マシ タラ 。" 

ら る 9 PRINT 

7g _ GOTO 29 


行 番号 30 で キー が ガ ら 1 文字 入力 を 待ち ます 。 

何 ガ キー が 押さ れ だ ら 、 行 番号 40 で 「Y」 ガ ご ガ を 
判断 し ます 。 「Y」 で な お ガ つ だ ら 「 ピ ツ 」 と 音 を 出 
し て 行 番 写 30 へ も ご どり 1 文字 の キー 入力 を 待ち ます 。 


 Y」 の キー ガ 押 され だ 場合 は 、 行 番号 40 の 論理 式 (A 
や くっ >“Y?) が 成立 し な いた め 、THEN 以 後 の 語 令 
は 実行 せ ず 、 行 番号 50 を 実行 し ます 。 


< 下 ま た ン とら P ANI、 
働 ' き | FORーNEXT ル ー プ の 間 の 処理 を 繰り 返し 実行 し ます 。 
FOR 1=% TO m (STEPs) 


NEXT 
| っ ルー プ 人 変数 
? つ 初 期 値 
m- 終 了 値 
s 増分 負 の 数 で も よい 5088 


デフ オル ト 値 は 1 。STEP s を 省略 し だ 場合 は 、 
ら 征 万 1 と し て 実 条 玖 計 き 5 


に っ の Sg 委 
) 


N. 
FOR 一 NEXT ル ー プ に お いて 、 ヒ OR 文 は ルー ブ の 先頭 


ES 小さ を 赤 、 O 人 ス 匠 
NEX 丁 文 は ルー プ の 終わ り を 示し て いま す 。 だ と えば で バー ヤー に 


に と ど と 9 FOR  I=9 TH 19 STEP 2 
プロ グラ ハム の 流れ 39 PRINT Ii 
FO 仙 ME "TO で "9 で FEP グ RES 
9 どる 88 19 
NEXT Sn 
) 
と いう FOR-NEX 丁 ルー プ は 次 の よう お 動作 を し ます 。 2 ( ぞ ) ※ 


プロ グ ブラム の 流れ が FOR 文 に 来る と 、 ル ー プ 変数 | の 値 が や 生 に ツ ゲ s 
1 に な つて 、 1 回 め の 処 理 に 入り ます 。 ル ー プ の 1 回 め の 負 49 FOR J=1 TOD 1 
理 が 終わ つて NEX 丁 を 見 つけ る と 、 | の 値 に 増分 2 40 Ns 
(STEP2 に よる ) を 加え 、」 は 次 の 値 3 と な つら て FOR う e2r 
の と ころ まで 戻り 、2 の 回 目 の 処 理 に 入り ます 。 ご この よう に し 86 PRINT 
て | の 値 び お 3、5、7、9、11 と 終了 値 10 を 超え た と ころ で 1 CS 
ルー プ を 終了 し 、 次 の 行 へ 移り ます 。( | の 値 と し て は 終了 値 ペー nds 
に 等 し いか 、 ま だ は 、 そ の 直前 の 値 に な る 回 数 分 だ け 処 理 を 
実行 し ます ) 
な お 、ST ビ P s を 省略 する と 増分 は 1 に な り ま す 。 
NEX 本文 に 対応 する FOR 文 び な い 場 合 は 、 
「NF ERROR」 の エラ ー メ ツ セ ー ジ が 出 ま す 。 
ルー プ 変 数 i の 初期 値 ? と 終了 値 m の 条件 が すでに 満た され 
て いる 場合 は 、 そ の まま NE X 丁 文 の 次 の 文 へ 移り ます 。 
\ 
か りら 2 フス 
) 
OR りー ) 6 に 名 
) 


計 に の 65 


NEX「 

INEXT 

INEXT 
! 


NEX「 の 後ろ に は 、 ル ー プ 変数 名 は つけ る こと は で きま せ 
ん 。 es もみ ます ) 


NEX「 K 
評 り {NEX「 J 
SA 上 


の 
dl 
〇 
U 


吊 喧 衝 HH 
叶 ||O 


OS 


\ い 


Gm 


式 の 値 に よ つ て 、 指 定 さ れ だ 行 へ ジ ヤ セン プ し ます 。 
PL 琶 1 0 人 行 番号 〔, 行 番号 , 行 番号 , 
(@?⑥) No U 人 6 8 〕 
RETURN 
RESTORE 
式 一 数 値 変数 型 で 値 ガ 1 がら 始ま る 整数 で ある こと 
行 番号 つの ー65534 
式 の 値 ガ 1 の と き 、 { }) の 後に ガ ガ れ な 行 番号 の 並び の 1 番 
目 に ある 行 番号 の 行 に ビジ ヤン プ し ます 。 
式 の 値 ガ 1 な ら ば 1 番目 の 行 番号 、 つ の なら ば 2 番目 、3 な ら 
ば ご 番目 、… と いう よう に 対応 し て お り 、 式 の 値 が お の の と き 、 
まだ は 指定 し だ 行 番号 の 個数 を 越え る と き は 、ON 文 の 炊 の 
文 に 移り ます 。 
| F メデ ミイ 1 THEN 19 の 9 の 
| F メ ※ ミ THEN の の の 6 の 
| F ※ ミ 3 THEN 3 の の 
| F メデ ニオ 4 THEN 4 の 96 の 
| F メ ※= ミ 5 THEN ら 5 の 9 の 
! 
ON X GOTO 1 の 9 の, 2 の, 3 の 9 の の , 
人 4 オ の の の , 5 の の 0 の 
EE た セー ドス 
1-5 以 外 
火 の 行 
rs っ 〇 り 「 〇 O、GOSUB、RETURN、RESTORE 参照 
ブ プログ ラム の 実行 を 止め ます 。 
ら す の 
も 


プロ グラ ム 中 に STOP 文 が び 入れ て ある と 、「BREAK 
IN 行 符号 」 OK. を 画面 に 表示 し て 止ま り ま す 。 ご の と 
き 、 行 番号 は ら GT 〇 P の 入れ て ある 行 を 示し て いま す 。 

ら S『O 〇 OP 文 に よ つ て 止め を プロ グラム は 、 変 数 の 中 を クリア 
せ ず 、CON 「 文 (CON 参照 ) に よ つ て 炊 の 文 ガ ら 再 開 
で きま す の で 、 プ ログ ラム の デバ ツゲ グ ( 中 取り ) に は 最適 の ス 
テー トメ ント と いえ ます 。 プロ グラ ム 実 行 中 に 代 TOPT キ ー 
を 押し だ 時 も 同様 に 止ま つた 行 番号 を 示し て 、 プロ ブラ ム ハ は 
に が プレ まず び 。 

ry て ON「、RUN 参 


ザン テル 
フロ ロダ ラバ 


19 RE ト 水 ロ N-GHSLUB 氷 

どり も だ りす 4 カラ の で プラ ロア ツ 夫 や % * ョ 3N 

ざ 9 OUN N GOSLB 199,299,399。499。 呈 99。69 ロ 
49 IF N く 1 OR N> る 6 THEN 29 


59 PRINT Ni"n 
る 9 GOQTO 29 

1 X ま = リエ イエ ン " 
209 X ま = リキ ホウ リ 


"EX ます "」 ノ ショ ウチ ョ ウ テト ス ョ " 


:KETURN 
5 RETURN 


コロ 9 X ま = リョ セイ "RETURN 


人 4 XX まま = リタ トン セイ 


"SsRKETURN 


つ ロ BB X ま = リカ ン セ ドン "ERETURN 


る 690 X= リ ケッ コン リ 


5KETURN 


行 番号 20 番 で 選ば れ だ 数 値 を 、 行 番号 30 番 で 判断 し 
ます 。 それぞれ の 数 値 に 対 庫 する 行 番号 (100~600) 
ヘ へ ジャ ンプ し 、 洗 文字 変数 が 与え られ 、 行 番号 50 番 
で 表示 され ます 。 1 6 以外 の 数 値 を 入力 し だ 場合 、 
行 番号 20 番 目 へ も どり 、 有 再度 聞き 直し て きま す 。 


サン プル 
テン 


19 REN ※ STOP ※ 


と 9 FOR 1i=1 TO 
39 PRINT 1 
49 STOP 
つり 9 NEXT 
RUN 

1 
BREK 1IN 4 
UK 
COUNT 

ど 
BREAK IN 4@ 
0K 。 
落 


1 99 
の 4 テア ルン 


Pe 行 番号 40 の STOP が 実行 
され る 。 


CS CON 「 命 令 参 照 。 


SA 行 番号 40 の STOP が 実行 
され る 。 


「T 
Pd 
リ 


吊 販 衝 HB 
0 
品 | 国 | 叶 代 


の 
三 
アア 
イ 


IE 
叶 OM 


吊 史 


OS 
品 \ ふ 


プロ ブラム の 実行 の 終了 を 宣言 し ます 。 

END 

4 

END は プロ グラム の 実行 を 終了 させ ます 。 

ご の ステ ー ト メン ト を 実行 する と プロ グラ ム を 終了 し 、 コ マ 
ンド 待ち の 状態 に な り ま す 。 

ビ ND は ブロ グラ ム ん ム を 終 す ませ だ し で ころ に 、 ど と に で お 千 
ぐことができます 。 プロ グラ ム の 最終 行 の 上 ND は 省 暗 する 
こと が で きま す 。 


つの 変数 の 内 容 を 交換 し ます 。 
SWAP 変数 " , 変数 2 
変数 つつ 内 容 を 人 交換 する 変数 (同じ 型 で ある こと が 秘 要 で す ) 


SW. 
SWAP 文 は 、 の つの 変数 の 内 容 を 交換 し ます 。 だ と えば 、 
SWAP A, ビ 


と する と 、 変 数 へ と の 内 容 が 交換 され ます 。 だ だ し 、 人 交換 
する 変数 の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 
(SGWAP A , B や は 使え ませ ん ) 


プロ プラ ム 文 ピコ メン に を が まき 、 

REM (コメ ント 〕 

コメ ント ーー 働 意 の 文字 列 (メッ セー ジ ) 255 文 字 ま で 
GOSUB 文 の サブ ルー チン に 使用 する 場合 は 
「 ) 」 (アポ スト ロフ ィ ) を 使用 くだ さい 
「 REM」 は 使用 で きま せん 

"(アボ ポス トロ フイ ) 

プロ プラ ム に コメ ント を 挿入 する だ め の ス テー トメ ント で 、 

プロ グラ ハム の 実行 に は が ガ が ガ わり あり ませ ん 。 

プロ グラ ム 中 どこ で も 書け ます 。 

REM は 、' (アボ ポス トロ フィ ) で 代用 で きま す 。 


REM 文 で 書 お が れ た プロ グラ ム 行 番号 は 、 何 も 実行 され ませ 
ん 。( プ ログ ラム 用 メモ リ は 使わ れ ま す ) 


! 


っ た に ンチ と 
19 REN END ※ 
ど と 9 FOUR 1=1 TO 1999 


39 PRINT 1 
49 生生 =INKEY ま 


ら 9 IF 仙 生 = リプ " THEN END-: キー を 押し た と き に 

る 9 NEXT : プロ ブラ ム の 実行 は 終 

RUN : する 。( ら まで プリ ン 
も 。、 の 9 / 衝 る すず 倫 衝 ーー と 0 _ ト さ れ だ と き に | キー 

DK を 押し た 例 で す 。 

半 


行 番号 40 番 で キー 入力 を 受け つけ 、 行 番号 50 番 で 入力 
キー の 判断 を し ます 。IZ キー が 押さ れる と END で プ 
プラム の 実行 を 終了 し ます が 、 そ ね れ 以外 の 場合 は 、 
1000 ま で の 数 値 を 連続 し て 表示 し ます 。( だ だ し 、 BIOP 
キー は 、 つ ね に 受け つけ ます ) 


トド プ く タ と し い 
1 RE ト NM 水 SMRP ポポ 
D 1 台 (19) 
FUR 1=1 TO 1 
RED 人馬 (I) 
PRINT 内 KEI) 
NEXT 
FUR 1=1 TOU 19@ 
FOUR J=1 T ロ 1 
IF 人 (1)< 全 (JJ) THEN SLMAP 人 RED』 全 (J) 
NE デ XT 
ト NEXT 
PR INT 
FUR 1=1 TO 19 
PRINT 哲 (1)* 
NEXT 
D ム Ta ど づ ぅ 5。 1 。 ア 』 し 8。 の 。 る 5 9 


、 
ロ K 
ト 


配 別 変数 の 中 に デー タダ を 読み 込み 、 こ ご これ を 小さ い 順に 
聞 び 変え る や も の で 、 ソ ー テ ィング の 基 本 こ な る も の で 
9。 


0 
2 SS 


ビジ テン メ ュ > 

19 “ ※ REM 氷 

ど と 9 REMN 

RENMN NS-HUBASIC いり 1.9 
49 < SMPLE PROUGRP ム N 
ー 1 5 
REN 
REN 


「 REM」=「“」 


DA 「 和 で 用 意 さ むれ だ デ ー タ を RE AD 文 の 変数 に 入力 し ま 
9。 

READ 変数 |, 変数 , 変数 ,。 …… ] 

変数 つ DATA 文 の デー タ を 入れ る 変数 

REA . 
デー ツタ の 入力 に は 1NPUT 文 (INPUT 参照 ) と も う 1 
フロ ヒ AD 文 に よる 方 法 が あり ます 。 | NPU 丁 文 は 、 プロ 
ブラ ム 実 行 時 に デー タダ を 入力 し ます が 、 実行 の だ びに 決ま つ 
だ デー ツタ を 用 いる 場合 な ど 不 便 お の で 、 ご この よう な 場合 に は 
ロ ヒ AD 文 を 使う よう に し ます 。 

READ 文 は DATA 文 (DATA 参 照 ) と いつ も 対 に し て 
いつ し よ に 使う っ ステー トメント で 、READ の あと に 変数 を 
書き 、DATA の あと に は それ に 対応 する 定数 デー タ を 書き 
ます 。 

READ 文 の 変数 こ DA TA 文 の 定数 デー タ は 1 対 1 に 対応 
し が つ 巡 万 こも 同じ 型 で で な けれ ば な り ま せん 。 

DA TA 文 は プロ グラム 中 の ご どこ に あつ て も が まわ ず 、1 つ 
の R ヒ AD 文 で の つ 以 上 の DA TA 文 び お ら デ ー タ を 読み 込ん 
だ り 、 い ぐつ が の READ 文 の 1 つの DATA 文 を 共用 し て 
読み 込む こと も で きま す 。 い ざれ の 場合 も DATTA 文 は 行 番 
号 の 若い 順に 、 デ ー タ の 並び の 先頭 か ら 読み 込ま れ ま す 。 
DA 「 AA 文 の デー タ の 数 が READ 文 の 変数 の 数 より 多い 場 
合 は 、 次 に 来る READ 文 に よ つ て 引き 続い て 読み 込ま れ 、 
READ 文 びな けれ ば 残り の デー タ は 無視 され ます 。 逆 に 、 
り DA 「 和文 の デー タ の 数 が 不足 し て いる 場合 は 、「OD 
ヒビ RROR」 の エモ ラー ネネ ッ セ ー ダ 汰 基 す 。 
RESTORE(RESTORE 参 照 ) を 使う と 、 同 じ 
DA 「 人 A 文 を 何 度 で も 読み 直し た り 、 読 み 込む DA 丁 A 文 の 
行 番号 を 変え そり する こと が で きま すず す 。 
rw DA「 和 AA、RESTORE 参照 


READ で 読み 込む デー タ を 用 意 し ます 。 

DATA 定数 [, 定数 , 定数 。……] 

定数 数 値 定数 (一 32768- 十 32767) 、 文 字 定 数 (文字 列 ) 

の デー タ 

D. 

DATA 文 は READ 文 READ 参照 ) で 読み 込む デー タ を 
用 意 す る ステ ー ト メン ト で す 。DATA 文 に よ つ て 用 意 で き 
る デー タ は 数 値 定数 お よび 文字 定数 で 、1 行 に つき 255 文 字 
分 入力 可能 で す 。 
何 か を 実行 する ステ ー ト メン ト で は な い の で 、 プ ログ ラム 中 
の ご どこ に で も 、 い くつ で も 置く こと と が で きま す ガ プロ グラ ム 
の 読み や すさ と いう 点 グ ら 、READ 文 の すぐ 下 に 書く ガ 、 
プロ グラ ム の 最後 に まとめ て 書 こ の が 最も 一 般 的 で す 。 
文字 定数 (文字 列 ) を デー タ と し て 用 意 する 場合 「*」 ( ツ 
ブル フォ オート ) で 囲ま な て て も まい ませ ん 。 だ だ し 、「, 」 


(カン マ ) や 「: 」 (コロ ン ) は 区 切り 記号 と し て 使う の で 、 


「, 」 や 「 : 」 を デー タ に する 場合 は 、 [* 」 で 囲む 政 要 が 
あり ます 。 
rw READ、RESTORE 参 昭 


サワ アン ル 
(1 ) 数 値 デ ー タ の 読み 込み 
1@ RENM 水 READ --- <1) ※ 
29 FOR 1=1 TO 19@ 
3 READ ※ 


49 PRINT Xs 
ご NEXT 


S ロ DRT 全 3。 4。1。 る 2。 7。 8。 3。 


RUN 
9 1 の EE 
ロ K 


に 

(2 の) 文字 デー タ の 読み 込み 

19 RE ト NM ※ READ --- 〈2) ※ 
26 REID 内, 日 各 , 

3@ PRINT 5" "5 日 生ま "、" 
49 PRTINT あまり "3C 事 "。" 


ご DaT 伯 GU ロ D』 HIORNING , EUENI i ト IG 


RUN 

GUHD ト MIHRNING。 
GUHD EUVUENINIG. 
ロ K 

に 


(3 つ ) 配 列 へ の 読み 込み 


19 RE ド NM ※ RED --- <〈3) ※ 
と D1IN 台 (5) 
3 ロ FUR 1I=9 TO 5 
4 ロロ RED 全 (1I5 
S PRINT 合 1)i 
ら トド EXT 
で D 馬 T 合 の 。1。8,3,4。8 
RLN 
し MM We KS 2 を 
KK 
3 


の かー 
rw ロト 上 和 AD 参照 
DA た OS E に の /) 


! ! \ 
な 0) ヒ E 


本 層 | イ 


4 ツ 


ORE 


READ 文 で 読む DA 「 A 文 を 指定 し ます 。 
RESTORE [ 行 番号 

行 番号 一 読み 始め る DA 「 人 ム 文 の 行 番号 

は 転 ら 。 

BAS 1C イ ンタ ー プ リタ は 、DA TA を 指す ポイ ンダ を 持 
つて お り 、READ 文 を 実行 する と 、 そ の プロ グラ ム の 先頭 
が ら DA TA 文 を 探し て 行き 、 最 初 に 中 て きだ DATA に ポ 
イン タ を セツ ト し ます 。RES TO 〇 RE を 実行 する と 、 
DATA 用 の ボイン タ ガ 指 定 し だ 行 番号 の 行 ビ セツ ト さ れ ま 
9 す 。 れ E ご 上 ORE の の み の の の びき が イノ フッ ガ フ グラ ム ん の 
2 唄 に セツ ト さ れ ま す 。 
RESTORE 文 を 使え ば 、 同じ DA TA 文 を 何 情 で も 利用 
し たり 、 読 み 込 び DA | A 文 を 仕 意 に 指定 する こと が で きま 
9。 

rwREAD、DATA 参 蛇 


マシ ン 語 サブ ルー チン を 直接 呼び 出し ます 。 

CALL アド レス 

アド レス ズー サブ ルー チン の 実行 開始 番地 

CA . 

アド レス を 実行 開始 番地 こす る マシ ン 語 サブ ルー チン を 呼び 
出し ます 。 

アド レス に は 16 進 定数 (&HO 〇 OO 〇 の 形 )、 10 進 整数 定数 
(一 32/66 一 十 3276/) な ご の 整数 定数 、 整 数 変数 、 式 が 指定 され 
ます 。 マ シン 語 サ ブル ー チ ン は 、CLEAR 文 で 指定 し た ア 
ドレ ス 以 降 に 曹 い て ぐだ さい 。 


1! AS | ご ビブ ログラム 
] マシ ン サ ヲ ヴ ルー チッ 


や し ヒ A 和 
文 で 指定 し だ た アド レス 


メモ リ 上 に 1 バイ ト の デー タダ を 書き 込み ます 。( る PEEKO 
2 J 
アド レス ー デ ー タ を 書き 込む アド レス (104 ペー ジ の メモ 
リマ ツブ プ を ご 覧 くだ さい ) 
デー ダー の ー255 ま で の 整数 
に (は け . 
メモ リ 上 の 指定 し た アド レス に 直接 1 パ バイト (8B ビ ッ ト )〉 の 
デー タダ を 書き 込み ます 。 デー タ は 、 の 255(&H の - 
&HFF) の 値 で な けれ ね ば な り ま せん 。 デー タダ を 「, 」 ( カ 
ンマ ) で 区 切 つて 続け て 書く と 、 ア ドレ ス で 指定 し た アド レ 
スガ が ら 連 続 し た アド レス に 書き 込む こと が で きま す 。 
だ だ し 、POKE は 、 現 在 の メモ リ の 内 容 を 書き 換え て し ま 
つ だ め 、~ 不 要 其 に 使う こ メ アラー ペー シッ ググ の シス チム 額 
域 を 破 震 し て し まい ます の で 、 十 分 に 気 を つけ て くだ さい 。 
PO 〇 に KE で 使用 で きる メモ リ の 範囲 は 、&H ア の 4 の フフ 
FF で す 。&H/ の の の ーー プ の 3F 上 は シス テム で 使用 し て い 
ます の で 、 使 用 し な いで ぐだ さい 。 


ジン セ も ッ ルプ ラム 

19 REN 水 RESTURE ※ ポ 
どら 9 RESTOURE 19g19g 

39 FOUR I=g TU 3 

4 _ RED 合 

S9 PRINT 馬 

ら 9 _ NEXT 

79 PRINT 

8Gg RESTURE 1998 

は FBRK Te@ 1D- う 


1 
119 
1 ご 
1 ゴロ 


RERD 折 
PRINT 
NEXT 
REN 


1 _DQTQ 23。43」 55。 る 3 4 ご 。 ア 
1819 DQTQ 1 どら 5 らら 6, 4 ら 68 は 3 ど 
RLUN 


1 ご 

ど づ 
ロ K 
義 


うる 。 人 4  @ る お うう る そ 
4 きき 5 る 5 42 タダ 


プー 


19 
ご どり 
39 
49 
っ 9 
ら る 9 
9 
に すり 
ァ 9 


RENM POKE ※ 

CLEAR &H7 る 699 

D=9 

FOR 人 =&H7Z699 TO &HZ6 る 1iF 
POKE 谷 ,D 

D=D+ 1 

NE XT 

FOUR =&H7699 TO &H7Z る 1iF 
RD =PEEK 〈 谷 ) 


199 PRINT " "5HEX 和 も (RD) 
119 NEXT 


行 番号 40-70 番 の ルー プ で 、 メ モリ の /6 の の ーー /6 
1 上 の 茹 ア ドレ ス に の -31 の 数 値 を 書き 込ん で いま す 。 
80-110 番 の ルー プ で は 、 省 ア ドレ ス に 実際 に デー ツヤ 
が 入 つ て いる が どう ガ が 調べ る だ め 、P ロ ヒヒ K 関 数 (65 


ペー 


ジ ) を 使 つ て デー タ を 読み 込み 16 進 数 で 表示 し て 


いま す 。 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


LOCATE 


働き | カー ソル を 指定 位置 へ 物 動 し ます 。 


文 法 | 


に た 必 2 衣 区 反し 


久 …… 水 平 万 向 の 表示 カラ ハム ハ の -2/ 


Y…… 垂 自 万 向 の 表示 行 C+2d 
| 省略 形 | LOC. 
認 明 | LOCATE は バッ ク グ ラウ ンド 面 の カー ソル 位置 を 指定 し 
ます 。 
0.0) 28 ②7.0) 
24 生 
0.23) ②7.23) 
COLOR 


働 き | バッ フ ブ ラ ウン ド 面 へ 表示 する 文字 の 配色 番号 を 画面 上 の 


又 


法 


エリ ア 旬 に 指定 し ます 。 
の も に 江 。 を と お 


… 水 平 万 向 の 表示 カラ ム ハ 。 の -2/ 
Y… 垂 邊 万 向 の 表示 行 の 28 
n… 配 名 番号 みい 


省 略 形 | COL . 


に < 


明 


、Y で 指定 され だ 位置 を 含む 画面 上 の エリ ア 毎 に 、 背 景 、 
まだ は 文字 の 表示 色 を CGSE 「 で 指定 され モカ ラー パレ ッ 
トコ ー ド 内 の 配色 番号 の 中 が ら 選 び ま す 。 

まさ er の プー か Pe 相本 8 才 

BG ご GRAPH 1 ご は 、 カ ラー パレ ッ ト 1 の 配色 番号 (の 〇 
ー う 9) で 配色 表示 され て いま す 。 

CC ご GS 上 「 で カラ ー パ レッ ツ ト コ ー ド を 変更 し て も 、COLOR 
文 で 指定 し た エリ ア 内 の 配色 番号 は その まま 有効 で す 。 


色 の 指定 が び で きる エリ ア は 下図 の 通り で す 。 
(0.0) (2.0 (4.0) (6.0) (8.0) ⑩0 ⑫0 ⑭0 ⑯D ⑱D ⑳D ⑳0 40 ⑳0 
典 滞 敵 台 紀 人 1 


左 器 本 名 麻 志 詩 軍 吉 加 

トト トド 
上 旨 半球 旧 提 RF 上 ト ト ト 
ドド トド に 「 ド 1 
ロト 拉 - 電 B 旦 上 上 上 上 
則 章 和 抽 邊 当 に 中 は 上 和 E は も 
ro 紀信 人 ト トキ 上 
、 上 9 に に 
トト 上 F ト 上 貞和 星人 | 
に 当時 還 較 は 1 に 還 暫 
SE ド ドド トド] 
ーー 中間 も H ド も 上 

眞 天香 紅 次 可 賜 動 胡 守 義人 


0.23) 222 ンド 


(0.0) 
(0,1) 


ジン の の っ 

18 REM ※ LUCATE ※ 

29 CLS 

3 FOR 1I=g T ロ 29 

49 LUCATE 1。 IEPRINT"K" 
9 _ NEXT 

ら る 9 LUCQATE 9。19 


行 番号 40 番 で カー ソル 位置 を 指定 、* を プリ ント し 
ます 。 行 番号 00 番 で カー ソル 位置 を 指示 位置 に 和 動 
し 、 プ ログ ラム の 実行 を 終了 し ます 。 (終了 位置 よ 
り の 命令 を ラ え る こと は で きま せん 。 カ ー ソ ル を *※ 表 
志 の な い 行 まで 秘 動 し て ぐだ さい ) 


寺 266 

ブレン レア テラ ババ 

rs じ GS ヒ FE 「 参照 

19 RENM 水 COLOR 
ど 99 CLS 

3 FOR 1=9 TO 447 了 
49 PRINT CHR ま も (1?55) 
SG NEXT 

ら る 9 FOUR C=9 T ロ 3 

Yd CULOR 5+ ビ ポポ 3。 5+ ビ 水 2。 
9 NE※XT 

ァ ロ LUCATE 9,2 ら 9 


行 番号 /0 番 で 指定 され だ 位置 を 含む エリ ア を 、 指 定 
レ だ 配色 番号 に よ つ て 配色 表示 し ます 。 行 番 号 90 番 
で カー ソル を 指示 位置 に 移動 し 、 プ ロブ ラム の 実行 
を 終了 し ます 。 


COLOR は 、 ト | で 示し だ 範囲 の エリ ア 旬 に 配色 番号 
を 指定 で きま す 。 


仙人 K 半 6 は す の 9 の .1 の 9.3 
と すれ ば 


ズ 、、Y で 拓 を だ (1 の, イ 1 の) 
を 薔 む 画面 上 の エリ ア 内 ( A, 
は 。 し じ 。 DD) に ある 4 つの キャ ラ 
マツ (文学 、. 衛 唆 、 プラ フィ ッ ク 
キヤ ラク タイ ) は 、 3 の 配色 番号 
の 色 で 表示 され ます 。 


() 
Q) 
「T1 
本 


計 層 
路 | |OW 


川 史 
WS 


() 
ー 
の 


山 | 史 


認 太 
て ヽノ ノ (人 


08 
NN 


品 | 


紅 


in 


バッ ク グ ラウ ンド 面 と スプライト 面 に キヤ ラク タダ の 割り 当て 
を 決め ます 。 


CGEN n 
n… 割 り 当 て の 組み 台 わ せ の -9 
(OSE . 


キヤ ラク タダ テーブル A (裏表 紙 ) や B (113 ペ ー ジ ) で 用 意 
され て いる 、 マ リオ 等 の アニ メキ ヤラ クタ (スプ ライ ト 用 ) 
と 数 字 ・ 英 文字 ・ 記 号 ・ カ ナ ・ 背景 パタ ー ン (BG GRA 
ビ H 1C 用 ) の キャ ラン ダ 和 あき の の の ラワン ド 箇 。 ベ プラ 
イト 面 の ご どちら の 和 面 で 使用 する が を 決め ます 。 バ パック グラ ウ 
ンド 面 に マリ オ 等 の アニ メキ ヤラ クタ を 表示 し だ り 、 文 字 記 
号 を スプ ライ ト と し て スプ ブラ イド 面 に 表示 する ご と が で きま 


す 。 

キヤ フグ タダ テー ブル A 
マリ オ な どの 
アニ メキ ヤ フ ク ツタ 
NNDZZZZCIECG_ 


IOIO|( WW 
クタ を 使用 し ます 。 

DVONA 3 は 75 記 BG 面 に キヤ ラフ タテ ー ブ ル A の キヤ ラク フタ 、 スプ ライ ト 面 に 

キヤ ラノ 9 テー ブル 日 を 使用 し ます 。 

ES BG 面 に キヤ ラフ タテ ー ブ ル B の キヤ ラク タ 、 ス プラ イト 面 に 

EN 


キャ ラク タテ ー ブ ル B 106-109 ペ ー ジ の 
数 字 ・ 英 文字 記号 ・ カ ナ 人 し 
を 含む 背景 パワー ン 4 


キヤ ラフ ツ テー ブル A の キャ ヤラ クタ を 使用 し ます 。 
BG 面 と スプ ライ ト 画 の 両 万 で キヤ ラフ タテ ー ブ ル B の キャ ラ 
クタ を 使用 し ます 。 


デ ノ オ ルト 値 …C じ GEN ジ 


[CTR 二 [D キ ー で CGE N は 2 の の 値 に 再 設定 され ます 。 


画面 を リノ リア し ます 。 

CLS 

(9 導 

パッ ク グ ラウ ンド 面 を フリ アレ ます 。 

(バッ ク グ ラウ ンド 面 に 、 コ ピー (複製 ) され だ BG 
GRAPH 1 C も 同時 に 消え ます 。 プロ リロ プラム 上 で B ビ G 
GRAPH 1C を バッ ツク ブラ ウン ド 面 に コピ ー (複製 ) する 
場合 は 、CL SS 命令 こ 入 れ 替 えて V | ヒ EW 令 を 使用 し て ぐ 
だ さい 。 


Pk 旨 し ルル ー  * 

19 REM 水 CGEN ※ 

29 CLSSPRITE UN:CGSET 9。1 

39 FOR 1!=32 TO とら 55 本 0eao 

49 PRINT CHR も (1) 一 覧 を 表示 する 。 

S9 NEXT 

る 9 DEF SPRITE 9。 (9。 1 。 9。 9。 9〉) = じ HR 生 (64 ) 
+CHR 生 て る ③) +CHR 季 て る 6) + じ HR 多 て の ら 7 うー 

9 SPRITE 9 199。 159 アキ レス ( 左 1) 

89 PAUSE 199:BEEP を 定義 する 。 

ゥ 9 CGEN 9 

1q9 PAUSE 199:BEEP 

119 CGEN 1 

129 PAUSE 199:BEEP 

139 CSBEN 3 

14g PAUSE 199:BEEP 

159 CGEN 2 


行 番号 10 一 60 … CGEN2 で 表示 され て いる 。 
行 番号 90 一 100 … CGEN の で 表示 

行 番号 110 一 120 … CGEN 1 で 表示 

行 番号 130 一 140 … ご GEN3 で 表示 

行 番号 150 … C じ GEN2 ど で 表示 に 戻す 。 


プロ ググ ラム 
rw | 〇 CA T ヒ 文 参 
〇 L G RETURN … 画 鉛 は フリ ア さ れ 画 面 上 に OK 表示 が で ます 。 


UK 
F 
4 の 〇 | 〇 .…・ 画 鉛 を フリ アレ だ 後 、 炎 の 行 番号 の プロ ブラ ム を 
実行 し ます 。 


らら ら ヒ 1 


BG や スプ ライ ト で 使用 する パレ ッ ト の 割り 当て を 決め ます 。 


(表示 され る 色 の 組み 合わ せ を 指定 する ) 


BE 十 | 上 [が] 
m… バ パッ ツク ググ ラウ ンド 面 用 の パレ ツ ト コ ー ド の <-1 
n… ス プラ イト (アニ メキ ャ ラク タ ) 用 の パレ ツ ト コ ー ド 
みこ 
省 賠 形 | CG. 
説明 | あら が じ め 用 意 さ れ て いる 色 の 組み 合わ せ の ブル ー プ の 中 か サン プル 
ら 選 ん で 、 痛 景 の 色 や アニ メキ ヤラ クタ の 表示 色 を 決め ます 。 
表示 可能 な 條 52 色 の 中 ガ グ ら バッ ツク グラ ウン ド 用 と スプ ライ ト DK 
用 に カラ フラー チャ ヤー ド (1 1 3 バキ 8 注 : 人 ま さ れ て いる よう に に 、 処 
それ ぞ れ の カラ ー パ レツ ト 上 へ 色 ( 色 コ ー ド ) ガ 設 定 さ れ ま 19 CBGSET 9。 1 
す 。 バッ ツク グラ ウン ド 用 で 2 種類 (パレ ツ ト コ ー ド の 〇 < 1 )、 
スプ ライ ト 用 で 3 種類 (パレ ッ ト コ ー ド の の) の カラ ー パ 
レツ ト が 準備 され て いま す 。 そ れ ぞ れ の カラ ー パ レツ ト に は 
配 巴 番 号 (の て 3) の 省 ブ ルー プ に 各々 3 種類 ずつ 、 計 12 色 
の 色 コ ー ド が 保持 で きま す 。 
一 請 指 定 す る と 、 再 度 指定 し 直す が 、PALE 命令 で 配色 
の 色 コ ー ド を 変え る まで 有効 と な り ま す 。 
(バッ ク ドロ ッ プ 面 の 色 は 黒 (に ウメ イ ) に な り ま す )〕 
DEF _SPR1TE や DEF MOVE 文 で 指定 する 配色 番号 
の 2 は 、 表 示さ れる スプ ライ ト の 色 を 〇 GSE 征 で 決め られ だ パレ ッ 
e 昌 士 ト 中 の 配色 番号 (の こう) の 色 の 組み 合わ せ を 指定 する こと で す 。 
ス 例え ば 、 
。 凍 回 C ご ら ヒ | 、 1, 1 スプ ライ ト 用 / パ レッ トコ ー ド の 指定 
避 イ DEF_SPR+ FE = の. (@, 1, の 。 の , の ) =… 
0 導 に 2 DEF _ MOVE CN) =SPR 1TE (の , 3, 1, 1 の , の , 
り 泊 8 3) 
に の HH 0 
下 上 の COSF ヒ 「 で 指定 し た スプ フイ ト 用 パレ ッ ト 1 の 中 の 配色 番号 を 
り ] 指定 (それ ぞ れ の と う ) 
合 ド 9 ビ 
詳 1 スプ ライ ト は 、 ご この 色 で 配色 表示 され る 。 


iASAW NN INNUN = 


昌 揚 肝 


OO 


V 1EW 症 令 で BG _ GRAPH | C 面 に 描い だ 絵 を その ま 
ま の 色 で 、 バック プラ 「 肝 7 に 面 に コピ ー す る に は 、 / や ッ ツ グ 


バ パック ブラ ウン ド 面 の 配色 番号 指定 は じ 〇 LR 文 で 行ない ます 。 
/ 0 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


表示 可能 な 全 52 色 の 中 の 台 色 に 対 訪 する 色 コ ー ド 。 
(PALE T 病 令 を ご 覧 くだ さい ) 


ランド 面 の リッ ッ トコ ー ド は 邊 (GGSE T 1 , 1 送 重 
用 し て ぐだ さい 。 


チン オド トド 個 = 、 ティ 

49 ペ ー ジ の カカ ラー チャー ド (0Q 呈 人 二 ) あご 業 選 だ さ し い 
じ 「R+D を 操作 する 、 ま だ は GAME BAS | 〇 モー ド 
了 賠 面 がら 、1 = ニ BA ら 1C と 選ば げ ば 、 下 た らら 「 CO 面 な つた 
時 に カラー バ レッ トド は / た 0 の グラ MR 才 に スプライト 用 と 
も に バッ ツク グ ラウ ンド 用 の パレ ツ ト コ ー ド 1 の 配色 と な っ つて 
いま す 。 


イ 


AL 


「TI 


働 き | 配色 番号 内 の 色 コ ー ド を 任意 の 色 コ ー ド に 設定 し 直し ます 。 
あく PALET BL n,C1.C2, C3, C4 


ビ … ビ G (背景 ) 

2 つの 二 0570 ダ ) 

n… 配 色 番 号 の ウー9 

C1 … パ ッ ク ド ロッ プ 和 面 の 色 を 指定 し ます 
n の 値 が び の の と き 有 効 と な り ま す 


じ 1 | 2 の 色 コ ー ド を 指定 し ます 。 


ン ど /… 〇 っ 、 〇 3、 〇 4 は 配色 番号 内 の 
ン づ | 左端 、 中 央 、 右 端 の 各色 に 対 店 レ し ます 。 
9 


配色 番号 の [上 


C2C3 C4 


色 コ ー ド は 下 表 の 値 (〈 の 一 60) を 使用 し ます 。 


| 省略 形 | PAL .B 


説 


明 


PAL .S 

有朋 奈 の 色 ウ アニ メキ ヤラ クタ の 表示 色 を 、 52 色 の 色 コ ー ド の 
中 が ら 選 ん で 着色 し ます 。 バッ フク ドロ ッ プ の 色 は 、 バ ッ ク フグ 
フワ ンド で 使用 し て も 、 ス プラ イト で 使用 し て も 画面 に 表示 
着色 され ます 。(PALETB 、PALETS に 関係 し な い ) 
プロ ゾラ ム 上 で は 実行 行 番号 の 大 き な プ ロブ ラム で 指定 し た 
叫 が 最終 的 に 表示 され ます 。 

CGS ヒ E 「 文 で 決め られ だ パレ ツ ト に 対し て 実行 され ます 。 
さら に 、 そ の パレ ツ ト 内 の カラ ー ブ ル ー プ に 対応 する n の 値 
を 決め 、4 色 (C1 CZ, C3, C4) の コー ド を 設定 し 
ます 。 名 コー ド は カラ フラー ゼネ レー タ で 発色 され る 52 色 の 中 か 
ら 選 択 で きま す 。 


《52 色 の 色 コ ー ド 》 


koo 


の の 


] が 7e 明 | 誠信 
1 1 8 | 2 | づ 4 | 
] 1 8 | | づら || づ づ 
1 4 | どの | 4 1 3 | 4 


ど 年 半 らら は / 上 づ りら 
どど ト の らき G | さら 育 名 
〆 づ | ご ど /|1 38 | づ / 


人 4 | 8 | 4 の | さら 


OO 


] つら 
] つ A 
] つ ビ 
] つじ 
4 
4 


ら 9 
6 の 
D | 8 | D | 45 
上 | つの || ど E | 4 
1 ビラ 1 ユル 2 に | オ / 


明 


190 あと 3(⑥ 


人 

の 
つづ 
1 
ら 
@ 
/ 
ご 
マ 
ー 
ビ 
じ 


Esdeeckes-]e 


ーー | に ーー ーー ーー 


み 4 世 


の 
4 
の ②D| 13 
の ET14 
トト 


暗 


ーー 


ン ウ ば ヒ 「 1, の [スプライト の / パ レッ トコ ー ド を 指定 。 
は に だ に 仙人 ド 村 の .( の ,1 . の . の 9, の)="@ABC" 
L_ パパ リッ トコ ー ド の の 中 の 
配色 番号 の を 指定 


スプ ライ ト は 、 ご の 時 色 コ ー ド 54、22、2 の 色 を 配色 表示 され ます 。 
PALETS の ,1.48,25.,18 


パッ ク ド ロ ッ プ の 54 の 色 を 48 の 22 の 色 を 25 の の の 色 を 18 の 
色 を 1 に する 。 双 に する 色 に する 。 巴 に する 。 


し の こと っ 

1g REhH ※ PALET ※ 

と 9 SPRITE Q ロ N 

う 39 DEF SFRITE 9。 (3。1」 gd。9。9〉) = ビ HR 詞 ) 
+CHR ま (ロア ウリ + ォ CHR( 字 ロッ + ォ ビ HR ま (の 1) 

49 SPRITE 9,199,1Sg 

RUN 

UK … ス プラ イト 用 パレ ツ ト コ ー ド 1 で 配色 番号 3 の 色 で 表示 され る 。 

CGSET 1 

ロロ K … ス プラ イト 用 パレ ツ ト コ ー ド の で 配色 番号 3 の 色 で 表示 され る 。 

FnLETS 3』 8 は HgF 』 HH 8H ご どき &H 1 ご …&H3O , 

ロ ド &H26 ,& 晶 12 

1 の 色 で 表示 され る 。 


olrelelsslselele-gs 


MOVE コ マン ド 


アニ メキ ャ ヤラ クダ を スプ ライ ト 面 上 に 表示 、 動作 させ る 命令 群 で す 。D 
209KCE を Eh だ 0 の の だ に れ Eo き 2 の 、 ザー ム 
表現 を より 簡単 に 行なう こ と が で きる 特長 ある 命令 で す 。 


た に MOVE 


個 き 


アニ メキ ヤラ クタ に 対し て 固有 の 動き を 定義 し ます 。 
(扱え る アニ メキ ヤラ クタ の 種類 は 全部 で 16 種 類 で す ) 
け ヒ EF MOVE(Cn)= ニ SPRTITFIEUA2B じ DD 上 、F) 


n… ア ニ メ キ ヤラ クタ の 動作 番号 の ウー/ 

A… ア ニ メ キ ヤラ クタ の 種類 の ~ー15 

B… 動 作 の 亡 向 指定 の -8 

C… 動 が す 速 さ 1 -255 (の の 場合 、256 フ レー ム 毎 に 動 

作 し ます ) 1 … 最 高速 255… 最 低速 

り … 宇 秘 動 詩 1-255 (の と する と 表示 され ませ ん ) 

ヒ … 表 示 優 先 民 の -1 (の … バ パッ フ ブ プラ ウン ド よ り の 前 の 
スプ ライ ト 面 に 表示 ) 
(すす で ング フリ フジ シド より 後 る 


の スプ ライ ト 面 に 表示 ) 
F… 配 色 番 号 の - づ 3 


DE . M . 


明 


6 種類 の 中 ガサ ら ア ニ メ キ ヤラ クダ を 8 種類 まで 選び 、 そ の 動 

き を 定め ます 。 「 

@ ノー メキ ヤラ フク タイ の 動作 番号 は 、 テ 以後 で 定義 し た アニ メ 
キヤ ラク の 固有 の 動き に 対し て つけ られ る 番号 で す 。 

@ ソー メキ ヤラ クタ の 種類 は 次 の アニ メキ ヤラ クタ が 割り 当 
て られ て いま す 。( 裏 表紙 の キヤ ラク ダテ ー ブ ル A を ご 覧 く 
だ さい しい ) 


の ② : マリ オ ムッ が 4 
まそ に の Pe 10 : 爆発 
よー 2 4 ーー 
2 人 トッ 

ン と 2 トル ar 
ら ン アイ アー ボール | 材 : サイ に ええ デ ッ リ ルー 
6: 隼 この か 
に 0 

が テキ ラニ 

万 向 8 亡 向 1 万 向 2 


2 動作 の 方向 は 、 時 計 回 り で 8 
、 方 向 に 対 玉 し て いま す 。 


万 向 7 記 向 9 
② を 指定 する と 停止 し て いる 


万 向 0 
折 。 キャ ヤラ クタ に な り ま す 。 


万 向 6 万 向 5 万 向 4 


@ 動く 速 ぐ は 、 指 定 の 動 が お す 速 さ (C) の 2 の 倍 の フレ ー ム 毎 ( 約 
1 730 秒 ) に の ド ツ ト ず つ (な な め の 方 向 の 場合 は 、X、Y 
それ ぞ れ ドッツ ト ) 動き 、 速 さ ( ド ッ ト / 秒 ) ニ の ドッ ト / 
( じ X1 7/30 秒 ) 三 00/C(1 ドッ ト / 秒 ) で 表わさ れ ま す 。 
例え ば 、1 を 指定 する と 、 速 さ は 1 秒 で 60 ド ッ ト 動 き 、 
255 の 場合 、 速 ぐ は 255 秒 で 60 ド ツ ト 動 きま す 。 

@ 王 秘 動 量 は 、 ア ソニ メキ ヤラ クタ を 動 ガ す 9 距離 を 指定 し ます 。 
指定 し た の 倍 の ドッ ト 数 だ け 、 ア ニ メ キ ヤラ クタ は 移動 し 
ます 。 主 移動 ド ツ ト 数 三 の メ D( ド ツ ト ) (な な め 方 向 の 場 
合 は 、 メ 、Y と も メ D ド ツ ト ) よ な り ます 。 

@ 表示 優先 度 は 、 ア ニ メ キ ヤラ クダ を バック グラ ウン ド 面 の 
前 の スプ ライ ト 面 に 表示 する ガ ( の O ) 、 バッ ツク ブ ラウ ンド 
面 の 後 の ス プラ イト 面 に 表示 する が ( 1 ) を 指定 し ます 。 

@ 配 巴 章 写 は 表示 する 配色 を CGSE T で 指定 し た だ た パレット 
コー ド の 中 の 配色 番号 (の 3) で 指定 し ます 。 


に 


に 4 


嘘 | 計 
08 
| 叶 


( 天 


路 対 
史 
NN 記 


in 


Gm 


アニ メキ ヤラ クタ の 動き を 開始 させ ます 。 

MOVE ne[ , ni , nz , ns , n4 。 ns , ne, nz | 
ne-nZ…DEF MOVE で 定義 し だ 動作 番号 の - フ 

M . 

あら が ガ じ め DEF MOVE 病 令 で 定義 GS れ だ アニ メキ ヤラ 

クタ の 動き を 開始 させ ます 。 (ご PR 1|「 ヒ 上 ON で スプ ラ 

イト を 表示 する よう に し て お いて くだ さい ) 

アニ メキ ヤラ クタ の 動き を 同時 に ら 個 まで 開始 させ る ここ と が 

で きま す 。 

MOVE ヒ 文 ガ 実行 され る と 、D ヒ F_ MOVE 命令 で 指定 さ 

れ だ 動き が 売 ば する まで 、. BAS ぢ SC の コン ト 曰 一 北 こ と は 非 

同期 に アニ メキ ヤラ クタ は 動き ます 。 つ まり 、 プ ログ ラム が 

終了 じ て し いる 場合 で も こと 多 ジ 炊 キマ プラダ ザ ツ は 、D ヒ F 

MOV ヒ 文 で 定義 られ だ 秘 動 量 、 万 向 指定 、 速 度 に 遍 じ 、 動 

き が 売 了 する まで 動き ます 。 

スプ ライ ト 面 上 へ の 表示 は 、 同 じ 水 平 万 向上 に は 4 個 ま で 表 

直さ れ ま す 。 


MOV ヒ 文 で 動き を 開始 させ だ アニ メキ ヤラ クタ の 動き を 

停止 さ な せ ます 。 

CUT noe [| ,ni , nz , ns ,n4 > hs ,ne ,hz 」 
nonz…D ヒ F MOVE で 定義 し た 動作 秋 号 の -/ 


CU . 

MOV ヒ 文 で 動き を 開始 させ だ アニメ キ ヤラ クタ の 中 ガ が ら 仕 
意 の 動作 番号 の 動き を 停止 し ます 。 同時 に ど 個 まで 指定 で き 
ます 。 

〇 CUT し だ た 後 、 再 展 同 じ 動 作 番号 の アニ メキ ヤ フ ラノ タ を 
MOVE で 動き を 再開 させ だ 場合 は 、 あ ら が じ め D ヒ F 
MOVE で 定義 8 きれ て い だ 和 條 移動 量 (D) の 怒 り の 秘 動 宇 を 
完了 する まで 、 止 まつ て いな 位 置 が ら 動 き 始 め ま す 。 


MOVE 文 で 動き を 開始 させ た アニ メキ ャ ヤラ クタ の 動き を 停 
止 さ せ せ 、 ス プラ イト 面 上 が ら 消 し ます 。 

ERA ne [| , ni 。 ne。 Sd ss , he , nz | 
ne-TZ…D ヒ F MOVE で 定義 し た 動作 番号 の -/ 
選 持 、 

MOVE 文 で 動き を 開始 きせ た アニ メキ ヤラ クダ や CU 本文 
で 停止 し て いる (まだ は 動き が 完了 し た) アニ メキ ヤラ クイ の 
中 ガ ら 仕 意 の も の の 表示 を 消し ます 。 同時 に 8 個 ま で 指定 で 
きま す 。 

ERA し ただ 後 、 再 厩 同 じ 動 作 番号 の アニ メキ ヤラ クタ を 
MOVE で 動き を 再開 させ だ 場合 は 、 あ ら が じ め D ヒ ト F 
MOVE で 定義 8 され て いた だ 全 秘 動 量 () の 残り の 秘 動 量 を 寺 
了 す る まで 、 消 え だ 位 置か ら 現 われ て 動き 始め ます 。 


プロ グラ ム 


CUT 9@。1。2 
0K 


ト 1 
19 CUT 9。1。 ど 3 45 る, 7 


トド 2 まだ っ 

ERQ 9。1。 ど 

0K 

胡 

19 ER 和 Q 9d。 1 。 ど 」 づ 3, 4 5。 る ア 


時 よ す 人 N 
作 き | MOVE 文 で 動き を 開始 させ る 前 に 、 動 き 始 め の 初期 座標 を 


文 


省 賠 形 


た けら 


法 


明 


ラ え ます 。( ス プラ イト 面 の 座標 ) 

トト の NN ああ ャ キ 
n…DEF MOVE で 定義 し だ 動作 番号 の -/ 
X… 水 平 万 向 の 座標 の -255 
Y… 垂 自 万 向 の 座標 の -255 


(だ だ し スプ ライ ト 面 上 有効 な 範囲 は X: の 240.。 Y:5ー220) 
(※ テ レビ 受像 機 に よ つ て 画面 の 有効 表示 範囲 は 容 な り ま す 。 


だ けら 。 

MOVE 文 で アニ メキ ヤラ クタ の 動き を 開始 させ る 前 に 、 ご 
の 命令 で 動作 を 開始 する 初期 座標 を 写 え ます 。X、Y の 値 は 、 
アニ メキ ヤラ クタ の を 上 端 が 位置 する スプ ライ ト 面 上 の 座標 
で す 。 

指定 し な い 場 合 、 デ フ オ ルト 値 … メ デニ 120、Y=120 の 値 で 
動き を 開始 し ます 。 

プロ グラ ム 中 で 同じ 動作 番号 の アニ メキ ヤラ ノダ を MOV ヒ 
で 、 ぐ り 返 し 動き を 開始 させ だ 場合 は 、D ヒ 上 F_ MOVE で 
定義 され 動き を 完了 し た 位置 を 、 次 の 動き の 初期 座標 こし て 
動き を 開始 し ます 。 

RUN ま だ は 再度 POS | 1T 1ON 命 令 で 動き の 初期 座標 を 
指定 し 直す が ガ 、D ヒ EF_ MOVE で 動き を 再 定義 9 する まで 同 
じ 動 作 番号 の アニ メキ ヤラ クタ は 、 前 に 動き を 完了 し た 座標 
位置 を 保持 し て いま す 。 


DEF MOVE で 定義 され だ 動作 番号 の 
位置 の 、 水 平方 向 の 座標 値 を 求め ます 。 
失 PER 人 -) 

n…D ヒ ヒビ F _ MOVE で 定義 8 れ た アニ メキ ヤラ クタ の 動 

作 番号 の - ノ 

ke 
X PO 関数 が 実行 され だ と き 、n で 指定 され だ 動作 番号 の 
アニ メキ ャ ヤラ クタ 水平 方 向 の 座標 値 を 求め ます 。 「 
動作 を 順次 移行 する 場合 に は 、POS | T 1ON 文 と 組み 合 
わせ て 使用 し ます 。 


働 き | DEF MOVE で 定義 こさ れ だ 動作 番号 の アニ メキ ヤラ クタ 


文 


法 


位置 の 、 垂 直 万 向 の 座標 値 を 求め ます 。 
YS きれ) 
n…DEF MOVE で 定義 され だ アニ メキ ヤラ フ ブ タ の 動 
作 書 号 の ー/ 
な 
YPOS 関 数 が 実行 きれ だ と き 、 n で 指定 され だ 動作 番号 の 
アニ メキ ヤラ クタ の 垂直 万 向 の 座標 値 を 求め ます 。 
動作 を 順次 移行 する 場合 に は 、POS1T 1ON 文 と 組み 合 
わせ て 使用 し ます 。 


プロ ゲラ ん 


KEF ポ PUSITION ※ 

CLSiSPRITE ON 

DEF ト MIUE(9) =SPR ITE て (1 1。3。 2。1 9。1, 2) 
X=RND (825 る ) 』i Y=RND (249) 


PR INT"X,。Y=" ョ 5 "9。 "5Y 
PO0SITION 9,X。Y 

MOUE 9 

PAUSE 89 

GOTO 29 


行 番号 30… ニ タニ タ を 右 方 向 へ 20 ド ッ ト 動 か す 様 定義 し ます 。 
行 番号 40…X, Y を 乱数 で 発生 し ます 。 

行 番号 50…X, Y の 値 を 表示 し ます 。 

行 番号 00… ニ タニ タ の 動き を 開始 させ る 位置 を 指定 し ます 。 
行 番号 /0… ニ タニ タ の 動き を 開始 させ ます 。 


プレ レア で の 


19 
どり 9 
う 39 
49 
Sg 
ら 69 
9 
89 
ァ 9 


RE ト 1 水 XPUS  YPQS ※ 

CLSiSPRITE ON 

DEF FUUE (2) =SPR ITE (BB。 ご ど 』 ご 。1 9。 ロロ 。 ロ ) 
MOUE 8 

LUCRTE 8, ど 9iPRINT" 5 

LUCATE 8。 ど 1iPRINT" 9 

LUC 全 TE ロロ 。295iFRINT TXKPHS て BB) = リョ XPHS (て) 
LUCTE 9。21iPRINT"YPHS (CB) =" ョ YTP ロ GS (中 : 
PUSE 5S6@ 


199 GUTOU 49 


行 番号 30… ツマ リオ を X, Y そ れ ぞ れ に 20 ド ツ ト ず つ な な め 右 上 へ 動 ガ ず 様 、 定 義 し ます 。 
行 番号 0 一 60… マ リオ の XPOS, YPOS の 値 を 表示 し ます 。 


2 


rw 人 ピ 〇 ら 参 


MOVE(n) 
MOV ヒ 文 で 動き を 開始 させ だ 動作 番号 の アニ メキ ヤラ クタ 
が 、D ヒ F MOVE で 定義 し だ 動き を 完了 し た が ご つが を 
この 関数 に 値 で えま す 。 
2 。 法 | 人情 DOVE て 0 2 
n…D ヒ F _ MOVE で 定義 し た アニ メキ ヤラ クタ の 動作 
番号 の ー/ 
省略 形 | M.(n) 
明 | MOVE 文 で 動き を 開始 させ た アニメ キヤ ラク の 動き に 対 
万 し て 、 ご の 関数 に 号 え られ る 値 が 異な り ま す 。 
MOVE ( n ) 関数 は 、 指 定 レ だ 動作 番号 の アニ メキ ヤラ フ 。 32 SpbrTE oN CpSET 1.e 
タタ が ガ 、D ヒ F _ MOVE で 定義 され た 動き が ガ 完 了 し て いれ ば 39 DEF MOUE( ロ > =SPR TITE CB,。 コ 」1。」1 王 申 。。 ヨ ) 


の 、 動 き を 行 な つ て いる 場合 は ー 1 の 値 で 与え られ ます 。 46 MOVE 6 
品 9 IF MOHUMUEKB)=-1 THEN PR INT" ト HGAME て 回 ) = 
"shFHIOUE (5 IGT ロロ 5g 
る gg PRINT" ト IOUE CB) = リョ トロ UE BB う 
ァ g EhD 


行 番号 30… マ リオ を 右 方 向 へ 300 ド ッ ト 動 ガ お す よ つう 定義 し ます 。 

行 番号 50…MOVE (の ) の 値 を 判別 し 、 マ リオ が 動き を 完了 し た が どう が を 判断 
し て いま す 。 

行 番号 60… マ リオ が 動き を 完了 し た と き MOVE (の ⑦) = ニ の と 表示 し ます 。 


将 殊 ステ ー ト メン ト 


だ YY 
ファ ン フ ショ ン キ ー に 対し て 文字 列 を 定義 し ます 。 
文法 | KEY ファ ン フ ショ ン キ ー 番 号 , 文字 列 
ファ ンク ショ ン キ ー 番 号 … 1 8 (ファ ン フ ショ ン キ ー 
左端 か ら 1、2、3、4、5、6、7、8 と 
対応 し て いま す ) 
文字 万 次 2 最大 15 文 字 ま で 定義 する こと 
が で き 、15 文 字 を 越え る と は 
み 出 し た 右側 の 文字 が 無視 さ 
れ ま す 。 


省略 形 | K. 

[ 説 明 | ファ ン フ ショ ン 番 号 で 指定 し た キー に 文字 列 を 対 店 させ ます 。 
ご の ステ ー ト メン ト に よ つ て 文字 列 を 定義 する と 、 そ れ 以 降 、 
その キー を 押す と 定義 し た 文字 列 を キー ボー ドガ ら 打 ち 込 お 
の と 同じ に な り ま す 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー は 、GAME 
BAS | C モ ー ド 画面 お ら 、BAS | O 面 を 選ん だ 時 に は 炊 
の よう に 定義 され て いま す 。 


に に だ に OM で WM) CM ) は RETURM の こと で す 。 
直り No ( M ) を 定義 9 る だ め に は 
に 2 (5 0 も 文字 列 の 後ろ に CHR$ 
F.C じ HRS( 條 競 者 六 軸 し て だ さま 
Pe 2 上 が 


に CCA に MM ) 
陸生 
F ど ご. RUNCM) 


rs KEY し 1S「 参 央 


る に 2 

個 ' き | ファ ンク ショ ン キ ー の 定義 状態 を 画面 に 表示 し ます 。 

較 に 上げ 

省略 形 | K.L. 

説 明 | この ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、 画 面 に ファン フシ ョ ン キ 
ー 番 号 と 文字 列 の 一 覧 表 を 表示 し ます 。 
rj K ビ Y 参 眼 

PAUSE 


働 ' き | プロ ブラ ム の 実行 を 一 時 休止 し ます 。 
PAUSE [ n ] 
n…O-32767 
| 省 較 形 | PA . 
| 説 “ 明 ] この ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、 設 定 単位 時 間 分 プロ プラ 
ム の 実行 を 休止 し た の ち 炊 に 進み ます 。 
n を 省略 する こ 、 何 が の キー 入力 びあ る まで プロ グラム の 実 
行 を 休止 し て いま す 。 キ ー 入 力 び ある と 次 の プロ ブラ ム へ 進 
み ま す 。 


両 7 ご へ いび 


は AV 7 


KEYL IST … フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 を 表示 する 。 


ドミ 


LOAD KM〉  …(M) は RETuRM の こと 
PR INT 

GOT0 

CHR 生 〈 

SPR ITE 

じ CONT 〈HN〉 

LIST(N〉 

RUN < ト 〉 


KEY1。"S 全 ME "+ ビ HR 名 て 13)…F 和 1 に SAVEIRETURN を 


0KR 


定義 する 。CHRS$ (3) は 


KEYS。 "DEF MOUE〈" … 臣 選 に DEF MOVE( を 


0KR 


定義 する 


KEYL IST 


F 1 
F2 
F3 
F4 
F5 
F る 
F ィ 
Fg 
OK 
壮 


ご SQUE (M〉 

PR INT 

GUT0 …F 1 と IE に 定義 8 され て いる 
CHR 生 〈 

DEF MOUE < 

CONT XN 

LIST (NM> 

RUN 〈M) 


の の 


RE ト NM 水 PaUSE ※ 
FOUR !I=9 TO 19 
BEEP IPRAUSE 19@ 
NEXT 


PUSE … 何 ガキ ー 入 力 が びあ る まで ここ で プロ ブラ ム の 


FOUR I=9 TH 19 進行 を 休止 し て いる 。 
PLRY"TC" siPRUSE 2 
NE デメ T 


EM 


BAS | C 実 行 モ ー ド ガ ら GAME BAS 1C モ ー ド 画面 
べ 戻 し ます 。 

SYSTEM 

ご 議 
BAS |C の 面 で 、SYSTEIM コ マン ド を 入力 する と 、 
GAME BAS | C モ ー ド 画面 に か わり ます 。 プロ ブラ ム 上 


で は 使用 し な いで ぐだ さい 。 プ ログ ラム は 保護 さこ され だ まま で す 。 


1 ーー ゼ ビ AS 1C じ を 選択 し て BA | C の 面 に 再度 入 つ だ 時 、 
続け て 選 A ご | び が で きま す 。 


BG _ GRAPH 1 C 面 を バッ フク プ ラウ ンド 和 面 へ コピ ー ( 複 
此 ) し ます 。 

VI1EW 

二 い 、 

BAS 1C を 実行 中 、V | E ヒ W コ マン ド を 入力 する と 、BG 
GRAPH | C 面 に 描い だ 絵 が バッ フク プラウ ンド 和 面 へ コピ ー 
(複製 ) され ます 。 バッ ク ブ ラウ ンド 面 に コピ ビー さ れ だ ビ G 
GRAPH | C は BAS 1 C で 書き が え が ガ で きま す が 、 B 
G GRAPH | C 面 に は その 繧 が 残 つ て いま す 。 

BG GRAPH | C 面 に 描い だ 繧 を その まま の 色 で 、 バ ツ 
ク グ ラウ ンド 和 面 に コピ ー 凌 示 問 や だ め 居 は 、 バ パッ クダ ラウ ン シ 
ド 面 の パレ ツ ト コ ー ド は 1 _(CGSE 1 , 4) を 使用 し 
4 に き で 1 


レレ た 、 
ら SYSTEMN … ダイ レク ト 命 令 
の を ンー 
MIEM … ダ イレ クト 命令 
(カー ソル は ホー ム 位 置 へ 戻る ) 
19 UIEM … プ ログ ラム 中 


| サウ ンド 制御 ステ ー ト メン ト | 


BE ヒロ 
働 ・ き | 「 ピ ー」 と いう 音 を 出し ます 。 
ココ 
| 省略 形 | B. を 
rwP じ 入り S ヒ E、| ヒー 日 EN を ご 覧 < だ さい >。 
PLAY 


首 楽 を 演奏 し ます 。 
PLAY スト リン グ デ ー タ 
スト リン ブ デ ー タ … 以 下 で 説明 する 文字 列 変数 を スト リン 
ブ デ ー タ と いい ます 
省略 形 | PL . 
説 明 | スト リン ブ デ ー タ で 指定 され だ 音 に 従 つ て 演奏 し ます 。 ス ト | クラム, 
リン プ デ ー タ は 、 音 程 、 オ フタ ー プ 、 音 の 長 さ 、 音 量 、 和 音 、 ご ロ ND 参 照 
エン ベロ ー プ 、 デ ユー ティ を 指定 する も の で 、 以下 に 説明 す 


る 文字 を 並べ た も の で す 。 MNO 
チ セ ヤン ネル セパ レー タダ (コロ ン ) を 使 つ て 3 重 音 まで 演奏 で PLRY"T4Y2H16 り 1S503CSRSDSR5E5" 
DK 
ご ば 9。 8 USE PLRAY "2Y9M1 いり ヶ ロ 1C3R5DSR 1E4" 
⑳⑨ テ チン ポー 3ー ま 8 で チン ルポ 条 下す 。 DK 
T 1( は や しい) † (お そい ) PLAY"C ミ EE き は " … 二 店 (G 音 同時 出力 ) は コロ ン で 区 切る 
② デ ユー ティ 効果 (音色 )…YO 〇 ーY3 で 音色 を 指定 し ます 。 ご 、 、 中 則 低 


0 PLAY "05C5 i ロ 4E5: ロ 1G5" 
Y の :12.5 め @ デ ユー ティ 効果 は エン ベロ ー プ CM の まだ 0K っ ae 


Y1 :25.0% は M41) 指 定 を 実行 し た 後 有 効 こ と なり ます 。 角 

Y ど ・50.0 る 6 wM の まだ は M 1 を 指定 後 、 音 色 CY の YY 

Y づ : 5.0% 3) を 指定 じ て く 走 きり)。 一 請 指 定 す る と T , Y, M, V, 〇 は ずつ と 値 を 維持 し ま 
③ エ ン ベ ロ ー プ …MO、M 1 で エン ベロ ー プ を が ける ガ 耕 か 9。 

を 指定 し ます 。 エン ベロ ー プ が が が る と 、 奈 いん の ある 昔 、 T( テ ン ポ )、Y( デ ュー ティ 効果 )、MC エ ン ベ ロ ー プ )、 


ご 昔 同時 出力 の 場合 、 各 チャ ン ネ ル ご と に 名 パラ メー タ を 指定 する 。 


切れ だ 音 、 は ね だ 音 に な り ま す 。 V( エ ン ベ ロ ー プ の 長 さ まだ は 音量 )、 〇 (オフ ター ブ ) 
@M の (エン ベロ ー プ を が ガ がけ な い ) の と き 、 V n で の -ーV15 
で 音量 を 指定 し ます 。 
小 = 夫 - 
ウェ ーー 一 音量 一 一 * ヶ 45 T T 
MOV15 持 時 PLY"T4Y2H19 り 1503CSRSD5SR5E5 


旨 時 19 こ な る テン ポ ボ デ ユ ー テ ィ エン ベロ ー プ オク フタ ー ブ 音程 長 さ 休 符 長 さ 
@M1( エ ン ベ ロ ー プ を が ける) の と き 、V n は VO-V15 
で エン ベロ ー プ の 長 さ を 指定 し ます 。 


g い 長い 
っ 本 エー ベロ ー フ 有り う 


M1 V3 
トー エーーーー ニ ーー エンベロープ 3 と な る 。 音量 は V15 
の 音量 と な り ま す 。 
③④ オク ター プ …O 〇 の -ー 〇 5 ら で オ クタ ー ブ を 指定 しま す 。 
〇 の (低音 ) 〇 らら (高音 
⑤ 音 程 … 音 程 は 下記 の よう に COー の 文字 を 使 つ て 表 さ れ ま 
す 。 
音 欄 | 指定 万 法 
2 に 
ド #( レ し # 
ツ 選 
レキ ( ミ 5) | #D 
ミ 加 
の タン に 
ファ #( ソ b) | #F 
の @ 
ソ #( ラ 5) # 〇 
ap の A 
ラ #( シ り ) # 人 
スク ロ 


ES Ce 


⑥ 休 待 …R の -R9 で 、 休 み の 長 さ を 指定 し ます 。 
② 長 さ … 音 程 及 び 休 待 、 記 写 の 後に の り -9 の 整数 を つけ て 、 
音 や 休 待 の 長 さ を 指定 し ます 。 


対応 する 整数 


(32 分 音符 ょ 

(46 分 音符 #  ) 
( 付 点 16 分 音符 』 ) 
MC 1 ) 


) 

』( 付 県 4 分 曽 人 符 ょ ) 
と (の 分 音符 ) 
3 ( 付 点 分 音符 』) 
4 ( 竿 音符 ・ ) 


注 ) 音 の 長 さ は 2 分 音符 (整数 らち ) を 1 と し た と き の 相 
対 的 な 値 で す 。 (C5R 1 の よう に 書き ます ) 
整数 の 指定 びな い 場 合 は 前 に 書か れ だ 音 と 同じ 長 さ 
に な り ま す 。 

@ 重 音 …… 重 音 や づ 重 音 を 演奏 する に は 、 チャ ン ネ ル セ パ 

レー タ : (コロ ン ) を は さ み ま す 。 

~ チャ ヤン ネル A : チャ ヤン ネル B : チャ ン ネ ル C“ 

各 チ ヤン ネル ご と に 、 音 程 、 音 の 長き 、 テ ン ポ 、 エ ン ベ ロ 

ー プ 、 デ ユー ティ を 指定 する 秘 要 が あり ます 。 

だ だ し チャ ヤン ネル C は エン ベロ ー プ 、 デ ュー ティ は 変わ り 

ませ ん 。 

デフ オル ト 値 …T4、M の 、V15、O3、 音 の 長 さ 及び 休 
符 の 長 さ 5。 
1 度 指定 する と 、 再 度 指定 する まで 名 パ ラ 
メー タ の 値 は 継続 し ます 。 


O 〇 O⑦ て へ NO の QR ド QON い OO つぐ @ 


ツ 
y 
し 
7 
7・ 
< 
<. 
- 較 
の 


数 式 の 絶対 値 を 写 え ます 。 
ABS(x) 
X … 絶 対 休 を 求め る 数 式 (整数 一 32768-> 十 32767) 
AB . 
数 式 x の 絶対 値 | x | ガザ 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 


数 式 の 符号 を えま す 。 
SGN( x ) 
X … 数 式 (整数 一 32768 一 十 32/6/) 
SG . 
数 式 x に よ つ て 、 次 の 値 が ザ こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
の の さ 博 ] 
XX の だ どき 、@ 
2 2 


5| 数 未満 の 乱数 (整数 ) を 発生 し ます 。 


RND ( x) 
X … 数 式 (整数 ) 1--32767/ 
RN . 


発生 し た 整数 の 乱数 が 、 こ の 関数 の 値 に な お り ま す 。 ご この 乱数 
は 、「5| 数 () 一 1 」 の 乱数 に な つて いま す 。 
RND ぐ は 常に の で す 。 


ング も Ko 


PR INT BS (41) 

4 1 

0K 

PRINT BS(-415 
4 1 

ロ ド K 

PR INT 人 BS て 19-34 ぅ 
どら 4 

0K 

工 


ae や 


PRINT SGNK41) 


1 3 正 で ある 。 


DK 
PRINT SGNK9〉 


| お eiere の ⑦ で ある 。 


0K 
PRINT SGNK-41) 


ーー 1 PP 負 で ある 。 


UK 


と 


RIND に よる 乱数 で 音楽 を 演奏 し て み ま し よう 。 


19 RE ト ※ KRND ※ 
26 PLAY"NM1MST2 ロ 1" 

3 各 委 ="CDEFGRBR " 

48 N=RND 8B) 

コロ 9 日 季 =MID 生 で 合 まあ, N+ 1。 1 ) 
る PRINT 日 も 』 

8 PLY 日 和 

Bg SnT ロ 4g 


A の 文 守 列 ガ ら 1 文字 
取り だ し て BB や と する 。 

取り だ す 9 文字 は 行 番号 40 
で 発生 し だ ご 未満 (の 一 
/) の 乱数 値 を 使用 し て 
いま す 。 

取り 出し た 文字 を 表示 

し な が ら 取 り 出 し な 文 

字 の 音 を 出し ます 。 


文字 関数 


ASC 


説明 


文 ぼ コー ド を 数 値 に 変換 し ます 。 ( 飼 CHR$) 


ASC( 文 守 列 ) 
文字 列 … 数 値 に 変換 する 文字 が を 端 に ある 文 守 列 
( 箕 端 の 文字 の み が 人 変換 され ます ) 
AS . 


文字 列 の 最初 の 1 文字 の キヤ ラク タコ ー ド が 、 ご この 関数 の 値 
に な り ま す 。 キ ヤラ フラグ タコ ー ド の 値 は の -255 の 整数 値 で す 。 
文字 列 は 式 や 変数 で ガ ま いま せん 。 ま た 、 文 字 列 ガサ ヌル スト 
リン プ の と き に 、 ご この 関数 の 値 は の に な り ま す 。 


数 値 を キヤ ラク タコ ー ド と みな し て 、 対 記す る 文字 に 変換 し 
ます 。 (ASO) 
CHRS$S(x ) 

Xi… 文字 に 変換 する 数 式 

合 の ー255 

NH . 
数 値 を キヤ ラフ クタ コー ド と する 文字 が ガ 写 えら れ ま す 。 数 値 1 
つ に つき 1 文字 が 得 ら れ ま す 。 プ リン ト 表 示さ れる 文字 、 記 
号 は X の 値 ガ 32 ガ ら 255 で す 。 


数 字 の 文字 列 を 数 値 に 変換 し ます 。 

VAL (文字 列 ) 
文字 列 … 数 字 の 文字 列 一 32768 一 十 32767/ 

OS は / た だ た 

VA . 

文字 列 の 中 の 文字 と し て の 数 字 を 数 値 に 変換 し ます 。 も し 文 

字 列 の 最初 の 文字 が 、 十 、 一 、& ま だ は 数 字 で な いこ と き に は 、 

この 関数 の 値 は り に な り ま す 。 ま だ 、 文 守 列 の 中 に 数 字 以 外 

の 文字 (6 進数 の 場合 は ヘーF を 際 ぐ ) が 現れ だ ら 、 そ れ 以 

降 の 文字 は 無視 し ます 。 


数 式 の 値 を 文字 の 数 字 に 変換 し ます 。 

STRS(x) 

Pt 。 

数 式 お よび 数 値 を 表す 文字 列 ガ 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
正 の 数 の 場合 は 先頭 に スペ ー ス が 1 文字 は いり ます 。 


| 2 2 | 
たく 


19 RE ト N ※ ポ SC 


ら 9 INPUT" モ シト NT 和室 rttt 先頭 1 文字 の み の 
さ 向 =QSC (合名 変換 。 

49 PRINT 和合 各 』" ノノ キャ ラク タコ ー ト ~ NN" is 和合 
RUN 

本 HH を 入力 する と 
H ノ キャ タラ クタ コー ト “~ hn 7 

ロ K 


A ご コー ド 対 只 表 は 102-105 ペ パー ジ の キャ ラク 
タダ コー ド 表 を ご 覧 だ さい 、。 


ZAPA 
19 RE トド ※ CHR ま 
ど ご 9 INPUT "キャ ラク タコ ー ト “nh (ロー255) "1 内 


ご り 向 和 ま = じ HR 計 (の ) 


49 PRINT 内 5) ニ タイ スル モジ で ロー リョ 合 事 
RUN 

を ャ タン コート いて 0 っ の 9 の か で @ 科 ei 65 を 入れ る と 
らら 。 二 ダイ ズル モ シ “nh 

ロ K 

製 


アレ レイ の 

1g REF ト 1 水 い UL ※ 

2 INPLUT" 1 る シン スウ ラ ニュ ウリ ョ クシ テク タ ト サイ " ョ 馬 字 
3 いり い = し MOL ("8&H" + 馬 各 ) 


4g PRINT 操 各 。 "HPT 5 ロロ ま 5 "ミリ ョ リ 

RUN 

ウル フス リウ 等 ニュ フリ 0 ゲッ チン クト 革 479 敵 2 5 AD を 入力 する と 
DD &HRD= 173 

ロ K 

重 


に 3 つん た 、 
19 REN ド N 水 STR ま ま ※※ 
ご INPUT "スウ チ 人 Q nm"s 如 


ご 各 生ま =STR 生 (失う 0 A の 数 値 を 文字 の 数 値 に 変換 
49 INPUT" ス ウチ B n"sB 

に 1 -) し 」ーE、1 生 ( - 0 還 ELo B の 数 値 を 文字 の 数 値 に 変換 
る 9 PRINT 3B5 人 1B 0 0 数 値 と し て の 表示 


アプ PRINT の 事 』 日 本谷 生 + 日 生 …… 数 字 の 文字 と し て の 表示 


HEX$ 
働 き | 数 式 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 
HEX$(x ) 

x… 数 式 一 32768- 十 32767 


省略 形 | H. 0 
| 説 明 | 数 式 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 し た も の が 、 ご の 関数 の 値 に な | クラ /、| 
の 10 進 数 の 20 を 10 進 数 に 直 ど 換算 表 を 表示 し ます 。 
1 RENM 水 HEX ま 計 
どり 9 FOR 1=g9 TO 28 
づり PRINT "SH" HEX も (1) 3 "="si1 
49 り NE※XT 
に 絶 だ 中 
| 働き | 文字 列 の 左側 か ら 、 指 定 し だ 数 だ け 文字 を 取り 出し ます 。 
( RIGHT お ) 
LEFT$( 文 字 列 , n ) 
文字 列 …… 最 大 文字 数 31 文 字 
n… 文 字 列 か ら 取り 出す 文字 数 の 255 
| 省略 形 | LEF . 
| 説 明 | 文字 列 の 左側 ガ ら 取り 出さ れ だ n 個 の 文字 列 が 、 こ の 関数 の の 20 


個 に さり ます 。n の 値 が 文字 2 の 文学 数 より 大 きい と き に は 、 1 則 M 近 委 唱 9 
すべ て の 文字 が 、n 三 の の と き に は 、 ヌ ルス トリ ング が それ っ ロロ 内 も = リ コッ ニチ テロ い " 
ぞ れ 関数 の 値 に な り ま す 。 3 FOR 1=1 TO 5 
49 PRINT LEFTT 事 (谷本 。 1 ) 
っ 9 NEXT 
RUN 
コ 
が 。 


RIGHT$ 
文字 列 の 右側 ガ ら 、 指 定 し だ 数 だ け 文 字 を 取り 出し ます 。 
( 念 LEFT お ) 
RIGHT や (文字 列 , n ) 
文字 列 …… 最 大 文字 数 31 文 字 
n … 文 字数 の 〇 ー255 
RI . 5 
| 説 ~ 明 | 文字 列 の 右側 ガ ら 取り 出さ れ だ n 個 の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 陸 2 る 0 
値 に な り ま す 。 n の 値 が 文字 列 の 文字 数 より 大 きい と き に は 、 19 REM RIGHT$ ※ 
すべ て の 文字 ガザ 、n = の の と き に は 、 又 ルス トリ ンプ が ガ が それ 29 も = リコ ン ニ テロ い “" 
ぞ れ 関数 の 値 に な り ま す 。 39 FOR 1=1 TO 8 
49 PRINT RIGHT も て (人 Q 季 。1 ) 
9 NEXT 
RUN 
削 
チ い 
ニチ いい 
ン フ ニ チ テリ 
コン ニチ い 
0K 
: 基 


き | 文字 列 の 中 が ら 、 指 定 し だ 数 だ け 一 連 の 文字 を 取り 出し ます 。 
( ぅ LEFT お 、RI1GHT や ) 
文法 | MID$ や (文字 列 , 開始 位置 ,n ) 
文字 列 … 最 大 文字 数 31 文 字 
開始 位置 … 文 字 列 の 最初 の 文字 の 位置 を 1 こし だ 取り 出し 


を 開始 する 文字 の 位置 
12 開始 位置 で 指定 し た 文字 か ら 取 り 出 け 文字 の 数 
の -255 
省略 形 | MI . 


説明 | 文字 列 の 中 の 開始 位置 びら 取 り 出 され だ 個 の 文字 列 が 、 ご 
の 関数 の 値 に な り ま す 。 開始 位置 が 文字 列 の 数 より 大 きい と 
き に は 、 ヌ メル スト リン グ が ガ が 関数 の 値 に な り ま す 。 


LEN 

働 き | 文字 列 の 文字 数 を 与え ます 。 

LEN (文字 列 ) 

に 

[説明 | 文字 列 に 含ま れる すべ て の 文字 数 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま 
す 。 文字 の 数 は の -31 で 、 文 字 列 ガサ ヌル スト リン グ の と き は 
の に な り ま す 。 な お 、 空 白 や コン トロ ー ル コー ド な どの 画面 
表示 され な い 文 字 も 1 文字 と し て 数 えま す 。 

特殊 関数 

に に KK 

指定 し た メモ リア ドレ スガ ら デ ー タ を 取り 出し ます 。 


( 全 POKE) 
PEEK (アド レス ) 
アド レス … メ モリ 内 の アド レス 
104 ペ ー ジ の メモ リマ ッ プ を ご 覧 くだ さい 。 
省 略 形 | PE . 
説 明 | メモ リ 内 の 指定 し た アド レス ガ ら 取り 出し だ 1 バイ ト の デー 
タ が 、 ご の 関数 の 値 に な り ま す 。 


[ 個 き | 画 記 の カー ソル の 水平 位置 を 与え る 。 
POS (数 式 ) 
数 式 … ゲ ミー の 値 の 
あり ませ ん 。 
説明 | 画面 上 の 現在 の カー ソル の 水平 位置 の 値 が 、 こ の 関数 の 値 に 
な り ま す 。 値 の 範囲 は 、 の 27 で す 。 


も が 

19 RENM 水 MID ま も ※ 
どり 台 生 =" オロ ヨウ " 

う 39 FOUR IT=1 TO 4 


49 PRINT NMID 和 て ( 合 生 。 エ 。1) 
つ 9 NEXT 


プロ ドブ つた っ 

1 ロ RE ト 1 水 LEN ※ 

2 ロ INPUT" モ シ ~ ラニ ュ ウ リョ クシ テク タ ド サイ リョ 』 合 所 
3 し =LEN てく 内 生 ) 

49 PRINT" モ シー レッ ツノ オカ ドサ ロリ" ョ し L3 "デス" 


プ C コ ゲラ ジム 


re" POKKE 参 昭 


フリ ブ ジム 


19 RENM POS ※ 行 番号 30-70 番 で カー ソル を 水平 
2g9 CLS 位置 の か ら 25 ま で 物 動 させ 、 そ の 
3 さ ロ FOUR X=g TO 25 時 の 水平 位置 を 行 番号 50 番 で 順次 
49 LOCATE ※, 9 表示 し ます 。 


Sg@ PRINT POS〈@〉 
る 9 PaAUSE 19 
7g_ NEXT 


T 
[TI 


| 働き | ユー ザー メモ リ の 未 使用 領域 の サイ ズ を 与え ます 。 
に 電 夫 も 畑 放 に 
| 省略 形 | FR. 
き 明 | BAS1|C の プロ ブラ ム で 使っ つっ てい ない ユー ザー メモ リ の バ パ 
イト 数 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
注 ) BAS | 〇 の バー ジョ ン 、 変 数 の 状態 、 プ ログ ラム の 有 
無 、 プ ロブ ラム の 実行 前 後に よ つ て 値 が 違 つ て きま す 。 
トド も っ > 枚 
働 き | コン トロ ー ラ の 中 ボタ ン ガ ら の 入力 値 を 与え ます 。 
間 ireF TL (x 
※… の , 1 (の ⑦ は コン トロ ー ラ 、1 は 回 コン トロ ー ラ 
に 対応 ) 
省略 形 | STI. 


説 明 | コン トロ ー ラ の 史 ボ タン の 値 を 与え ます 。 


対応 する 値 は 8 
2 
| 
何 も 押さ な い 場 合 は 、 の が 与え られ ます 。 


S「RIG 
コン トロ ー ラ の トリ ガー ボタ ン ガ ら の 入力 状態 値 を 与え ます 。 
交流 | STRIG (x) 
X… の , 1 (の は [ 如 コ ント ロー ラ 、 1 は 国 コ ント ロー ラ 
に 対応 ) 
| 省 略 形 | STR 
説明 | コン トロ ー ラ の トリ ガー ボタ ン を 押し た と き の 値 を 与え ます 。 


[コン トロ ー ラ 


際 チ eH ン 
SELECT・START・⑧・@⑯ ボ タン ) 


5 


IL コ ント ロー ラ 


に SV が ペン 
(⑥・@② ボ タン ) 
対 記 する 値 は 画 一 
人 ご で す 。 

何 も 押 さ な い 場合 は 、( の が ガラ え られ ます 。 


ジン ロ グン ウム 
PR INT FRE 
1854 


0K 
午 


の 4 


1 9 


RE ト 1 ポ STICK 

ご =STICK (て 9) 

IF S=9@ THEN_ PRINT "オシ テイ オイ " 
1F Ss1 10EN PRINT まや 

人 な ま 放 も 章 綴 内 PR3 れ は な プー ナリ 
IF S=4 THEN PR INT" シ タリ 

IF S=8 THEN PRINT "ウェ" 
GUTOU 2 


RUN す る と 画面 に 連続 的 に オシ テイ ナイ が 表示 され 
ます が ら 、 員 コン トロ ー ラ の di ボタ ン を 押し 、 入 力 値 
が 正しい が ご う ガ 確 が すめ の て ぐだ さい 。 

止め る と き は 、ISTOPI キ ー を 押し て ぐだ さい 。 


マロ グラ ん) 


19 
どり 
さ 9 
4 9 
つ 9 
ら 9 
9 


RENM 水 STRIG ※ 
T=STRIG(9〉> 

IF T=1 THEN PRTINT "スタ ラート" 
IF T=2 THEN PR INT "セレ クト " 
IF T=4 THEN PRINT"B" 

IF T=8 THEN PRINT"A" 
GUTO 2@ 


コント ロー ラ の トリ ガー ボタ ン を 押し て 人 入力 値 が 正 
し レ い が か どう ガ を 確 サ の め て こく ださい 。 止 め る と き は [STOP| 
キー を 押 トン で で 2 二 あし も 


汰 画 ( う 

の 
ノノ 生き 
中 間 一 


川 史 
0 
| 


| N 
カー ソル の 垂直 位置 を 与え ます 。 


CSRLTN 


引数 は あり ませ ん 
CSR . 


現在 の カー ソル の 垂直 位置 が び 、 こ の 変数 の 値 に な り ま す 。 


値 の 範囲 は りー-23 で す 。 


BG GRAPH | C 画 面 で 表示 され て いる 文字 、 ま だ は 


を 求め る 関数 で す 。 
SCR$ (X, Y, Sw) 
X……・ 水 平方 向 の 表示 カラ ム の ー2/ 
Y…… 垂 直 万 向 の 表示 行 の ー23 
w … 配 色 番 号 を 求め る の or 1 

(の は 省略 する こと が で きま すめ 
1 13 ペ ー ジ の カラ ー チ ヤー ト を ご 覧 くだ さい 。 
GS し 。 


BG GRAPH | C 画 面 上 の カラ ム と 行 を 指定 し 、 そ ご に 
表示 され て いる 文字 、 ま だ は 絵 が 何 び を 知る こと が で きま 9。 
ら Sw を 1 に する と 、 そ の 文字 、 ま だ は 絵 の 配色 番号 (の 一 ) 
が 求め られ ます 。 求め 万 は 、 サン プル プロ ブラ ム を ご 覧 ぐだ 


さい 。 


入出 力 用 文字 関数 
INKEY$ 


. 滑 誠 
| | 


省 較 形 


キー ボー ドガ ら 人 入力 さ れ た だ 1 文字 が 、 ご この 関数 の 値 に な り ま 


キー ボー ば ガ 物 びー 雪 字 を 与え ます 。 
INKEY$ 1 
省略 


INK . 


9。 
(4 ) 引 数 が 省略 され だ 場合 


キー が 押さ れ て いる 時 は 、 その 文字 が 関数 の 値 に な り ま す 。 
押さ れ て いな けれ ば 、 ヌ メル スト リン グ ガ 関数 の 値 に な り ま す 。 


(の )n の の 場合 


カー ソル を ブリ ンク し レ 、 1 文字 の 入力 びあ る まで 待ち ます 。 
※ キ ャ ラク タチ テ チー プル 呈 (19 ペー ジ ) の 中 で み び ルー ブー 


D ブ グループ に つい て は 、 検 出す る こと が で きま せん 。 


ザッ レイン ルン 
19 RE ト NH ※ CSRL IN ※ 
と 9 CLS 
3 づ g ロ 9 FDR I=g@ TO 29 
49 LOCAATE 【 エ 」1 
っ ら 9 PRINT PUS(92 87 。 "3CSRL IN 
S9 PRUSE 29 
_NE※XT 


行 番号 30ー70 番 で 、 カ ー ソ ル を 水平 、 垂 直 と も 1 文字 
1 行 ず つ 物 動 させ 、 そ の 時 の カー ソル の 水平 、 垂 直 位 
置 を 行 番号 50 番 で 順次 表示 し ます 。 


7 の CLS 
29 LOCATE の 9,.7 の 9 
3 の 9 PRJN7T "FLV ー C07PU7E 尺 " 


の 9 LO0CATE 79,.79 

る の 9 PRINT SCR 民 あく の, 7 の > ょ 

ア の 9 朋 ま =SCR ま (7 , 71 の) 

89 PRTNT 内 る 

の 9 C* ゃ =SCR ま て 7, 7 の 9,17 う 

1 の 99 PRINT"COLOR= "SC(C る う 
1 79 E だ め 


SOR$ (X, Y) の X で カラ ム 、Y で 行 を 指定 し 、 
画面 に 入力 され だ FAMILY-COMPUTER" 
の 文字 列 か ら 指 定 し た 位置 の 文字 を 取り 出す プロ ブラ 
ム で す 9。 


に っ いさ 


『 信 上 上 ND、GOTO 文 参照 


スプ ブライト 制御 ステ ー ト メン ト 


ME の だ 笠 よ 征 己 
働 ' き | スプ ライ ト 面 上 に 表示 し た い ス プラ イト (アニ メキ ャ ヤラ クタ ) 


を 定義 し ます 。 
DEF SPRITE n,(A, B, C, D, E ) 文字 式 NE 
文字 式 …C げ R お CN)、 ま だ は 文字 列 \@ ABO*、 ま だ は 文 39 DEF SPRITE 9, て 〈9。1。9。9。9) =CHR て) 
字 変 数 +CHR て 1 ) +CHR ま て 2) +CHR くき) 
ん 2 ] 49 DEF SPRITE 1, て 9。1,9, 9, 9) = "QABC" 
バン フイ 人 本 あの この 9 SPRITE 9,189。15g 
A… 配 色 番 号 の -3 (113 ペー ジ の カラ ー チ ャ ー ト 及 る 9 SPRITE 1,199,。199 
OCG ら ヒ 「 を ご 覧 くだ さい ) 5 文字 式 と キヤ ラク タ の 対応 > 
B… キ ャ ヤラ クタ 合成 型 の - 1 【 の …B メ 8 ドッ ツ ト (〈1 文字 DEF SPRITE の ,( の , 1, の, の, の) 
の 大 き さ )、 1 …16X16 ド ツ ト (4 文 字 の 大 =CHR$S( て の 6)+CHRS (て 1 ) CHR$S(2) 
まき +CHR$S( て 37) 


C… 表 示 優 先 度 の - 1 (の … バ パッ ツク ブラ ウン ド 面 より 前 
の スプ ライ ト 和 面 を 利用 する 、1 … パ バック グ 
フワ ンド 和 面 よ りう し ろ の スプ ライ ト 面 を 利 
用 する ) 
り … 還 万 向 反転 指示 の - 1 (の … キ ヤラ クタ テー ブル 
と 同じ 形 、1 … を 右 聞 向 の キヤ ラク タ と し 
て 定義 する ) 
ヒ 上 …Y 軸 万 向 反転 指示 の 〇 -ー 1 (の … キ ヤラ クタ テー ブル 
と 同じ 形 、1 … 上 下 逆 方 向 の キヤ ラク タ こ と 
し て 定義 する ) 
省略 形 | DE.SP . 
説明 | スプ ライ ト 面 に 表示 し た い ア ニ メ キ ヤラ クタ を 定義 し ます 。 
スプ ライ ト 番 写 は 、 の りー / の 8 コ ま で 指定 し 、 定 義 で きま す 。 
キャ ヤラ クタ 人 台 成 型 に の を 指定 する と 、1 キヤ ラク タ (1 文字 
の 大 き さ ) で アニ メキ ヤラ クタ を 構成 し ます 。 1 を 指定 する 
こ 、 人 オキ ヤラ クタ (4 文字 の 大 き さ ) アニ メキ ャ ヤラ クタ を 構 
し レ し ます 。 の ュ ェ ー 16 一 ー 
"| jay ] 
16 ド ツ ト 


プン ツ 作 キ セ ヤラ クタ 
表示 優先 度 こ の を 指定 する と 、 バッ フ ブ ラ ウン ド 面 より 前 
の スプ ライ ト 面 上 ヒア ニ メ キ ャ ヤラ クタ を 表示 し ます 。 1 を 指 〈 反 転 キ ヤラ フタ の 
定 す る と 、 バック グ ラウ ンド 面 の 後方 の スプ ライ ト 面 上 に ア 
ー メ キャ ヤラ クタ を 表示 し ます 。 
X 軸 方 向 ・Y 軸 方 向 の 反転 指示 に 1 を 指定 する こと 、 そ れ ぞ れ 
の 軸 こ 対し て 反転 し た キヤ ラク で 定義 され ます 。 の を 指定 
9 る と 反転 し な い キ ヤラ クタ (キヤ ラク タテ ー ブ ナブル A. 日 
の 形 ) の まま で き 。 

e MOVE コ マン ドーDEF MOVE と は 独立 し て 使用 で き 
ます 。 

e CGCEN 命 令 と 組み 合わ せ て 使用 すれ ば 、 文 字 や 記号 を スプ 
ライ ト と し て 利用 する こと が で きま す 。 

e 文字 全 の CHRS CN ) の N に は 、 裏表 紙 の キヤ ラフ マタ テー 
ブル の 4 すみ に 表示 し て いる 数 字 や キヤ ラフ タテ ー ブ ル A、 
の コー ド で 指定 し ます 。 数 値 は 16 進 数 &lH 〇 OO 〇 も 使用 で き 
ます 。 

e CGEN2 の 場合 は 、 

DEF _SPRITE の , (の ひ , 1 . の , の , の )= 
CHR$S(68)+CHR$S( て 69 )+CHRS て (て フ の ) 
+CHRS$S て (て フ 1 ) 

は 、DEF _SPRITE の , (の , 1 , の , の , の ) = 
* DEFO* と も 指定 で きま す 。 


義 〉 


本 


IP も トド ビ 


便 


き 


定義 され て いる スプ ライ ト を 働 意 の 位置 に 表示 また は 消去 し 
ます 。 


だ まこ 


n… ス プラ イト 番号 の - フ 
x… ス プラ イト 面 水平 方 向 の 座標 の 255 
y … ス プラ イト 面 垂 直方 向 の 座標 の 255 
(だ だ レス プラ イト 面 上 有効 な 範囲 は X : の 240, Y:5ー220) 


| 省略 形 | SP. 
[説明 | すでに DEF SFPR | 和巳 で 意 織 され て いる アニ メキ ャ ラ 
フタ を スプ ライ ト 面 上 の 任意 の 位置 表示 し ます 。 
水平 方 向 ・ 垂 直方 向 の 座標 を 省略 する と 、 表 示さ れ て いる ア 
ニ メ キ ャ ヤラ クタ の 中 ガ ら 、 指定 の スプ ライ ト 番 号 の アニ メキ 
ヤラ クタ の み を 消去 し ます 。〔(SPR 1TE n)〕 
同一 座標 に 複数 の アニ メキ ヤラ フタ を 表示 し だ 場合 、 ス プラ 
イト 番号 の 小さ いも の が ぼ 前 に 表示 され ます 。 (スプ ライ ト 
間 の 表示 優先 順 位 度 が 大 きい ) 
水平 方向 に は 、 同 時 に 4 つ (文字 分 ) まで の アニ メキ ャ ラ 
フタ が 表示 され ます 。〈4 つ 以上 の キヤ ラク フタ は 、 画面 上 に は 
見 えな こぐ な り ま す ) スプ フイ ト 面 
アニ メキ ヤラ クタ の スプ ライ ト 面 へ の 表示 は 、DEF ーー だ 
SPR | で 定義 し た キヤ ラク タ の 左上 端 の 位置 が 指定 座 6 
標 に べく る よう に 表示 され ます 。 (アニ メキ ャ ヤラ クタ ) 
BG GRAPH | C と 重ね 合わ せ の 場合 は 、 ス プラ イト 面 2 文字 (6 ドッ ツ ト ) (1 ドッ ト ) 
と BG GRAPH | C 面 の 位置 関係 及び スプ ライ ト の 表示 2 0 
座標 の 関係 を 考慮 し て ださい 。 っ 5 2 
2 (9 ドッ ト ) 
メー スプ ライ の 、。 BG GRAPHIO 
ッ … ス プラ イト の y 中 バッ フグ ブラ ウン ド 面 
X…BG GRAPH 1C の X 秦 禁 ※ 細 面 の 有効 表示 範囲 は チ テレビ に よ つ て 多少 異な り の ます 。 
Y…BG_GRAPH | C の Y 座 標 
SS キト に IN 
| 働 き | スプ ライ ト 面 の 表示 を 可能 に し ます 。 ス プラ イト 表示 モー ド 。 
SPRITE ON 
省 略 形 | SP.O. 
説 明 | スプ ライ ト 面 を バッ フク プラ ウン ド 面 に 重ね て 表示 で きる 状態 | 元 光 、 
に し ます 。 
スプ ライ ト 面 上 に じ あ る スプ ライ ト (アニ メキ ャ ラク タ ) が 。 8k 
画面 上 に 表示 (見 える よう に ) され ます 。 則 
DEF SPR | 征 E、 また は DEF MOVE を 実行 する 人 
前 に は 、 ぬ ず SPR | 本 ON がめ 要 で す 。 8 
SPR | 生 OFF が 実行 され る まで 、 綴 続 し て 有効 で す 。 箇 
19 SPRITE OUFF 
ら じ 了 所 | 本 PE だ 
[ 作 ' き | スプ ライ ト 面 の 表示 を 止め ます 。 ス プラ イト 表示 モー ド の 取 
り 消し 。 
SPRITE OFF 
[省略 形 | SP.OF. 
説 明 | スプ ライ ト 面 に 表示 され て いる 全て の アニ メキ ャ ラク フタ が 見 
えな ぐ な り ま す 。 ] 


スプ ブラ イト 面 を バッ ク ブ ラウ ンド 面 へ 重ね 表示 され な こぐ な り 
ます 。 
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ダー に I ム |) プロ グラ! ム 編 


ンジ ア ミキ リー パー シッ ジ で 、 オ リ ジ ナ ルプ ー ム 電 抹 じじ もう 。 
サン プル プロ グラ ム 
1、KNIGHT 
ex まま ET MEMORTY 
さだ 
4、ROUIE 66 
SN FE MA や ST ヒド R 
LE し に 
/、CARD 


ファ ミリ ー ベ ー シ ッ の 特長 を フル に 活用 し た 、 お も し ろ BAS | じ プ ログ ラム が 、 次 の ペー ジ ガ が 
ら 記載 し て あり ます 。 さ あ 、 プ ログ ラム を 入力 し て 楽し ん で くだ さい 。 

サン プル プロ グラ ム に を 加え だ り 、 ヒン ト に し な が ら オ リ ジ ナ ル ゲ ー ム を 作れ ば 、 フ ァ ミ リー ベ 
ー シ ッ の 世界 が いつ そう 拡がり ます 。 


サン ブル プロ グラ ハム の み ガ が だ た 


ブロ グラ ムリ スト 〈 サ ンプ ブル 画 面 〉 

プロ グラ ム を 入力 する 際 、 行 番号 や 命令 語 を 正しく 入力 BG _ GRAPH | 〇 で 背景 画 を 描こ う 。 ア ニ メ キ 
し て ぐだ さい 。 ャ ヤラ クタ ガ 動 きま わる の は 、 ど ん な と ころ ガ な ゃ 油 、 
ら CLGS 山 、 そ れ と も 宇宙 や こん ど は BAS |1C で オリ ジ ナ 
19 SPRITE QN ル ゲ ー ム を ププ グラ ミン グ 。 MOVE ヨ マン に が あ 
ら 29 CGSET 1, 1 もそ 肖 Pe ニハ の デー/、 ポ ボム な ちち 
っ 39 FOR Ns@ TO ファ る が から 、 1 時 
46 DEF MOVE(N> =SPR 1 TE (9, N+ 1 3 255。9。9〉 くれ る よ 。 V 1 上 W 症 琉 で 、 痛 景 画 を 重ね だ ら 、 楽 
呈 9 NEXT レ い ゲー ム の 完成 ! 

ら 9 HOUE 9@。 1 ぅ どう づ う すぅ 5 つら らら プア 

ァ 9@ GOTO る @ 


どり END 


長い 命令 文 の 場合 、 プ ロブ ラム リス ト と 実際 の 入力 表示 
画面 は 異な り ま す 。 行 が 変わ つて も 続け て 入力 し て こ だ 
さい 。 


( 例 ) 


= の FP2E く KT に て の NT1 , 


入力 は リス ト の 通り 打ち 込ん で こく ださい 。 (GOTO や 
GOS UB ま だ は 、| FーTHEN の 後に 続く 行 番 号 は 
スペ ー ス を 入れ な いで こく だ さい 。 メモ リオ ー バ ー(OM 
ERROR) と な る 場合 びあ り ま す 。 

( 例 GOTO12 の )) 


婦 プロ グラ ム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


@ 巳 へ SG | ひじ プロ ブラ ハム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 必 ず 

BG GRAPH | 〇 < 背景 ) 画 面 を 消し て ガ ら 行なっ つて こ だ さ い 。 

背景 の 絵 を 出し た まま プロ グラ ハム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つた だ 結 
果 と な る 場合 が あり ます 。 

@ 巳 G GRAPH | C 画 面 を 消す に は [ SHIFT ] キー を 押し な が ら 

ex 引 ] キ ー を 押し て こく だ さい 。 カ ー ソ ル ガ が ホー ム 位 置 に 戻り ます 。 

@| | SG「 で プロ グ ブラム を び だ し 、 変 更 や 修正 を 行 な つ てこ だ さい 。 


育 票 東 の デー 
ご ご RAPH | ご C で は 、 ヨ コ 28 マ ス メ ダ テ 21 行 の 範囲 内 で 
衣 京 の 線 が 描け ます 。 こ の デー タ は 、BG GRAPH 1C で 
舞 く 苔 キ ヤラ クタ の デザ イン デー タダ を 示し ます 。 
「 育 京 較 の デー タ 」 で 、 倒 えば 、 
田 に つら の こと あれ ば 、K 尺 グルー プ の ら の キヤ ラク を 使い 、 配 色 は の (SELECT モー ド で 選択 する の 番 の 配色 ) を 意味 し ます 。 
一 / づ で あれ ば 、 ロ ビブ ループ の / の キヤ ラク を 使い 、 配 色 は ③ を 意味 し ます 。 
※ 数 字 や 記 写 で 表示 され て いる 「 育 景 東 の デー タ 」 ( 倒 : 数 字 の 1 や 英 数 字 の A な ど ご) は 、CHAR モ ー ド で 直接 キー ボー ドガ ら 入 力 
し ます 。 
0 計測 い > 2 2 癌 / に 半 2 BS 放電) RSE 


BG GRAFH 1C で 使え る キヤ ラクダ は 、 下 図 の 13 種 類 の ブル ー プ (AーM) が あり 、 配 色 も それ ぞ れ の て 3 の 24 種 か ら 選 べ ま す 。 


ザッ シッ チル ザ ロ グラ バム 1 


* 氷 EXERCTSE 1 *※ <KN1GHT)〉 

19 り VIEM:CGEN 3:CGSET 1。1 チエ ス 熊 に コマ を 置き な が ガ ら 、 桂 馬 と び の 要領 で 秘 
29 DEF SPRITE 9, て,9, 9,9, 9) =CHR も て &HC7〉 HE 6 eri 議 2 
3@ PALETS 9,13,S&H16, 8&H2 ア 。 2 動 し よう つ 。 じ つぐ り の 考え て 、 相 手 の 先手 を 読も つ 。 
49@ DEF SPRITE 2,〈9, 9,9, 9,9) =CHR も て &HD ア 7) 0 の 

9 DEF SPRITE 1, て 〈@, 9,@, 9。9〉 =CHR も て &HC7〉 元 に 動け な ぐ く なつ だ 万 が 負 け だ よ 。 

る 9 PALETS 1,13,&H13,&H17, 4 遊び か だ 

了 9 DEF SPRITE 3, て 1, 9,9, 9,9) =CHR$〈&HD7) は 玩 5 

89 SPRITE ON 人 で 対戦 し ます 。 コン トロ ー ラ の cnm ボ タン の 上 下 
ヶ 9 DIM HX(1),HY て 1) Me も だ 

119 X〈9〉=ー1YC@)=ー ダ 場所 を 決め だ を ら 、A ボ タン で セッ ツ ト 。 互い に くり ガ 
129 X(1)=-2IYC1)=-1 の 

139 X(2)=-2sYC2)= 1 え し 寺 倒 。 


149 X(③)=ー-18Y(3)= の 

159 X〈4〉= 18iY(4)= 2 

1 る 9 X〈⑤)= @28Y(5 ぅ = 1 

179 X(②)= どら 8Y( る 6 る)=ー1 

189 ※X〈(Z)= 18Y(7Z)=ー 

1 の 9 じ =9:GOSUB 259 

99 C=1:GOSUB 259 

ど 19 じ =1+〈( じ =1 ) 

の どり 9 GOUSUB 3?9 

ど 39 IF F=-1 THEN 5 る 9 

49 GUTO @19 

59 X=9iY=9sF=9 

ら る 9 GOSUB 449 

ご 79 IF F=1 THEN PLRY"T103C2" giF=9:GOTO 269 
289 IF T=8 THEN RETURN 

ら 29 IF S=4 THEN Y=Y+1i IF Y>7 THEN Y=7 
399 IF S=8 THEN Y=Y-1: IF Y< く 9 THEN Y=9 
づ 19 = ベ メ +〈(⑤S=1)-( ご = ら ) 

づり 9 ※=ー メ (XX>9)+( ペ > ラプ ) 

339 GOTO 2969 

349 GUSUB 449iF=9 

359 IF T=8 THEN_ RETURN 

さる 69 IF S=@ THEN S=4 

づ 79 IF S=8 THEN N=N-1:i IF N く 9 THEN N= 了 
389 IF S=4 THEN N=N+1:IF N>7 THEN N=@ 
ご タ 9 =HX(C)+XKN) Y=HY(C〉)+Y(N) 

499 F=F+1iIF F>8 THEN F=-1iRETURN 

419 IF X く 9 OR ※X>7 QR Y<9 OR Y>7 THEN 3 る 8 
429 IF BK〈(X。Y)=1 THEN 369 

439 GOTO 349 

449 SPRITE じじ 。136-16 る ポポ X。16 る ポア Y+47 

45S9 T=STRIG(C) igS=STICK ( ビ 〉 

4 る 9 IF 〈(S+T〉)=9 THEN 459 

人 479 IF T く >8 THEN 549 

489 IF BK(X。Y)=1 THEN F=1iRETURN 

人 49 BK(X。 YY) =1 

っ ご 99 HX(C う =X ミ HY(C) =Y 

っ 19 SPRTITE に じ +2。136-ーHX(C) 氷 1 る 6。16 ポ HY(C)+4 ア 7 
ら ど 9 LHCATE 15- ら 炒 HX( じ ) 3+2 水 HY( ビ ) 

ご ば づ FRINT" 水 "iPLAY"T103CDEG " 

S49 SPRITE ヒ 

S ら 9 RETURN 

っ SS “ END ROUTINE 

つ コ 79 LUCRTE 3,295PLAY"T1 ロ 3CDET204EGC " 
SS IF に =1 THEN PRINT "BLUE 『"j 

っ アタ 9 IF に ビ =9 THEN PRINT "RED "js 

る 99 PRINT "MIN ! "EEND 


文 プログ ラム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


e 巳 へ SG | どじ プロ ブラ ム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 ず BG GRAPH | < 背景 ) 画 面 を 消し て がら 行 な つ て こく だ さい 。 

背景 の 絵 を 出し だ まま プロ ブラ ム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つ だ 結果 と な る 場合 が あり ます 。 

e 巳 ら GRAPH | C 画 面 を 消す に は [ SHIFT ] キー を 押し な が ら [&] キ ー を 押し て くだ さい 。 カ ー ソ ル ガ ホ ー ム 位置 に 戻り ます 。 
e| |S「 で プロ ブラ ム を 呼び だ し 、 変 更 や 修正 を 行なっ つて こ だ さ い 。 
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ウツ ウル ラロ グラ ムジ 


ポ 氷 EXERCTSE 2 表 氷 


19 いり IE レ Ii CGE ト I 2 

の の MAX=5* 1= ェ 5 ミ メ =Yi ビ =9 

39 PP も ="CF5E " 

4 ロ ププ ま =CHR ま て 2 つ 54 ) : = も ネ + プ + 和 ま + プ ま + ブ 字 

5 NN 和 =" 

る 9 DIN PL (MAX〉> 。 PX(3) 。 PY(3) 』 ビ (3) 

ア 9 PX〈9) =16』PYCB) =Bi じ (9) = 

89 PX〈(1)=9iPY(1) =8: に (1) =4 

の ロコ PX(2) =8 iPY(2) = て (2) = ら 

199 PX〈⑬3)〉 =8iPY(3)=1 る iC(3) = 

119 “ 

129 PL(Z) =RND て 4) 

139 FOR 1I=g@ T ロ Z 

149 X=PXCPL 1) ) 』Y=PY〈PL〈1) う > 

159 C=CCPLK〈1I)) 

1 る 9 PALETB 9, 13, 13, 13, 13 

179 GOSUB 449 

189 PLAY"T204"+MID ま て PP も 。 PL (1)+1。 1)+ "3" 

1 ヶ 9 GOSUB 599 

299 PaLETB 9。13,&H16,&H27,。 2 

ら 219 PAUSE 19@ 

229 NEXT 

239 <“ 

249 1=9 

259 LOCATE ヶ ,19IiPRINT "YOU" 

249 人 Q も =INKEY も : IF 人 も ="" THEN 2 る 9 

2 アプ 9 IF 人 Q 和 まく <CHR 和 も (28) OR Q 和 も >CHR も 〈 く ⑬③1) THEN PLAY"T101C1C1C1"iGOTO 2 る 9 

289 IF (SC( 人 も ) -28) く >PL (1) THEN PLAY"T20SC2R2F2R2E2" iLOCATE の ,。19s 
PR INT" "sGOUTO 139 

2 ヶ 29 PALETB 9, 13, 13。 13, 13 

399 X=PXCPL(I))』Y=PYCPL て (1I)) 

319 C=C〈PLC〈1)) 

329 GOSUB 44@ 

339 PLAY"T204 "+MID 和 も (て PP も 。PL(T う +1。1)+"3" 

349 GOSUB 599 

359 PALETB 9,13,&H1 る 4, &H27, 2 

3 る 9 1=I+1iIF 1 く <=Z THEN 259 

37 ア 9 =Z+ ォ 1i IF >MAX THEN 418@ 

389 LOUCATE ヶ 。19g:PRINT" 

3?9 PaAUSE 59 

499 GOTO 119 

419 “ END 

429 CLSsCGSSET 1。1kPRINT "GOOD ! !" 

439 END 

448 FOR J=@ TO 5 

459 LOCATE XX, Y+J 

449 PRINT つも 

479 NEXT 

489 PALETB 9, 13。C,C,C 

4 ヶ 29 RETURN 

599 PALETB 9, 13, 13。13, 13 

519 FOR J=9@ TO 5 

29 LOCATE ※X,Y+J 

539 PRINT NN を 

49 NEXT 

59 RETURN 


文 プロ グラ ハム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


@ 巳 へ SG | つど プロ ブラ ム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 必 ず BG GRAPH | 〇 < 背 
景 ) 画 面 を 当 し て ガ ら 行なっ つて こく だ さい 。 

背景 の 絵 を 由 し だ まま プロ ブラ ム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つ だ 結果 と な る 場合 
が あり ます 。 

e 巳 ら GRAPH | て 画面 を 消す に は | SHIFT ] キー を 押し な が ら [ es 和輝 ] キ ー を 
押し て こ だ さ い 。 カ ー ソ ル が ホー ム 位 置 に 戻り ます 。 

@| |1S「 で プロ ブラ ム を 呼び だ し 、 変 更 や 修正 を 行 な せつ て くだ さい 。 


00 OO 


ERR 2 3 OO ONE CN 
し 230 K62iK62iK6 和光 F3GITSNE K6ZiK6Z!K06Z 
1 の FI 06 ン アト 導い Co 7 人 SC K6Z,K6ZiK6Z 
トド の 140 が MT 2 3 K6ZiK62iK6Z. 
OO KB2IRD20L 2 の RG2NG68SSI CN に (し! K62iK62iL12, 
cr 衝 隊 ESKYKSH2 K62iL12!K52, 
s 和 科 は DIRKD を に LN 0 に ニスト さ 95 12.K5eIK5eiK 
6 
2 NE 
こま ャ 72K62K52iK2lL62 0 と 2 折笠 窒 と と っ 
LISA TK62L 1962 2 12 
2 計時 30 12 DA DEAD る 8 
2 ペー 

13 人 に と こ ュ ャ メ に ーーーーー ( ーー し 
Sv いま NE で YE が PS で 伝っ こさ ・ こ て 9 人 こ こ こ 
2 暫 設 K52| K5Z K MRSA0 提 SO の (EE 2 K//!KO/,K 52 
2 6 に 2 全 お 2 旧 も 0 まわ 0 全く DGGT し トル 志 K62iK72iK52. 
人 総 の 2 っ もい いし) NO MS AO 人 トッ K62iK62iK72!K 
し 0 わっ 料 UNEN 00 肖 の Da 付 CDUUMMRES NL iK62iK62 :K62 
KS の ンス か iK62iK62iK62 
2 生ま OM いい いい MS UN しい (KG2 DA が 


〈QSUPER MEMORY〉 

コン ピュ ユー タ ガ 姓 の 記 欄 力 を テス ヌス ト 。 主夫 石 、 の 
ラー パネ ル の 点滅 届 双 を 君 は 正確 に 記憶 で きる ガ が なぐ 
遊び が だ 

4 人 で 遊び ます 。 ま ざ ず 、 上 下 左右 の 4 つの 万 向 に カ 
ラー パネ ル ガ が ガラ ンダ ム に 点滅 し ます が ら 、 順 育 を 覚 
えて お いて ぐだ さい 傘 に に に 
ら 同 じ 順 序 で カー ソル キー を 押し ます 。 画面 の 上 下 
左右 が [ 4][ マ [3 [Py ] に 対 記し て いま す 。 途中 
で まな が 却 る と 、 コンピ ロー 人 2 D 2 80a 富 P 
一 度 、 同 じ 順 序 で 点滅 し ます 。 行 番号 20 で 点滅 回 数 
の 最大 値 を 定め て いま す 。 数 値 を 大 きく すれ ば 点滅 
回 数 が ぬえ ます 。 


ジッ プル プロ グラ ム 3 


* EXERCISE 3 ** 〈UFO〉 
イー ウン PP 6 10 謎 の 飛行 物体 すら フラ イター フラ イー 出現 | 姓 の スタ 
| U 健 =" ss "sg 1 の で m ナ アタ ョ ーー に 導く y { = 3* 9 0 が 
XX も =X も +CHR 和 も て 189+1) ENEXT: い =1 ー シ ッ プ ガ ね ら わ れ て いる 。 ファイ ター フラ イ の 放 
39 LG=16:RG=229:TG=59iBG=199IiGX=9iGY=9iGV=18:BX=1 ピ 99: oo > と さ 
BY=229: BU= る iDX=9:DY=9:DV=36ER=12iX=9iY=9iD=9 軸 び ら す ば や ぐ 映 を びわ し 、 さ あ 反 撃 開始 だ 。 
49 G9 も =CHR 和 (212) :iG1 ま も =CHR 和 (213) iD9 も =CHR も て 29 ウ ) 3D 1 も = は 1 遊び か だ 
56 PALETS 1,13,48, 22, ア iPALETS 2, 13,48, 22。 1:PALETS 3, 13, 48, 22」1: 2 人 
の な 9」 9@) =X 多 5DEF SGPRITE る , て (3,1,9。 9, 9) = 日 まあ: ] 人 で 遊び ます 。 コ ント ロー ラ の j ボ タン の 左右 
る 6 UX=U+RND CR〉 まり Y= り +RND CR 万 回 を 押し て 、 ス ター シッ プ を 動 ガ みしま す 。 ボ タン 
79 C=RND 〈5) : Y=Y+UYiX=X+UXSGN CC) : GOSUB2 る 9: T=STRIG て) 1S=STICK て 9) ュー さく 2 
89 SMAP GO9 ま ,G1:SLIAP D9 ま ,D1 ま :SMAP U9 ま ,U1 ま :G ロ SUB3 19 A を 押せ ば ミサ イル 発 型 。 う まぐ ファ イタ ー フ ライ 


ヶ 9 IF G=-1 THEN129 に 命中 させ て ぐだ さい 、。 


199 IF T<8 THEN149 
119 GX=BX+6』GY=BY:G=- 1 
126 GY=GY-GU ら CORE : 5 の 
139 IF GY<TG THEN G=9:GX=9:GY=9:GnTD149 Ce 
149 SPRITE 7, GX, GY 
159 IF ABS〈6X-X-5〉 く < る THEN IF ABSCGY-Y+8〉<8 THEN339 
1 る 9 IF S=1 THEN BX=BX+BU: IF BX>RG THEN BX=RG 
179 IF S=2 THEN BX=BX-BU: IF BX<LG THEN BX=LG 
189 IF D=-1 THEN219 
1 の 9 IF ABS〈BX-X〉 >5 THEN249 
299 DX=X+ る iDY=YiD=-1 
219 DY=DY+DV: IF DY>255 THEN SPRITE 5:D=9:DX=9:DY=9:GOTO249 
229 SPRITE 5,DX,DY 
236 IF 〈BY-DY〉 く る THEN IF ABS〈BX-DX+ る 〉 く 8 THENS5@ 
249 IF BG<219 THEN IF RND(4〉=9 THEN TG=TG+ い :BG =BG+ い 
259 GOTO79@ 
2 る 9 IF X<LG THEN X=LG: い X=ーUX 
279 IF X>RG THEN X=RG: い り X=ー い X 
289 IF Y<TG THEN Y=TG: い り Y=- い Y 
226 IF Y>BG THEN Y=BG』 い Y=ーVY: IF BG>=219 THEN366 
399 RETURN 
319 DEF SPRITE 9, て 1,1,9, 9,9〉 =U9$:DEF SPRITE 5, て 9, 9,9, 9,@) =D9 ま : 
DEF SPRITE 7,〈3,9, 9, 9,9) =G9 を 
329 SPRITE 9,X,YiSPRITE 7,GX,GY:SPR1TE 5,DX,DY:SPRITE る ,BX, BY:RETURN 
339 FOR 1=9 TO ヶ :SMAP X ま も,U9 ま :DEF SPRITE 9, (3,1,9, 9,9) =UG$: 
SPR ITE 9,X,YiPAUSE 19:PLAY"0SF 1":NEXT 
349 PR=PR+19:LOCATE 15,9:PRINT"SCORE: "iPR:GX=9:GY=9: り =1+PR ノ 29:GOT ロ 39 
359 FOR 1I=9 TO 5iSPRITE る :PLAY"01B1":iPAUSE 8iSPRITE 6,BX, BY: 
PAUSE 19:NEXT:SPRITE 5:iDX=9:DY=9iD=9iB=B+1:1F 日 <4 THEN39 
369 PLAY"01C4EC": INPUT"RETURN" 』 1:RUN 


文 ブ プログ ラム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


@ 巳 へ S | じ ど プ ロブ ラム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 必 ず BG _ GRAPH | CO< 背 
景 ) 画 面 を 消し て ガ ら 行なっ つて こく ださい 。 

背景 の 絵 を 由 し だ まま プロ ブラ ム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つた 結果 と な る 場合 
が あり ます 。 

@ 巳 ら GRAPH | C 画 面 を 消す に は [ SHIFT ] キー を 押し な が ら [% 読 ] キ ー を 
押し て こぐ こ だ さ い 。 カ ー ソ ル が ホー ム 位 置 に 戻り ます 。 

@| | SG「 で プロ グラ ム を 呼 び だ し 、 変 更 や 修正 を 行なっ つて こく だ さい 。 


MS 思 -) 本 委 -B - な 、 ぬ の g 再 笛 村 人 6 衝 才 届 - 梨 導 ( 半 寺 8 WW 


iM1 1 iM31. 


GO,G6Z 


1 
! 
1 
1 


サッ ブル フロ グラ ム 4 


* ネ EXERCISE 4 ** ROUTE 66〉 “ 
は で し な ぐつ づ ぐ 直線 ロー ド を レー テー シンプ カー で 


19 VIEMICGEN 2 iCGSET 1』2kiPQLETS 9。13。 ど ご ど ご 。SB タ ご ESFRITE ロロ NEPLY"T103" 


26 X1=156+X2=179:X ヨ =129:X る =136:X ア =20B つと ば せ | アク セル で 加速 、 ハ ンド ル を すばやく 功 

3 FOR 1=4 TO 7:DEF SPRITE !。 9 e。 9。 6 9) BetNEXT り 、 進路 を ジャマ する ヤツ を 追い 越 そう 。 

49 F=2iSC=9:CA=3:L=9:X=29BIY9=159: い =B 攻 び か だ 

59 し = し +1:M=L3+15:MV=M+331D=(M+2 ア 7) 999 

る 9 C=@ ' 1 人 で 遊び ます 。 指定 され だ 距離 を ツイ ハム リミット 

MM 内 に 走破 し て こ だ さ い 。 コントローラ の ci ボタ ン 
WaT いり >Mu THEN り =Mu の を 石 万 同 を 押し て / ンド ル を 操作 、 アノ セル は A 
119 IF T=4 THEN り = り -4 ボタ ン 、 プ レー キ は B ボ タン で す 。 他 の 車 に 衝突 す 
29 IF * = な * 和 
1 0 2 THEN3 1 9 る と 、 爆 発し ます 。 ス ター ト 位 置 で 加速 し て が ら 、 
bw コー ス に 入 つ て ご だ ぎし い ぃ 。 


159 Y=Y9@- い り ノ 2:DEF SPRITE G。 9, 1,9, ロ 9) =C9ESPR1TE 9,X。 YiSLIAP じ 9 多 , じ 1 

149 IF F1=-1 QND F2=-1 QND F3=-1 THEN SC=SC+1:F1=9:F2=9:F3=9 

179 FDR 1I=1 TO 3:DEF SPRITE 1,C1,1。d, 9,9) = ビ 9 ま :NEXT 

189 YY=〈49-Y5〉 て Y5>49) :SPR 1 TE 1,X1。Y11SPR1TE2, XS Y2:SPR ITE3。 X3, Y3* 

GPR I TE4。 X る 。 Y5 : SPR 1 TE5。 X ア , YiSPR 1 TE る 。』 X る 』 YYiSPR 1 TE7, X ア 。 YY HTGH ら CORE 

129 IF BSCY1-Y〉 く <12 THEN F1= い > り 1: IF BS CX1-X)<19 THEN349 

299 IF ABS〈Y2-Y) く 12 THEN F ら = り >U2 iTF BS CX2-X) く 19 THEN349 COFFEE る 

219 IF BS (Y3-Y〉 く 15 THEN F3= い > り 3: IF BS CX3-X〉 く <19 THEN349 に PR や 

229 Y1 =Y1+ り - り 1 :Y2=Y2+ り - い 2 イマ 3=Y3+ り -ー り 3 』 Y=Y+ り UE XX=XX+ ォ ラミ X1 = 人 BS CXX)+143: 
IF XX>48 THEN XX=-51 アト ミラ 1 M 

239 IF Y1>259 THEN Y1=@: い 1 =RND (CM) +39 

249 IF Y2>259 THEN Y2=9:X2=RND (58〉+138:U2=RND CM〉 +39 

259 IF Y3>259 THEN Y3=@:X3=RND (58)+138: り 3=RND CM +39 

249 Y5=-Y5x CYS く <259) : Y1 =Y1-CY1 く 9) ※2555 :Y ら = イラ ー(Y2 く 9) 255 : Y3=Y3- て Y3 く 9) 255 

279 D=D- り i IF C- ヒ ノ 199 ホ 199=9 THEN GOSUB389 

289 IF D<@ THEN GOSUB389:PRINT"GOODD! "iPLAY"CGDAB":SC=SC+ (599- ビ ) ノ 18: 
GOT059 

2 ヶ 29 C=C+1: IF C<491 THEN79 

399 PRINT*TIME UP "iPLAY"BAGFEDC":iF=3: ヒ = ヒー1 EGODT0349 

319 り = り -4: IF F=2 THEN いり = り +4: IF り >MU-15 THEN り =Muー 15 

329 IF い <9 THEN いり =9:F=2 

339 GOTO159 

349 PLAY"BAEDC" iCA=CA- 1: IF CA>-1 THEN  X=298: り =g:GOSUB389: 
ON F GOTO 79,79,59 

359 PRINT"GAME OVER' "iPRINT" TRY AGAIN" 

3 る 9 IF STRIG(9〉)<>1 THEN3 る 9 

379 GOSUB389:GOTO19 

389 IF SC>H1 THEN HI=SC 

3 の?9 LOCATE @。9IPRINT"HIGH SCORE "iHIEPRINT"LEUEL "iLEPRINT"SCORE "1S ビ : 
PR INT"CARS "3CAEPRINTEPEINTEPRINT" テト "3D ノ 43" NM "EPRINTE 
PR INT" 。。 ァ ト "ji499-Ci" SEC "iPRINT:RETURN 


アト ニー 1 の ちら ヒ EC に 


※OM ERROR が 出 だ 場 合 は 、 入 力 し た を プロ ブラム 中 に 尺 要 の な い 空 きま スペ ー 
スガ 含ま れ て いる こと が あり ます 。 
款 分 な スペース を 人 省略 し て 、 再 度 プ ロブ ラム を 実行 し て ぐだ さい 。 


文 プ ログ ラム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


e AS | C プ ロブ ラム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 必 ず BG _ GRAPH 1 C( 背 
景 ) 画 面 を 消し て か ら 行 な つて こ だ さ い 。 

背景 の 絵 を 由 し た まま プロ ブラ ム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つた 結果 と な る 場合 
が あり ます 。 

e 己 G GRAPH | C 画 面 を 消す に は [SHIFT ] キー を 押し な が ら [【 記 度 】 キ ー を 
押し て ご ださい 。 カ ー ソ ル が ホー ム 位 置 に 戻り ます 。 

e| |S 丁 で プロ ブラ ム を 呼び だ し 、 変 更 や 修正 を 行 な つ てこ だ さい 。 


し 49,M70. 


220 の E の つら 


※ 率 EXERC じ TSE 5 ※※ 


1 9 
ら g 
3 
48 
に 5 
さ 9 
ァ g 
89 
に 
199 
1 19 


CGEN 3:CGSET 1,1 
IEMEPLAY"T104C1" 
PD=PP* 1 = ゴ iK= し 


PO も =" ロ 102030405" 
PP ま ="CDEFGAB " 
向 あ = 日 

M3 ま = "カナ テ * ス ヨ !" 


N も = じ HR 生 (どら 27 ア ) 5 NN = +N 生 すま + 罰 生 + す 軸 和 + 届 ま + 季 
DI ト 1 DP (る 4),PP (る 4) 

FUR 1I=9 TO る 3』RED DP(I) NEXT 

DEF SPRITE 9, (て 9, 9。9。 ロ 。 9) =CHR ま て 1 の ァ ) 


〈TYPE MASTER〉 

キー の 配列 つて な が な が 覚え られ な いよ ね 。 で も 、 
も つつ 大 丈夫 。 抽 し みな が びら キー ボー ド の キー の 配 人 
を 覚え ちや お う 、 と いう の が この ダイ プ マ スタ ー な 
ん だ 。 ご これ で 君 も 名 タ イビス ト | 

遊び が だ 

1 人 で 遊び ます 。 中段 の 右 の らん に 表示 され だ 、 英 
文字 や 数 字 、 記 写 と 同じ も の を キー ボー ド の キー が 


1 どら 9 
139 
149 
159 
1 る @ 
179 
189 
1 アァ 9 
ど 99 
どら 19 


SPRITE ON 

MIEMIK=9iLOCRTE 2,SiFOR =Z TO 9 STEP -1iPRINT IiiNEXT 
PUSE 199: 合 和 ま =CHR 生 (48+RND(43))iSPRITE @ 

LUCATE 3』,19IPRINT "THIS。。。"』 

LOUCRTE 13,19:PRINT 谷 季 

GOSUB 4 る 9 

FIR 1I=9 TO 75 

FOUR ゴ J=9 TO 5S:B 生 =INKEY 季 

SPR ITE 9,38+2 水 1,53 

IF 日 生ま く >"" THEN SMAP 合 生 ,B 和 ま :GHSUB 379:SMAP 谷 和 , 日 季 

IF 馬 和 ま =B ま も THEN 1=5@9: ゴ =I 
NEXTIiNEXTILOUCATE 5,3:PRINT NN 生 

IF 1I>199 THEN PLAY"n4B 1AG2FE3D4C" giK 
LOCTE 4,15:PRINT K』 "カイ セイ カイ " 
LOUCATE 3,12IiPRINT "TRY GAIN うつ リョ 内 も =INKEY 和 て 9): 
IF 仙 和 ="N" OR 人 季 =" ヤ " THEN LOCATE 9,18:iEND 

と 69 GODTO 
どら 79 ^“ 

ど 89 DAaAT ム 
と 9 DaT ム 
399 DaT ム n 
319 D 全 T 谷 
うと 9 D 馬 T 谷 
339 D 馬 T 谷 


ら さ が し だ し て 、 入 力 し て くだ さい 。 ハ ダ ガ が 右 に 秘 
動 し お わる と 、 タ イム オー バー で す 。 


| らら 8B ィ 5 らら 24 ミク ro 


し エ PE5--- gl| 


どら 9 
どき 9 
ど 49 
と に 1】2 


= に K+1iGOUTO 149 


139 


9 2 1 , どら どの 3。 ど 4 の 24 2 の ら 5, 25, 2 る 27 

14, 14,5,28, 6 7 

の ア 。 2 1 。 どど どき 。 ど 4。 ご 4 。 どら, 5 2 る 2 ア 
14,14,S, 28, る, 7,21 

7 アゴ ど ょ アダ 。 1 る 6。19。19 

11。 1 ツタ ,11。,12。13,44 

づ 49 D 人 Tn 29。 ど 1。,14。17,8。17。18 

359 DATA 3,15,1, 18, 9 

つづ 69 DATQ 9, ど 8, 9。 ど 8。 ア 

379 IF 多く "9! THEN PLAY"OD1C1EC" 
389 IF 生 > リリ THEN PLAY "05B 1 人 AB " 
3 づ ?9 IF の 和 ま =" " THEN RETURN 
499 IF 本 ="F" OR 谷 生 =" ゴ " 

419 PO=DP ( 全 SC 〈( 谷 負う -32) ノア 

429 PP=DP (人 SC ( 合 生 ) -32) PO※ ア 

439 PLAY MID 和 も (PO も , PU ポ 2+ 1 2) +NHIID も (PP も , PP+ 1 。 1) 
449 PLY MID も (PP も 。 PP+1。1) 

459 RETURN 

429 FOR J 了 =9 TO 5:GOSUB 499:iNEXTIRETURN 


太 プロ グラ ム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


@ 巳 へ S | じ プ ロブ ラム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 め ず G_ GRAPH | C〈 背 
景 ) 画 面 を 消し て か ら 行 な つて < こ ださい 。 

背景 の 絵 を 貼 し だ た まま プロ ブラ ム の 変更 や 修正 を する と 、 
が あり ます 。 

@e 巳 ら GRAPH | て 画面 を 消す に は [ SHIFT ] キー を 押し な が ら [ 値 |] キ ー を 
押し て < ご だ さい 。 カ ー ソ ル が ホー ム 位 置 に 戻り ます 。 

@| | ST で プロ ブラ ム を 呼 び だ し 、 変 更 や 修正 を 行なっ つて こ だ さ い 。 


1 = て エコ L 」」 
iLOCATE 5,3:PRINT NM3 ま : 人 本 =" " 


THEN _ PLAY"U9Q15i09B1":iGOTO 459 


誤 つ だ 結果 と な る 場合 


本 


の 
1 

の 
つ 


サン ブル プロ グラ ム 6 


※ 率 EXERCTISE 6 ※*※\ 


19 CLSiCGEN 2:CGSET 1。2 る 19 PLAY"T2CEDFEGC2T1" 

29 1!=K: 人 Q=JiBT=5:NQX=3 る 29 LOCaATE 19, る iPRINT "MIN" IN+15 リー リョ エ +1 

3@ PR=PP 内 =ー1 る 39 SPRITE OFF 

49 PLAY"04T1" る 49 FOR J=9 TO PL-1 

5S@ P ま ="C2D2E2F2G2A2B2 じ 2" る 59 PR=9 

る 9 D1N 人 QX〈(4),QY(4),Q〈4) る 6 る 9 IF P〈J,9) = し MI THEN PR = ら 2 

9 DIN P(5, 15,C(5) る 79 IF P〈J,@)=I THEN PR = 1 

89 INPUT "ナン ニン テ “ ス カタ "PL る 89 PP=PR※C て CP (JJ, 9) ) 

9 IF PL=9 OR PL>5 THEN PLAY"C1CC" iCLS:GnTO 89 る ヶ 29 LOCTE ”, の +J2sPRINT J+1 3 ドン リョ PP ミリ テン " 

199 いり IEMI ア 99 P〈J,」1) =P (JJ,。1)+PP 

119 LOCATE 13。9iPR INT "カメ 719 NEXT 

129 LOCaATE 13,2IPRINT "NT イリ ツリ 729 LOCATE 1 る ,22:PRINT "TRY AGRRIN マミ ョ ェ 人 Q= 

139g FOR I=9 TO 4 INKEY ま て By) 

149 Q〈I〉 =RND (NM 全 X う > +BT 739 1F 人 も ="N" OR 人 Q ま =" ヤ " THEN 75B 

159 CK〈(1) =MQX+BT-Q(1) アァ 49 RUN 

169 DEF SPRITE 1 エ , (9。1。9。 9。9)〉) = ビ HR 和 (184)+CHR ま て (て 185) 759 CLS:LOCQATE 5。1 ロ iPRTINT"-ーーーーー 馬 NMO ジャ ュー 
+ じ CHR 和 ま (186 る )+CHR 和 も ま (187) PLAY "CDGC " END 

179 LOCATE 17+2 水 1。9:iPRINT 1+1 

189 LOCATE 17+2 氷 1。2:PRINT CKI) 

1 の 9 人 QX〈1) =229 

299 P(1I,@)=-1 

ーー NEXT 《† び サ 衝 千 ピ ) 

239 FOR I=9 TO PL-1 ら 匹 の カメ さん が ガ ゴ ー ル を 目指 し て 競争 する よ 。 倍 

H F 3 し 」 に Ll 
2 の HI 人 ドン メ ノ ヒト 率 の 低い の が 、 本 命 な ん だ けど 、 意外 な 逆転 も ある 


2 る 9 IF NM=9 OR NM>5 THEN PLAY"C1CC" IiGOTOD 249 
どら 79 P(I。 9) =NM- 1 


286 NEXT で わが ら な い 。 

2 の 9 FOR M=4 TO 29:iLOCATE 3,M:PRINT CHR 和 を 238) : NEXT とこ 

399 FOR M=6 TO 4:LOCATE 25,6+3*M:PRTINT M+1NEXT ご 

か 9069 2 和 ら 人 まで 一 緒 に 遊べ ます 。 ま ざ 何 人 で 遊ぶ が を 決め 
339 NOR'fe TO 4 だ ら 、 倍 率 を 参考 に し て 、 何 番 の カメ さん が 1 着 に 
359 AYC1) = ア 1+24※ な る ガ が を 予想 し ます 。 ピ ダリ と 当 だ れ ば 、 そ の 倍率 
ye Pe の で 得点 され ます 。 実行 中 に 表示 され る CHANG 


389 PLAY MID ま も (P ま も 全 水 @+1。 の) 

う 3?9 SPRITE エエ 。 全 X(1)。 全 Y て (1) 

499 IF 全 X(1) く <59 THEN GOSUB 5 る 9 
419 NEXT 

429 に ド = ド K+ 1 

439 IF K=29 0UR K=59 THEN GUSUB 459 
449 GOTO 319 

459 < 

4 る 9 FOR !I=9 TO 4 

479 LOCATE 19。,19iPRINT "CHANGE ! " 
489 人 Q=RND (8) 

4?9 IF 台 =7 THEN Qi) = タ 2iGO ロ TO 539 
うっ 99 IF の =6 THEN IF RND(S〉 =4 THEN QKI〉=giGOUTOU 536 
つ 19 IF 馬 く 5 THEN 5S38 

S29 Q(I)=11-Q(I) 

539 NEXT 

549 LOCTE 19。,19iPRINT" 

うら 59 RETURN 

っ 6@ ^“ 

579 IF 1!=MM THEN RETURN 

589 IF <>-1 THEN る 99 

S ァ 9 =Ii:RETURN 

る 99 “ 


文 プ ログ ラム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


e 巳 へ ご | ひど プ ロブ ラム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 必 ず BG _ GRAPH | 〇 < 背景 ) 画 面 を 消し て から 行なっ つて こ だ さ い 。 

背景 の 絵 を 出し た まま プロ ブラ ム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つた 結果 と な る 場合 が ありま す 。 

e 巳 ら GRAPH | C 画 面 を 消す に は [ SHIFT ] キー を 押し な が ら [ 訪 | キー を 押し て くださ い 。 カ ー ソ ル が ホー ム 位 置 に 戻り ます 。 
e| |S「 で プロ ブラ ハハ を び だ し 、 変 更 や 修正 を 行 な つ てこ ださい 。 


2 RE し 人 54 


26 


ん だ よ 。 ハ ハラ 、 ド キ ド キ 、 勝 負 は ゴー ルイ ン ま 


ヒビ 1” は ゲー ム を お も し ろく ぐす る だ め に 、 内 部 で 乱 
数 の 変更 を し て いる こと を 示す メッ セー ジ で す 。 


2/ 


K56: K50. 56: 6: K6: K56.: 69) 86: 66: K50, 56: K56: K6: K56 K50, 86: K50. 56: K56 K6: K50, 56: K56 K56: K52! 52: 


O0 ヽ NO トド OO で 6 


サン ブル プロ グラ ム ノ 


※ 氷 EXERCTSE 7 ※*※ 


19 UIEMECBEN SiCGSET 1』。1iSPRITE ロ nN 
どら 9 1=Ji ム = ニ じ iS= ニ Ti ペニー1 :i ザイ = ミ ー1 1ED=F ビニ XY 征 9= 生 1: 丁 =9 
づ ロ N 生 = じ HR 生 (どら 9) i N 和 本 NN 和 も + ト 本 + す N 和 ま + ト まま = ビ HR ま (で ど 43) +CHR ま (24 ア ) * 
ト 11 = じ CHR 和 (45) +CHR 和 ま ( ご 48 ぅ 

49 DIT ト 4 D(S 5)。PTX(17)。 PR て (1) 

っ 9 FUR 1=9@ TO SiF ロ R J=g@ TO 5s 
LOUCRTE 14+1。 示 GS+1iPRINT Ng まま: 
LOUCTE 14+1。J ポ G+2 iPRINT NM1 ま ま 

る 9 人 =RND て (18) IF PTX〉 =2 THEN る 9 

79 D〈(!。J ゴ ) う = 合 iPT( 人 Q) =PT( 全 )+ 1 NEXTINEXT 

89 PaLETS 9,13,&H12,&H22 2 IPALETS 1,13,&H14,&H24。4: 

PLETS 2。13,8&H1 る , 8&H26」, る 1P ビ ALETS 3。13, 2。 ら 5 &H3 る 

?9 DEF SPRITE 9。〈3。1。9,。 9, 9〉 =N 和 も 5DEF SPRTITE 5,〈3。1, 9,。 9, 9) =N 

199 LUCaTE 25 ょ iPRINT "リヒ タ ぐ リリ "リョ L ロ EATE 25。 12IPR INT "ミキ " " 

119 SPRITE 9, じ X 水 3 ど + ら 4,CY ポ 24+31:T9=-1s 丁 1=-1: 丁 =7:GOSUB 179s 
SLMQAP T9, 和 1:X=CXIY=CYi T 算 = る IgGUSUB 179 

129 IF T9 く >T1 THEN 159 

139 PLAY"T204C1E1G105C る "IED=ED+1: IF ED=18 THEN 399 

149 PR(P〉=PR(P う +19iLUC 全 TE 23。19+P ポ 3sPRINT PR(P〉> igSPRITE る くる: 
SPRITE 7iGOTO 119g 

159 PLY"D1T2DSESC5" 

169 D(X。Y ぅ >=T1ID(CX,CY〉)=T9IiLOCATE CX4+ 1 。CY ポ 3+ 1 :』PRINT NM9 ま : 
LOCATE CX ポポ 4+ 1。 ヒビ Y ポ 3+2 iPRINT NM1 和 も ま iLUCATE X 水 4+ 1。Y ポ 3+1 iPRINT NO も: 
LOC 人 TE X ポ 4+ 1 。 Y ポ G+ の 5PRINT MM1 和 ま :P=1-PiGOTO 1189 

179 SPRITE 5,21 る ,?5+24 ホ PiPQUSE 19:SPRITE 5:S=STICK(P) 』 =STR IGP) 

189 IF S=1 THEN CX=CX+11 IF ヒ X>5 THEN CX=9 

1 ヶ 9 IF S=2 THEN じ X=CXー1: IF CX く < く 9 THEN CX=5 

ど 99 IF S=4 THEN CY=CY+1: IF CY> 品 THEN CY=g 

ら と 19 IF S=8 THEN CY=CY-1: IF CY く 9 THEN CY=5 

どど 9 IF S=9 THEN 249 

どら 39 SPRITE 9, ビ X 水 3 の ど + ジ 4, じ Y※ ポ 2 の 4+3 1 

ど と 49 IF T<〈8 THEN 17@g 

と 59 SMAP_D(CX, CY〉 , T9 

ど 69 IF T@=-1 THEN SMAP _D (CX, CY> , 穫 9:GnT ロ 179 

ご 79 SPRITE 9IPLAY" ロ 5T1C1C1" kPaAUSE 19:LUCATE CX4+ 1 』。CY ポ 3+ 1s 
PRINT" "giLOUCATE CX 水 4 オ + 1 CY ポ 3+2 IiFRINT"  " 

と 89 DEF SPRITE TT,。(T9/ る 』1 。 1 9。 9g) = ビ HR ま (4 コロ + 和 T9- 和 T/ る 水 る ) 

SPR ITE TT, CX 水 3 の 2+24。 CY ポ ご 4+3 1 

2?9 RETURN 

399 PRINT"TRY GAIN !!" 

319 T=STRIG〈9〉)IIF 丁 =9 THEN 319 

うど 2 IF =1 THEN RUNJ 

339 IF T=2 THEN END 

349 GOTO 39@ 

359 END 


婦 プロ グラ ム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


e 巳 人 へ S | つ プ ロブ ラム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 必 ず G GRAPH | CC 背 
景 ) 画 面 を 消し て か ら 行 な つて こ だ さ い 。 

背景 の 絵 を 出し た まま プロ グ ブラム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つた 結果 と な る 場合 
が あり ます 。 

e 昌 G GRAPH | C 画 面 を 消す に は [SHIFT ] キー を 押し な が ら [& 誠 キー を 
押し て < ださい 。 カ ー ソ ル が ホー ム 位 置 に 戻り ます 。 

@| | SG 丁 で プロ ブラ ム を 呼び だ し 、 変 更 や 修正 を 行 な つ て こ だ さ い 。 


〈CARD>〉 

トラ ンプ の 神経 衰弱 の 要領 で す 。 め ぐら れ だ カー ド 
の 数 字 と 色 を 全部 覚え て お こぐ が 、 そ れこ と も 第 六 感 で 
勝負 する ガ 。 君 は 、 ご つ ち の タ イプ が ガ な 
遊び か だ 

ど 人 で 遊び ます 。 コン ドロ ー ラ の ポタ ン で カー ド 
を 選ん で 、A ボ タン で めぐ り の ます 。2 グ 枚 め ぐつ て 同 
じ 色 の 数 字 だ つ だ ら 、 ア タリ 。 続け て カー ド を めぐ 
る ご と が で きま す 。 違 つ て いた だ ら 相 の 番 で す 。 


サン ブル フロ グラ ム ら 8 


ネネ EXEECTSE 8 ※※ これ は SCR を 使っ つっ を サン プル で す 。 
(ゲー ム へ で は あり ませ ん 。) 


179 U7E @ 初め に 背景 を 拉 いて ガ ら 実行 し て て だ さい 。 


29 PLV"04C7 の 177G7E7B" e ペン ペン を [る し y [4 ][ マ キー で 操作 し ます 。 

oN e ニッ ニタ が ペン ペン ピ に 近づい て 来 ま す の で 、 う ま 

5 の 9 PX=5 の :P ソ =56: = イ の の 9: 条 ソー1 5 の 9: DEF 内 OUE て の 8)=SPR7 了 TE て (4,D, 7, 7, ぐ 逃 げ な が ら 旗 の ある 場所 を 通過 し て こぐ だ さい 。 

0 @ 大 を 通過 する 時 は 、 ペ ン ペ ン の 中 央 部 が 旗 の 上 部 
4 と 

7 の 7F 85 て DX)<8 AND BS て CDV) く 8 了 THEN 369 と 重 な る 様 に 操作 し て ぐだ さい 。 

8 の 9 97=ー イ て DX> の うー ク ※ て DX くす) : 92=ー す 丈 て DY> の 9) うー8※ て DY く の う e ペン ペン も ニタ ニタ も 、 レ ン ガ に 応 つ る と 進む 

の の 9 7 BS て CD) < 5 て D ソ ) 7 了 EM 8S り 8P 8S7.52 ト 

1 99 6S=S7z:GOSUB 27 の 9:GOSUB 298 ここ が で きま せん 。 

1 本 -】F ひ D て でぶ. 生 了 TUEM 48 ※ ロ G GRAPH | C で 、 レ ン ガ や や 旗 の 位 置 を 変 

729 SUP S7,S2:SmS1:GOSUB 279:GO0SUB 2928 0 = っ っ パウ ーー で 

AS え だ り 、 + ヤ フフ ツ を 低 更 し て 様々 給 ま ーー 

14 の 9 DEF 内 OUE〈7)=SPRT 了 TE77,D, イ , 3, の, の 9)〉:P0STTTON 7 イ , 内 X, 内 マ 話し て で ぐだ さ し い 


{きき 本 りり UE イェ PL 作 ツ “ひけ 7C す けけ CT" 

76 の 6 の 9=S6 了 TCK〈 の > 

17 の SS5 の 9: GOSUg 289:GOSU8 2 の の 

18 の 7 D= の 9 了 HEN 258 

7129 の と F 欠 0UE( の 9 の)=SP 了 7 了 ビ て す , の , 7, ざさ, の, の 9) 

29 の 9 POSJ7TTON の , PX,P ツ マ 

ク 27 の 9 70UE の 9』 し 月 ソリ "03B87 の 7" 

2 ク 2 の  X メ = く <P ロ ナナ ア う ン 8ー ク アア テモ く <P ロ ツナ アノ 8ー さ 

ク 3 の 9 / た だ SC 尺 あ て ZZ, ツジ)= じ ガ 尺 まで 7 の 9 の) 子 UEMN L 上 0C グ TE %〆, ソ マッ g PTM げ 
: : CN=CN ナ イ :L0CATE 7 の 9,.23: PRIM 了 リト クチン"』 CM PLAY“"04 

C787G7『" 

249 JIF MOUE( の 9) う =-ー7 OR 尽 際 OOE(7 う テー イ 了 了 EN 2 クス の 9 

259 P じ 〆=〆P06 て の )』 ピ ソ ツェ リツ P ロ 6S て の 9)』 ダミ PO09 て 7 う 』 殺 アモ ェ リ PO06 て 7 ) 

26 の @ の GO7O 6 る 8 

クア の = ダー て 65= イ う ポ イプ + す て 5 テグ) ポイ 』 ソ = 刀 ソ リー て の = エイ) すす ナ て 6=8 お うす 』 尺 E 子 U 尺 

28 の メ X=pP メ Xー(6= テ 7 うす すく てら 6 エク) イェ ソロ ピロ ソー く <6= イ う 氷 イナ す て で ら 6 テモ 8 うす: 民 ETU 民 N 

2 の 9 の 9 し 7 = て (ダー7 イ う ノ ラーグ gg し 7 イミ て ツー イ う ノン 8ー さ 

ざ の の し 2= メ + ナ イイ 6:C2= ェ (と 2 クー イ う ノ 8ー ク し 2 クニ ツナ イ る 6 し クニ (し クー イ ) う ノ 8- ざ 


さ 79 D= - ぶ て 8=7 う ※ て SC まく C2, し 7 う = リ "うま CSCR ま て C2, し 2)=" ゆう 
さ 2 の D=Dー7※ く S=2)※ く SCR を る (C7, し 7 う =" "うう ※ ポ て SCR を て C7, 上 し 2)=" ") 
さ 39 D=D-1 表 て S=8 う て SC まく C7, し 7 う = リ "うま て SCR ま て C2, し 7 う = リ ゆう 
349 D=D-5※〈S= イ ) う て SCR 多 く C イ , し 2)=" "うまく SCR を まく C2, し 2) う =" ") 
359 RE7OURM 


326 の 9 PLVT04G71C7G7 "7:』FOR Q の 9 了 了 0 3 さ :CGSE7 の 9, 9: CGSE7 了 7, 7:CGSE7, の : EX 了 げ 了 
37 の 9 PLAY"07C7G7A7C7PD7 "7:CLS:SPR7TE 0FF 
S89 LO0CA7E 5,7 の 9:PRTM7 リ ーーーーー EEM の ニー ニーーー "EEMD 


太 ブ プロ グラム の 変更 や 修正 を する 時 の 注意 


@ 巳 へ S | ひ C プ ロブ ラム の 作成 や 変更 お よび 修正 は 、 ず 〇 GRAPH | C( 背 
景 ) 画 面 を 消し て か ら 行 な つて こ だ さ い 。 

背景 の 絵 を 出し た まま プロ ブラ ム の 変更 や 修正 を する と 、 誤 つた 結果 と な る 場合 
が あり ます 。 

e 巳 ら G GRAPH | C 画 面 を 消す に は [SHIFT | キー 2 人 M キ ーー を 
押し て こ だ さ い 。 カ ー ソ ル が ホー ム 位 置 に 戻り ます 。 

@| | SG]T で プロ ブラ ム を 呼 び だ し 、 変 更 や 修正 を 行なっ つて こ だ さ い 。 


人 村人 和 叙 1 必 ン 生 4 衝 / 二 の OO 人 OAI 
トド 


OO の NOQORONO つ 6 
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29 |F32. E32 E32 E32 E32 E32 E32 E32 E32 P32: E32 E32 E32 E32 E32 E32 F32! F32. 


ーー 


ーー ミト ーー ミミ テテ ミー た た トミ ミミ ミー ミー まま た また デー トー た た また ネエ テテ で ーー デー トト ーー ミネ ネー トー た トミ トミ ミド ミス ミミ テー た お 


テテ テー ドーミー ミミ た たま ああ EE 


ERRORECEERSESESEESSESSESESSSESESSSSSSSSSSSSSSSSSSESSSSSSSSSSSEESSESESSSSESSSSEEESSEESSSEESSEESEEESSSEEBEESBEEEESESREESEEEEESBEEEBSESEEEEEEEESESEESS 和 和光 和 EEESEESESSESEEESBEESESSSESEESEE 和 SSEEESESEENEBESEBSEESESESSSS 
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ーー マー ュー ュー ュー ュー ニー ホー ニー ニー ニー ニー トー トー ニャ ーー ャ ーー トー ニー ニー ドー トー ニー ニー ニニ ーー ニー ニ ーーー ドー ニー ニー ニー ニー ニー ニーーーーーーー ト ニャ トー トー トー トー トー トー トト ーー トー トー トー トト トー トー トー トー トー トド トー ニー ニー ドニー トー ニー トー ニャ トー ニー トー トー トー トー ニャ トニ トド トー トー ニャー ニニ ドニ トー トニー ニー ニャ トト ャ トド トド トニ トー トト トト トー トー トド トード トペ ペペ ニニ トド ニャ トト ニー ニー トド ニー ニー トト トト トド ニー トニ ト ニャ ニャー ニャ ドド ーー ニーー ニ ーー ニー 


ーー ニー ホー ニー ニー ャ ーー ャ ーー ーーーーーー ニ ーー ニー ャ ー ャ ーーー ャ ーー ャ ーー トート ーー ャ ーー 


ーーーーーー ニ ーー ニャ ーー ャ ーー ャ ニャ ヨネ ーー ホーーーー ト ーー 


EERSSESSSSESSSSSESECSSESESSESGESSSESESEESESESESSSSSSERSESSEESSSSSESSSSESSSSGESESESSSSSESSEEESSSESSSESSSESESSSSESESESESSSSSRSESSSESSESEESSSSESESESSSEELSRSBSESBESSSSSSSERSBSRORLSESSSRORRSSSR2RSRSRR2ISSER2R2RSRROKK は は 
志和 Wi 績 (em: 林 2 3: 意 ( 部 の: 宮寺: 机 : 溢 38 あい! 況 2: 昌 あ 3 芝 : 還 Ye 下記 | 還 KW) 寺 el0 の WW 本 義 き 半 0N' 補 2 あ SINS: 補 1 和 い oe ゃ ゃ ゃ こ ゃ こ ゃ や る < と で で o さ る 還 eee ee で な と で oo oo ゃ aaaeeeo eo る で o 補 る や ゃ で や て の eee oo らち る や oo で る ゃ ゃ の ゃ や る 補 る 生 ゃ の で en oe whoe ene で ゃ も ae = ass eieieuee ao ee mesie wiz sms eee ms さ マ も <: < る ea aa 
NO 
RE た EROEESSRSESRSSE あ ESSRSSSRSSRSSRSSRSSSRSSSSSESBSRESRSESRSESR ま ER っ RRSRRRORRRSRSSSRRRRRSRSARRARSCKOKORK KK EK EK また 


SEEESEESSSSEEESSESESESESSRSSESESESSESSSSESESSSSESSSESSSSSSSSSSSESESEESS SSESEEESSEEEESESEEEESESESESESESSESESSSESESESESESESEESESESESEEESESSSESSERSERERSRRERESSESESERSEREEEEESEE 


ここ ここ ここ = ここ や ここ ゃ ここ ここ ここ 


RE まあ EEESRSRRR っ SSR っ RES っ RERSSRRSROEORSSRSRSRCRSRSRS22 つ RCRORRORRRROR 


SEEEESEEEEEESSEESEEESEESSESESSESSESESESESESSESSSSESSESSESSSEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEESESSEESESSSSESESESESESESSESESSESSSSESSSSESSESESSSSRSSSSSESSESEES 和 SSRESESESSESESSRSREESRSERSSESSSSRSRSRESSERSSSEREEEEEEESEEEEEEEEEERR 


oe oo で る ゃ こら で ゃ oe moeao の 本 る ゃ く で と る る ゃ ゃ こ ゃ た aceeoeeee sa と spcseoeeeeaeasee。ssceo 


二 | 二 5 生 全 軍需 SmWteW* あ > 誤 ず > 信 天 人 0 二 wt) 作 "区: 語 、 5 


pa 宮寺: 事 :o 1 ま 基 : 拉 き 宮 洛 天 5 軍 05. 誠 ! 林 2 語 放電 下 2 


SEESSESSSESEESSEESSSESSSESESSEERSESSSSSSSESSSSSSSSSSSSEEESSSSSSSSSSSSSESSSESESSSSSSSSSSSSSSSSSSSESESSSSSSSSESRSSSESSSSSSSSSSSESSESSSESSESSSSESSSSSSSESSSSSSESSSSESESSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS に SR ここ 


SSSEESSSSSSSSSSSSSESSSSSSSSESSSRSSSSSSSSSSSSSSSESSSSSSSSSSSSSSSSESSSSSSSSSSESSSSSSSSESESSSSSSESSSESSSESESSSSSSSSSESSSESSESSESSESSSSSESESSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSESSSSSSSSSSSSSSESSSSSSESESSSSSSSSSSSESE こ RSSSESSS ま RE 


CK KK KK スス た た た 信人 入 に 生生 


TA て と SKKN LYNN や NKK た の NYCXWOKILWNCYNA は KW も Y 入 守 PKK 汗 生れ れい 00KI 信 0 六 本 還 FX KDEK ま 8 も て 二 た KRRRR に 
隊 0 い あ 712: 和え の 1 が 7 の (の の 7 いき 『 人 あがき (で あと 信人 ので の を: 人 : 琶 "宮本 ら : 伯 1 病人! 仙 [しい の どら (や ふき や 生命 e 計 る ae 池下 宮 語 や % ea い ei 誠に です (いき: を 62 いら "られ: 訓 8 な 60 ごい もめ SPY に 920005 に 2 生計 KSESi 和 write 
相生 ja あの: 得 pe の.m の Pt: の 、、、 補 る ps e の | で の <⑯ 、 休 や の 、 人 る 、a Je 厩 : 2 人 っ や の も っ 、 あ Te も る ee みい ee あっ っ みっ 9 る を あみ セト = さっ 呈 あご 3 Wa: の 、 あ SW 2 きき る で コンプ 5 を o ド ツ の で っ 
本)9 mW ma くる 人 く Yen を "(aus ga Se oe あの Ye 生生! きい ee) と Ye! GRYirt 


9 om 才 / コー に 
IN ご ーHUB ビ AS 1C は 、 通 常 の オペ レー ショ ン キ ー の ほ が 、 さ ら に 扱い や すい よう に 数 多く の キー 機能 を 備え て いま す 。 


A II NS」 モ ー ド の ON プ OFF ス イツ チ 。 
じ BREAK。 だ だ し 、 プ ログ ラム 実行 中 は き が な い 。 


D 初期 設定 ※ じ GEN ど 、 ら ご PR1 TE OFF、 
[CTRI 十 内 の 解除 。 カ ラー パレ ッ ツ ト を スプ ライ ト 、 パ 
2 0520R2M、 た 2 グラ ラウ ンド 用 の 7 た AV 


に 邊 本 00 
に カー ソル 以降 1 行 分 の 消去 。 
@ ロ ヒ ヒロ 疫 を を 軸 す 。 
H と 同じ 機能 。 DEL 
り フイ ン ノ イデ 隆行 送り ) を する 。 [ ヤ F と 同じ 。 
K カー ソル を ホー ム 位 置 に 戻す 。 SHIFTT[E| 
L 画面 の フリ ア 。 
M 和 和 326282ki 村 Te に ビ 必 ト ポリ ラル) ダーン ) REIUFN 
R と 同じ 機能 。 
V の セー に に ひる 。 
W 身 ・ 数 字 状 態 に する 。 
4 カー ソル 以降 画面 下 ま で の グリ ア 。 


※C「R 十 A は ICTR キ ー を 押し な が ら (A キ 一 を 押す こと を 意味 し て いま す 。 


メモ リマ ッ プ 


(16 進 表 現 ) 
&HO の の 9 


&H の 7FF 
&HO ら の の 
レコ 使 用 
&H1 ビ チエ 
&H の の の の 
&H5FFF 
&HO の の の 
未 使 用 
&HOFFF 
& 昌 H/ の の の &H/ の の の ~- &H / の 3F の エリ ア は 
生ま RPSSCP29S2C00 和 3 た は 3 POKE 命 令 で は 使用 し な いで こく だ さい 。 
シス テム で 使用 し て いま す 。 
ワー ク RAM (BAS | C カ セッ ト 内 ) 用 
合 栖 ボ ー ド デー ダダ まだ は BAS 1C フ リー エリ 
& 昌 フフ FF 
&H/8 の の 
と で 使 用 
&H フ FFF " 
&HG の の の 


プロ ブラム ROM 


&HFFFF 


エラ ー メ ツ セ ゼ セージ 一 覧 表 


NS 一 HUBAS | は 、 プロ プラム. 実行 中 に エラ ー を 見 つけ る と 、 エ ラー メッ セー ジ を 画面 に 表示 し 、 プロ ブラ ム の 実行 を 中 止 し て 
コマ ンド (命令 ) の 入力 待ち の 状態 に な り ま す 。 

ダイ レク トモ ー ド で 実行 中 は 、 

(例え ば ) や SN ERROR SN や ラー の セー ジ 

MeU ーッ ーー 

(例え ば ) や SN ERROR IN 100 

と 表示 され ます 。 


も し 、 プ ログ ラム 実行 中 に 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 され 、 エ ラー の 原因 びわ か ガ ら な いと き は 、 下 記 の 一 覧 表 を 参照 し て くだ さい 。 


NEXT wIthOut FOR FOR が な い の に NEX 丁 が ある 。 


H 
| 


の 」 究 | 其 
計 | 柱 ( 基 


RG RE TURN without GOSUB GOGUB が な い の に RE TURN が ある 。 
RE AD で 読む べき デー タダ が DA TA 文 に 用 意 さ 
に 人 % 作 . CT 人 2 の は 
れれ て いな ゆ 。 
息 敵 IIe9a1 funCtlon C 紀 ll ステ ー ト メン ト や 関数 の 嘱 び 方 が 間違っ つて いる 。 


@⑥ 


Out OT ermory メモ リ 不 足 で ある 。 


GO 1 〇 、GOSUB、 | F 上 など で 指定 し ただ 分岐 
の 行 番号 が な い 。 


SUDSCFIDt Out Of Fan9ge 配列 変数 の 添字 が 規定 外 で ある 。 
Duplicate DefinitIOT 配 臣 ガ の 重 に 定義 8 され て いる 。 


V 
OM 


Undefined line NumDer 


し 
E ミ 


MISSIn9G ODeFnQ _| パラ メー タ の 必要 な 命令 に 指定 びな い 。 


] IS FTGGG 上 FDR カセ ツ ト テ ー プ お ガ ら デー タ が 正しく 読め な い 。 


SO 
DZ 
TM 
ご 
FT 
ら D 
MO 
TP 


キヤ ラク ダコ ー ド 表 


ファ ミリ ー ベ ー シ ッ グ の キャ ラク ワタ コー ド を 、 一 覧 表 で 示し ます 。 AS 1C の CHRS お (n う 、、AG じ (て AS" ) に よる 六 学 を コ 
ー ド の 変換 は 、 こ れ に 対応 し て いま す 。 キ ヤラ クタ コー ド 表 人 、 ま だ は B ロ の キヤ ラク ノダ 、 文 字 、 記 号 は 、 バ パッ ク グ ラウ ンド 、 ス プラ イ 
ト の 将 面 で 使用 で きま す 。 (ご の 面 に どちら の 表 を 使用 する が の 指定 は じ GEN 合 琉 を 使用 し ます ) 


@ キ セラ フツ コー ド 表 A ( 主 に 、 ス プラ イト 用 ) 
コー ド (0 進数 ) は 、 キ ヤラ フタ テー ブル A で アニ メキ ヤラ クタ の 四 昌 に 表記 し て ある 番号 に 対応 し ます 。 


Pe aaa に 希 Ro ョ 5 この yo 
る 


10 進 数 
0 21 | レデ ィ ペン ペン 
WALK1) の 月 に MALK の ( 左 あ 
2 
(WALK2) 
り 較 の ア 、 
0A (WALK3) 
0B 
人 DO 
RS | 0Dp 
マリ オ 
(JUMP) 


5 時 


ーー 


9 IO 


で 


レデ ィ ペン ペン 
(WALK3) ( 穫 歩 2) 


に 2 ゲー 
(JUMP) 


ーー 
0 .G キ ご 相 
0 
CO 


by ゲイ 
人 | 


着 地 


(は し ご ) ボー ル 4) 


(DOWN) ボー ル 


マリ オ 
(DOWIN) 


94PT ダ 一 
2 カッ YE 


ーー 
デン 


bc ポイ 
(WALK1) 


@ ノー メキ ヤラ クツ を 定義 する 場合 は 、 こ の コー ド 表 に ある コー ド (40 進 数 、 ま た は 16 進 数 ) で 指定 し て くだ さい 。 
@ の ー255 ま で の 10 進 と 16 進 の 換算 表 こ し て も ご 利用 ぐだ さい 。 


コー が コー ド 説 明 コー 邊 5 ン ee コー ド 
(10 進数 )|(16 進 数 ) (10 進 数 ) ) 10 進 数 )|16 進 数 ) 


6 
1 ど 9 
130 
1 


3 の: 紀 
本 
134 
1 さら 
4 
キ う デ 
1 38 
1 9 
140 
1 4 1 
1 4 ジ 
1 43 
144 
145 
146 
14/ 
1 4 
1 498 
9 の 
1 
! 攻 と が 
所 っ 
154 
な は 人 き 
156 
9 
1 ら 56 


0 の トー 
(上 ) 


の 
(を ) 


スタ ー シ ジップ 
(左上 ) 


レー ザー 
(な な め ) 


EE 
油 


DU 
改 


1 ら 59 


@ キ セラ フツ コー ド 表 B ( 主 に 、 バ ッ ク フグ ブラウ ンド 面 用 、 及 び キ ー ボ ー ド の 文字 、 記 号 、 
B ら G GRAPH 1C に 使用 で きる キヤ ラフ で す 。) 
対 訪 す る 文字 の 欄 に ( ) で 書い て ある 番号 は 、 キ ャ ヤラ フタ テー ブル 日 の キヤ ラク タ に 対応 し ます 。 (113 ペ ー ジ ) 


コー ド | コード | 対応 する || コード | コー ド | 対 功 する | コー ド | コード | 対 功 する || コー ド | コー ド 
(40 進 数 )|(6 進 数 )| 文 字 | 進数 )|⑯ 進 数 )| 文 字 (0 進数)|(6 進 数 )| 文 字 | 進数 )|(6 進 数 ) 
O 00 か 計る 64 | 40 ② 9 お | @ 


2 | | 


対応 する 
文 寺 


3 


まあ 


寺本 ほり 和則 寺 - 交 二 |( 料 半 - ホ 


// 


ーーー 
1 Nd す 2 200 NR っ > 


a 
[ ひ 


の 
T 


っ 
ポ 


eK 
OI1 


ae 
〇 ) 


3 
nJ 


まい バ 


0 
OO 


qa 
( 〇 


き づ 
4 
で まる 
る 
さ 3 / 
ご 


ト $ 
( 〇 


[の 
還 、・ 


ト ひ 
[いひ 


IN$ 
OO 


「 ひ 
お 


(ーー 


[ ひ 
O1 


ww0 旨 0 人 と 包 才 本 、 た し 和 


[の 
〇 ) 


「 ひ 
nJ 


ト $ 
OO 


「 ひ の 
( 〇 


EN 
と う 


OO) 
に 


バック グラ ウン ド 用 に 直接 キヤ ラノ クタ を 定義 する 場合 は 、 ご の コー ド 表 に ある コー ド (10 進 数 、 ま た は 16 進 数 ) で 指定 し て こ だ さ い 。 
だ だ し 、 コ ー ド (16 進数)00-1F は 、 シ ステ ム で 使用 し て いる だ め 直 接 指定 する こと は で きま せん 。 
@ の ー255 ま で の 10 進 と 16 進 の 換算 表 と し て も ご 利用 ぐだ さい 。 


Re ee ra コー ド | コー ド | 対 記 する | コー ド | コード | 対応 する 
0 進数 )|(16 進 数 0 進数 )[(16 進 数 )| 文 字 0 進数 )|(16 進 数 )| 文 字 


コー ド [コー ド | 対 身 きる 
(0 進数 )|6 進 数 )| 文 字 


(M5)qo 
SO 
(CM6) ゅ マ 


う 
(M/) シ 


アル ノア 


AI 
間 間 CK 
ーー 


間 ESS の Hr 


CI 

CALL(OOA コトー 
CGEN(OCOGE 上 J…0……ー ド ーー ドド ーーー バー 
CGSET(OG tt ドド ドド ドド ーー ツー 
CHR$S(OH コ JO……ーー ド に ーーー バー 


CLEARCOLE] 聞 9 人 … 人 ーーー ドド 55、 


CSRL RY 
ーー か 9 yr 


DI 


DA 二 和 At[D 1 ) 聞 人 補 ー ド ドド ドド ピー ドー ババ 
MM 
野 人 凡 科 ま 千 有 (DE. 馬 民 1] に ーー…ーー……… 
れる は 0c2or: 


E 
ーー が 0412 
間 間 os 


F 

FOR~-TO-STEP(F.- TO-ST」) 
NEXT(N Ji ドド ドド に に ーー に に 
ーー で に 1 で ャ テテ イト 


GI 
ーー まま に の Ph 
トー こり 還 は 人 B2CCH APP と すこ ウナ ウト 


同 
症 SA 


Ll 


自生 は MY い teceeta ル 37vcoss。 
間 こ くさ 、 
2 


IK) 


PPP 


生み こう 1 回 人 e 加 0 の Co に で 


TP 
ーー で 00 0 計時 
開 sNote 


LOAD ゃ (LO 須 あ あじ は 半 4 の yk23ek ホ 。 
ーー 生生 和 人 


ベッ ト 順 合 令 語 索 引 
し  〕 内 は 首 命 令 語 の 省 虹 形 を 示し て いま す 。 
IM 
87 駒 人 に RT に MESREMORREROG2 和 2 85 
83 年 ら ご 2 YR 75 
TO 衝 條 0 折り ukPt3CALSPK2GHSIRRERCSE 77 
80 NN 
OSA ロロ 
2 
71 本 人 と CO OWN 生生 66 
/2 回 
N 際 あ だ 平 [BALL 全 8 MC 2202R92 73 
和 内 六 村 第 本 人 220e<UTCO673 か YES 78 
呆 夫 物 近 選 2 に 2 に に お 22278 85 
際 導 抄 W 倍 ZEN 80 
了 際 欄 析 衝 3 97 RGM の Io 60 
凍 和 本 AO の た: 人 に に 00PO ER 85 
と ) の も こ 地 且 困 訟 1 いま 人 PP の 76 
傘 失 生生 下 EY 本 関 人 の PC48223 近 RS ロ 0 
0 RI 
9 内 区 人 DR 信 放 . 隊 ECO 語 ES 68 
和合 MCC ア ポメ スト MA IO 67 
笛 抽 人 で OO 拓 人 陸 人 馬 2 お BY WBA お SR 60 
衝 た だ ず 日 NRREE に は eS お 64 
67 際 は の 雪野 KRC 84 
才 MINT 人 3 北 SNB 8 の 
向 和 桂 KMF 穫 か は 0 は Sc 56 
IS 
65 岳人 NOSleee 人 EN ロ 7 
86 SCR$B(SO. な AS 8/ 
に で 1 暫し る な 220e ー 82 
ーー』 人 | ご 4 あら > て 11 80 
0o 月 | 王 E の 本 本 人 9 陸 0 NE 80 
0J 8 表 1 ビー 人 二 2 bk SE 80 
年 だ 過す 0212 この 65 
84 人 トル の に NSANMKER2IGN SO 86 
ES BCCKS 66 
2 に] で ST は Mk ん 2 お 32 86 
04 導電 の 十 抽 RE の 市 KM 82 
6/ 和義 和 お の すい 訟 NNERAOKM29RG01 67 
0 SYS 本 謀 SS 3 あま KAO お REG 70 
1 細 半 論 伴内 PC 64 
V 
た MA 02 な CI 83 
の 党 洒 本 dt NRYS22S 和 8 79 
09 
60 SI 76 
56 
0/ 人 半 KSARM0LCCSNB71230823 語 2 76 
00 
/0 


お 取扱 い 上 の ご 注意 


キー ボー ド の 接続 コー ド を 机 や イス の 下 に 敷い た り 、 も の に は さん で 傷 を つけ な いよ う ご 注 意 く だ 
さい 。 接続 コー ド に 傷 が つい た まま 使用 する と 危険 で す 。 ま た 接続 コー ド を 抜く と き は か な ら ず コ 
ネ ク タ を 持っ て 抜い て くだ さい 。 


ファ ミリ ー コ ンピュータ の 電源 電圧 は AC100V で ご 使用 くだ さい 。 電 源 電 圧 が 極端 に 高かっ た り 、 
低かっ た りす る と 故障 の 原因 に な り 、 十 分 性 能 が 発揮 で き な い 場合 が あり ます 。 こ の よう な と き は 
お 買い 上 げ の 販売 店 ある い は も より の 任天堂 帳 )、 各 支店 営業 所 に ご 相談 くだ さい 。 

本 機 を 湿気 の 多い 場所 や 、 ば こり の 多い 場所 に 置か な いで くだ さい 。 故障 の 原因 に な り ま す 。 
また 、 ほ こり を 吸い 込ま ぬ 様 ほこ り の 多い 場所 で の 使用 は さけ て くだ さい 。 
本 機 を 直射 日 光 の 当る 場所 や 暖房 器具 の 近く に 置か な いで くだ さい 。 キ ャ ビ ネ ッ ト や 内 部 の 部 品 を 
いた め る 原因 に な り ま す 。 
本 機 の 内 部 に 水 や 液状 の も の 、 針 や ピン な ご ど 金属 類 が 人 人 っ た まま 使用 する と 危険 で す 。 異物 が 入ら 
な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 と くに 水 や 液状 の 異物 が 和信 っ た 場合 すべ ぐに キー ボー ド の コネ クタ を 抜き 、 
お 買い 上 げ の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 
本 機 は 精密 な 電子 部 台 で で き て いま す 。 落と し た り 、 物 を 当て た り し て 衝撃 を 与え な いで くだ さい 。 
改 障 の 原因 に な り ま す 。 
改 障 し た 時 や 実 常 を 感じ た ら 、 使 用 を 中 止 し 、 お 買い 上 げ の 販売 店 ある い は も より の 任天堂 (株 ) 各 
支店 ・ 営 業 所 に ご 相談 くだ さい 。 
長い 間 ご 使用 に な ら な い 場 合 は か な ら ず ファ ミ 
ボー ド の コネ クタ を 抜い て くだ さい 。 


| 珠 oーFEoor 


電源 電圧 に つい て 


湿気 や ほぼ こり に つい て 


高温 に つい て 


水 や 異物 に つい て 
異常 の と き は 


長 時 間 使用 し な い 場 合 


リー コン ピュ ー タ か ら BAS1G- カ カ 銀 二 、- 誠 び キ ー 


周辺 機器 の 増設 モノ ラル ラジ カセ 以外 の 使用 は 故障 の 原因 に な る 滋 れ が あり ます 。 


電源 の 「 人 一 切 」 


本 機 の 汚れ は や わら か い 布 に 水 ま た は 洗剤 を 含ま せ て 軽く ぶ ふい て くだ さい 。 ベ ンジ ン 、 シ ン ナ ー な 
ご 揮発 性 の も の は 使用 し な いで くだ さい 。 キ ャ ビ ネ ッ ト の 変色 な どの 原因 に な り ま す 。 
ファ ミリ ー コ ンピュータ の 電源 スイ ッ チ の 「 信 一切 」 は 10 秒 以上 の 間隔 を あけ て 操作 し て くだ さい 。 
コン ピュ ー タ の 動作 を 確実 に する た め 必 要 で す 。 また スイ ッ チ の 入っ た 状態 で BASIC カ セッ ト や キ 
ー ボ ー ド の コネ クタ を 抜い た り 差し た りす る と 、 故障 の 原因 に な り ま す 。 


間 電 池 お 取扱 い 上 の ご 注意 


メモ リバ ッ ク ア ッ プ の た め に は 、 単 三 乾 電池 どの 本 が 必要 で す 。 乾 電池 は 誤っ た 使い 方 を し ます と 液 も れ や 破れ つ す る 危険 が あ 
り ま す の で 、 次 の 点 に ご 注意 くだ さい 。 
1 . 乾電池 の プラ ス お と マイ ナス ご の 向き を BASIC カ セッ ト の 表示 どおり 正しく 入れ て くだ さい 。 


の . 新しい 乾電池 こと 一 度 使用 し た 乾電池 を 混ぜ て 使用 し な いで くだ さい 。 
3 . 種類 の ちがう 乾電池 を 混ぜ て 使用 し な いで くだ さい 。 同じ 形 状 で も 電圧 の 実 な る も の が あり ます 。 
4 . 乾電池 は 使え な く な っ た り 、 長 時 間 使わ な か いと き は BASIC カ セッ ト か ら 取 り は ず し て お いて くだ さい 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー (キリ トリ 線 ) ------------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
光 人 の めか の の の の か の な の の の の の の の の の の の の の の か の の のか の の の か の の の か の の の か の の の の の の の か か の の の の の の の の か な が 


つっ 計 リ ー ペー シリ グ " 保証 書 


| 住所 
各 


6 
お 買い 上 げ 月 日 年 月 昌 機種 HVC-007 製造 番号 


e 正常 な 使用 状態 の も と で 発生 し た 故障 に つい て は 、 お 買い 上 げ の 日 か ら 6 ヵ 月 の 期間 、 裏 面 記 
載 の 保証 規定 に も と づき 、 無 償 修 理 い た し ます 。 
e 故障 が 生じ まし た 場合 は 、 お 買い 求め の お 店 に ご 連絡 くだ さい 。 な お 、 本 保証 書 に お 買い 上 げ そ 
店 ・ お 買い 上 げ 年 月 日 が 記入 され て いる か を お 確か めく だ さい 。 本書 は 再発 行い た し ませ ん 。 企 天 強 株 式 合 
※ こ の 保証 書 は ドカ セ モット 、 の 保証 を 含み ませ ん 。 
の の の の の の の の の の の の の の 人 信人 の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の 


ーーーー ニ ーーー ニ ーー ニーーー- ( 著 ニ 了 ー 症 ) - - - - - - - - - -- - 


保証 書 お よび サー ビス に つい て 


文 保証 書 に つい て 

保証 書 は 、 こ の た び お 買い 上 げ い た だ きま し た 任天堂 製品 の 品質 を 保証 する も の で 故障 の 場合 の 、 保 証 期 間 内 無料 サー ビス に 必要 で す 。 
も し 未 発 行 の 保証 書 を お 持ち の 場合 は 、 保 証書 の 該当 欄 に 、 お 名 前 、 ご 住所 を 記入 の 上 、 お 買い 上 げ の 販売 店 に て 発行 手続 き を お 受け 
くだ さい 。 (保証 に 関す る 事項 は 保証 書 に 記載 し て いま す 。) ※ こ の 保証 書 は バカ セッ ト 、 の 保証 を 含み ませ ん 。 

文 サ ービス を 依頼 され る と き は …… 

故障 が 生じ まし た 場合 は 、 お 買い 上 げ 店 に ご 連絡 くだ さい 。 

な お 、 保 証書 に は 、 お 買い 上 げ 店 ・ お 買い 上 け 年 月 日 が 記入 され て いる か を お 確か めく だ さい 。 


プア デリー ペー シ ツ クン の は 本 


se ソフト : 1 . BASIC (BG GRAPHIC を 含む ) 4. コン ピュ ー タ の うら な い 
の : おり キュ レー タタ ボー トド 5. ミュ ー ジ ッ ク ボ ー ド 
3. メッ セー ジ ボ ポー ド 


プロ グラ ム 用 ROM ら ど ピ ッ ト X16K メ ど 個 
キャ ラク タ ゼ ネ レ ー タ 用 ROM ご ピッポ ギ X 8K 


文字 
表 文字 構成 8X8 ド ッ ト マ トリ ックス 文字 英文 
表現 色 数 52 色 ( 白 及 、 黒 を 含む ) 


動画 8 スプ ライ ト (但し 、- 1 スプライト 16X16 ド ッ ト ま た は 、 ら 8X8 ド ッ ト ) 
(スジ ラ ャ 十 ) e06XZ40 ド ッ ト (BASIC 時 ) 


ど 個 の 方 形 波 音 

| 個 の 三角 流 音 

| 個 の 効果 音 
キー の 数 総数 7Z キ ー 


旨い 吉 - ・ 列 ASC 1 配列 (但し 、 カ タカ ナ 50 音 配列 ) 準拠 
人 5 ジ ァ ンタ ジョン キ ー 8 キー 
ド ー ソ ルキ ー 4 キー 
1200 ボ ー カセ ッ ト イ ンタ ー フ ェ イ ス 内 蔵 
3.5 ゅ READ、WRITE 端 子 付 
BASIC カ セッ ト 内 に 、 単 三 乾 電池 を 内 蔵 す る 事 に より BASIC プ ログ ラム や 、 各 ポ ー ド 実行 デ 
ー タ を 、 一 時 的 に 記憶 させ て お く 事 が で きる 。 
寸 | キー ボー ド (HVC-007) | 368(W)x183(D) x54(H) 
法 | カセ ッ ト (HVC-FB) | 110(W) x110(D) x17(H) 

キー ボー ド (HVC-007) | 956g 

カセ ッ ト (HVC-FB) | 959g( 電 池 含ま ず ) 


使用 美 件 使用 温度 0--40C 、 使 用 湿度 35-75% 
キャ ラク タマ ッ プ 


※ 仕様 お よび 外観 の 一 部 を 予告 な く 変更 する 場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 


本 > が ーー ブフ ェ エイ ス 


メモ リバ ッ ク ア ッ プ 


ーーーーーーーー ] 保証 規定 [ーーーーー 一 ーー 


| 
| 1. 表面 記載 の 保証 期間 内 に 発生 し た 故障 に つい て は 修理 料金 を 無償 と いた し ます 。 
2. 次 の 場合 は 保証 期間 中 で も 有償 修理 と いた し ます 。 
| ① 使 用 上 の 誤り 、 お よび 不当 を 修理 や 改造 に よる 故障 。 
② 火 災 ・ 天 災 な を な ど に よる 故障 お よび 購入 後 の 輸送 に よる 故障 。 
③ 接続 し て いる 他 の 機器 に 起因 し て 本 製品 に 生じ る 故障 。 
④ 本 保証 書 を 紛失 され た 場合 、 お よび お 買い 上 げ 日 、 お 買い 上 げ 店 ・ 認 印 の な い 場 合 。 
| ⑤) 本 保証 書 を 弊社 に 提示 され て いな い 場 合 。 
| 3. この 保証 書 は 国内 で 使用 され る 場合 に だ け 有 効 で す 。 
This warranty shall be valid only within Japan. 
1 
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本 社 〒605 京都 市 東山 区 福 稲 上 高松 町 60 番 地 TEL(075)541 一 6111 番 (代表 ) 名 古屋 営業 所 〒451 名 古屋 市 西区 幅 下町 の 丁目 18 番 9 号 TEL(052)571 一 2506 番 (代表 ) 
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の キヤ フ ノ タ を 利用 し て 、 
いろ いろ な お 繧 が 描け ます 。 
石 図 は その 例 で す 。 な お 、 
これ れ ら は 64X04 ド ツ ト で 表 
わし だ も の で あり 、 和 画面 人 


目 o 


グ づ ③ | ら @) アゲ 「BG GRAPH1CO」 


bp 


に 


体 で は あり ませ ん 。 
| 明 ボツ ト 
り | 
じ 木 と 島 
キャ ヤラ クタ テー ブル 日 に 記載 し て いる キヤ ラク マタ は 、 
し 「BG GRAPH 1C」 の SE し EC 〇 十 モ ー ド で 表示 さ 
れる キヤ ラク タブ グループ を 表わし て いま す 。 8 個 の キャ 
M ラク タブ ルー プ を 変え る に は 、 | 店 民 ] キ ー、 ま だ は 、 


SHIFT] キ ー を 押し な が ガ ら [ ,%fE ] キー を 押し ます 。 


カラ ー チ ヤー ト は 、CGSE T 文 で 指定 され る 色 の 組み 合わ せ を 表わし て いま す 。 ご の 配色 を 参考 に し て 、 キ ヤラ クタ の 色 を 指定 
し て ぐだ さい 。 CGSE で 指定 さわ る パレ ツ ト コ ー ド 


パレ ッ ツ ト コ ー ド 0 パレ ツ ト コ ー ド の 


パレ ッ ト コ ー ド 1 
「 | ペー ソチ 灯 ( ま 1 す ) 「 g 
色 | 色 
48|22| 1 | 普 | 年 還 
3 の |16| の 1| 8 層 r- 置 5 
スピ ナー 
ス 
3 (マリ オ と 同じ 
ーー や ラッ クタ) 
イ 
ト 
用 
が すず シェル 
ボー ル に NM 
48|3g|22 48| 22| フ 
3 の |2 フ |16| っ に り | selez| s| 
テー ーー 
CGSE 丁 で 指定 され る / 1 ソト コー ド に DEF SPR 1 TE、DEF MOVE 命令 で 指定 され る 配色 番号 。 
ト パパ レット コー ド O 半 | 各 配 色 の 下 に 表記 し て ある 数 字 ( カ ラー コー ド ) は 、10 
だ 7 進数 (上 段 )、16 進 数 (下段 ) の 種類 で す 。PALET 文 
バ れる 配色 番号 。 で アー ニー メキ ヤラ クタ や 背景 の 絵柄 の 色 を 変え る 場合 、 
ツ に これ ら の カフ ラー コ ー ド と 対 席 させ て 色 を 指定 変更 し て 
ガ ぐだ さい 。 
pp ※ テ レビ に より 、 印 刷 の 色 こ 多少 異な つて 表示 され る 場合 が あり 
と ます 。 
レン 41154|23 
ド 29|36| 1 フ | っ 
用 
48|38| フ 41|54| 23 
M 3 の [26[ の 7| 3 29| 36| 1 フ 


COLOR 病 令 で 指定 され る 配色 番号 。 


6 12 13 16 17 20 


2 マリ オ 人 8 マリ オ 7 10 
(WALK1) (WALK2) 
28 29 ' 


18 マリ オ 19 22 マリ オ 23 Z6 マリ オ 27 
(スリ ッ プ ) (は し ご ) (DOWN) 


て っ 
て つ 
て っ 


レデ ィ 
(WALK2) (WALK3) 


レデ ィ 
(スリ ッ プ ) 


56 


て m 


リ / 


58 ファ イタ ー フ ライ 59 62 ファ あー フラ イ 63 
( 1 )( ハ エ さ ん ) (の 7) た ハエ さん ) 
84. 68 89 


ee】 
て m 


CO 
で 〇 つう 
CS 
ュ こ コ 


90 


| ペン ペン 
( 左 歩 1 ) ( 左 歩 2 ) 


IT 
「 ひ 


了 
十 
ON 
和 


11 


「O 〇 
ー こ w 
am 
C っ う 
ーー 
ここ 


114 フ ァ イ ア ー ボ ー ル 115 
( 
14 41 144 


だ に 
ーー 


| 回 


〇 ) 
TS 
= 


65 


142 1 7 151 154 スタ ー キ ラー 166 スタ ー シ ッ プ 167 
し 間 定 ) ( 左 ) ( 左 ) 
168 1 176 177 180 193 
ロ 
ビキニ 
に 車 
国 
170 スタ ー シ ッ プ 171 174 スタ ー シ ッ プ 175 179 179 182 爆発 186 シ ェ ル クリ ー パ ー187 190 シ ェ ル クリ ー パ ー191 194 サ イド ステ ッ パ ー195 
(左上 ) (人 (の ) ( 1 )( カ メ さ ん ) (の )( カ メ さ ん ) ( 1 )( カ ニ さ ん ) 
196 197 201 204 205 “ 
208 209 210 _211 212 213 
レー ザー レー ザー レー ザー レー ザー レー ザー レー ザー 
よ ご こ ( 1 ) よこ ご ( ぢ ) な な め ( 1 ) な な め ( の) た て で も 1 7 だ て を と ど ) 
198 サ イド ステ ッ パ ー199 202 ニッ トピ ッ カ ー 203 が トビ ルカ ー 207 
(の )( カ ニ さ ん ) ( 1)( ト リ さ ん ) トリ さん ) 


これ ら の キャ ラク タ は 、 主 に ア Ei 
各 キ ャ ラク タ の 四隅 に 表記 し て いる 数 字 は 、DEF SPRITE 文 の CHR$ (n ) で 使用 する 10 信 傘 数 で す 。 
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